
  

 
 

 

毛沢東選集 

 

第三巻 



『毛沢東選集 第三巻』（外文出版社 北京） 

（１９６８年 初版を電子化） 

 

 

 

     電子版凡例（原版の凡例相当部分を適宜変更） 

 

一 本訳書は北京人民出版社一九六四年九月出版の『毛沢東選集』第一巻から第四巻まで

の完訳である。各論文の解題と注釈もこの版から訳出したものである。 

一 注釈は底注と訳注にわかれ、原注は漢数字を〔 〕でかこみ（電子版は漢数字ではな

く、半角数字を〔 〕で囲んでいる）、各論文の末尾においた。訳注は訳者がくわえたも

ので、算用数字を○（電子版では機種依存文字である①などで表現）でかこみ、原注のあ

とにおいた。 

一 度量衡、通貨、行政区画については、一部をのぞいてすべて原文のままの単位を用

い、訳注を付した。 

一 読み仮名は、《 》で囲まれた範囲で示される。 

一 第二水準で表現できない漢字は、基本的に［片＋旁］で表現した。それ以外の表現

も、適宜［ ］内で記した。 

一 本電子版は MS IME を用いて作成された。 

一 傍点のある部分は" #"と"# "で囲み、電子版では太字の部分は" ##"と"## "で囲ん

だ。 

一 原文では旧字体などで表現されていても、電子版で表現できないなどの理由により新

字体で表現しているところがある。例えば、蒋介石は原文では旧字体だが、電子版では新

字体である。 
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   ##抗日戦争の時期（下）##  

『農村調査』のはしがきとあとがき（一九四一年三月、四月） 

  はしがき 

  あとがき 

われわれの学習を改革しよう（一九四一年五月） 

極東ミュンヘンの陰謀を暴露せよ（一九四一年五月二十五日） 

反ファシズム国際統一戦線について（一九四一年六月二十三日） 

陝西・甘粛・寧夏辺区参議会における演説（一九四一年十一月二十一日） 

党の作風を整えよう（一九四二年二月一日） 

党八股に反対しよう（一九四二年二月八日） 

延安の文学・芸術座談会における講話（一九四二年五月） 

  まえおき 

  結論 

きわめて重要な政策（一九四二年九月七日） 

第二次世界大戦の転換点（一九四二年十月十二日） 

十月革命二十五周年を祝う（一九四二年十一月六日） 

抗日時期の経済問題と財政問題（一九四二年十二月） 

指導方法のいくつかの問題について（一九四三年六月一日） 



国民党にただす（一九四三年七月十二日） 

根拠地での小作料引き下げ運動、生産運動および擁政愛民運動をくりひろげよう（一九四

三年十月一日） 

国民党中央執行委員会第十一回全体会議と第三期国民参政会第二回会議を評す（一九四三

年十月五日） 

組織せよ（一九四三年十一月二十九日） 

学習と時局（一九四四年四月十二日） 

人民に奉仕する（一九四四年九月八日） 

蒋介石の双十節演説を評す（一九四四年十月十一日） 

文化活動における統一戦線（一九四四年十月三十日） 

経済活動に習熟しなければならない（一九四五年一月十日） 

遊撃区でも生産をおこなうことができる（一九四五年一月三十一日） 

中国の二つの運命（一九四五年四月二十三日） 

連合政府について（一九四五年四月二十四日） 

  一 中国人民の基本的要求 

  二 国際情勢と国内情勢 

  三 抗日戦争における二つの路線 

     中国問題の鍵 

     曲折した道をたどってきた歴史 

     人民戦争 

     二つの戦場 

     中国解放区 

     国民党支配区 

     対比 

     「抗戦を破壊し、国家を危うくする」ものはだれか 

     いわゆる「政令、車令に服従しない」こと 

     内戦の危機 

     交渉 

     二つの前途 

  四 中国共産党の政策 

     われわれの一般綱領 

     われわれの具体的綱領 

     中国国民党支配区での任務 

     中国被占領区での任務 

     中国解放区での任務 

  五 全党は団結して党の任務の実現のためにたたかおう 

愚公、山を移す（一九四五年六月十一日） 

軍隊の生産自給、あわせて整風、生産の二大運動の重要性について（一九四五年四月二十

七日） 

ハーレーと蒋介石の猿芝居はすでに破産した（一九四五年七月十日） 

ハーレーの政策の危険性について（一九四五年七月十二日） 

フォスター同志への電報（一九四五年七月二十九日） 

日本侵略者にたいする最後の一戦（一九四五年八月九日） 

 

 

 

    ##抗日戦争の時期（下）##  



 

 

 

『農村調査』のはしがきとあとがき 

 

          （一九四一年三月、四月） 

 

 

      はしがき （一九四一年三月十七日） 

 

 現在の党の農村政策は、十年の内戦の時期①におけるような土地革命の政策ではなく、

抗日民族統一戦線の政策である。全党は、一九四〇年七月七日と十二月二十五日の党中央

の指示〔1〕を実行しなければならず、きたるべき第七回党大会の指示を実行しなければ

ならない。この資料は、同志たちが問題研究の方法をみいだすための一助として印刷され

たものである。現在、多くの同志たちは、おおざっぱでふかく理解しようとしない作風を

まだもっており、ひどいばあいには下部の事情が全然わからないままに指導にあたってい

るが、これはたいへん危険な現象である。中国社会各階級の実際の状況について、真に具

体的な理解がなければ、真によい指導はありえない。 

 状況を知る唯一の方法は、社会について調査をおこなうこと、社会の各階級のいきいき

とした状況を調査することである。指導にあたっている人にとっては、計画的にいくつか

の都市、いくつかの農村をえらんで、マルクス主義の基本的観点、すなわち階級分析の方

法をもちい、何回か綿密な調査をおこなうことが、状況を知るもっとも基本的な方法であ

る。このようにしてこそ、われわれは中国社会の問題についてのもっとも基礎的な知識を

もつことができるのである。 

 それには、第一に、仰向いて空ばかりながめるのではなく、目を下にむけることであ

る。目を下にむける興味と決意がなければ、一生かかっても中国の事情をほんとうに理解

することはできない。 

 第二は、調査会をひらくことである。あっちをみたりこっちをみたり、通りすがりに聞

きかじるようなことでは、けっして完全な知識などえられはしない。わたしが調査会をひ

らく方法で手にいれた資料のうち、湖南《フーナン》省のいくつかのもの、井岡山《チン

カンシャン》のいくつかのものは、みなうしなってしまった。ここに印刷したのは主とし

て、『興国《シンクォ》県の調査』、『長岡《チャンカン》郷の調査』,『才渓《ツァイシ

ー》郷の調査』である。調査会をひらくのは、いちばん手軽なうえに、いちばん信頼のお

ける方法であって、わたしはこの方法でひじょうに得るところがあったし、これはどんな

大学よりもすぐれた学校であった。調査会には、ほんとうに経験をつんだ中級や下級の幹

部か、あるいは一般大衆を出席させるべきである。湖南省の五つの県の調査と井岡山の二

つの県の調査で、わたしがえらんだのは各県の中級の責任者であった。尋［鳥＋”おおざ

と”］《シュインウー》の調査でえらんだのは一部の中級幹部と一部の下級幹部、貧乏秀才

ひとりと破産した商業会議所会頭ひとり、それにもと県役所税務係でいまは職をうしなっ

ている下級官吏ひとりであった。かれらはわたしに、いままで聞いたこともないたくさん

の知識をあたえてくれた。わたしがはじめて中国の監獄の腐敗ぶりの一部始終を知ったの

は、湖南省衡山《ホンシャン》県で調査したときのその県の下級獄吏からであった。興国

県の調査と長岡、才渓両郷の調査でえらんだのは、郷で活動している同志とふつうの農民

であった。これらの幹部、農民、秀才、獄吏、商人、税務係はわたしの敬愛すべき先生で

あって、わたしがかれらの生徒になるには、礼儀正しく、勤勉で、同志的な態度をとる必

要があった。そうでなければ、かれらはわたしを相手にせず、知っていても話そうとせ

ず、話してもすっかり話してはくれなかったであろう。調査会をひらくには、人数は毎回



多くなくてもよく、三、四人、あるいは七、八人でけっこうである。十分に時間をとり、

調査項目を用意し、さらに自分が直接質問し記録をとるとともに、参会者と議論をたたか

わせなければならない。したがって、あふれるばかりの熱意がなく、目を下にむける決意

がなく、知識をえようとする意欲がなく、えらそうな態度をすててよろこんで小学生にな

るという心がけがなければ、どうしてもやれるものではなく、やってもうまくはいかな

い。大衆こそ真の英雄であって、われわれ自身のほうがとかくこっけいなほど幼稚であ

る、これがわからなければ最低の知識もえられない、ということを知らなければならな

い。 

 わたしは、この参考資料を出版するおもな目的が、これらの具体的資料やその結論を同

志たちにおぼえてもらうためではなくて、下部の事情をどのようにして知るかという方法

を指摘する点にあることをかさねてことわっておく。一般的にいえば、中国の幼いブルジ

ョア階級は、欧米や日本のブルジョア階級とちがって、社会状況にかんする比較的ととの

った資料、あるいは最低限の資料さえ、まだわれわれのために用意しておらず、またそう

することは永久に不可能でもあるから、どうしてもわれわれ自身が資料をあつめる仕事を

しなければならない。特殊的にいえば、実際活動家は、いつでも、変化する状況をつかむ

べきであって、どの国の共産党も他人の手にたよることはできない。したがって、すべて

の実際活動家は下部について調査をしなければならない。理論だけで、実際の状況を知ら

ないものにとっては、こうした調査活動がとりわけ必要であり、そうでなければ理論を実

際と結びつけることはできない。「調査なくして、発言権なし」というこのことばは、か

つては「せまい経験論」だとそしられたが、わたしはいまでもそれを後悔していない。後

悔していないどころか、わたしはあいかわらず、調査がなければ発言権はありえないとい

う考えを堅持するものである。「お着きになるやさっそく」、なんだかんだと論議をし、意

見をだし、これも批判しあれも非難するといった人がたくさんいるが、実はこういう人は

十人が十人までみな失敗する。なぜなら、こうした論議や批判は綿密な調査をへておら

ず、無知なでまかせをいっているにすぎないからである。わが党はいわゆる「勅使」のた

めにかぞえきれないほど苦い目にあっている。ところが、このような「勅使」は、いたる

ところとびまわり、ほとんどどこにもいる。スターリンが「理論は、革命の実践と結びつ

かなければ、対象のない理論となる」といっているのは正しい。もちろん、かれが「実践

は、革命の理論を指針としなければ、盲目的な実践となる」〔2〕といっているのも正し

い。盲目的な、展望をもたない、見通しのきかない実務家をのぞいては、「せまい経験

論」などとはいえないのである。 

 わたしはいまでも、中国事情と国際事情の綿密な研究の必要を痛感しているが、それは

わたし自身が中国事情と国際事情について、やはりまだ、なまはんかな知識しかもってい

ないという事実と関連している。自分はなにもかもわかっていて、他人がわかっていない

だけだなどというのではけっしてない。全党の同志たちといっしょに、ひきつづき小学生

になって大衆に学ぶ、これがわたしの念願である。 

 

      あとがき （一九四一年四月十九日） 

 

 十年の内戦の時期の経験は、現在の抗日の時期にとって、もっともよい、またもっとも

身近な参考となる。しかし、これは、敵とたたかうのにどのようにして大衆と結びつき、

大衆を動員するかという面についていうのであって、戦術路線の面についていうのではな

い。党の戦術路線は、現在と過去では原則的なちがいがある。過去においては、地主や反

革命的なブルジョア階級とたたかうことであったが、現在においては、抗日に反対しない

すべての地主やブルジョア階級と連合することである。十年の内戦の後期には、われわれ

に武力で攻撃をくわえる反動的な政府や政党にたいするばあいと、わが政権の管轄下にあ

る資本主義的性質をもつすべての社会階層にたいするばあいとで、異なった政策をとらな



かったし、反動的な政府や政党のなかのそれぞれの異なった派閥にたいしても異なった政

策をとらなかったが、こうしたことはそのときでも正しくはなかった。当時、農民と都市

の下層小ブルジョア階級をのぞいた社会のあらゆる構成要素にたいして、「すべてのもの

と闘争する」政策をとったが、この政策は疑いもなくあやまっていた。土地政策の面で

は、十年の内戦の前期と中期にとった政策、すなわち地主が流浪の生活をしたり、山には

いって匪賊《ひぞく》となり社会秩序をみだすことのないよう、かれらにも農民とおなじ

だけの土地を分配して耕作させる、という正しい政策を否定したのもあやまりであった

〔3〕。現在の党の政策はこれとは異なるものでなければならない。それは「すべてのもの

と闘争し、連合を否定する」のではなく、また「すべてのものと連合し、闘争を否定す

る」（一九二七年の陳独秀《チェントウシウ》②主義のような）のでもなくて、日本帝国

主義に反対するすべての社会階層と連合し、かれらと統一戦線をうちたてるのであるが、

しかしかれらのあいだに存在する敵への投降、反共、反人民という動揺性と反動性の面に

たいしては、その程度におうじてさまざまな異なった形式での闘争をおこなうべきであ

る。現在の政策は、「連合」と「闘争」を総合した二重性をもった政策である。労働政策

の面では、労働者の生活を適当に改善することと、資本主義経済の正当な発展をさまたげ

ないことという二重性をもった政策である。土地政策の面では、地主にたいしては小作料

と利子の引き下げを要求する一方、農民も部分的に小作料と利子をおさめるよう規定する

という二重性をもった政策である。政治的権利の面では、抗日するすべての地主、資本家

に、労働者、農民とおなじような人権、政治的権利、財産権をあたえるが、またかれらが

おこす可能性のある反革命行動は防止するという二重性をもった政策である。国営経済と

協同組合経済は発展させるべきであるが、現在の農村根拠地における主要な経済要素は、

まだ国営ではなくて、私営であり、日本帝国主義と半封建制度反対に役立てるよう、非独

占資本主義経済に発展の機会があたえられる。これは現在、中国にとってもっとも革命的

な政策であり、この政策の実施に反対し、これを妨害することは、疑いもなくあやまりで

ある。共産党員の共産主義的純潔性を厳粛に断固として保持すること、また社会経済にお

ける有益な資本主義的要素を保護するとともに、それを適当に発展させることは、抗日お

よび民主共和国建設の時期において、どちらも欠くことのできないわれわれの任務であ

る。この時期には、一部の共産党員がブルジョア階級に堕落させられ、党員のなかに資本

主義的思想が発生する可能性があるし、われわれはこのような党内の堕落思想と闘争しな

ければならない。しかし、党内の資本主義的思想に反対する闘争を社会経済の面に移し

て、資本主義的経済要素に反対するようなあやまりをおかしてはならない。われわれはこ

のけじめをはっきりつけなければならない。中国共産党は複雑な環境のなかで活動してお

り、党員の一人ひとり、とりわけ幹部は、マルクス主義の戦術を身につけた戦士として自

分をきたえあげるべきであって、問題を一面的に単純にみては、革命を勝利させることは

できない。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 一九四〇年七月七日の党中央の指示とは、当時だされていた「当面の情勢と党の

政策についての中国共産党中央の決定」をさす。一九四〇年十二月二十五日の党中央の指

示とは、本選集第二巻におさめられている『政策について』のことである。 

〔2〕 スターリンの『レーニン主義の基礎について』の第三部分から引用。 

〔3〕 ここにいわれている十年の内戦の前期とは、一九二七年末から一九二八年末まで

の時期をさし、通常、井岡山の時期ともいわれている。中期とは、一九二九年のはじめか

ら一九三一年の秋までの時期、すなわち中央赤色根拠地の樹立から三回目の反「包囲討

伐」の戦いが勝利をもって終わったときまでの時期をさす。後期とは、一九三一年末から

一九三四年末までの時期、すなわち三回目の反「包囲討伐」の戦いが勝利をもって終わっ



たときから、党中央が貴州省の遵義で政治局拡大会議をひらいたときまでの時期をさす。

一九三五年一月の遵義会議では、一九三一年から一九三四年までの、「左」翼日和見主義

路線の党内における支配に終止符をうち、党を正しい路線にたちもどらせた。 

〔 ##訳注## 〕 

① 十年の内戦の時期とは、第二次国内革命戦争の時期のことで、土地革命の時期ともよ

ばれている。それは、一九二七年、大草命が失敗したのちにはじまり、一九三六年の末に

基本的に終わりをつげた。本選集第一巻の『日本帝国主義に反対する戦術について』訳注

⑤を参照。 

② 本選集第一巻の『中国革命戦争の戦略問題』注〔4〕を参照。 

 

 

 

われわれの学習を改革しよう 

 

          （一九四一年五月） 

 

 これは、毛沢東同志が延安の幹部会議でおこなった報告である。この報告と『党の作風

を整えよう三『党八股に反対しよう』という二つの論文は、整風運動についての毛沢東同

志の基本的な著作である。毛沢東同志は、これらの論文で、一歩すすんで思想問題の面か

ら過去の党内における路線の相違を総括し、党内に広範に存在していたマルクス・レーニ

ン主義をよそおう小ブルジョア的な思想作風、主として主観主義的偏向、セクト主義的偏

向およびこの二つの偏向の表現形態である党八股について分析した。毛沢東同志は、全党

的な範囲でのマルクス・レーニン主義の教育運動、すなわち、マルクス・レーニン主義の

思想原則にしたがって作風を整える運動をくりひろげるようよびかけた。毛沢東同志のこ

のよびかけは、たちまち、党内外でプロレタリア思想と小ブルジョア思想との大論争をひ

きおこし、党内外におけるプロレタリア思想の陣地をうちかため、広範な幹部を思想的に

大きく一歩前進させ、党をかつてみないほど団結させた。 

 

 わたしは全党の学習方法と学習制度の改革を主張する。その理由はつぎのとおりであ

る。 

 

      一 

 

 中国共産党の二十年は、マルクス・レーニン主義の普遍的真理が中国革命の具体的実践

と日ましに結合してきた二十年であった。わが党の幼年時代に、われわれのマルクス・レ

ーニン主義にたいする認識と中国革命にたいする認識がいかに浅く、いかに乏しかったか

をふりかえってみれば、いま、これらにたいするわれわれの認識は、はるかに深く、はる

かに豊かになっていることがわかる。かぎりない苦難をおった中華民族、そのすぐれた人

たちは、百年らい、身をなげうってたたかい、しかばねをのりこえて進み、国を救い民を

救う真理をさがしもとめてきた。それはまことに深い感動をよびおこすものである。だ

が、マルクス・レーニン主義というもっともすぐれた真理をさがしあててわが民族解放の

もっともすぐれた武器としたのは、第一次世界大戦とロシア十月革命ののちになってから

であり、そしてこの武器をにぎることを提唱し、宣伝し、組織したのは、中国共産党であ

った。マルクス・レーニン主義の普遍的真理がひとたび中国革命の具体的実践と結合する

と、中国革命は面目を一新した。抗日戦争いらい、わが党では、マルクス・レーニン主義

の普遍的真理にもとづく、抗日戦争の具体的実践についての研究と、こんにちの中国およ



び世界についての研究が一歩前進し、中国の歴史についての研究もある程度はじまるよう

になった。これらはすべて、非常によいことである。 

 

      二 

 

 しかし、われわれにはまだ欠点があり、しかも大きな欠点がある。わたしのみるとこ

ろ、こうした欠点をあらためなければ、われわれの活動をさらに一歩前進させることはで

きず、マルクス・レーニン主義の普遍的真理と中国革命の具体的実践とを結合する偉大な

事業のなかで、われわれをさらに一歩前進させることはできない。 

 まず、現状の研究についてのべよう。国内、国際の現状についての研究では、ある程度

の成果をあげているが、わが党のような大政党にしては、国内、国際の各方面、つまり国

内、国際の政治、軍事、経済、文化のどの面でも、われわれのあつめた資料はまだ断片的

であり、われわれの研究活動はまだ系統的でない。一般的にいえば、二十年らい、われわ

れは、上にのべた各方面について、系統的に綿密に資料を収集して研究したことがなく、

客観的な実際の状況を調査研究する空気が濃厚でなかった。「目をつぶってすずめをつか

まえ」、「めくらが魚を手さぐり」するような、おおざっばで、長広舌を振るい、なまはん

かな知識に満足するというこうした非常に悪い作風、マルクス・レーニン主義の基本精神

にまったくそむいたこうした作風は、わが党の多くの同志のあいだに、なおひきつづき存

在している。マルクス、エンゲルス、レーニン、スターリンは、主観的な願望からではな

く、客観的な真実の状況から出発して状況をまじめに研究せよと、われわれに教えている

が、われわれの多くの同志は、直接この真理にそむいている。 

 つぎに、歴史の研究についてのべよう。この仕事は、少数の党員や少数の党支持者が手

がけたことはあるが、組織的にやられたことはなかった。ここ百年の中国史についても、

古代の中国史についても、多くの党員の頭のなかは、まだくらやみ同然である。多くのマ

ルクス・レーニン主義の学者も、口をひらけばギリシアをもちだすが、自分の祖先のこと

となると、申しわけないことに忘れてしまっている。まじめに現状を研究する空気も濃厚

でないし、まじめに歴史を研究する空気も濃厚でない。 

 そのつぎに、国際的な革命の経験の学習、マルクス・レーニン主義の普遍的真理の学習

についてのべよう。多くの同志のマルクス・レーニン主義の学習は、革命の実践の必要の

ためではなく、たんなる学習のためのようにみえる。したがって、読むには読んでも、消

化できない。ただマルクス、エンゲルス、レーニン、スターリンの個々の字句を一面的に

引用することができるだけで、その立場、観点、方法を運用して、具体的に中国の現状と

中国の歴史を研究し、具体的に中国革命の問題を分析し、解決することはできない。マル

クス・レーニン主義にたいするこうした態度は非常に有害で、とくに中級以上の幹部にと

っては、その害がいっそう大きい。 

 以上で、わたしは三つの面の状況、つまり現状の研究を重視せず、歴史の研究を重視せ

ず、マルクス・レーニン主義の運用を重視しないことについてのべたが、これらは非常に

悪い作風である。こうした作風がひろまって、われわれの多くの同志に害をおよぼしてい

る。 

 たしかに、いま、われわれの隊列内には、こうした悪い作風にそまった同志がたくさん

いる。国の内外、省の内外、県の内外、区の内外の具体的な状況について、系統的で綿密

な調査と研究をしようとはせず、なまはんかな知識や「しかじかであるにちがいない」と

いうことだけをよりどころにして命令をだす、こうした主観主義の作風は、まだ多くの同

志のあいだに存在しているのではないか。 

 自分たちの歴史について、なにも知らなかったり、少ししか知らないことを恥ともおも

わず、逆に誇りとしているものがいる。とくに重大なのは、中国共産党の歴史とアヘン戦

争以後のここ百年の中国史をほんとうに知っているものが非常にすくないことである。こ



こ百年の経済史、政治史、軍事史、文化史については、その研究にまじめに手をつけてい

るものがまったくいない。一部の人は、自分たちのことについての知識がないのだから、

あとに残るものといえばギリシアや外国の物語だけで、それも、外国の反古のなかから断

片的にひろいだしてきたあわれなものにすぎない。 

 数十年らい、多くの留学生にはこうした欠陥があった。かれらは欧米や日本から帰って

くると、外国のものを受け売りすることしか知らなかった。かれらは蓄音機の役割をはた

したが、新しい事物を認識し創造するという自分の責任は忘れていた。こうした欠陥は共

産党にも伝染した。 

 われわれが学んでいるのはマルクス主義であるが、われわれのうちの多くのものがマル

クス主義を学ぶ方法は、直接マルクス主義にそむいている。つまり、かれらはマルクス、

エンゲルス、レーニン、スターリンがくりかえしさとしている、理論と実際の統一という

基本原則にそむいているのである。かれらはこの原則にそむいているのだから、理論と実

際の分離というこれと反対の原則を自分でつくりだしているのである。学校での教育で

も、現職幹部の教育でも、哲学を教えるものは、中国革命の論理を研究するよう学生をみ

ちびかず、経済学を教えるものは、中国経済の特徴を研究するよう学生をみちびかず、政

治学を教えるものは、中国革命の戦術を研究するよう学生をみちびかず、軍事学を教える

ものは、中国の特徴に通した戦略と戦術を研究するよう学生をみちびかない、といったぐ

あいである。その結果、あやまりの種がばらまかれ、はなはだしく人をあやまらせてい

る。延安《イェンアン》で学んだことは、［鹿＋”おおざと”］《フー》県〔1〕にいけば、

もう応用できない。経済学の教授は辺幣や法幣〔2〕について説明することができない。

もちろん、学生もそれを説明できはしない。こうして、多くの学生のあいだに、先生のと

ころから学んできた永久不変だといわれている教条にひたすら心をよせ、逆に中国問題に

は興味をもたず、党の指示は重視しないという異常な心理がうまれている。 

 もちろん、以上のべたのは、わが党内にあるきわめて悪い典型であって、どこででもこ

うだというのではない。だが、こうした典型はたしかに存在するうえ、その数もかなり多

く、その害もかなり大きいので、なおざりにしてはならない。 

 

      三 

 

 この見方についてくりかえし説明するために、たがいに対立する二つの態度を対照させ

ながらのべてみよう。 

 第一、主観主義的態度。 

 この態度のもとでは、周囲の環境を系統的に綿密に研究せず、ただ主観的な熱情だけで

活動し、中国の今日の姿についてはわかったようでわかっていない。この態度のもとで

は、歴史をたちきり、ギリシアを知るだけで中国を知らず、昨日や一昨日の中国の姿につ

いてはくらやみ同然である。この態度のもとでは、抽象的に、目的もなく、マルクス・レ

ーニン主義の理論を研究する。中国革命の理論問題、戦術問題を解決するためにマルク

ス、エンゲルス、レーニン、スターリンのところから立場、観点、方法をさがしだすので

はなく、たんに理論のために理論を学ぶのである。的があって矢をはなつのではなく、的

がなくて矢をはなつのである。マルクス、エンゲルス、レーニン、スターリンは、われわ

れに、客観的に存在する実際の事物から出発して、そのなかから、われわれの行動の導き

となる法則をひきだすべきであると教えている。このためには、マルクスがのべているよ

うに、詳細な資料を掌握し、それを科学的に分析し総合するという研究をおこなわなけれ

ばならない〔3〕。ところが、それとは反対にわれわれのうちの多くのものは、そのように

はしない。そのうち、多くのものは研究活動にたずさわっているが、しかし、かれらは今

日の中国と昨日の中国の研究にはいっさい興味がなく、実際からかけはなれたからっぽの

「理論」の研究にしか興味をしめさない。多くのものは実際活動にたずさわっているが、



かれらも客観的な状況の研究には心をそそがず、とかく熱情だけにたより、自分の感じを

政策としている。このふたとおりの人びとは、どちらも主観にたより、客観的な実際の事

物の存在を無視する。講演をすれば、甲、乙、丙、丁、一、二、三、四などとならべたて

るし、文章をかけば、長広舌を振るう大論文をつくりあげる。派手に立ちまわって人気を

えようとする気持ちはあっても、事実にもとづいて法則性をもとめる考えはない。見ばえ

だけで中味がなく、もろくて芯《しん》がない。ひとりよがりで、われこそは天下第一と

うぬぼれ、「勅使」然としていたるところをとびまわる。これがわれわれの隊列内の一部

の同志の作風である。このような作風でわが身を律すればわが身をそこない、他のものを

教育すれば他のものをそこない、革命を指導すれば革命をそこなう。要するに、この反科

学的、反マルクス・レーニン主義的な主観主義の方法は、共産党の大敵であり、労働者階

級の大敵であり、人民の大敵であり、民族の大敵であり、党性が不純なことのあらわれで

ある。大敵をまえにして、われわれはそれをうちたおす必要がある。主観主義がうちたお

されないかぎり、マルクス・レーニン主義の真理は勢いをえず、党性は強固にならす、革

命は勝利しない。科学的な態度がなければ、すなわち理論と実践の統一したマルクス・レ

ーニン主義の態度がなければ、党性がないか、党性が不完全であるということを、われわ

れは指摘すべきである。 

 ここに、こうした連中の姿をえがいた対句がある。それはこうである。 

 

    土塀の上にはえた蘆《あし》、頭がおもく、足かるく、根っ子はあさい 

    山の谷間の竹の子は、口がとんがり、皮あつく、腹はからっぼ 

 

 この対句は、科学的な態度をもたないもの、マルクス、エンゲルス、レーニン、スター

リンの著作のいくらかの字句を棒暗記することしか知らないもの、名ばかりでほんとうの

学問がないものにふさわしくはないだろうか。もしほんとうに自分の病気をなおしたいの

なら、この対句を書きとめておくか、あるいは、もっと勇気をだして、自分の部屋の壁に

はっておくようにすすめる。マルクス・レーニン主義は科学である。科学は正直な学問で

あって、どのようなごまかしもゆるされない。われわれはやはり正直にやろう。 

 第二、マルクス・レーニン主義の態度。 

 この態度のもとでは、マルクス・レーニン主義の理論と方法を運用して、周囲の環境を

系統的に綿密に調査、研究する。ただ熱情だけで活動するのではなく、スターリンがのべ

ているように、革命的な気概を実際的な精神と結合させるのである〔4〕。この態度のもと

では、歴史をたちきってはならない。たんにギリシアのことだけを知ればよいのではな

く、中国のことも知らなければならず、たんに外国の革命史だけではなく、中国の革命史

も知らなければならない。また、中国の今日のことだけではなく、中国の昨日や一昨日の

ことも知らなければならない。この態度のもとでは、目的をもってマルクス・レーニン主

義の理論を研究し、マルクス・レーニン主義の理論を中国革命の実際運動と結合させなけ

ればならないのであり、中国革命の理論問題や戦術問題を解決するために、そこから立

場、観点、方法をさがしだすのである。このような態度が、的があって矢をはなつ態度で

ある。「的」とは中国革命のことで、「矢」とはマルクス・レーニン主義のことである。わ

れわれ中国共産党員がこの「矢」をさがしもとめるのは、中国革命と東方の革命というこ

の「的」を射るためである。このような態度が実事求是の態度である。「実事」とは客観

的に存在するすべての事物のことであり、「是」とは客観的な事物の内部的なつながり、

すなわち法則性のことであり、「求」とはわれわれがこれを研究することである。われわ

れは、国の内外、省の内外、県の内外、区の内外の実際の状況から出発し、そのなかか

ら、われわれの行動の導きとして、憶測でない固有の法則性をひきだす、すなわち周囲の

できごとの内部的なつながりをさがしだすのである。そして、このようにするためには、

主観的な想像、一時的な熱情、死んだ書物にたよってはならず、客観的に存在する事実に



たよって、詳細な資料を掌握し、マルクス・レーニン主義の一般的原理の導きのもとに、

これらの資料のなかから正しい結論をひきださなければならない。こうした結論は、甲、

乙、丙、丁というような現象の羅列《られつ》でもなければ、長広舌を振るったありきた

りの文章でもなくて、科学的な結論である。このような態度には、派手に立ちまわって人

気をえようとする気持ちはなく、事実にもとづいて法則性をもとめる考えがある。このよ

うな態度こそ、党性のあらわれであり、理論と実際の統一したマルクス・レーニン主義の

作風である。これは共産党員であるかぎり、少なくとももたなければならない態度であ

る。こうした態度をもてば、「頭がおもく、足かるく、根っ子はあさい」ということもな

ければ、「口がとんがり、皮あつく、腹はからっぽ」ということもなくなる。 

 

      四 

 

 以上のべた意見にもとづいて、わたしはつぎのことを提案する。 

 （一）全党にたいし、周囲の環境を系統的に綿密に研究する任務を提起する。マルク

ス・レーニン主義の理論と方法にもとづいて、経済、財政、政治、軍事、文化、党務の各

方面にわたる、敵、友、わが方の三者の動向をくわしく調査、研究し、そのうえで、当然

の、また必要な結論をひきださなければならない。このためには、こうした実際の事物の

調査と研究に同志たちが目をむけるようみちびかなければならない。共産党の指導機関の

基本的任務は、状況の了解と政策の把握《はあく》というこの二つのたいせつな仕事にあ

り、前者は世界を認識することで、後者は世界を改造することであるということを同志た

ちにわからせなければならない。また、調査なくして発言権なしということ、長広舌を振

るって一席ぶったり、一、二、三、四と現象をならべたてたりするのは、なんの役にもた

たないということを同志たちにわからせなければならない。たとえば、宣伝活動のばあ

い、敵、友、わが方の三者の宣伝状況を知らなければ、われわれの宣伝政策を正しく決定

することはできない。どの部門の仕事にしても、まず状況を了解することが必要であり、

そののちにはじめて、うまく処理できるのである。全党で調査「研究の計画を実行するこ

とは、党の作風を変える根本的な一環である。 

 （二）ここ百年の中国史については、人材をあつめ、分業と協力によって研究をおこな

い、無組織の状態を克服すべきである。まず、はじめに経済史、政治史、軍事史、文化史

など、いくつかの分野の分析的な研究をおこなうべきであり、そのうえで、はじめて、総

合的な研究が可能となるのである。 

 （三）現職幹部の教育と幹部学校での教育については、マルクス・レーニン主義を静止

的、孤立的に研究するやり方をやめて、中国革命の実際問題の研究を中心とし、マルク

ス・レーニン主義の基本原則を指針とする方針を確立すべきである。マルクス・レーニン

主義の研究には、また、『ソ連共産党（ボリシェビキ）歴史小教程』を中心的な文献とす

べきである。『ソ連共産党（ボリシェビキ）歴史小教程』は、ここ百年らいの全世界の共

産主義運動の最高の総合と総括であり、理論と実際の結合の典型であって、いまのところ

全世界で完全な典型はこの一つしかない。レーニン、スターリンが、どのようにマルクス

主義の普遍的真理をソ連の革命の具体的実践と結合させたか、また、それによって、どの

ようにマルクス主義を発展させたかをみれば、われわれは、中国でどのように活動すべき

かを知ることができる。 

 われわれは多くのまわり道をしてきた。だが、あやまりはしばしば正しいものの先達と

なる。このように生気にあふれた多彩な中国革命と世界革命の環境にあって、学習の問題

でのわれわれのこの改革はかならずよい結果をもたらすものと、わたしは確信している。 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 ［鹿＋”おおざと”］県は延安の南方約七十キロのところにある。 



〔2〕 「辺幣」は陝西・甘粛・寧夏辺区政府銀行が発行した流通紙幣である。「法幣」

は、一九三五年以後、国民党官僚資本の四大銀行がイギリス・アメリカ帝国主義の支持を

うけて発行した紙幣である。毛沢東同志が本文でのべているのは、当時、辺幣と法幣との

あいだに生じた交換比率の変化の問題である。 

〔3〕 マルクスの『資本論』第一巻「第二版へのあとがき」にみられる。マルクスはそ

こでつぎのようにのべている。「研究には、詳細な資料をわがものとし、その種々な発展

形態を分析し、それらの形態の内的な結びつきをさぐりださなければならない。この仕事

がなしとげられなければ、現実の運動を適切に叙述することはできない。」 

〔4〕 スターリンの『レーニン主義の基礎について』の第九部分「活動の様式」にみら

れる。 

 

 

 

極東ミュンヘンの陰謀を暴露せよ 

 

          （一九四一年五月二十五日） 

 

 これは、毛沢東同志が中国共産党中央のために書いた党内指示である。 

 

 

 （一）日本とアメリカが妥協し、中国を犠牲にして、反共、反ソの局面をつくりだす東

方ミュンヘン①の新しい陰謀が、いま、日本、アメリカ、蒋介石《チァンチェシー》のあ

いだでたくらまれている。われわれは、これを暴露し、これに反対しなければならない。 

 （二）蒋介石に投降をせまることを目的とした日本帝国主義の軍事的進攻は、すでに一

段落をつげたが、必然的にこれにつづくのは投降への誘いこみの策動である。これは、た

たいたり、だきこんだり、あるいはたたきもし、だきこみもするという、敵のいつもの政

策のくりかえしである。われわれは、これを暴露し、これに反対しなければならない。 

 （三）日本は、軍事的進攻と同時に、デマ攻勢をおこしている。たとえば、「八路軍は

国民党中央軍に呼応して戦うことをのぞまない」、「八路軍は機に乗じて地盤を拡大す

る」、「国際ルートをきりひらく」、「別個に中央政府をつくる」などがそれである。これ

は、国民党と共産党の関係を挑発《ちょうはつ》して、投降への誘いこみに役立てようと

する日本の謀略である。国民党の「中央通信社」と国民党の新聞は、それをひき写しにし

て流し、臆面もなく日本の反共宣伝に呼応しているが、その意図には、はなはだあやしい

ものがある。われわれは、これも暴露し反対すべきである。 

 （四）新四軍は「反乱した」と宣告されたにもかかわらず、また八路軍は一発の弾丸、

一銭の軍費も受けとっていないにもかかわらず、ともに敵軍との戦いを片時もやめたこと

はない。今回の山西《シャンシー》省南部戦役〔1〕でも、八路軍は、すすんで国民党軍

と呼応して戦い、この二週間らい、華北の各戦線で全面的に出撃し、いまも激戦のさなか

にある。共産党の指導する武装力と民衆は、すでに抗日戦争での柱石となっている。共産

党にたいするすべての中傷は、抗戦を失敗させ、投降するのに都合のよいようにするのが

目的である。われわれは、八路軍、新四軍の戦争の成果をのばし、すべての敗北主義者、

投降主義者に反対すべきである。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 山西省南部戦役とは、中条山戦役のことである。一九四一年五月、日本侵略者は

五万余の兵力をもって、山西省南部の黄河北岸にある中条山地区を攻撃した。その地区に



集結していた国民党軍は計七コ軍で、そのほか東北部の高平地区にいた四コ軍をあわせる

と、合計三十五万人にのぼった。だが、黄河以北にいた国民党部隊は、もともと、反共が

主要な任務で、日本侵略者とたたかうつもりはなく、日本侵略者の攻撃をうけると、その

大部分は戦闘をさける方針をとった。そのため、この戦役では八路軍が国民党軍に積極的

に呼応して、日本侵略者に打撃をあたえたにもかかわらず、国民党軍はやはり総くずれと

なって、三週間のうちに五万余の兵力をうしない、残りの部隊も黄河をわたって逃走し

た。 

〔 ##訳注## 〕 

① 本選集第二巻の『投降の策動に反対せよ』注〔2〕〔3〕を参照。 

 

 

 

反ファシズム国際統一戦線について 

 

          （一九四一年六月二十三日） 

 

 これは、毛沢東同志が中国共産党中央のために書いた党内指示である。 

 

 

 ドイツのファシスト支配者は、六月二十二日、ソ連に進攻した。この背信的な侵略的犯

罪行為は、ソ連に反対するだけではなく、すべての民族の自由と独立にも反対するもので

ある。ファシストの侵略に抵抗するソ連の神聖な戦争は、ソ連をまもるだけではなく、フ

ァッショ的奴隷化に反対して解放闘争をすすめているすべての民族をもまもるものであ

る。 

 当面、共産党員の全世界における任務は、各国人民を動員して国際統一戦線を組織し、

ファシズム反対のためにたたかうことであり、ソ連をまもり、中国をまもり、すべての民

族の自由と独立をまもるためにたたかうことである。当面の時期には、あらゆる力はファ

ッショ的奴隷化反対に集中されなければならない。 

 中国共産党の全中国における任務はつぎのとおりである。 

 （一）抗日民族統一戦線を堅持し、国共合作を堅持して、日本帝国主義を中国から追い

だすこと、これによってソ連を援助することである。 

 （二）大ブルジョア階級のなかの反動分子のどのような反ソ、反共活動にも、断固反抗

しなければならない。 

 （三）外交上では、ドイツ、イタリア、日本のファシスト支配者に反対するイギリス、

アメリカおよびその他の国ぐにのすべての人びとと連合して、共同の敵に反対することで

ある。 

 

 

 

陝西・甘粛・寧夏辺区参議会における演説 

 

          （一九四一年十一月二十一日） 

 

 参議員の諸先生、同志諸君。きょう、辺区参議会がひらかれたことは大きな意義をもっ

ている。参議会の目的はただ一つ、日本帝国主義を打倒して、新民主主義の中国、すなわ

ち革命の三民主義①の中国を建設することにある。いまの中国にはこの目的以外に、他の

目的はありえない。なぜなら、いまのわれわれの主要な敵は、国内の敵ではなくて、日本



とドイツ、イタリアのファシズムだからである。いま、ソ連赤軍はソ連と全人類の運命の

ために奮闘しており、われわれは日本帝国主義とたたかっている。日本帝国主義はなお侵

略をつづけているが、その目的は中国を滅ぼすことにある。全国のすべての抗日勢力を結

集して日本帝国主義を打倒すること、全国の抗日するすべての政党、階級、民族と協力

し、民族裏切り者でないかぎり、みなが一致連合してともに奮闘すること、これが中国共

産党の主張である。共産党のこの主張は終始一貫したものである。中国人民はすでに四年

あまりも勇敢な抗戦をつづけており、この抗戦は国共両党の協力および各階級、各政党、

各民族の協力によってささえられている。しかしまだ勝利していない。勝利するために

は、なおひきつづき奮闘し、革命の三民主義を実行にうつさなければならない。 

 なぜ、われわれは革命の三民主義を実行するのか。それは孫中山先生《スンチョンシャ

ン》の革命の三民主義が、いまでもまだ全中国で実現していないからである。なぜ、われ

われはいま社会主義の実行を要求しないのか。社会主義はもちろんよりよい制度であり、

ソ連では早くからこの制度が実行されているが、こんにちの中国ではまだそれを実行する

条件がそなわっていないのである。陝西・甘粛・寧夏《ニンシァ》辺区②が実行している

のは革命の三民主義である。われわれはどのような実際問題の解決についても、革命の三

民主義の範囲をこえていない。現在についていえば、革命の三民主義のうちの民族主義と

は日本帝国主義を打倒することであり、その民権主義、民生主義とは一部の人だけの利益

をはかるのではなく、全国の抗日するすべての人民の利益をはかることである。全国人民

はすべて、人身の自由の権利、政治参与の権利、財産保障の権利があたえられなければな

らない。全国人民はすべて、ものをいう機会があたえられ、着るものや食べるもの、仕事

や勉学が保障されなければならない。要するに、おのおのその適所があたえられなければ

ならない。中国の社会は両端が小さく、中間が大きい社会であって、プロレタリア階級と

地主・大ブルジョア階級はともに少数をしめるにすぎず、人民の大多数は農民、都市小ブ

ルジョア階級およびその他の中間階級である。どの政党の政策でも、もしこれらの階級の

利益を無視するなら、もしこれらの階級の人びとにその適所をあたえないなる、もしこれ

らの階級の人びとにものをいう権利をあたえないなら、国の政治をりっぱにやろうとして

もそれは不可能である。中国共産党の提起している諸政策は、抗日するすべての人民を結

集するためのものであり、抗日するすべての階級、とりわけ、農民、都市小ブルジョア階

級およびその他の中間階級のことを配慮したものである。各界人民のすべてにものをいう

機会をあたえ、仕事をあたえ、食べてゆけるようにするという共産党の提起している政策

は、真の革命の三民主義の政策である。土地関係では、われわれは一方で、農民が食べて

ゆけるよう小作料と利子の引き下げを実行し、他方ではまた、地主も暮らしてゆけるよう

小作料と利子の部分的な納入を実行している。労資関係では、われわれは一方で、労働者

が仕事をもち食べてゆけるよう労働者を援助し、他方ではまた、資本家も利益かえられる

よう実業を発展させる政策を実行している。これらはすべて、全国人民を結集し、力をあ

わせて抗日するためである。このような政策を、われわれは新民主主義の政策とよんでい

る。これは中国のいまの国情にほんとうに合った政策である。われわれは、たんに陝西・

甘粛・寧夏辺区だけでなく、また、たんに敵後方の各抗日根拠地だけでなく、全国でもこ

れが実行されることをのぞんでいる。 

 われわれはこのような政策を実行して、成果をあげ、全国人民の賛同をえている。しか

し、欠点もある。一部の共産党員はまだ、党外の人びとと民主的に協力することに習熟し

ておらず、せまい閉鎖主義またはセクト主義の作風をもっている。かれらはまだ、共産党

員には党外の抗日する人びとと協力する義務があり、これらの党外の人びとを排斥する権

利はない、という道理がわかっていない。つまり、人民大衆からはなれてはならず、人民

大衆の意見に耳をかたむけ、人民大衆と結びつかなければならない、という道理がわかっ

ていない。『陝西・甘粛・寧夏辺区施政綱領』に、共産党員は独断専行、一手請負であっ

てはならず、党外の人びとと民主的に協力すべきであると規定した条項があるのは、まだ



党の政策がわかっていないそうした同志たちのことをさしたものにほかならない。共産党

員は、党外の人びとの意見に耳をかたむけ、人にものをいう機会をあたえなければならな

い。人のいうことが正しければ、われわれはそれを歓迎すべきであり、また、人の長所を

学ばなければならない。人のいうことがまちがっていても、しまいまで話させてから、ゆ

っくり説明すべきである。共産党員は、けっして、なにごとにつけても自分は申し分な

く、人はよくないと考えて、ひとりよがりであったり、いたけだかであってはならない。

また、けっして、自分を小さなからにとじこめて、自画自賛をし、暴君ぶりを発揮しては

ならない。日本侵略者、民族裏切り者と結託し、抗戦と団結を破壊する反動的な頑迷《が

んめい》派などの連中には、ものをいう資格がないのは当然であるが、そのほかの人はだ

れにも、ものをいう自由があるのであって、たとえまちがったことをいってもさしつかえ

ない。国の政治は、一党一派の私事ではなく、国家の公事である。したがって、共産党員

には、党外の人びとと民主的に協力する義務があっても、人を排斥し、すべてを独占する

権利はない。共産党は、民族のため、人民のために利益をはかる政党であって、それ自身

はけっして私利をはかるものではない。共産党は、人民の監督をうけるべきで、けっして

人民の意志にそむいてはならない。その党員は、民衆のなかに身をおくべきで、けっして

民衆のうえにたってはならない。代表の諸先生、同志諸君。党外の人びとと民主的に協力

するという共産党のこの原則は、確固不動のものであり、永遠に不変のものである。社会

に党が存在するかぎり、なんといっても入党するものは少数で、党外の人が多数である。

したがって党員はどうしても党外の人びとと協力しなければならず、いま、参議会でこの

ことをよく実行すべきである。わが共産党の参議員はわれわれのこのような政策のもと

に、参議会でよくきたえられ、自分たちの閉鎖主義とセクト主義を克服することができる

とおもう。われわれは、ひとりよがりの小さな派閥ではなく、かならず、門戸をひらいて

党外の人びとと民主的に協力する方法を身につけ、ほかの人と相談することに習熟しなけ

ればならない。人と協力するのなら、自分たちは辞める、という共産党員が、こんにちで

もまだいるかもしれない。しかし、このような人びとはきわめて少ないと、わたしは信じ

る。わたしは、わが党の圧倒的多数の党員がかならずわが党中央の路線を実行できること

を、みなさんに保証する。同時にまた、党外の同志のみなさんもわれわれの主張を理解

し、共産党は私利だけをはかるような小さな派閥や小さな団体ではないことを理解してい

ただきたい。共産党はそういうものではなくて、誠心誠意、国の政治をりっぱにやってい

きたいと考えている。しかし、われわれにはまだ多くの欠点がある。われわれは自分の欠

点をみとめることを恐れないし、かならず自分の欠点をあらためる。われわれは、党内教

育をつよめてこれらの欠点を一掃し、さらに、党外の人びととの民主的協力をつうじてこ

れらの欠点を一掃する。このような内外からのはさみうちによってこそ、われわれは自分

たちの欠点をなおすことができ、ほんとうに国の政治をりっぱにやっていくことができる

のである。 

 参議員の諸先生は労苦をいとわず、この会議に参加された。わたしは、心からこの盛会

を祝い、その成功をのぞんでやまない。 

 

 

〔 ##訳注## 〕 

① 本選集第二巻の『新民主主義論』第十節にみられる。 

② 本選集第二巻の『陝西・甘粛・寧夏辺区政府、第八路軍後方留守本部布告』注〔1〕

を参照。 

 

 

 

党の作風を整えよう 



 

          （一九四二年二月一日） 

 

 これは、毛沢東同志が中国共産党中央党学校の始業式でおこなった演説である。 

 

 

 きょう、党学校の始業にあたり、わたしはこの学校が成果をあげることをのぞんでやま

ない。 

 きょうは、わが党の作風の問題について、すこし話してみたい。 

 なぜ革命の党が必要なのか。世界に人民を抑圧する敵がおり、人民が敵の抑圧をくつが

えそうとするので、革命の党が必要なのである。資本主義と帝国主義の時代についていえ

ば、共産党のような革命の党が必要なのである。共産党のような革命の党がなければ、人

民が敵の抑圧をくつがえそうとしても、それはとうてい不可能である。われわれは共産党

であり、人民を指導して敵をうちたおすには、われわれの隊列が整然とし、足なみが一致

し、兵士がすぐれ、武器がよくなければならない。これらの条件がそなわらないなら、わ

れわれは敵をうちたおすことはできない。 

 いま、わが党には、まだどんな問題があるだろうか。党の総路線は正しく、問題がない

し、党の活動も成果があがっている。党には数十万の党員がいて、人民を指導し、敵にた

いしてこのうえない苦難にみちた闘争をおこなっている。このことはだれの目にもあきら

かで、疑問の余地はない。 

 では、いったい、わが党にはもう問題はないのだろうか。わたしにいわせれば、問題は

やはりある。しかもある意味からいえば、それはかなり重大なものである。 

 どんな問題なのか。それは、一部の同志の頭のなかに、まだあまり正しくなく、あまり

まともでないとおもわれるものがいくつか存在していることである。 

 つまり、われわれの学風にまだいくらか正しくないところがあり、われわれの党風にま

だいくらか正しくないところがあり、またわれわれの文風にいくらか正しくないところが

あるということである。学風がいくらか正しくないというのは、主観主義の欠陥があると

いうことである。党風がいくらか正しくないというのは、セクト主義の欠陥があるという

ことである。文風がいくらか正しくないというのは、党八股《はっこ》〔1〕の欠陥がある

ということである。これらの作風が正しくないといっても、冬の北風のように、空いっぱ

い吹きまくっているというわけではない。主観主義、セクト主義、党八股は、いまはもは

や支配的地位をしめる作風ではなく、一陣の逆風であり、一陣の邪風であって、防空壕か

らとびだしてきたものにすぎない（笑声）。しかし、わが党内にまだこの種の風があるの

は、好ましくないことである。われわれは、このような邪風をうむ穴をふさいでしまわな

ければならない。わが党はこぞってこの穴ふさぎの仕事をしなければならず、わが党学校

もこの仕事をしなければならない。主観主義、セクト主義、党八股という三つの邪風に

は、その歴史的根源があり、いまは全党で支配的地位をしめていなくても、やはり、つね

にわざわいしており、われわれをおそっている。したがって、これを排斥する必要があ

り、これを研究し、分析し、解明する必要がある。 

 主観主義に反対して学風を整え、セクト主義に反対して党風を整え、党八股に反対して

文風を整えること、これがわれわれの任務である。 

 われわれが敵をうちたおす任務を達成するには、この党内の作風を整えるという任務を

達成しなければならない。学風も文風も党の作風であり、いずれも党風である。わが党の

作風が完全にまともなものになりさえすれば、全国人民はわれわれに見ならうようにな

る。党外にそうしたよくない気風をもつ人がいても、善良な人であるかぎり、われわれに

見ならって、あやまりをあらためるようになるし、そうなれば、全民族に影響をあたえる

ようになる。わが共産党の隊列が整然としており、足なみが一致しており、兵士がすぐれ



た兵士であり、武器がよい武器でありさえすれば、われわれはどんな強大な敵をもうちた

おすことができる。 

 それでは、主観主義についてのべよう。 

 主観主義はまともでない学風であり、それはマルクス・レーニン主義に反するもので、

共産党とは共存できないものである。われわれが必要とするのはマルクス・レーニン主義

の学風である。いわゆる学風とは、学校の学風であるだけでなく、全党の学風でもある。

学風の問題は指導機関、全幹部、全党員の思想方法の問題であり、マルクス・レーニン主

義にたいするわれわれの態度の問題であり、全党の同志の活動態度の問題である。そうで

ある以上、学風の問題はひじょうに重要な問題であり、第一に重要な問題である。 

 いま、いくつかのあいまいな考えが多くの人のあいだにひろがっている。たとえば、理

論家とはなにか、知識人とはなにか、理論と実際の結びつきとはなにか、などの問題につ

いてのあいまいな考えである。 

 われわれは、まず、わが党の理論水準がはたして高いのか低いのかを問いたい。ちかご

ろ、マルクス・レーニン主義の書籍の翻訳が多くなり、読む人も多くなった。これは結構

なことである。だからといって、すでにわが党の理論水準がおおいにたかまったといえる

だろうか。たしかに、われわれの理論水準はこれまでよりいくらかたかまっている。しか

し、中国の革命運動のゆたかな内容からいえば、理論戦線はまことにふつりあいで、両者

をくらべると、理論面のひじょうなたちおくれがはっきりする。一般的にいって、われわ

れの理論はまだ、革命の実践と並行していくことができず、理論が実践の先をいくべきだ

などとはなおさらいえたものではない。 われわれはまだ、ゆたかな実際を当然あるべき

理論の水準にまではたかめていない。われわれはまだ、革命の実践のすべての問題、また

は重大な問題について考察し、これを理論の段階にまでひきあげてはいない。みたまえ、

中国の経済、政治、軍事、文化について、理論といえるような理論、科学的形態といえる

ような、綿密な、おおざっばでない理論を創造したものがいったいわれわれのなかにどれ

だけいるだろうか。とくに経済理論の面では、アヘン戦争①から現在まで、中国の資本主

義の発展がすでに百年もたっているのに、中国の経済発展の実際に合致した、真に科学的

な理論書は、まだ一冊も出ていない。たとえば中国経済問題について、理論水準がすでに

高いといえるだろうか。わが党には、すでにひとかどの経済理論家がいるといえるだろう

か。まったくそうはいえない。われわれがマルクス・レーニン王義の本をたくさん読んだ

からといって、理論家がいることになるだろうか。そうはいえない。なぜなら、マルク

ス・レーニン主義は、マルクス、エンゲルス、レーニン、スターリンが実際にもとづいて

創造した理論であり、かれらが歴史の実際と革命の実際のなかからひきだした全般的結論

だからである。 われわれが、もし、たんにかれらの著作を読むにとどまり、さらにすす

んで、かれらの理論にもとづいて中国の歴史の実際と革命の実際を研究せず、中国の革命

の実践を理論的に考えようとしないなら、われわれはマルクス主義の理論家だなどと自称

してはならないのである。われわれが中国共産党員でありながら、中国問題は目にはいら

ず、マルクス主義の書物にある個々の結論や個々の原理を暗唱することしかできないとし

たら、理論戦線でのわれわれの成果はひどく悪いものになってしまう。もし、マルクス主

義の経済学または哲学を暗唱することしか知らず、第三章から第十章まですらすら暗唱で

きても、まったく応用できないとしたら、そのような人をマルクス主義の理論家といえる

だろうか。それではやはり理論家とはいえない。われわれが必要とする理論家はどのよう

な人なのか。それは、マルクス・レーニン主義の立場、観点、方法にもとづいて、歴史の

なか、革命のなかでおきた実際問題を正しく解釈することができ、中国の経済、政治、軍

事、文化のさまざまな問題を科学的に解釈し、理論的に説明することのできる、そういう

理論家である。われわれが必要とするのはこのような理論家なのである。このような理論

家になるには、マルクス・レーニン主義の実質を真に会得し、マルクス・レーニン主義の

立場、観点、方法を真に会得し、植民地革命と中国革命にかんするレーニン、スターリン



の学説を真に会得し、しかもそれらを応用して、中国の実際問題をふかく科学的に分析

し、その発展法則をさがしだせるようにしなければならない。そのような人こそ、われわ

れが真に必要とする理論家なのである。 

 現在、わが党の中央は、われわれの同志たちにたいし、マルクス・レーニン主義の立

場、観点、方法を応用して、しんけんに中国の歴史を研究し、中国の経済、政治、軍事、

文化を研究し、その一つ一つの問題について詳細な資料にもとづく具体的な分析をしたう

えで、理論的な結論をひきだすことを学びとるようよびかける決定をおこなった。この責

任はわれわれの肩にかかっている。 

 わが党学校の同志は、マルクス主義の理論を死んだ教条としてはならない。マルクス主

義の理論については、それに精通し、それを応用できなければならないのであって、精通

の目的はまったく応用にある。もしマルクス・レーニン主義の観点を応用して、実際の問

題を一つでもニつでも説明できたなら、それは称賛されるべきであり、いくらかの成果を

えたことになる。説明できたものが多ければ多いほど、広ければ広いほど、深ければ深い

ほど、その成果はますます大きいことになる。いま、わが党学校でも、学生がマルクス・

レーニン主義を学んだのち、中国問題をどのようにみるかによって、つまり、はっきりつ

かんでいるか、つかんでいないか、よくつかめるか、つかめないかによって、優劣、よし

あしをわけるというさまりを定める必要がある。 

 つぎに、いわゆる「知識人」の問題についてのべよう。わが中国は半植民地・半封建の

国であり、文化が発達していないので、知識人はとりわけたいせつにされている。党中央

は、二年あまりまえ、革命的で抗日に参加することをのぞむものでありさえすれば、すべ

てこれを歓迎する態度をとり広範な知識人を獲得すべきであるという、知識人の問題につ

いての決定〔2〕をおこなった。われわれが知識人を尊重するのはまったく当然なことで

あり、革命的知識人がいなければ、革命は勝利できない。しかし、われわれが知っている

ように、多くの知識人は、自分にはたいへん知識があるとおもいこんで、さかんにその知

識をひけらかすが、こうした態度はよくないし、害があり、自分の進歩をさまたげるもの

であることがわかっていない。その実、多くのいわゆる知識人は、どちらかといえば、も

っとも知識がなく、ときには労働者、農民のほうがむしろ知識が多いという真理を、かれ

らは知るべきである。こういえば、「おや、それはあべこべだ、でまかせをいっている」

（笑声）という人がいるだろう。ところが、同志、あわててはいけない。わたしのいうこ

とにはいくらか道理がある。 

 知識とはなにか。階級社会があらわれてから、世界には二種類の知識しかない。一つは

生産闘争の知識、もう一つは階級闘争の知識とよばれるものである。自然科学と社会科学

がこの二種類の知識の結晶であり、哲学は自然の知識と社会の知識についての概括であ

り、総括である。このほかにどんな知識があるだろうか。ほかにはない。われわれはここ

で、一部の学生たち、つまり社会の実際活動から完全に遊離している学校をでた学生たち

がどんな状態にあるかをみてみよう。このような小学校からこのような大学まで勉強し

て、そこを卒業すると、一応知識があるということになる。しかし、かれらは書物のうえ

の知識しかなく、まだ、どのような実際活動にも参加していないし、自分の学んだ知識を

生活のどの分野にも応用していない。このような人が完全な知識人だといえるだろうか。

わたしははなはだ無理だとおもう。というのは、その知識がまだ不完全だからである。比

較的完全な知識とはどんなものだろうか。比較的完全な知識はすべて二つの段階からなり

たっている。第一の段階は感性的知識、第二の段階は理性的知識であって、理性的知識は

感性的知識のより高い発展段階である。学生たちのもっている書物のうえの知識はどんな

知識だろうか。かれらの知識がかりにみな真理であったとしても、それはやはりかれらの

先人たちが生産闘争と階級闘争の経験を総括して書きあげた理論であって、かれらがみず

から体得した知識ではない。かれらがこれらの知識をうけいれることはぜひとも必要なこ

とである。しかし、一定の状況からいえば、これらの知識はかれらにとってまだ一面的な



ものであること、それは他人が証明したものであって、かれらとしてはまだ証明していな

いものだということを知らなければならない。もっとも重要なことは、これらの知識を生

活と実際のなかにうまく応用することである。したがって、わたしは、書物のうえの知識

しかなくまだ実際と接していない人、あるいはまだ実際の経験が少ない人にたいして、自

分の欠点をさとり、その態度をもうすこし謙虚にするようすすめる。 

 こうした書物のうえの知識しかもたない人を、名実ともにそなわった知識人に変えるに

は、どんな方法があるだろうか。唯一の方法は、かれらを実際活動に参加させて実際の活

動家にすること、理論活動にたずさわっている人びとを重要な実際問題の研究に従事させ

ることである。このようにすれば目的を達成することができる。 

 わたしがこんなふうにいうと、おそらく腹をたてる人もいるだろう。かれらは、「あな

たのそうした説明によると、マルクスも知識人だとはいえないことになる」というだろ

う。わたしは、それはちがうと答える。マルクスは革命の実際運動に参加したばかりでな

く、革命理論の創造もおこなった。かれは資本主義のもっとも単純な要素――商品からは

じめて、資本主義社会の経済構造を綿密に研究した。商品というものは、何百何千万の人

びとが、毎日それを見、それをつかっているが、ぜんぜん目にはいらない。それを科学的

に研究したのはマルクスだけである。マルクスは商品の実際の発展について、膨大な研究

活動をおこない、普遍的に存在するもののなかから完全に科学的な理論をさがしだしたの

である。マルクスは、自然を研究し、歴史を研究し、プロレタリア革命を研究して、弁証

法的唯物論、史的唯物論およびプロレタリア革命の理論を創造した。こうして、マルクス

は、人類の最高の英知を代表するもっとも完全な知識人となったのであって、書物のうえ

の知識しかもたない人とは根本的にちがうのである。マルクスは、実際闘争のなかで、く

わしい調査研究をおこない、いろいろなものを概括し、そうしてえた結論をさらに実際闘

争のなかにもちこんで証明した。こうした活動を理論活動とよぶのである。わが党内で

も、多くの同志がこうした活動をするのを学ぶ必要がある。いまわが党内には、こうした

理論研究の活動にたずさわるのを学ぶことのできる同志がたくさんおり、かれらの大部分

は、聡明《そうめい》、有為であって、われわれはかれらをたいせつにしなければならな

い。しかし、かれらの方針は正しくなければならないし、過去におかしたあやまりを、か

れらはふたたびくりかえしてはならない。かれらは教条主義をすてさるべきであり、でき

あいの書物の字句のうえで足ぶみしていてはならない。 

 真の理論は世界にただ一つしかない。それは、客観的実際からひきだされ、さらに客観

的実際のなかで証明された理論であって、これ以外には、われわれのいう理論にあたいす

るものは何もない。スターリンは、実際から遊離した理論は対象のない理論である〔3〕

といったことがある。対象のない理論は、役にたたず、正しくなく、すてさるべきであ

る。このような対象のない理論を好んで口にするものにたいしては、あかんべいでもして

やるがよい。マルクス・レーニン主義は、客観的実際からうまれ、さらに客観的実際のな

かで証明された、もっとも正しい、もっとも科学的な、もっとも革命的な真理である。と

ころが、マルクス・レーニン主義を学ぶ多くの人は、それを死んだ教条とみなし、そのた

めに、理論の発展をさまたげ、自分をそこない、同志をもそこなっている。 

 他方、実際活動にたずさわっているわれわれの同志も、もしその経験をまちがって用い

るなら、やはり弊害をうむことになる。たしかに、こうした人びとはしばしば多くの経験

をもっており、それはひじょうに貴重なものである。しかし、かれらがそれで自分の経験

に満足しているなら、これもまたひじょうに危険である。かれらは、自分の知識が感性的

なものかまたは局部的なものにかたよっていること、理性的な知識と普遍的な知識に欠け

ている、つまり理論に欠けていること、かれらの知識も比較的不完全であることを知らな

ければならない。革命の事業をりっぱにおこなうには、比較的完全な知識がなければだめ

である。 



 こうみてくると、不完全な知識には二種類ある。一つはできあいの書物のうえの知識、

もう一つは感性的な局部的なものにかたよった知識であって、両者はどちらも一面的であ

る。この両者を結びつけなければ、りっぱな比較的完全な知識はうまれない。 

 しかし、われわれの労働者、農民出身の幹部が理論を学ぶには、まずはじめに基礎教育

を身につけなければならない。基礎教育なしには、マルクス・レーニン主義の理論を学び

とることはできない。基礎教育を身につければ、いつでもマルクス・レーニン主義を学ぶ

ことができる。わたしは幼年時代にはマルケス・レーニン主義の学校にはいったことがな

く、学んだのは、「子曰く、学んで時にこれを習う、またよろこばしからずや」〔4〕とい

ったようなものであった。このような学習の内容はふるくさいものではあったが、ここか

ら字をおぼえたので、わたしにとってはためになるところもあった。まして、いま学んで

いるのは、孔子さまではなく、新しい国語、歴史、地理、理科であって、これらの基礎教

育の課目をよく学べば、どこででも役にたつのである。わが党中央は、現在、労働者、農

民出身の幹部の基礎教育をとくに要求している。基礎教育を身につけておけば、政治、軍

事、経済のどれをも学ぶことができるが、そうしなければ、労働者、農民出身の幹部は、

たとえゆたかな経験をもっていても、理論を学ぶことができないからである。 

 このことからわかるように、主観主義に反対するには、上述の二種類の人びとに、それ

ぞれ自分のたりない面を充実させるとともに、これらの二種類の人びとを結合させなけれ

ばならない。書物のうえの知識をもっている人は、実際の面へのびることによって、書物

のうえにとどまらずにすみ、教条主義のあやまりをおかさずにすむのである。活動の経験

をもっている人は、理論の面へ学習をすすめ、まじめに本を読むことによって、経験に系

統性、総合性をもたせ、これを理論にまでひきあげることができ、こうしてはじめて局部

的な経験を普遍的な真理だと誤認せずにすみ、経験主義のあやまりをおかざずにすむので

ある。教条主義と経験主義のこの二つはともに主観主義であり、異なった両極から生じた

ものである。 

 したがって、わが党内の主観主義には二種類あって、一つは教条主義、もう一つは経験

主義である。それらはともに、一面をみるだけで全面をみない。このような一面性の欠点

に注意せず、またそのことを理解せず、そのうえ、それをあらためる努力をしなければ、

あやまった道にふみこみやすい。 

 しかし、この二種類の主観主義のうち、いまわが党内でいっそう危険なのは、やはり教

条主義である。なぜなら、教条主義はよくマルクス主義の姿をよそおって、労働者、農民

出身の幹部をおどかし、その召使としてかれらをとりこにするが、労働者、農民出身の幹

部は、それがなかなか見やぶれないからである。また、教条主義は天真らんまんな青年を

おどかし、かれらをとりこにすることもできるからである。われわれが教条主義を克服す

れば、書物のうえの知識をもつ幹部は、経験のある幹部との結合や実際の事物の研究をの

ぞむようになり、理論と経験を結合したよい活動家が数多くうまれ、真の理論家がいくら

かうまれるようになる。われわれが教条主義を克服すれば、経験のある同志は、よい教師

をえて、自分の経験を理論にまでたかめ、経験主義のあやまりをおかさずにすむようにな

る。 

 「理論家」と「知識人」についてあいまいな考えがあるほかに、毎日口にしている「理

論と実際の結びつき」ということについても、多くの同志の考えはあいまいである。かれ

らは、毎日「結びつき」をとなえているが、実際には「ひきはなし」をとなえている。な

ぜなら結びつけようとはしていないからである。マルクス・レーニン主義の理論と中国革

命の実際をどのようにして結びつけるのか。わかりやすいことばでいえば、「的があって

矢をはなつ」ことである。「矢」とは弓矢の矢であり、「的」とは標的であって、矢をはな

つには標的をねらわなければならない。マルクス・レーニン主義と中国革命との関係は、

つまり矢と的との関係である。ところが、一部の同志は「的がなくて矢をはなち」、乱射

している。このような人はともすると革命をぶちこわす。また、一部の同志は、矢を手に



してなでたりさすったりし、しきりに「よい矢だ、よい矢だ」とほめそやすばかりで、い

つになってもその矢をはなとうとしない。このような人は骨董《こっとう》鑑賞家であっ

て、革命とはおよそ関係がない。マルクス・レーニン主義の矢は、中国革命の的を射るた

めにつかわなければならない。この問題をはっきりさせないなら、わが党の理論水準は永

久にたかまらず、中国革命も永久に勝利することはできない。 

 われわれがマルクス・レーニン主義を学ぶのは、見てくれをよくするためでもなけれ

ば、それがなにか神秘的なものをもっているからでもなく、ただそれがプロレタリア階級

の革命事業を勝利にみちびく科学だからだということを、われわれの同志たちは理解しな

ければならない。いまでもまだ、マルクス・レーニン主義の書物にある個々の字句をでき

あいの妙薬とみなし、これを手にいれさえすれば、骨もおらずに、まちがいなく万病をな

おせるかのように思っているものが少なくない。これは幼稚な人びとの蒙昧さをしめすも

のであって、われわれはこれらの人びとにたいして啓蒙運動をおこなわなければならな

い。マルクス・レーニン主義を宗教的教条とみなしているものこそ、こうした無知蒙昧の

人びとである。こうした人びとにたいしては、卒直に、きみの教条はなんの役にもたたな

い、といってやるべきである。マルクス、エンゲルス、レーニン、スターリンは、われわ

れの学説は教条ではなくて行動の指針である、とくりかえし説いている。さきにのべた人

びとは、よりによってこの重要なうえにも重要なことばを忘れている。中国共産党員とし

て、理論と実際を結びつけたといえるのは、マルクス・レーニン主義の立場、観点、方法

をうまく応用し、レーニン、スターリンの中国革命にかんする学説をうまく応用し、さら

にすすんで、中国の歴史の実際と革命の実際についてのしんけんな研究のなかから、中国

の必要にかなった理論的な創造を各方面でおこなったばあいだけである。口先で結びつき

をとなえるだけで、行動では結びつけないなら、百年となえようとも、やはりむだであ

る。主観的、一面的に問題をみることに反対するには、教条主義の主観性と一面性をぜひ

うちやぶらなければならない。 

 主観主義に反対して全党の学風を整えるという問題について、きょう話したいのはこれ

だけである。 

 ではつぎに、セクト主義の問題についてのべよう。 

 二十年の鍛練をへたので、いまわが党内には支配的な地位をしめるセクト主義はなくな

っている。しかし、セクト主義の残りかすはまだ存在しており、党内にたいするセクト主

義の残りかすもあれば、党外にたいするセクト主義の残りかすもある。党内にたいするセ

クト主義の傾向は、対内的な排他性をうみだして、党の統一と団結をさまたげ、党外にた

いするセクト主義の傾向は、対外的な排他性をうみだして、党の全国人民を結集する事業

をさまたげる。この二つの面の禍根をのぞかなければ、党は、全党の同志を結集し、全国

の人民を結集するという偉大な事業のなかで、順調に前進することができないのである。 

 党内のセクト主義の残りかすとはなにか。主要なものにつぎのいくつかがある。 

 まずはじめに、独自性を主張してたてつくことである。一部の同志は、局部の利益だけ

をみて、全体の利益をみず、いつも、自分のうけもっている局部の仕事を不当にもとくに

強調し、いつも、全体の利益を自分たちの局部の利益にしたがわせようとする。かれら

は、党の民主集中制がわからないし、共産党には民主が必要であるだけでなく、とりわけ

集中が必要であることを知らない。かれらは、少数は多数にしたがい、下級は上級にした

がい、局部は全体にしたがい、全党は中央にしたがうという民主集中制を忘れている。張

国燾《チャンクォタオ》②は、党中央に独自性を主張してたてついたが、その結果、党を

裏切り、特務になりさがった。いまのべているのは、これほど極端にひどいセクト主義で

はないが、しかし、このような印象はあるかじめふせがなければならず、さまざまな不統

一な現象を完全にとりのぞかなければならない。われわれは、大局に心をくばることを提

唱しなければならない。一人ひとりの党員、それぞれの局部の仕事、一つ一つの言論また



は行動は、いずれも全党の利益を出発点とすべきであり、この原則にそむくことは絶対に

ゆるされない。 

 こうした独自性を主張してたてつくものは、いつもその個人第一主義とはきりはなせ

ず、個人と党の関係の問題ではつねに正しくない。かれらも口先では党を尊重するといっ

ているが、実際には、個人を第一位におき、党を第二位においている。こういった人びと

はなんのためにたてついているのか。名誉をつかみ、地位をつかみ、顔を売ろうというの

である。かれらがある部分の仕事を担当するようになると、すぐ独自性を主張してたてつ

く。そのために一部の人をまるめこみ、一部の人をおしのけ、同志のあいだでほらをふい

たり、おだてたり、ひっぱったり、だきこんだりして、ブルジョア政党の俗悪な作風をも

共産党のなかにもちこんでくるのである。こうした人びとが失敗のうき目をみるのは誠実

でないからである。われわれは誠実に仕事をすべきであり、世の中で、なにか仕事をやり

とげるには、誠実な態度がなければとうていだめである、とわたしはおもう。誠実な人と

はどんな人か。マルクス、エンゲルス、レーニン、スターリンが誠実な人であり、科学者

が誠実な人である。誠実でない人とはどんな人か。トロツキー、ブハーリン、陳独秀、張

国燾がもっとも誠実でない人であり、個人の利益のため、局部の利益のために独自性を主

張してたてつく人も誠実でない人である。悪がしこい人、科学的態度でものごとを処理し

ない人はすべて、自分ではうまくいったとおもい、自分はとても聡明だとおもいこんでい

るが、じつは、もっとも愚かであり、なんのよい結果もえられないのである。わが党学校

の学生は、かならずこの問題に注意をはらわなければならない。われわれは、かならず集

中し統一した党を建設しなければならす、無原則的な派閥闘争はすべて、きれいに一掃し

なければならない。われわれ全党が整然と足なみをそろえ、一つの共同目標をめざして奮

闘しようとすれば、われわれは、かならず個人主義とセクト主義に反対しなければならな

い。 

 外来の幹部と地元の幹部は団結しなければならず、セクト主義の傾向に反対しなければ

ならない。多くの抗日根拠地は八路軍、新四軍がきてから創設されたものであり、地方活

動の多くは外来の幹部がきてから発展したものであるから、外来の幹部と地元の幹部の関

係には十分に注意をはらわなければならない。このような条件のもとでは、外来の幹部と

地元の幹部が完全に一致団結し、また地元の幹部が大量に成長し、抜てきされてはじめ

て、根拠地が強固になり、わが党がそこに根をおろすことができるのであって、さもなけ

れば、それは不可能だということを、わが同志たちは理解すべきである。外来の幹部と地

元の幹部には、それぞれ長所もあれば短所もあって、たがいに長所をとりいれ、短所をお

ぎなわなければ、進歩はありえない。状況にくわしいという点と大衆に結びついていると

いう点では、外来の幹部は、地元の幹部にくらべてどうしてもいくらかおとっている。わ

たしにしてもそうである。わたしは陝西《シャンシー》省北部にきてからもう五、六年に

なるが、陝西省北部の状況にたいする理解にしても、陝西省北部の人民との結びつきにし

ても、陝西省北部の一部の同志にくらべて、はるかにおとっている。山西《シャンシー》

省、河北《ホーペイ》省、山東《シャントン》省またはその他の抗日根拠地にいくわれわ

れの同志たちは、かならずこの問題に注意しなければならない。そればかりでなく、たと

え一つの根拠地のなかでも、地域によって発展にあとさきのちがいがあるため、幹部のあ

いだにはやはり外来と地元のちがいがある。よりすすんだ地域の幹部がよりおくれた地域

にいけば、そこではやはり外来の幹部であり、地元の幹部をたすけるという問題にはやは

り十分に注意しなければならない。一般の状況のもとでは、外来の幹部が指導の責務を負

っているところで、もし地元の幹部との関係がうまくいかないとすれば、その責任は主と

して外来の幹部が負うべきである。主要な指導の責務を負う同志はよりいっそう責任が大

きい。いま各地では、この問題にたいする注意がまだひじょうに不十分であり、一部の人

びとは地元の幹部をみくびったり、あざけったりして、「地元のものになにがわかるもの

か、田舎っぺが」といっている。こうした人たちには、地元の幹部の重要性がまったくわ



からない。かれらは、地元の幹部の長所も知らなければ、自分の短所も知らないで、正し

くないセクト主義的な態度をとっているのである。すべての外来の幹部はかならず地元の

幹部を大事にし、つねにかれらをたすけるべきであって、かれらを嘲笑したり、打撃をあ

たえたりしてはならない。もちろん、地元の幹部も外来の幹部の長所を学び、あの不適当

なせまい観点をすてきって、外来の幹部とすこしもわけへだてなく一つにとけあうように

し、セクト主義の傾向をさけなければならない。 

 軍隊で活動している幹部と地方で活動している幹部の関係もまたそうである。両者は完

全に一致団結しなければならず、セクト主義の傾向に反対しなければならない。軍隊の幹

部は地方の幹部をたすけ、地方の幹部もまた軍隊の幹部をたすげなければならない。もし

いざこざがおきたときには、双方がゆるしあい、それぞれが自分について正しい自己批判

をおこなうべきである。軍隊の幹部が事実上指導的地位にあるところで、もし地方の幹部

との関係がうまくいかないとすれば、一般の状況のもとでは、そのおもな責任は軍隊の幹

部が負うべきである。軍隊の幹部に、まず自分の責任を理解させ、謙虚な態度で地方の幹

部と接するようにさせないかぎり、根拠地における戦争と建設の仕事を順調にすすめる条

件はえられないのである。 

 いくつかの軍隊のあいだ、いくつかの地方のあいだ、いくつかの活動部門のあいだの関

係もまたそうである。自分のほうのことばかり考えていて、他のもののことを考えない本

位主義の傾向に反対しなければならない。他のものの困難には目もくれず、よそから自分

のところの幹部をもとめられても、それを手ばなさなかったり、わるい幹部をまわしたり

して、「隣《りん》を以《も》って壑《がく》となし」③、他の部門、他の地方、他の人

のことをすこしも考えないような、こうした人びとを本位主義者とよぶのであり、これは

まったく共産主義の精神をうしなったものである。大局をかえりみず、他の部門、他の地

方、他の人にはなんら関心をよせないこと、これが本位主義者の特徴である。こうした人

にたいしては、それがセクト主義の傾向であって、発展していくとひじょうに危険だとい

うことをわからせるため教育を強めなければならない。 

 もう一つの問題は、ふるい幹部とあたらしい幹部の関係の問題である。抗戦いらい、わ

が党は大きく発展し、あたらしい幹部が大量にうまれたが、これはよい現象である。スタ

ーリン同志は、ソ連共産党第十八回大会での報告のなかで、「ふるい幹部はいつも少な

く、必要な数より少ないものである。しかも、かれらは宇宙の自然法則によって、すでに

一部は戦列からはなれはじめている」といっている。スターリンは、ここで幹部の状態に

ついて語り、また自然科学についても語っている。わが党に、もし数多くのあたらしい幹

部とふるい幹部の一致協力がなければ、われわれの事業は中断してしまう。したがって、

すべてのふるい幹部は、最大の熱情をもってあたらしい幹部を歓迎し、あたらしい幹部に

関心をよせるべきである。なるほど、あたらしい幹部には欠点がある。かれらは、革命に

参加してからまだ日があさく、経験もとぼしく、かれらのうちのあるものは、どうしても

まだ旧社会のよくない思想のしっぽ、すなわち小ブルジョア階級の個人主義思想の残りか

すを身につけてくる。しかし、これらの欠点は、教育をつうじ、革命できたえられるなか

で、しだいにとりさることができる。かれらの長所は、かつてスターリンがのべたよう

に、新鮮な事物にたいして鋭敏な感覚をもっていること、したがって、高度の熱情と積極

性をもっていることであり、しかもこの点こそ、一部のふるい幹部に欠けているものであ

る〔5〕。新旧幹部は一致団結して共同の事業をおしすすめるため、たがいに尊重しあい、

学びあい、長所をとりいれ短所をおぎなって、セクト主義の傾向をふせぐべきである。ふ

るい幹部が主要な指導の責務を負っているところで、もし、ふるい幹部とあたらしい幹部

の関係がうまくいかないとすれば、一般の状況のもとでは、ふるい幹部がおもな責任を負

うべきである。 

 以上にのべたような、局部と全体の関係、個人と党の関係、外来の幹部と地元の幹部の

関係、軍隊の幹部と地方の幹部の関係、軍隊と軍隊、地方と地方、ある活動部門と他の活



動部門の関係、ふるい幹部とあたらしい幹部の関係、これらはすべて党内での相互関係で

ある。わが党の隊列を整然とさせ、足なみを一致させる目的を達成して、戦闘を有利にす

るためには、これらのいろいろの面で、共産主義の精神をたかめ、セクト主義の傾向をふ

せぐべきである。これはひじょうに重要な問題であり、党の作風を整えるには、この問題

を徹底的に解決しなければならない。セクト主義は主観主義が組織関係にあらわれたもの

である。われわれが主観主義をすて、事実にもとづいて法則性をもとめるマルクス・レー

ニン主義の精神を発揚しようとすれば、党内のセクト主義の残りかすを一掃し、党の利益

が個人や局部の利益に優先するという点から出発して、党を完全な団結と統一の状態にま

でたかめていかなければならない。 

 セクト主義の残りかすは、党内関係において消滅すべきものであるが、覚外関係におい

ても消滅すべきものである。その理由は、全党の同志を結集しただけではまだ敵にうち勝

つことができず、敵にうち勝つには全国人民を結集しなければならないということにあ

る。中国共産党は、このご十年らい、全国人民を結集する事業のなかでは、苦難にみちた

偉人な活動をしており、抗戦いらい、この活動の成果はいっそう偉大なものとなってい

る。しかし、これはなにも、われわれの同志がみな人民大衆にたいして正しい作風をもつ

ようになり、だれにもセクト主義の傾向がなくなったというのではない。そうではなく、

一部の同志のあいだには、たしかにまだセクト主義の傾向があり、なかには相当ひどいも

のもいる。われわれの多くの同志は、党外の人びとにたいして尊大にふるまいたがり、人

を軽視し蔑視《べっし》して、人を尊敬しようとせず、人の長所を理解しようとしない。

これがセクト主義の傾向である。これらの同志は、マルクス主義の書物を何冊か読むと、

いっそう謙虚になるのではなくて、いっそう傲慢《ごうまん》になり、きまって人のこと

はだめだというが、実際には自分こそなまはんかの知識しかもっていないということを知

らないのである。われわれの同志は、一つの真理、つまり共産党員は党外の人びとにくる

べて、いつでも少数だということを理解しなければならない。かりに、百人のうちにひと

りの共産党員がいるとすると、全中国四億五千万人のなかには四百五十万の共産党員がい

ることになる。たとえこんなに大きな数にたっしたとしても、共産党員はやはり一パーセ

ントをしめるにすぎず、九九パーセントは非党員である。われわれに非党員と協力しない

どんな理由があろうか。われわれと協力することをのぞみ、また、協力することのできる

すべての人びとにたいしては、これらの人びとと協力する義務こそあれ、排斥する権利は

絶対にない。ところが、一部の党員はこの道理がわからず、われわれとの協力をのぞむ人

びとを軽視し、さらには排斥さえする。これはなんら根拠のないことである。マルクス、

エンゲルス、レーニン、スターリンは、われわれにこのような根拠をあたえただろうか。

あたえてはいない。反対に、かれらは、いつもわれわれに、大衆からはなれることなく、

大衆と緊密に結びつかなければならない、とくりかえしさとしている。中国共産党中央

は、われわれにこのような根拠をあたえているだろうか。あたえてはいない。中央のすべ

ての決議のなかには、われわれが大衆からはなれ、自分を孤立させてもよいといっている

決議は一つもない。反対に、中央は、いつもわれわれに、大衆からはなれることなく、大

衆と緊密に結びつかなければならないと教えている。したがって、大衆からはなれる行為

はすべて、なんらの根拠もなく、それはわれわれの一部の同志が自分でつくりだしたセク

ト主義の思想がわざわいしているにすぎない。このようなセクト主義は一部の同志のあい

だでは、いまでもかなりひどく、いまでも党の路線の実行をさまたげているので、われわ

れは、真正面からこの問題をとりあげて党内で広範な教育をすすめなければならない。な

によりもまず、われわれの幹部に、この問題の重大さをほんとうに理解させなければなら

ず、もし共産党員が党外の幹部および党外の人びとと連合しなければ、敵はけっしてうち

たおせないし、革命の目的はけっしてたっせられないことを、理解させなければならな

い。 



 セクト主義の思想はすべて、主観主義的なもので、革命の実際の要求に合致しない。し

たがって、セクト主義に反対する闘争と主観主義に反対する闘争は同時におこなうべきで

ある。 

 党八股の問題については、きょうは話せないので、別の会議でのべたいとおもう。党八

股は、ちりあくたをつつみかくすものであり、主観主義とセクト主義の一つの表現形態で

ある。それは人をそこない、革命を不利にするものであり、われわれはそれを一掃しなけ

ればならない。 

 主観主義に反対するには、唯物論を宣伝し、弁証法を宣伝しなければならない。だが、

わが党内には、唯物論の宣伝も重視せず、弁証法の宣伝も重視しない同志がまだたくさん

いる。一部の同志は、他のものが主観主義を宣伝するのを放任し、平然として意に介しな

い。これらの同志は、自分ではマルクス主義を信じているつもりだが、唯物論の宣伝につ

とめず、主観主義的なものを見たり聞いたりしても、べつに考えもしなければ、意見もだ

さない。このような態度は共産党員の態度ではない。このため、われわれの多くの同志は

主観主義思想に毒され、無感覚になっている。したがって、主観主義、教条主義に迷わさ

れているわれわれの同志を精神的に解放するため、われわれは党内で啓蒙運動をおこし、

主観主義、セクト主義、党八股を排斥するよう、同志たちによびかけなければならない。

これらのものはちょうど日本商品のようなもので、われわれがこのような悪いものを保存

し、ひきつづきこれに迷わされることをのぞんでいるのは、われわれの敵だけである。だ

から、われわれは日本商品の排斥〔6〕と同様に、これらのものの排斥を提唱すべきであ

る。われわれは、主観主義、セクト主義、党八股というあらゆるしろものを排斥して、そ

れらが市場で売りさばかれるのを困難にし、党内の理論水準の低さに乗じて売りだされる

のをゆるさないようにしなければならない。このためには、同志諸君が嗅覚をするどくす

る必要があり、どんなものでも鼻でかいでみて、そのよしあしをかぎわけてから、これを

歓迎するか、排斥するかをきめる必要がある。共産党員は、どんなことがらについても、

なぜかという問いを発してみる必要があり、なんでも自分の頭で綿密に考え、それが実際

と合致するかどうか、ほんとうに道理があるかどうかを考える必要があり、絶対に盲従す

べきではなく、絶対に奴隷主義をとなえるべきではない。 

 最後に、われわれが主観主義、セクト主義、党八股に反対するにあたって、注意すべき

二つのたてまえがある。第一に、「前のあやまりを後のいましめとする」こと、第二に、

「病をなおして人を救う」ことである。後の活動をもっと慎重に、もっとりっぱなものに

するため、前のあやまりにたいしては、情実にとらわれず、かならずこれを指摘し、科学

的な態度で、過去のわるいものを分析し批判しなければならない。これが、「前のあやま

りを後のいましめとする」という意味である。しかし、われわれが、あやまりを指摘し、

欠点を批判する目的は、医者が病気をなおすのと同様、まったく人を救うためであって、

死においこむためではない。だれかが盲腸炎をわすらったとしても、医者が盲腸をきれば

その人はたすかるのである。あやまりをおかした人はだれであろうと、病気をかくし、医

者をきらい、あやまりを固執して、どうにも救えない状態にまでたちいたるのではなく、

すなおに、ほんとうになおそうとし、あらためようとするのでありさえすれば、われわれ

はその人を歓迎し、よい同志になれるように、その病をなおすものである。この仕事は、

けっして、一時の腹いせから、むちゃくちゃにやっつけることで効果のあがるものではな

い。思想上の病や政治上の病にたいしては、けっして、向こうみずな態度をとってはなら

ず、「病をなおして人を救う」態度をとるべきであり、これこそが正しい効果的な方法で

ある。 

 きょう、見学校の始業の機会をかりて、いろいろと話したが、同志諸君がよく考えるよ

う希望する。（熱烈な拍手） 

 

 



〔 ##注## 〕 

〔1〕 本選集第一巻の『中国革命戦争の戦略問題』注〔37〕を参照。八股文とはまった

く内容のない、もっぱら形式にとらわれて文字をもてあそぶものである。このような文章

は、どの段落にも固定した格式がなければならす、宇数にも一定の制限があって、人びと

はただ題目の字づらの意味にしたがって、それをひきのはして文章をつくるだけである。

「党八股」とは革命陣営内の一部の人びとの書いた文章のことで、そのような文章は、事

物について分析せず、ただ、でたらめにいくらかの革命的な名詞や術語をもちこむだけ

で、いささかも中味がなく、空論をならべたてるものであり、やはり上述の八股文とおな

じものである。 

〔2〕 一九三九年十二月の、知識人を吸収することについての中国共産党中央の決定を

さす。本題集第二巻の『知識人を大量に吸収せよ』という論文がそれである。 

〔3〕 スターリンの『レーニン主義の基礎について』の第三部分にみられる。 

〔4〕 これは孔子とその弟子たちの語録である『論語』の冒頭の一句である。 

〔5〕 スターリンの『第十八回党大会におけるソ連共産党（ボリシェビキ）中央委員会

の活動にかんする総括報告』の第三部分の第二節にみられる。 

〔6〕 日本商品の排斥とは、中国人民が二〇世紀の前半、日本帝国主義の侵略に反抗す

るためによくつかった闘争方式の一つであった。たとえば、一九一九年の五・四愛国運動

の時期、一九三一年の九・一八事変ののち、および抗日戦争の期間に、中国人民は日本商

品排斥の運動をおこなったことがある。 

〔 ##訳注## 〕 

① 本選集第二巻の『持久戦について』注〔6〕を参照。 

② 本選集第一巻の『日本帝国主義に反対する戦術について』注〔21〕〔22〕を参照。 

③ 「隣を以って壑となす」は『孟子』―「告子章句下」にみられることばで、原文は

「禹《う》は四海を以って壑となす。いま吾子《ごし》は隣国を以って壑となす」となっ

ている。つまり隣国を大きなため池とみなし、自国の洪水の水をそこに流しこむという意

味である。このことばは、のちに、自分の利益をはかるため人に損害をあたえ、災いを人

に転嫁する意味につかわれている。 

 

 

 

党八股に反対しよう 

 

          （一九四二年二月八日） 

 

 これは、毛沢東同志が延安の幹部大会でおこなった講演である。 

 

 

 ただいま凱豊《カイフォン》同志がきょうの大会の趣旨をのべた。こんどはわたしか

ら、主観主義とセクト主義がどのように党八股《はっこ》をその宣伝の道具または表現の

形態としているかについてのべたいとおもう。われわれが主観主義とセクト主義に反対す

るにあたって、もし党八股もいっしょに清算してしまわなかったら、この二つはまだかく

れ家があり、まだ身をひそめることができる。もしわれわれが党八股もいっしょに打倒し

たなら、主観主義、セクト主義にたいして最後の「王手をかける」ことになり、そのため

この二つの怪物は正体をあらわし、まるで「通りにでた鼠が袋だたきにあう」ようにたや

すく退治される。 

 党八股を書いても、自分だけで読むなら、まだたいしたことはない。もしそれをだれか

に読ませることになると、人数は倍になって、もはや害は少なくない。さらに壁にはった



り、謄写版ですったり、新聞にのせたり、本にしたりすれば、それこそ問題は大きくな

り、多くの人に影響をおよぼすことになる。ところが、党八股を書く人びとは、きまって

多くの人に見せたがるものである。だからどうしてもそれを摘発し、打倒しなければなら

ない。 

 党八股はつまり一種の洋八股でもある。乙の洋八股は魯迅《ルーシュイン》がはやくか

ら反対していたものである〔1〕。それなら、なぜわれわれは党八股とよぶのか。それはバ

タ臭いところがあるほかに、どろ臭いところもあるからである。これも一つの創作といえ

るだろう。われわれのあいだに創作がすこしもないなどとだれがいえるだろうか。これが

その一つである! （爆笑） 

 党八股はわが党内ではもう長い歴史をもっており、とくに土地革命の時期には、ずいぶ

んひどくなったこともある。 

 歴史的にみれば、党八股は五・四運動にたいする一つの反動である。 

 五・四運動の時期には、一群の新しい人物が文語文に反対して口語文を提唱し、ふるい

教条に反対して科学と民主主義を提唱した。これらはみな正しかった。当時、この運動は

生気はつらつとした、前進的、革命的なものであった。当時の支配階級はみな孔子さまの

道理を学生に教え、孔子さまのお説教を宗教の教条とおなじにみなしてその信奉を人民に

強制し、文章を書く人はだれでも文語文をつかったのである。要するに、当時の支配階級

とそのたいこもち連中の文章や教育は、その内容にしろ形式にしろ、いずれも八股式、教

条式であった。これが旧八股、旧教条である。このような旧八股、旧教条のみにくい姿を

人民のまえにあばきだし、旧八股・旧教条反対に立ちあがるよう人民によびかけたこと、

これが五・四運動の時期のきわめて大きな功績の一つであった。五・四運動には、このほ

かにこれと結びついた帝国主義反対という大きな功績があったが、この旧八股・旧教条反

対の闘争もやはりその大きな功績の一つであった。しかしあとになって、洋八股、洋教条

がうまれた。わが党内のマルクス主義にそむいた一部の人は、この洋八股、洋教条を発展

させて、主観主義、セクト主義、党八股というものにしてしまった。それらが新八股、新

教条である。こうした新八股、新教条はわれわれの多くの同志の頭のなかに深く根をおろ

していて、こんにちそれを改造するにはまだまだ大きな力をついやさなければならない。

こうみてくると、封建主義的な旧八股、旧教条に反対した、「五・四」の時期の生気はつ

らつとした、前進的、革命的な運動が、のちに一部の人によってその反対の側に発展させ

られ、新八股、新教条がうまれたのである。それは、生気はつらつとしたものではなくて

硬直したものであり、前進するものではなくて後退するものであり、革命的なものではな

くて革命をさまたげるものである。つまり洋八股または党八股は五・四運動の本来の性質

にたいする反動である。しかし五・四運動そのものにも欠点があった。当時の多くの指導

的人物は、まだマルクス主義の批判精神をもたず、かれらの用いた方法は、一般的にはま

だブルジョア的な方法すなわち形式主義の方法であった。かれらが旧八股、旧教条に反対

し、科学と民主主義を主張したことは、たいへん正しかった。しかしかれらは、現状につ

いて、歴史について、外国の事物について、史的唯物論の批判精神をもたず、わるいとな

ると絶対にわるくて、なにもかもわるいし、よいとなると絶対によくて、なにもかもよい

というふうであった。このように問題を形式主義的にみる方法は、この運動のその後の発

展に影響をおよぼした。五・四運動は発展して、二つの流れにわかれた。一部の人は、

五・四運動の科学的、民主主義的精神をうけつぎ、さらにマルクス主義を基礎にしてこれ

を改造した。これは共産党員と党外の若干のマルクス主義者のなしとげた仕事である。他

の一部の人はブルジョア階級の道をあゆんだ。これは形式主義の石への発展である。だ

が、共産党内でも一致していたわけではなく、一部の人には、マルクス主義をしっかりと

つかめず、形式王義のあやまりをおかすという偏向がうまれた。これは、主観主義、セク

ト主義、党八股であり、形式主義の「左」への発展である。こうみてくると、党八股とい

うものは、なにも偶然のものではなく、一方では五・四運動の積極的な要素にたいする反



動であり、他方ではまた五・四運動の消極的な要素の継承、継続または発展なのである。

われわれがこの点を理解するのは有益なことである。「五・四」の時期に、旧八股、旧教

条主義に反対することが革命的であり、必要であったように、こんにち、われわれがマル

クス主義によって新八股、新教条主義を批判することもまた革命的であり、必要である。

「五・四」の時期に、旧八股、旧教条主義に反対せずにいたら、中国人民の思想は、旧八

股、旧教条主義の束縛から解放されず、中国には、自由独立の希望もありえなかったであ

ろう。この仕事は、五・四運動の時期には、まだ発端にすぎなかった。全国人民を旧八

股、旧教条主義の支配から完全にぬけださせるには、まだまだ大きな力をついやすことが

必要で、それはやはり今後の革命的改造の途上における一大工事である。こんにち、われ

われが新八股、新教条主義に反対せずにいたら、中国人民の思想はまた別の形式主義の束

縛をうけるであろう。わが党内の一部（もちろん一部にすぎない）の同志があてられてい

る党八股の毒、かれらがおかしている教条主義のあやまりとなると、もしそれをとりのぞ

かずにいたら、生気はつらつとした革命的精神を喚起することはできず、マルクス主義に

たいして正しくない態度をとる悪風を一掃することはできず、真のマルクス主義をひろく

伝え、発展させることはできない。また、全国人民のあいだにおける旧八股、旧教条の影

響にたいし、全国の多くの人びとのあいだにおける洋八股、洋教条の影響にたいして、力

づよい闘争をおこなうこともできず、これを粉砕し粛清する目的を達成することもできな

い。 

 主観主義、セクト主義、党八股、この三つはすべて反マルクス主義的なものであって、

搾取階級には必要であるが、プロレタリア階級には必要でない。こういうものがわが党内

にあるのは、小ブルジョア思想の反映である。中国はきわめて広範な小ブルジョア階級を

もつ国で、わが党はこの広範な階級に包囲されている。しかもわが党のひじょうに多くの

党員がこの階級の出身であって、かれらが長いにせよ短いにせよ、小ブルジョアのしっぽ

をひきずって党にはいってくるのはさけがたい。小ブルジョア階級の革命者の熱狂性と一

面性は、もしそれを抑制し改造しなければ、主観主義、セクト主義をうみだしやすい。そ

の表現形態の一つが洋八股または党八股なのである。 

 このようなものをとりのぞき、掃きすてるのは容易なことではない。それをおこなうに

は当をえなければならない。つまりよく道理を説くことである。もし道理の説きかたがじ

ょうずで当をえたものなら、きっと効果があがる。道理を説く手はじめの方法は、患者に

むかって大喝《だいかつ》一声、「きみは病気だぞ！」といっておどろかせ、汗びっしょ

りにさせるというように強烈な刺激をあたえることである。そのあとでじっくりと治療さ

せるのである。 

 では、党八股のわるい点はどこにあるのかを分析してみよう。われわれも、毒をもって

毒を制し、八股文の筆法〔2〕にならってひとつ「八股」でいき、それを八大罪状とよぶ

ことにしよう。 

 党八股の第一の罪状は、全編これ空論、いささかも中味なし、である。われわれの同志

のなかには長い文章を書きたがるものがいるが、内容はなんにもなく、それこそ「ものぐ

さ女の纏足《てんそく》の布、長くてくさい」。どうして、そんなに長くてからっぽなも

のを書かなければならないのか。それは大衆に読ませまいと決心しているのだとしか解釈

できない。長たらしくてからっぽときては、大衆はひと目みただけで首を横にふる。どう

して読みとおす気になどなれようか。だから幼稚な人びとをなめてかかって、かれらのあ

いだにわるい影響をふりまき、わるい習慣をつくりだすぐらいがおちである。昨年の六月

二十二日にソ連はあのような大規模な反侵略戦争にはいり、七月三日にスターリンが演説

したが、それでさえわれわれの『解放日報』の社説ほどの長さしかなかった。もしわれわ

れの旦那がたが書いたとすれば、それこそたいへんで、最小限、数万字にはのぼったであ

ろう。いまは戦争の時期であり、われわれはどのようにして文章を短く書き、ねれたもの

にするかを研究すべきである。延安《イェンアン》ではまだ戦闘はおこなわれていない



が、前線ではまいにち軍隊が戦っており、後方でも仕事のいそがしさが叫ばれているの

に、文章が長すぎたらだれが読むだろうか。一部の同志は、前線でもこのんで長い報告を

書く。かれらは、さんざん苦労して書き、それを送ってくる。その目的はわれわれに読ま

せることにある。だが、どうして読む気になれようか。長くてからっぽなのがよくないと

すれば、短くてからっぽなのはよいだろうか。それもよくない。われわれはあらゆる空論

を根だやしにすべきである。だが、主要な、そして第一の任務は、例の長くてくさい、も

のぐさ女の纒足の布をさっさとごみ箱になげすてることである。『資本論』は長いではな

いか、あれはどうするのだ、という人がいるかもしれない。それは問題ない、読んでいけ

ばよい。ことわざにも「あの山に登ればあの歌、この山に登ればこの歌」といい、「おか

ずにあわせて飯を食い、からだにあわせて服を裁つ」という。なにごとをするにも、その

状況におうじて処置する必要があり、文章や演説もそうである。われわれが反対するの

は、全編これ空論、いささかも中味なし、という八股調であって、なんでも短いほうがよ

いというのではない。戦争の時期には、もちろん短い文章が必要だが、とりわけ内容のあ

る文章が必要である。いちばんいけない、いちばん反対しなければならないのは、いささ

かも中味なし、という文章である。演説もおなじで、全編これ空論、いささかも中味な

し、という演説はやめなければならない。 

 党八股の第二の罪状は、虚勢をはり、以《も》って人をおどす、である。党八股のなか

にはたんに全編これ空論、というだけでなく、もったいぶって故意に人をおどそうとする

ものもあるが、これにはわるい毒素がふくまれている。全編これ空論、いささかも中味な

しは、まだ幼稚だといえるが、虚勢をはり、以って人をおどすとなると、幼稚どころかま

るでごろつきである。かつて魯迅はこのような人たちを批判して、「罵倒《ばとう》や威

嚇《いかく》はけっして戦闘ではない」〔3〕といった。科学的なものは、いつどんなとき

でも人の批判をおそれない。なぜなら科学は真理であり、けっして人に反ばくされるのを

おそれないからである。それにひきかえ党八股式の文章や演説のなかにあらわれている主

観主義的、セクト主義的なものは、人に反ばくされるのをたいへんおそれ、ひじょうに臆

病《おくびょう》なので、もったいぶって人をおどす。こうしておどせば、相手は口をつ

ぐんでしまい自分は「勝ちほこって凱旋《がいせん》」できると考えるのである。このよ

うな虚勢をはったものは、真理を妨害するものであって、真理を反映することはできな

い。それが真理であれば、もったいぶって人をおどすのではなく、ただ誠実に語り、実行

していけばよい。以前、多くの同志の文章や演説には、一つは「無慈悲な闘争」、もう一

つは「容赦ない打撃」という二つのことばがよくつかわれたものである。こうした手段

は、敵や敵対的な思想にたいしてはぜひとも必要であるが、自分の同志にたいしてとるの

はあやまりである。『ソ連共産党（ボリシェビキ）歴史小教程』の結語の第四項にのべら

れているように、党内にもしばしは敵や敵対的な思想がまぎれこんでくる。これにたいし

ては、疑いもなく無慈悲な闘争または容赦ない打撃の手段をとるべきである。なぜなら、

それらの悪人が党にたいしてこうした手段をとっているのに、それでもわれわれがかれら

にたいして寛容であれば、悪人の悪だくみにかかることになるからである。しかし、偶然

にあやまりをおかした同志にたいしては、それとおなじ手段をとってはならない。これら

の同志にたいしては、批判と自己批判の方法、つまり『ソ連共産党（ボリシェビキ）歴史

小教程』の結語の第五項にのべられている方法をとらなければならない。以前、われわれ

の一部の同志がこれらの同志にたいしても、さかんに「無慈悲な闘争」や「容赦ない打

撃」をふりまわしたのは、一方では対象を分析しなかったからであり、他方では虚勢をは

り、以って人をおどすためであった。どんな人にたいしても、虚勢をはり、以っておどす

という方法はとるべきでない。なぜなら、このようなおどし戦術は、敵にたいしてはなん

の役にもたたず、同志にたいしては害があるだけだからである。このようなおどし戦術は

搾取階級やルンペン・プロレタリアの常套《じょうとう》手段であって、プロレタリア階

級はこうした手段を必要としない。プロレタリア階級にとって、もっとも鋭利な、もっと



も効果的な武器はただ一つ、それは厳粛な戦闘的な科学的態度である。共産党は、人をお

どすことによって飯をくうのではなく、マルクス・レーニン主義の真理によって飯をく

い、事実にもとづいて正しく活動することによって飯をくい、科学によって飯をくうので

ある。虚勢をはって、名誉や地位をえようとするにいたっては、もっと下劣な考えである

ことはいうまでもない。要するに、どの機関が決定をおこない、指示をだすにしても、ど

の同志が文章を書き、演説をするにしても、すべてマルクス・レーニン主義の真理にたよ

らなければならないし、実際に役立つということにたよらなければならない。革命の勝利

をたたかいとるにはこれにたよるほかはなく、その他のものはすべて無益である。 

 党八股の第三の罪状は、的なくして矢をはなち、対象を見ず、である。何年かまえに、

延安の城壁に、「工人、農民は団結して抗日の勝利をたたかいとろう」というスローガン

を見かけたことがある。このスローガンの意味はべつにわるくはないが、その工人の工の

字は、第二画をまっすぐに書かないで、二度もまげてあった。人という字はどうか。右の

方に三つのハネをつけてあった（電子版注：電子版では文章を若干変更）。これをお書き

になった同志が昔の文人や大学者の門下であることは疑いないが、抗日の時期にこの延安

というところの城壁にお書きになったとなるとちょっとわけがわからない。たぶんその人

も民衆に見せまいと誓いをたてたのであろう。そうでないとしたら、どうにも解釈のしよ

うがない。共産党員がほんとうに宣伝しようとおもうなる、対象を見なければならず、自

分の文章、演説、談話、文字をどういう人に見せ、どういう人に聞かせるかを考えなけれ

ばならない。そうしなければ、人に見せまい、聞かせまいと決心したのとおなじである。

多くの人はしばしば、自分の書くこと話すことはだれが見てもよくわかりだれが聞いても

よくわかるものとおもいこんでいるが、実はまったくそうではない。その人の書くこと、

話すことが党八股なのだから、人にわかるはずがない。「牛を相手に琴をひく」というこ

とばには、相手を嘲笑する意味がふくまれている。もしその意味をとりさって、相手を尊

重する意味をもりこめば、琴のひき手を嘲笑する意味しかのこらなくなる。なぜ相手を見

ないでやたらに琴をひくのか。まして、これが党八股で、それこそからすの鳴き声なの

に、わざわざ人民大衆にむかってがあがあとわめきたてようとする。矢をはなつには的を

見さだめ、琴をひくには聴衆を見なければならないのに、文章を書き演説をするときは読

者や聴衆を見なくてもよいのだろうか。われわれがどんな人と友だちになるにせよ、おた

がいの気持ちがわからず、おたがいに心のなかでどんなことを考えているかを知らないと

したら、心の通う友になれるだろうか。宣伝活動をするものが、自分の宣伝対象について

調査も、研究も、分析もせずに、やたらにしゃべるのは断じてよろしくない。 

 党八股の第四の罪状は、ことばに味なく、［”やまいだれ”の中に縦に”自”＋”］三

〔4〕《ビエサン》のごとし、である。上海人が小［”やまいだれ”の中に縦に”自”

＋”］三とよんでいるあの連中は、われわれの党八股にじつによく似ており、やせこけて

いて、たいへんみにくい格好をしている。もし、ある文章、ある演説が、どうひねくりま

わしても、いつもおなじような用語、おきまりの「学生口調」ばかりで、すこしもいきい

きとしたことばがないとしたら、それこそことばに味がなく、顔つきはにくにくしく、

［”やまいだれ”の中に縦に”自”＋”］三そっくりではないだろうか。七歳で小学校に

はいり、十何歳かで中学にはいり、二十何歳かで大学を卒業し、ずっと人民大衆と接触し

たことがない人なら、ことばが豊富でなく、きわめて単純なのもやむをえない。しかし、

われわれは革命党で、大衆のために仕事をしているのだから、もし大衆のことばを学ばな

かったら、仕事がうまくいくはずはない。いまわれわれのあいだには、宣伝活動をしてい

ながらことばを学ばない同志がたくさんいる。かれらの宣伝は味もそっけもなく、その文

章をよろこんで読む人はいくらもいないし、その演説をよろこんで聞く人もいくらもいな

い。なぜ、ことばを学ぶ必要があるのか、それも、ひじょうな努力をはらって学ぶ必要が

あるのか。それは、ことばというものはいいかげんで身につけるれるものではなく、苦労

をかさねなければ身につけられないからである。第一に、人民大衆からことばを学ぶこと



である。人民のことばは実際の生活をあらわしていて、ひじょうにゆたかでいきいきとし

ている。われわれのあいだの多くの人はことばをよく身につけていないので、文章を書く

にも演説をするにも、いきいきとした、力づよくてぴったりとしたことばはいくらもな

く、ひからびたすじばかりで、［”やまいだれ”の中に縦に”自”＋”］三みたいにやせこ

けてみすぼらしく、見るからに健康な人ではない。第二に、外国のことばのなかからわれ

われに必要なものを吸収することである。われわれは外国のことばをむりにとりいれた

り、やたらにつかうのではなく、外国のことばのなかのよいもの、われわれに適するもの

を吸収しなければならない。それは、中国にもとからある語彙ではたりないからである。

現在、われわれの語彙のなかには外国からたくさんのものが吸収されている。たとえば、

きょうひらいている幹部大会の「幹部」という二字は、外国から学んだものである。われ

われはもっともっと外国の新しいものを吸収する必要があり、かれらの進歩した理論を吸

収するだけでなく、かれるの新鮮な用語も吸収しなければならない。第三に、われわれは

さらに古人のことばのうち生命のあるものを学ぶことである。われわれは、ことばを学ぶ

ことに努力していないために、古人のことばのうちまだ生気のあるたくさんのものを十分

に合理的に利用してはいない。もちろん、われわれがすでに死んだ語彙や故事をつかうこ

とにつよく反対するということ、これはきまりきっているが、よいもの、まだ役にたつも

のはやはりうけつぐべきである。現在、ひどく党八股の毒にあてられている人たちは、民

間や外国や古人のことばのなかの役にたつものを苦労をかさねて学びとろうとしない。そ

のため、大衆はかれらの無味乾燥な宣伝を歓迎しないし、われわれもまたこのようなへた

くそな、役にたたない宣伝家を必要としないのである。宣伝家とはなにか。教員が宣伝家

であり、新聞記者が宣伝家であり、文学・芸術活動家が宣伝家であるというばかりでな

く、われわれのすべての幹部も宣伝家である。たとえば軍事指揮員のばあい、かれらは、

なにも外にたいして宣言を発表したりはしないが、兵士たちと話をし、人民と相談するの

である。これが宣伝でなくてなんであろうか。だれでも人と話をしさえすれば、それは宣

伝活動をしているのである。その人がおしでないかぎり、きっとなにかは話すものであ

る。したがって、われわれの同志たちはみなぜひともことばを学ばなければならない。 

 党八股の第五の罪状は、甲乙丙丁と、漢方薬の店をひらく、である。諸君、漢方薬の店

にいってみるとよい。そこの薬の戸だなには一つ一つ薬の名まえをはったたくきんのひき

だしがあって、当帰《とうき》、熟地《じゅくち》、大黄《だいおう》、芒硝《ぼうしょ

う》など、なんでもそろっている。この方法をわれわれの同志たちも学びとっている。文

章を書くにも、演説をするにも、書物をあらわすにも、報告書を書くにも、第一には、む

ずかしい壱、弐、参、［長＋聿］《し》、第二には、ふつうの一、二、三、四、第三には、

甲、乙、丙、丁、第四には、子《ね》、丑《うし》、寅《とら》、卯《う》、とならべたて、

さらに大文字のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、小文字のａ、ｂ、ｃ、ｄ、それにアラビア数字と、いく

らでもある。古人や外国人がわれわれのためにこんなにたくさん符号をつくっておいてく

れたおかげで、われわれは漢方薬の店をひらくのに、すこしも骨をおらないですむ。こう

した符号でうずまっていて、問題を提起もせず、分析もせず、解決もせず、なにに賛成し

てなにに反対するかを表明もしない文章は、いくら書きまくってみても結局漢方薬の店

で、ほんとうの内容などなにもない。わたしは、甲、乙、丙、丁などの文字をつかっては

ならないといっているのではなくて、問題をあつかうそうした方法がまちがっているとい

うのである。現在、多くの同志はこの漢方薬の店をひらく方法に興味津《しん》々である

が、まったく低級、幼稚、卑俗きわまる方法である。こうした方法こそ形式主義の方法で

あって、事物の内部的なつながりによって分類するのではなく、外部的な目じるしによっ

て分類するものである。たんに事物の外部的な目じるしにしたがい、内部的なつながりの

ない概念をたくさんならべたてて、文章とか演説とか報告とかにしあげるというやり方で

は、その人目身が概念の遊戯をしているばかりでなくも他人をもこうした遊戯にひきい

れ、頭をはたらかせて問題を考えることもせず、事物の本質を考えることもしないで、甲



乙丙丁といった現象の羅列《られつ》に満足するようにしてしまう。問題とはなにか。問

題とは事物の矛盾である。解決されていない矛盾があればそこに問題がある。問題がある

以上、どうしても一方に賛成し他方に反対しなければならず、問題を提起しなければなら

ない。問題を提起するには、まず、問題すなわち矛盾の二つの基本的側面についておおよ

その調査と研究をおこなう必要があり、そうしてこそ矛盾の性質がなんであるかがわかる

のである。これが問題を発見する過程である。おおよその調査と研究によって問題を発見

し、問題を提起することはできるが、まだ問題を解決することはできない。問題を解決す

るには、さらに系統的な綿密な調査活動と研究活動とをおこなわなければならない。これ

が分析の過程である。問題を提起するにも分析が必要である。そうしなければ、雑然、模

糊《もこ》とした、山ほどある現象をまえにして、問題すなわち矛盾がどこにあるかを知

ることはできない。ここでいう分析の過程とは、系統的な綿密な分析過程のことである。

問題は提起されたものの、まだ解決できないということがよくあるが、それは事物の内部

的なつながりがまだ暴露されていないためであり、また、このような系統的な綿密な分析

過程をへていないためである。だから問題の全貌《ぜんぼう》がまだあきらかでなく、ま

だ総合の仕事ができず、したがって問題をうまく解決することもできないのである。ある

文章または演説が重要な指導的性質をもつものであれば、それはどうしても、なにか問題

を提起し、ついで分析をくわえ、そのうえでそれを総合して問題の性質をはっきりしめ

し、解決の方法をあたえなければならない。それをやるには、形式主義の方法ではかたづ

かない。幼稚、低級、卑俗で、頭をはたらかさない、こうした形式主義の方法がわが党内

でたいへんはやっているので、どうしてもこれを暴露しなければ、マルクス主義の方法に

よる問題の観察、提起、分析、解決をみんなに会得させることはできず、われわれの仕事

をうまくはこぶことはできず、われわれの革命事業を勝利させることはできない。 

 党八股の第六の罪状は、無責任にして、いたるところ害をおよぼす、である。上にのべ

たような罪状は、一万では幼稚さからきているが、他方では責任感の不足からもきてい

る。顔を洗うことにたとえると、われわれは毎日顔を洗うのだが、それもかなりの人は一

回どころではなく、洗い終わってからも鏡にうつして、どこかおかしなところがありはし

ないかと、ひとしきり調査研究してみる（爆笑）。見たまえ、なんと責任感のつよいこと

か。われわれが文章を書き、演説をするばあいにも、顔を洗うときのように責任感があり

さえすれば、まずまちがいがない。人まえにだせないものはださないほうがよい。文章や

演説は、他人の思想や行動に影響をあたえるものだということを知らなくてはならない。

たまたま一日か二日、顔を洗わないのももちろんよくないし、洗ってもまだ一つ二つ汚れ

がのこっているのももちろん体裁のいいものではないが、これはさして大きな危険がある

わけではない。文章を書き演説をするとなるとちがってくる。これはもっぱら人に影響を

あたえるためのものなのに、われわれの同志たちは、かえってそれをおざなりにやってい

る。これこそ事の軽重をとりちがえたものである。多くの人は文章を書き演説をするの

に、あらかじめ研究も準備もしなければ、文章を書きあげたのちも、顔を洗ったあと鏡に

うつしてみるように何べんも読みかえすこともしないで、いいかげんに発表してしまう。

その結果はとかく「筆をくだすこと千言、題をはなれること万里」となり、いかにも才子

のようだが、実際はいたるところ害をおよぼすのである。責任感の弱い、このようなわる

い習慣はぜひあらためたほうがよい。 

 第七の罪状は、全党を毒し、革命を害す、である。第八の罪状は、伝わり広まって、国

と民とにわざわいをなす、である。このニヵ条は意味がおのずからあきらかであり、多く

をのべる必要はない。つまり党八股を改革せず、はびこるままにまかせると、重大な結果

をまねき、ひじょうにわるい事態をひきおこすにいたるであろう。党八股のなかにかくれ

ているのは主観主義、セクト主義の毒物であり、この毒物が伝わり広まると、党を害し国

を害することになる。 

 以上のべた八ヵ条が、党八股を糾弾するわれわれの檄《げき》である。 



 党八股という形式は、革命精神を表現するのに適さないばかりでなく、革命精神をひじ

ょうに窒息させやすい。革命精神を発展させるには、党八股をすてて、生気はつらつとし

た、新鮮で力づよいマルクス・レーニン主義の文風を採用しなければならない。このよう

な文風ははやくからあるが、まだ充実しておらず、まだ普遍的に発展するところまでいっ

ていない。われわれが洋八股と党八股をうちこわしたあかつきには、新しい文風は充実さ

れ、普遍的に発展し、党の革命事業も推進されるであろう。 

 文章や演説のなかに党八股があるばかりでなく、会議にもそれがある。「一、開会、

二、報告、三、討論、四、結論、五、散会」というのがそれである。どこの、どの会議

も、大小にかかわりなくみなこの型にはまった順序でやるとすれば、これまた党八股では

ないだろうか。会議で「報告」をするとなると、いつも「一、国際、二、国内、三、辺

区、四、当部門」といったぐあいで、会議はいつも朝から晩までつづき、なにもいうこと

のない人までがなにか話さなくては義理がわるいかのように一席しゃべる。要するに、実

際の状況をみないで、型どおりのふるい形式、ふるい習慣にしがみつくこうした現象も改

革すべきではないだろうか。 

 現在、多くの人が民族化、科学化、大衆化を提唱しているが、これはけっこうなことで

ある。しかし、「化」とは、徹頭徹尾、徹内徹外をいうのである。ところが、一部の人は

「ほんのすこし」さえ実行していないのに「化」を提唱している。だから、わたしがこれ

らの同志にすすめたいのは、まず「ほんのすこし」でもやって、それから「化」をやるこ

とである。そうでないと、あいかわらず教条主義と党八股からぬけだせない。これが目は

高きをのぞめど腕ともなわず、志大にして才うとしということで、それではなんの結果も

えられるものではない。口で大衆化をとなえながら、実際には小衆化をやっているような

人たちは、おおいに用心すべきである。そうした人がもしある日、道で大衆のだれかにで

あい、「先生、ひとつ『化』をやってみせてください」といわれたら、それで王手をかけ

られたことになるだろう。たんに口先で提唱するだけでなく、大衆化をほんとうに実行し

ようとする人なら、実地に民衆から学ばなければならない。そうでないと、依然として

「化」をやることはできない。毎日大衆化をさけんでいながら、二言三言の民衆のことば

さえ話せないのは、その人たちが民衆から学ぶ決意をしたことのない証拠で、実際に考え

ているのはやはり小衆化なのである。 

 きょう、会場で「宣伝の手引き」というパンフレットをくばったが、それには四つの文

章がのせてある。わたしは、同志諸君がこれを何べんも読むようにすすめたい。 

 第一の文章は、『ソ連共産党（ボリシェビキ）歴史小教程』から抜粋したもので、レー

ニンがどのように宣伝をおこなったかということが書いてある。そこには、レーニンがビ

ラを書いたときの模様がつぎのようにのべられている。「レーニンの指導のもとに、ペテ

ルブルグの『労働者階級解放闘争同盟』は、ロシアではじめて社会主義と労働運動との結

合を実現した。どこかの工場でストライキがおこると、自分たちのサークル員をつうじて

企業の事情をよくつかんでいた『闘争同盟』は、すぐさまピラをだし、社会主義的な檄を

だしてこれにこたえた。これらのビラでは、工場主の労働者にたいする虐待の事実が暴露

され、労働者は自分の利益のためにどのようにたたかわなければならないかということが

説明され、労働者の要求が掲げられていた。これらのビラは、資本主義の潰瘍《かいよ

う》、労働者の窮乏した生活、十二時間ないし十四時間という過度の労働、かれらの無権

利状態などの真相をあますところなく暴露した。それにはまた適切な政治的要求も提起さ

れていた。」 

 見たまえ、「よくつかんでいた」のだ。「あますところなく暴露した」のだ。 

 「一八九四年末に、レーニンは労働者バブシュキンの協力をえて、はじめてこのような

扇動ビラを書き、またストライキ中のペテルブルグのセミヤンニコフ工場の労働者にあて

たメッセージを書いた。」 



 ビラ一枚書くにも状況をよくつかんでいる同志と相談しなければならない。レーニンは

このような調査と研究をもとにして文章を書き、活動をしたのである。 

 「こうしたビラは、どれもこれも労働者を大いに元気づけた。労働者は、社会主義者が

かれらを援助し、かれらを擁護していることを知った。」〔5〕 

 われわれは、レーニンに賛成か。もし賛成なら、レーニンの精神にもとづいて活動しな

ければならない。全編これ空論、いささかも中味なし、ではなく、的なくして矢をはな

ち、対象を見ず、でもなく、また、ひとりよがりにして、長広舌を振るう、でもなくて、

レーニンのとおりにすることである。 

 第二の文章は、ディミトロフがコミンテルン第七回大会でおこなった報告からの抜粋で

ある。ディミトロフはなんといっているだろうか。かれはつぎのようにいっている。「書

物の上の公式のことばではなくて、大衆の事業のために闘争している戦士のことばで大衆

と話をすることを身につけなければならない。このような戦士のことばの一つ一つ、思想

の一つ一つは、みな、何百何千万の大衆の思想や気分を反映したものである。」 

 「われわれが、大衆に理解できることばで話すことを身につけなければ、広範な大衆は

われわれの決議を理解することができない。われわれはいつでも、大衆になじまれている

わかりやすい形で、簡単に、具体的に話をすることにまだまだ習熟していない。われわれ

はまだ、棒暗記した抽象的な公式をすてることができないでいる。実際、もし諸君がわれ

われのビラ、新聞、決議、またはテーゼを点検してみるなら、一般労働者はもちろんのこ

と、わが党の活動家でさえ理解しにくいほどのむずかしいことばで書かれていることがよ

くある。」 

 どうだろう、われわれの欠陥をずばりとついているではないか。たしかに、党八股は中

国にもあれば外国にもある。だから共通した病気だということがわかる（笑声）。だが、

われわれはなんとしてもディミトロフ同志の指示にしたがって、われわれ自身の欠陥をは

やくなおさなければならない。 

 「われわれはみなつぎの最低限の規則を定律として、ボリシェビキの定律として、しっ

かり身につけなければならない。すなわち書いたり話したりするときには、いつも一般の

労働者の一人ひとりが諸君のいうことを理解し、諸君のよびかけを信じ、諸君について進

むようになることを念頭におかなくてはならない。諸君はいったいだれのために書き、だ

れにむかって話をしているかを念頭におかなくてはならない。」〔6〕 

 これがつまり、コミンテルンがわれわれの病をなおすためにくれた処方であり、かなら

ず遵守しなければならないものである。これは「規則」なのだ。 

 第三の文章は、『魯迅全集』からえらんだものである。これはどのように文章を書くか

を論じたもので、魯迅が「北斗雑誌社」〔7〕におくった返信である。かれはどういってい

るか。魯迅は文章を書くばあいの規則として八ヵ条をあげているが、わたしは、ここでそ

のうちのいくつかをぬきだして話してみよう。 

 第一条「いろいろなことがらに気をくばり、よく見ること。ちょっと見ただけで筆をと

ってはならない。」 

 ここでいっているのは、一つや二つのことがらではなしに、「いろいろなことがらに気

をくばる」ことである。ひと目やふた目だけ見るのではなしに、「よく見る」ことであ

る。われわれはどうか。かれとはまったく反対に、ちょっと見ただけで筆をとっているの

ではないだろうか。第二条「書けないときにはむりに書かないこと。」 

 われわれはどうか。頭のなかになんにもないことがはっきりしているのに、むりに書き

まくろうとしているのではないだろうか。調査もせず研究もせずに筆をとって「むりに書

く」。これは無責任な態度である。 

 第四条「書き終わってから少なくとも二へんは読みかえし、あってもなくてもよい字句

や段落は、惜しげもなくできるだけけずること。むしろ小説にできるほどの材料をスケッ

チにちぢめるとしても、けっしてスケッチの材料を小説にひきのばしてはならない。」 



 孔子は「再思」〔8〕を提唱し、韓愈《かんゆ》も「行は思に成る」〔9〕とのべている

が、それは昔のことである。こんにちのことがらはきわめて複雑な問題をふくんでおり、

なかには三、四回考えてもまだたりないことさえある。魯迅は「少なくとも二へんは読み

かえす」といっているが、では多いときは何べんか。かれはそれにはふれていないが、わ

たしの考えでは、重要な文章なら十回以上読みかえしてもさしつかえなく、しんけんに添

削をくわえたうえで発表したほうがよい。文章は客観的事物の反映であり、事物は曲折し

た複雑なものであって、それを適切に反映するにはくりかえし研究しなければならない。

この点をおろそかにするのでは、文章を書く最低限の知識もわきまえないということにな

る。 

 第六条「自分以外にはだれにもわからないような形容詞のたぐいをむりにこしらえない

こと。」 

 われわれが「むりにこしらえた」ものはあまりにも多く、要するに「だれにもわからな

い」。一句が四、五十字にものぼる長いものがあり、そのなかには、「だれにもわからない

ような形容詞のたぐい」がいっぱいつめこまれていろ。口をひらけば魯迅を支持するとい

っている多くの人が、じつは魯迅にそむいているのだ。 

 最後の文章は、中国共産党第六期中央委員会第六回総会で宣伝の民族化についてのべた

ものである。この総会は一九三八年にひらかれたが、そのときわれわれは、「中国の特徴

をはなれてマルクス主義を論じるとすれば、それは抽象的な空虚なマルクス主義にすぎな

い」とのべた。それは、つまりマルクス主義について空論することに反対しなければなら

す、中国で生活している共産党員は、中国の革命の実際に結びつけてマルクス主義を研究

しなければならないということである。 

 「洋八股は廃止すべきであり、空虚で抽象的な調子で歌うことは少なくすべきであり、

教条主義は休みにすべきであって、新鮮でいきいきとした、中国の民衆によろこばれる中

国的な作風や中国的な気風をもってそれに変えなければならない。国際主義的内容を民族

的形式から切りはなすのは、国際主義をすこしも理解していないもののやり方であって、

われわれはこの両者をしっかりと結びつけなくてはならない。この問題についてわれわれ

の隊列内に存在している一部の重大なあやまりは、しんけんに克服しなければならな

い。」 

 ここでは、洋八股を廃止するようにといっているのに、実際にはまだそれを提唱してい

る同志がいる。ここでは、空虚で抽象的な調子で歌うことを少なくしようといっているの

に、それをどうしても多く歌おうとする同志がいる。ここでは、教条主義はお休みにしよ

うといっているのに、それを起こそうとする同志がいる。要するに、第六期中央委員会第

六回総会で採択された報告を聞き流し、わざとこれにさからっているかのような人がたく

さんいるのである。 

 中央がこんど、党八股や教条主義のたぐいを徹底的になげすてなければならないと決定

したので、わたしはたくさんのことを話した。同志諸君がわたしの話したことについて考

え、それを分析してみると同時に、それぞれ自分のことについても分析するよう希望す

る。一人ひとりが自分についてじっくり考え、自分で考えてはっきりしたことを心の通う

友と話しあい、まわりの同志と話しあって、自分の欠陥を着実にあらためるべきである。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 洋八股は五・四運動以後、一部の浅薄なブルジョア知識人および小ブルジョア知

識人が発展させたものであり、またかれらを通じてひろめられ、長いあいだ革命の文化隊

列内に存在しつづけた。魯迅は、その多くの著作のなかで、革命の文化隊列内の洋八股に

反対し、こうした洋八股を批判してつぎのようにいっている。「八股文は新旧をとわず掃

討すべきだが、……たとえば『罵倒』、『威嚇』、はては『判決』を下すだけで、科学でえ



られた公式を具体的に適切に応用して、日々の新しい事実、新しい現象を解釈しようとせ

ず、ただ公式を敷き写しにして、それを一切の事実にやたらにあてはめる、これも一種の

八股である。」（「祝秀［イ＋夾］への返信」） 

〔2〕 本選集第一巻の『中国革命戦争の戦略問題』注〔37〕を参照。 

〔3〕 魯迅の『南腔北調集』中の文章の題名。一九三二年に書かれたもので、『魯迅全

集』第五巻にある。 

〔4〕 解放前、正当な職業をもたず、こじきや盗みをはたらいてくらしていた都市のル

ンペンを、上海の人は［”やまいだれ”の中に縦に”自”＋”］三とよんでいた。かれら

はたいていひじょうにやせていた。 

〔5〕 『ソ連共産党（ボリシェビキ）歴史小教程』第一章第三節にみられる。 

〔6〕 ディミトロフがコミンテルン第七回大会でのべた結語『ファシズムに反対する労

働者階級の統一のために』の第六の部分「正しい路線だけではまだ不十分である」にみら

れる。 

〔7〕 『北斗雑誌』は、中国左翼作家連盟が一九三一年から一九三二年にかけて発行し

ていた月刊誌である。「北斗雑誌社の問いに答う」は『魯迅全集』第四巻の『二心集』に

おさめられている。 

〔8〕 『論語』の「公冶長第五」にみられる。 

〔9〕 韓愈は八世紀から九世紀にかけての人で、中国唐代の著名な大著述家である。か

れは「進学解」という文章のなかで、「行は思に成り、随に毀《やぶ》る」といってい

る。それは、思が成功するのは思考したことにより、失敗するのは思考しなかったことに

よる、という意味である。 

 

 

 

延安の文学・芸術座談会における講話 

 

          （一九四二年五月） 

 

 

     まえおき （一九四二年五月二日） 

 

 同志諸君。きょう、みなさんにおあつまりねがい、座談会をひらいた目的は、文学・芸

術活動と革命活動一般との関係について、みなさんと意見を交換し、検討することにあ

る。それは、革命的文学・芸術の正しい発展をはかり、他の革命活動にたいする革命的文

学・芸術のよりよい協力をはかって、わが民族の敵を打倒し、民族解放の任務を完遂する

ためである。 

 中国人民解放のためのわれわれの闘争にはいろいろの戦線があるが、そのなかには文と

武の二つの戦線、すなわち文化戦線と軍事戦線があるといってもよい。われわれが敵にう

ち勝つには、まず銃を手にした軍隊にたよらなければならない。しかし、この軍隊だけで

は十分でなく、われわれにはさらに文化の軍隊が必要であって、これは、味方を団結さ

せ、敵にうち勝つために欠くことのできない軍隊である。この文化の軍隊は「五・四」①

のときから中国で形づくられ、中国革命をたすけて、中国の封建文化および帝国主義の侵

略に適応する買弁文化②の地盤をしだいに縮小させ、その勢力をしだいに弱化させてき

た。いまでは、中国の反動派は、新しい文化に対抗するのに「量によって質にあたる」と

いう方法しかもちだせなくなっている。つまり反動派には金がいくらでもあるから、たと

えよいものは出せなくても、必死になってたくさん出すことはできるというわけである。

「五・四」いらいの文化戦線では、文学と芸術は重要な、成果のあがった部門である。革



命的文学・芸術運動は十年の内戦の時期に大きな発展をとげた。この運動と当時の革命戦

争とは、全般的な方向では一致していたが、実際活動では、たがいに結びついていなかっ

た。それは、当時の反動派がこの二つの兄弟の軍隊のあいだをたちきっていたからであ

る。抗日戦争がおこってから、延安《イェンアン》や各抗日根拠地にやってくる革命的な

文学・芸術活動家が多くなってきたが、これはけっこうなことである。しかし、根拠地に

きたからといって、もう根拠地の人民大衆と完全に結びついたというわけではない。革命

活動を前進させるには、この両者を完全に結びつけなければならない。われわれがきょう

座談会をひらいたのは、人民を団結させ、人民を教育し、敵に打撃をあたえ、敵を消滅す

る有力な武器として、文学・芸術を革命という機械全体の一構成部分にふさわしいものに

するためであり、これによって、人民が一心同体になって敵とたたかえるようたすけるの

である。この目的のためには、どういう問題を解決すべきであろうか。つぎのような問

題、すなわち文学・芸術活動家の立場の問題、態度の問題、活動対象の問題、活動の問

題、学習の問題があるとおもう。 

 立場の問題。われわれはプロレタリア階級の立場、人民大衆の立場に立つものである。

共産党員についていえば、とりもなおさず、党の立場に立つのであり、党性および党の政

策の立場に立つのである。この問題で、わが文学・芸術活動家のあいだに、認識の正しく

ないか、はっきりしていないものがまだいるのではないだろうか。わたしはいるとおも

う。多くの同志はしばしば自分の正しい立場をうしなっている。 

 態度の問題。立場におうじて、われわれがさまざまな具体的な事物にたいしてとる具体

的な態度がうまれてくる。たとえば、賛美するか、それとも暴露するか、これが態度の問

題である。いったい、どちらの態度がわれわれには必要なのか。わたしにいわせれば二つ

とも必要で、問題はどういう人びとにたいしてかということである。三種類の人びとがい

て、一つは敵、一つは統一戦線内の同盟者、一つは味方であるが、この三番目の人びとが

人民大衆とその前衛である。この三種類の人びとにたいしては三種類の態度が必要であ

る。敵にたいし、すなわち日本帝国主義とすべての人民の敵にたいしては、革命的文学・

芸術活動家の任務は、敵の残虐さと欺瞞《ぎまん》を暴露するとともに、敵の失敗が必至

であることを指摘し、抗日の軍隊と人民が一心同体になって、断固として敵を打倒するよ

う、はげますことである。統一戦線内のさまざまな異なった同盟者にたいしては、われわ

れの態度は、連合もすれば、批判もする、さまざまな異なった連合もすれば、さまざまな

異なった批判もする、ということでなければならない。かれらの抗戦には、われわれは賛

成である。もし成果があれば、われわれはやはり称賛する。しかし、かれらが抗戦に積極

的でなければ、われわれはかれらを批判すべきである。もし反共、反人民にはしり、日一

日と反動への道をすすむものがあれば、われわれは断固として反対する。人民大衆にたい

し、人民の労働と闘争にたいし、人民の軍隊、人民の政党にたいしては、われわれは当然

称賛すべきである。人民にも欠点はある。プロレタリア階級のなかではまだ多くのものが

小ブルジョア思想をもっており、農民と都市小ブルジョア階級はおくれた思想をもってい

て、それらがかれらの闘争のなかでの負担になっている。われわれは、かれらが大きく前

進できるように、長期にわたって辛抱づよく教育し、かれらが肩の重荷をなげすて、自分

の欠点やあやまりとたたかうのをたすけるべきである。かれらは闘争のなかで、すでに自

己を改造したか、あるいは改造しつつある。われわれの文学・芸術はかれらのこの改造の

過程をえがくべきである。あやまりを固執するものでないかぎり、われわれは、その一面

だけをみて、かれらを嘲笑し、ひいては敵視するというあやまった態度をとるべきではな

い。われわれの書くものは、かれらが団結し、かれらが進歩し、かれらが一心同体になっ

て、ひたむきに奮闘し、おくれたものをすてて革命的なものをのはすようにしむけるべき

であって、けっしてその反対であってはならない。 

 活動対象の問題、すなわち文学・芸術作品をだれにみせるかという問題。陝西《シャン

シー》・甘粛《カンスー》・寧夏《ニンシァ》辺区や華北、華中の各抗日根拠地では、この



問題は、国民党支配区とは異なり、抗戦以前の上海《シャンハイ》とはなおさら異なって

いる。上海の時期には、革命的な文学・芸術作品のうけとり手は、主として一部の学生、

職員、店員であった。抗戦以後の国民党支配区では、その範囲はいくらかひろがったこと

もあるが、基本的にはやはりこれらの人びとが主となっている。なぜなら、そこの政府が

労働者、農民、兵士を革命的な文学・芸術から切りはなしているからである。 われわれ

の根拠地では、まったくこれと異なっている。根拠地では文学・芸術作品のうけとり手は

労働者、農民、兵士および革命幹部である。根拠地には学生もいるが、これらの学生は、

また旧式の学生とは異なっていて、以前から幹部であったものか、将来幹部になるもので

ある。さまざまな幹部、部隊の戦士、工場の労働者、農村の農民は、文字をおぼえれば本

や新聞を読もうとするし、文字を知らないものでも、芝居を見、絵を見、歌をうたい、音

楽をきこうとするのであって、かれらこそわれわれの文学・芸術作品のうけとり手であ

る。幹部についていっても、その数を少ないと考えるべきでなく、その数は国民党支配区

で一冊の本が出版されたばあいの読者よりもはるかに多いのである。国民党支配区では、

ふつう一冊の本は一版がせいぜい二千部で、三版出してもやっと六千部である。だが、根

拠地の幹部で本が読めるものは延安だけでも、一万人以上はいる。しかも、これらの幹部

の多くは長いあいだきたえられてきた革命家で、かれらは全国各地からきており、また各

地へ活動しにいくのであるから、これらの人びとにたいする教育活動は大きな意義をもっ

ている。わが文学・芸術活動家はこれらの人びとにたいする活動をよくおこなうべきであ

る。 

 文学・芸術活動の対象が労働者、農民、兵士およびその幹部である以上、かれらを理解

し、かれらを熟知するという問題がうまれてくる。そして、かれらを理解し、かれらを熟

知するためには、また党・政府機関、農村、工場、八路軍・新四軍のなかでさまざまな人

を理解し、さまざまな人を熟知し、さまざまなことがらを理解し、さまざまなことがらを

熟知するためには、多くの活動をする必要がある。わが文学・芸術活動家は自分の文学・

芸術活動をおこなう必要があるが、人を理解し、人を熟知するというこの活動のほうが第

一の仕事である。わが文学・芸術活動家は、これらについて、いままでどのような状態に

あっただろうか。わたしにいわせると、いままでは、知らず、わからず、英雄も腕をふる

う場所なし、というものであった。知らず、とはどういうことか。人を知らないというこ

とである。文学・芸術活動家が、自分のえがく対象や作品のうけとり手を知らないか、あ

るいは、まったくうといということである。わが文学・芸術活動家は労働者を熟知せず、

農民を熟知せず、兵士を熟知せず、またかれらの幹部を熟知していない。わからず、とは

どういうことか。ことばがわかっていないということ、すなわち人民大衆のゆたかないき

いきとしたことばについて十分な知識に欠けていることである。多くの文学・芸術活動家

は、自分が大衆から遊離し、生活が空虚なことから、当然、人民のことばも熟知していな

い。したがって、かれらの作品は、ことばに味がないばかりでなく、そこにはしばしば、

無理にこしらえた、人民のことばとは対立する、わけのわからない語句がまじっている。

多くの同志はよく「大衆化」を口にするが、大衆化とはなんだろうか。それは、わが文

学・芸術活動家の思想・感情が労働者、農民、兵士大衆の思想・感情と一つにとけあうこ

とである。一つにとけあうためには、大衆のことばをしんけんに学ぶべきである。大衆の

ことばにさえわからないところがたくさんあるとすれば、文学・芸術の創造など話にもな

るまい。英雄も腕をふるう場所なしとは、ひとそろいの大理屈をならべたてても、大衆は

感心しないということである。大衆のまえで、先輩風をふかせばふかすほど、「英雄」ぶ

ればぶるほど、そのひとそろいのものを押し売りしようとすればするほど、大衆はますま

す買わなくなるであろう。大衆から理解してもらい、大衆と一つにとけあおうとするな

ら、長いあいだの、苦痛でさえある試練をへる決心をしなければならない。ここで、わた

し自身の感情の変化についての経験を話してみよう。わたしは学生出身であり、学校で学

生気質が身についてしまったため、物を肩でかつぐことも手にさげることもできないおお



ぜいの学生のまえでは、自分の荷物をかつぐような、ちょっとした力仕事をすることさえ

格好がわるいと感じていた。そのころ、わたしは、世の中できれいな人間は知識人だけ

で、労働者、農民は、なんといってもそれよりきたない、とおもっていた。わたしは、知

識人の着物ならきれいだと考え、他人のものでも着られるのに、労働者、農民の着物はき

たないと考えて、着る気になれなかった。革命をやり、労働者、農民や革命軍の戦士たち

といっしょになってから、わたしはしだいにかれらを熟知するようになり、かれらもまた

しだいにわたしを熟知するようになった。そのとき、まさにそのときから、わたしは、ブ

ルジョア学校で教えられた、あのブルジョア的、小ブルジョア的な感情を根本的にあらた

めたのである。そのときになって、まだ改造されていない知識人を労働者、農民とくるべ

てみると、知識人はきれいでなく、もっともきれいなのはやはり労働者、農民であり、た

とえ、かれらの手がまっ黒で、足に牛の糞《ふん》がついていても、やはりブルジョア階

級や小ブルジョア階級の知識人よりきれいだとおもうようになった。感情に変化がおこ

り、ある階級から他の階級に変わったというのはこのことである。わが知識人出身の文

学・芸術活動家が自分の作品を大衆から歓迎されるものにするには、自分の思想・感情に

変化をおこさせ、その改造をおこなわなければならない。この変化、この改造なしには、

なにごともうまくいかず、なにもかもしっくりしないものである。 

 最後の問題は学習で、それはマルクス・レーニン主義の学習と社会の学習のことであ

る。マルクス主義の革命作家を自任するもの、わけても党員作家は、マルクス・レーニン

主義の知識をもたなければならない。しかし、現在、一部の同志たちには、マルクス主義

の基本的観点が欠けている。たとえば、存在が意識を決定すること、階級闘争と民族闘争

の客観的現実がわれわれの思想・感情を決定することは、マルクス主義の基本的観点の一

つである。ところが、わが一部の同志たちは、この問題を転倒させてしまい、すべては

「愛」から出発すべきだなどといっている。愛についていうなら、階級社会では、階級的

な愛しかないのに、これらの同志たちは、なにか超階級的な愛とか、抽象的な愛とか、ま

た抽象的な自由、抽象的な真理、抽象的な人間性とかいったものを追求しようとしてい

る。このことは、これらの同志たちがブルジョア階級の影響を深くうけていることをしめ

している。このような影響を徹底的に一掃し、虚心にマルクス・レーニン主義を学習すべ

きである。文学・芸術活動家が文学・芸術創作を学習すべきであること、これは正しい。

だが、マルクス・レーニン主義はすべての革命家が学習すべき科学であり、文学・芸術活

動家も例外ではありえない。文学・芸術活動家は社会を学習しなければならない。つまり

社会の各階級を研究し、それらの相互関係およびそれぞれの状態を研究し、それらの相貌

や心理を研究しなければならないのである。われわれの文学・芸術がゆたかな内容と正し

い方向をもつには、これらの点をあきらかにする以外にない。 

 きょうは話のきっかけとして、これらのいくつかの問題を提起したにすぎない。みなさ

んがこれらの問題や他の関連ある問題について意見をのべられるよう希望する。 

 

     結論  （一九四二年五月二十三日） 

 

 同志諸君。われわれのこの座談会は、一ヵ月のあいだに三回ひらかれた。みんなが真理

探求のために活発な論争をくりひろげ、党内、党外の同志たちが何十人か発言して、問題

を展開し、具体化した。これは文学・芸術運動全体を益するところが大きいとおもう。 

 われわれが問題を討議するには、定義から出発するのではなくて、実際から出発すべき

である。もし、われわれが教科書にしたがって、文学とはなにか、芸術とはなにかという

定義をさがしだし、そのあと、それにしたがって、こんにちの文学・芸術運動の方針を規

定し、こんにち発生しているさまざまな見解や論争を評価するならば、そういう方法は正

しくない。 われわれはマルクス主義者であり、マルクス主義は、われわれが問題をみる

ばあい、抽象的な定義から出発するのではなく、客観的に存在する事実から出発し、これ



らの事実の分析のなかから方針、政策、方法をさがしださなければならないと教えてい

る。いま文学・芸術活動について討議するのにも、われわれはこのようにすべきである。 

 現在の事実とはなにか。その事実とはつぎのとおりである。すでに五年間つづけられた

中国の抗日戦争、全世界の反ファシズム戦争、中国の大地主・大ブルジョア階級の抗日戦

争における動揺と人民にたいする高圧政策、「五・四」いらいの革命的文学・芸術運動―

―この運動の二十三年らいの革命にたいする偉大な貢献とそのいくたの欠陥、八路軍・新

四軍の抗日民主根拠地ならびにこれらの根拠地における数多くの文学・芸術活動家と八路

軍・新四軍および労働者・農民との結合、根拠地の文学・芸術活動家と国民党支配区の文

学・芸術活動家との環境および任務のうえでのちがい、いま延安や各抗日根拠地の文学・

芸術活動で発生している論争問題。――これらが実際に存在する否定できない事実であ

り、われわれは、これらの事実を基礎にして、われわれの問題を考える必要がある。 

 では、われわれの問題の中心はなにか。われわれの問題は、基本的には、大衆のためと

いう問題、および大衆のためにどのようにするかという問題だとおもう。この二つの問題

を解決しなかったり、解決が当を得なかったりすれば、わが文学・芸術活動家は、自己の

環境、任務に適応できず、外部的にも内部的にも一連の問題につきあたるであろう。 わ

たしの結論は、この二つの問題を中心とするが、同時にこれとかかわりのある他のいくつ

かの問題にもふれることにする。 

 

     一 

 

 第一の問題は、われわれの文学・芸術はだれのためのものかということである。 

 この問題は、もともと、マルクス主義者によって、とくにレーニンによって、はやくか

ら解決されている。レーニンは、すでに一九〇五年、われわれの文学・芸術は「幾千万の

勤労者に奉仕」〔1〕すべきであるとつよく指摘している。わが各抗日根拠地で文学・芸術

活動に従事する同志たちのあいだでは、この問題はすでに解決されていて、いまさら話す

必要はないかのようにみえる。実はそうではない。多くの同志にとって、この問題は明確

には解決されていない。したがって、かれらの気分、かれらの作品、かれらの行動、かれ

らの文学・芸術の方針問題についての意見のなかには、大衆の要求にも合致しないし、ま

た実際の闘争の必要にも合致しない状態が、多かれ少なかれ生じるのをまぬかれない。現

在、共産党、八路軍、新四軍とともに、偉大な解放闘争に従事している数多くの文化人、

文学者、芸術家ないしは一般文学・芸術活動家のなかには、もちろん、一時的な投機分子

がいくらかいるかもしれないが、圧倒的多数は共同の事業のため活動にはげんでいる。こ

れらの同志に依拠して、われわれの文学活動、演劇活動、音楽活動、美術活動全体は大き

な成果をあげてきた。これらの文学・芸術活動家のなかには、抗戦以後に活動をはじめた

人がたくさんいるが、抗戦以前から長いあいだ革命活動をおこない、かずかずの苦労をか

さね、その活動や作品によって広範な大衆に影響をあたえてきた人もたくさんいる。だ

が、これらの同志のあいだにさえ、文学・芸術はだれのためのものかという問題を明確に

は解決していない人がいるというのはなぜだろうか。かれらのなかには、革命的な文学・

芸術は人民大衆のためのものではなく、搾取者、抑圧者のためのものだなどと主張してい

る人がまだいるとでもいうのであろうか。 

 たしかに、搾取者、抑圧者のための文学・芸術はある。文学・芸術が地主階級のための

ものであれば、それは封建主義の文学・芸術である。中国の封建時代の支配階級の文学・

芸術はこのようなものであった。こんにちでも、このような文学・芸術は中国でまだかな

り大きな勢力をもっている。文学・芸術がブルジョア階級のためのものであれば、それは

ブルジョア階級の文学・芸術である。魯迅《ルーシュイン》が批判した梁実秋《リァンシ

ーチウ》〔2〕のような人間は、口先では、文学・芸術は超階級的なものだなどといってい

るが、実際には、プロレタリア階級の文学・芸術に反対して、ブルジョア階級の文学・芸



術を主張している。文学・芸術が帝国主義者のためのものであれば、周作人《チョウツォ

レン》、張資平《チャンツーピン》〔3〕らがそうだが、それは民族裏切り者の文学・芸術

とよばれる。われわれにあっては、文学・芸術は上述のさまざまな人びとのためのもので

はなく、人民のためのものである。かつてわれわれは、現段階の中国の新文化を、プロレ

タリア階級の指導する、人民大衆の、反帝・反封建の文化であるといった。真に人民大衆

のものは、現在ではかならずプロレタリア階級が指導するものである。ブルジョア階級の

指導するものは、人民大衆のものにはなりえない。新文化のうちの新文学、新芸術も、当

然そのとおりである。過去の時代から残されてきた、中国や外国の文学・芸術のゆたかな

遺産とすぐれた伝統については、われわれはこれをうけつぐものであるが、その目的はや

はり人民大衆のためである。過去の時代の文学・芸術の形式についても、われわれは利用

をこばむものではないが、これらのふるい形式も、われわれの手にうつって改造され、新

しい内容がもりこまれれば、人民に奉仕する革命的なものに変わるのである。 

 では、人民大衆とはなにか。もっとも広範な人民、全人口の九〇パーセント以上をしめ

る人民は、労働者、農民、兵士および都市小ブルジョア階級である。したがって、われわ

れの文学・芸術は、第一には、革命を指導する階級としての労働者のためのものである。

第二には、革命におけるもっとも数の多い、もっとも確固とした同盟軍としての農民のた

めのものである。第三には、革命戦争の主力としての武装した労働者、農民、すなわち八

路軍、新四軍その他の人民武装組織のためのものである。第四には、長期にわたってわれ

われと協力できる、やはり革命の同盟者である都市小ブルジョア勤労大衆および知識人の

ためのものである。この四種類の人びとが、中華民族の最大の部分であり、もっとも広範

な人民大衆である。 

 われわれの文学・芸術は、上にのべた四種類の人びとのためのものでなければならな

い。われわれがこの四種類の人びとに奉仕するには、プロレタリア階級の立場に立つべき

で、小ブルジョア階級の立場に立ってはならない。こんにち、個人主義的な小ブルジョア

的立場を固執している作家は、真に革命的な労働者、農民、兵士大衆のために奉仕するこ

とができず、その興味は主として少数の小ブルジョア知識人にそそがれている。われわれ

のなかの一部の同志が、いま、文学・芸術はだれのためのものかという問題を正しく解決

できない中心点は、まさにここにある。わたしがこういうのは、理論上のことをさしてい

るのではない。理論上、あるいは口先では、労働者、農民、兵士大衆を小ブルジョア知識

人より重要でないとみなす人は、われわれの隊列のなかにひとりもいない。わたしがいう

のは、実際上、行動上のことである。実際上、行動上、かれらは小ブルジョア知識人のほ

うを労働者、農民、兵士よりももっと重要だとみなしているのではないだろうか。わたし

はそうだとおもう。多くの同志は、小ブルジョア知識人が自分たちといっしょに、労働

者、農民、兵士大衆に接近し、労働者、農民、兵士大衆の実際闘争に参加し、労働者、農

民、兵士大衆を描写し、労働者、農民、兵士大衆を教育するようこれらの知識人をみちび

くのではなくて、小ブルジョア知識人の研究とその心理の分析により力を入れ、かれらを

描写することにより重きをおき、かれらの欠点を容認しそれを弁護している。多くの同志

は、自分が小ブルジョア出身であり、知識人であるところから、知識人の隊列にだけ友人

をもとめ、知識人の研究や描写の面にその注意力をそそいでいる。こうした研究や描写が

プロレタリア階級の立場からなされるなら、それは正しい。しかし、かれらは、そうでな

いか、完全にはそうでない。かれらは小ブルジョア階級の立場に立っており、自分の作品

を小ブルジョア階級の自己表現として創作しているのであって、かなり多くの文学・芸術

作品にそうしたものがみられる。かれらは多くのばあい、小ブルジョア出身の知識人に心

からの共感をよせ、かれらの欠点にさえも共感をよせたり、はてはそれを鼓吹したりす

る。労働者、農民、兵士大衆にたいしては、接近すること、理解すること、研究すること

に欠け、心のかよう友に欠け、かれらを描写することに長じていない。たとえ描写したと

しても、着物ははたらく人民だが、顔つきは小ブルジョア知識人である。かれらも、ある



面ではやはり労働者、農民、兵士を愛するし、労働者、農民、兵士出身の幹部を愛する

が、しかし、愛さない時もあれば、愛さない点もあり、かれらの感情、かれらの形象、か

れらの芽ばえつつある文学・芸術（壁新聞、壁画、民謡、民話など）を愛さない。かれら

は、ときには、こうしたものを愛することもあるが、それは奇をもとめるため、自分の作

品をかざるため、さらにはそのなかのおくれたものを追求するために愛するのである。ま

たときには、公然とそうしたものをさげすみ、小ブルジョア知識人のもの、ないしはブル

ジョア階級のものを偏愛する。これらの同志の立脚点はまだ小ブルジョア知識人の側にあ

る。あるいはもっと上品なことばにいいかえれば、かれらの魂の奥底はまだ小ブルジョア

知識人の王国なのである。だから、かれらはだれのためのものかという問題をまだ解決し

ていないか、明確には解決していない。これは、たんに、延安にきてまもない人びとのこ

とだけをいっているのではない。前線にいったことのある人びとや、根拠地、八路軍・新

四軍のなかで何年も活動したことのある人びとのなかにも、この問題を徹底的には解決し

ていない人がたくさんいる。この問題を徹底的に解決するには、どうしても九年、十年と

いう長い時間をかけなければならない。だが、どんなに時間が長くかかっても、われわれ

はそれを解決しなければならず、明確に、徹底的に、それを解決しなければならない。わ

が文学・芸術活動家は、かならずこの任務をなしとげ、立脚点をうつしかえねばならず、

また、労働者、農民、兵士大衆のなかに深くはいり実際闘争に深くはいる過程で、マルク

ス主義を学習し社会を学習する過程で、労働者、農民、兵士の側、プロレタリア階級の側

にしだいに立脚点をうつしかえなければならない。このようにしてこそ、われわれは真の

労働者、農民、兵士のための文学・芸術、真のプロレタリア階級の文学・芸術をもつこと

ができるのである。 

 だれのためのものかという問題は、根本的な問題であり、原則的な問題である。これま

で、一部の同志のあいだの論争、意見の相違、対立および不団結は、この根本的、原則的

な問題についてのものではなくて、比較的第二義的な、さらには無原則的でさえある問題

についてのものであった。ところが、この原則問題については、むしろ論争している双方

に意見の相違などはなく、ほとんど一致しており、ともに労働者、農民、兵士の軽視、大

衆からの遊離の傾向をある程度もっていた。わたしがある程度というのは、一般的にいっ

て、これらの同志の労働者、農民、兵士の軽視、大衆からの遊離は、国民党の労働者、農

民、兵士の軽視、大衆からの遊離とはちがっているからである。しかし、いずれにしても

この傾向はある。この根本問題を解決しなければ、他の多くの問題も解決しにくい。たと

えば文学・芸術界のセクト主義についていうと、これも原則問題であるが、セクト主義を

とりのぞくには、やはり、労働者、農民のために、八路軍、新四軍のために、大衆のなか

へ、というスローガンをかかげ、これを着実に実行してのみ、その目的を達成できるので

あり、さもなければ、セクト主義の問題はだんじて解決することができない。かつて魯迅

は、「連合戦線は、共通の目的をもつことが必要条件である。……われわれの戦線が統一

できないのは、われわれの目的が、ただ小グループのためのものか、実際にはただ個人の

ためのものかになっていて、一致していないことを証明している。目的がすべて労働者、

農民大衆にあるなら、当然、戦線も統一される」〔4〕といった。この問題は、当時の上海

にもあったし、いまの重慶《チョンチン》にもある。それらの地方では、支配者が革命的

な文学者・芸術家を圧迫して、労働者、農民、兵士大衆のなかにはいっていく自由をあた

えていないので、この問題の徹底的解決はむずかしい。われわれのところでは,事情がま

ったくちがう。われわれは革命的な文学者・芸術家が積極的に労働者、農民、兵士にちか

づくよう激励し、かれらに大衆のなかへはいる完全な自由をあたえ、かれらに真の革命的

な文学・芸術を創造する完全な自由をあたえている。だからこの問題は、われわれのとこ

ろでは解決にちかづいている。解決にちかづいているということは、完全に徹底的に解決

したということではない。マルクス主義を学習し、社会を学習する必要があるというの

は、この問題を完全に徹底的に解決するためである。われわれのいうマルクス主義とは、



口先のマルクス主義ではなく、大衆の生活、大衆の闘争のなかで実際に役立つ、生きたマ

ルクス主義のことである。口先のマルクス主義を実際の生活でのマルクス主義に変えれ

ば、セクト主義はうまれるはずがない。たんにセクト主義の問題が解決されるばかりでな

く、他の多くの問題も解決されるであろう。 

 

     二 

 

 だれのために奉仕するかという問題が解決されると、それにつづく問題は、どのように

奉仕するかということである。同志たちのことばをかりていえば、向上につとめるか、そ

れとも普及につとめるかということである。 

 これまで一部の同志たちは、普及をかなり軽視あるいは無視するか、ひどく軽視あるい

は無視し、向上を不適当に強調しすぎた。向上は強調すべきであるが、これを一面的、孤

立的に強調し、不適当な程度にまで強調するなら、それはあやまりである。だれのための

ものかという問題が明確には解決されていないという、わたしがさきにあげた事実は、こ

の点にもあらわれている。そのうえ、だれのためのものかということがはっきりしていな

いため、かれらのいう普及と向上には正しい基準がなく、まして両者の正しい関係を見い

だすことができないのは当然である。われわれの文学・芸術が、基本的には、労働者、農

民、兵士のためのものである以上、普及というのも労働者、農民、兵士への普及であり、

向上というのも労働者、農民、兵士からの向上である。どのようなものをかれらのあいだ

に普及させるのか。封建地主階級に必要な、うけいれやすいものであろうか。ブルジョア

階級に必要な、うけいれやすいものであろうか。小ブルジョア知識人に必要な、うけいれ

やすいものであろうか。いずれもだめであって、ただ、労働者、農民、兵士自身に必要

な、うけいれやすいものにかぎられる。したがって、労働者、農民、兵士を教育するとい

う任務よりさきに、まず労働者、農民、兵士に学ぶという任務がある。向上の問題ではな

おさらそうである。向上には基礎がなければならない。たとえば桶の水にしても、地上か

らもち上げないで、空中からもち上げるというものではあるまい。では、文学・芸術の向

上というのは、どのような基礎からの向上であろうか。封建階級の基礎からであろうか。

ブルジョア階級の基礎からであろうか。小ブルジョア知識人の基礎からであろうか。その

いずれでもなく、労働者、農民、兵士大衆の基礎からの向上でしかありえない。それはま

た、労働者、農民、兵士を、封建階級、ブルジョア階級、小ブルジョア知識人の「高さ」

にまで向上させるのではなく、労働者、農民、兵士自身のすすむ方向、プロレタリア階級

のすすむ方向にそって向上させるのである。このことは、労働者、農民、兵士に学ぶとい

う任務を提起している。われわれが普及と向上について正しい理解をもち、普及と向上の

正しい関係を見いだすには、労働者、農民、兵士から出発する以外にない。 

 あらゆる種類の文学・芸術の源はいったいどこにあるのか。イデオロギーとしての文

学・芸術作品は、すべて一定の社会生活の人間の頭脳における反映の産物である。革命的

な文学・芸術は、人民の生活の革命的作家の頭脳における反映の産物である。人民の生活

のなかには、もともと、文学・芸術の素材の鉱脈があって、これは自然のままの形をし

た、荒削りのものではあるが、もっとも生気にみちた、もっとも豊富な、もっとも基本的

なものである。この点からいえば、これらのものはすべての文学・芸術を見おとりさせる

のであって、すべての文学・芸術の使えどもつきず、汲《く》めどもかれぬ唯一の源であ

る。これが唯一の源だというのは、ただこの源があるだけで、このほかに第二の源はあり

えないからである。ある人は、書物のうえの文学・芸術作品、過去の時代や外国の文学・

芸術作品も源ではないかという。実際には、過去の文学・芸術作品は源ではなくて流れで

あり、むかしの人や外国の人がその時その地でえた人民の生活のなかの文学・芸術の素材

をもとにして創造したものである。われわれは、この時この地の人民の生活のなかの文

学・芸術の素材から作品を創造するさいの参考として、すべてのすぐれた文学・芸術の遺



産を継承し、そのなかのすべての有益なものを批判的に吸収しなければならない。こうし

た参考があるのとないのとではおなじでなく、そこには、優雅と素朴、洗練と粗野、高い

ものと低いもの、早いものと遅いもののちがいがある。だから、たとえ封建階級やブルジ

ョア階級のものであっても、われわれは、むかしの人や外国の人のものを継承し、参考に

することをけっしてこばむべきではない。しかし、継承し、参考にするといっても、けっ

して自己の創造にとって代えるべきではなく、これはけっしてとって代わることのできな

いものである。文学・芸術において、むかしの人や外国の人のものの無批判なひきうつし

やものまねこそ、もっとも見どころのない、もっとも有害な文学教条主義、芸術教条主義

である。中国の革命的な文学者・芸術家、見どころのある文学者・芸術家は、大衆のなか

にはいらなければならず、長期にわたって、無条件に、誠心誠意、労働者、農民、兵士大

衆のなかにはいり、たたかいのるつぼのなかにはいり、もっとも広くもっともゆたかな唯

一の源のなかにはいって、すべての人、すべての階級、すべての大衆、すべてのいきいき

とした生活形態と闘争形態、すべての文学と芸術の素材を観察し、体験し、研究し、分析

しなければならず、そのうえではじめて、創造の過程にはいることができるのである。さ

もなければ、諸君の労働は対象のないものとなり、諸君は、魯迅がその遺言のなかで自分

の子どもにけっしてそうなってはならないとくりかえしさとした、あの名ばかりの文学

者、あるいは名ばかりの芸術家〔5〕にしかなれないであろう。 

 人間の社会生活は、文学・芸術の唯一の源であり、後者とはくらべものにならないほど

いきいきとしたゆたかな内容をもっているが、人民はやはり前者に満足せずに、後者を要

求する。なぜだろうか。それは、この両者がともに美しくはあるが、文学・芸術作品に反

映されている生活のほうが普通の実際生活にくらべて、より高度で、より強烈で、より集

中的で、より典型的で、より理想的で、したがって、より普遍性をもつことができ、ま

た、そうあるべきだからである。革命的な文学・芸術は、実際生活にもとづいてさまざま

な人物を創造し、大衆が歴史を前進させるのをたすけるべきである。たとえば一方では人

びとが飢え、こごえ、抑圧されているのに、他方では人が人を搾取し、人が人を抑圧して

いるという事実は、いたるところに存在しており、人びともそれをごくあたりまえのこと

とみなしている。文学・芸術は、こうした日常的な現象を集中して、そのなかの矛盾と闘

争を典型化し、それを文学作品または芸術作品にしあげるのであり、そうすれば人民大衆

を目ざめさせ、ふるいたたせ、自己の環境改造のために団結と闘争の方向へむかわせるこ

とができる。このような文学・芸術がなければ、この任務は達成されないか、強力かつ急

速には達成されないであろう。 

 文学・芸術活動における普及と向上とはなにか。この二つの任務の関係はどのようなも

のか。普及のためのものは比較的に単純平明であり、したがってまた、現在の広範な人民

大衆からすぐうけいれられやすい。高級な作品は比較的に精緻《せいち》で、したがって

また、比較的にうまれにくく、そのうえ、多くのばあい、現在の広範な人民大衆のあいだ

にすぐひろまることも比較的むずかしい。いま労働者、農民、兵士の直面している問題

は、かれらが敵と苛烈《かれつ》な流血の闘争をおこなっており、しかも、長期にわたる

封建階級とブルジョア階級の支配のために、文字も知らず、基礎教育も身につけていない

こと、したがって、かれらは自分たちが闘争意欲と勝利の確信をたかめ、団結をつよめ、

心を一つにして敵とたたかえるよう、普遍的な啓蒙運動を切実にもとめており、さしせま

って必要な、うけいれやすい基礎知識と文学・芸術作品を切実にもとめているということ

である。かれらにとってまっさきに必要なくとは、まだ「錦上に花をそえる」ことではな

く、「雪中に炭をおくる」ことである。だから、現在の条件のもとでは、普及活動の任務

がいっそうさしせまっている。普及活動を軽視したり無視したりする態度はあやまってい

る。 

 しかし、普及の活動と向上の活動は、はっきりとは切りはなせないものである。一部の

すぐれた作品はいまでも普及の可能性があるし、そのうえ広範な大衆の文化水準もたえず



向上している。もしも、普及の活動がいつまでもおなじ水準にとどまっていて、一ヵ月、

ニヵ月、三ヵ月、あるいは一年、二年、三年たっても、いつもおなじ品物、おなじ「牛飼

いの子ども」〔6〕、おなじ「人、手、口、刀、牛、羊」〔7〕であるなら、教育するものも

教育されるものも、どんぐりのせいくらべではないか。こんな普及の活動に、どんな意義

があるだろうか。人民は普及をもとめるが、それにつづいて向上をももとめ、月を重ね年

を追って向上することをもとめる。このばあい、普及は人民への普及であり、向上も人民

からの向上である。そして、このような向上は、空中からの向上でもなく、家にとじこも

っての向上でもなくて、普及を基礎とした向上である。このような向上は、普及によって

決定されるが、同時にまた普及をみちびいていく。中国の範囲でいえば、革命や革命的文

化は均等に発展するのではなく、しだいにひろまっていくのである。あるところでは、普

及もしているし、普及を基礎として向上もしているが、他のところでは、まだ普及さえは

じまっていない。したがって、あるところでの普及から向上へのよい経験は、他のところ

に応用して、他のところの普及の活動や向上の活動をあまり回り道しないですむようみち

びくことができる。国際的な範囲でいえば、外国のよい経験、とりわけソ連の経験は、こ

れまたわれわれをみちびく役割をはたしている。したがって、われわれの向上は普及を基

礎とした向上であり、われわれの普及は向上によってみちびかれた普及である。だからこ

そ、われわれのいう普及の活動は、向上をさまたげないばかりか、現在のかぎられた範囲

での向上の活動にも基礎をあたえ、また将来のはるかに広大な範囲での向上の活動にも必

要な条件を準備するのである。 

 大衆の直接に必要とする向上のほかに、もう一つ、大衆の間接に必要とする向上があ

る。それは幹部の必要とする向上である。幹部は大衆のなかの先進的な部分であり、かれ

らのうけた教育は一般に大衆のうけた教育よりもやや多い。かれらにとっては比較的に高

級な文学・芸術がぜひとも必要で、この点を無視するのはあやまりである。大衆を教育し

大衆をみちびくには、幹部をつうじる以外にないから、幹部のためというのも売全に大衆

のためということである。もしこの目的にそむくなら、もし幹部にあたえるものが、大衆

を教育し大衆をみちびくうえで幹部に役立たないなら、われわれの向上の活動は、的がな

くて矢をはなつことになり、人民大衆のためという根本原則からはなれることになる。 

 要するに、人民の生活のなかの文学・芸術の素材は、革命的作家の創造的な労働をつう

じて、イデオロギーのうえでの人民大衆のための文学・芸術に形成されるわけである。そ

のなかには、すでに向上した大衆の必要とする、あるいはまず大衆のなかの幹部の必要と

する、初級の文学・芸術の基礎から発展した高級な文学・芸術もあれば、逆に、このよう

な高級な文学・芸術によってみちびかれた、往々にしてこんにちのもっとも広範な大衆が

まっさきに必要とする初級の文学・芸術もある。高級のものであれ、初級のものであれ、

われわれの文学・芸術はいずれも人民大衆のためのもの、なによりもまず、労働者、農

民、兵士のためのものであり、労働者、農民、兵士のために創作され、労働者、農民、兵

士によって利用されるものである。 

 向上と普及の関係の問題を解決した以上は、つづいて、専門家と普及活動にたずさわる

ものとの関係の問題も解決できることになる。われわれの専門家は、たんに幹部のための

ものではなく、主としては、やはり大衆のためのものである。われわれの文学専門家は大

衆の壁新聞に目をむけ、軍隊や農村における報告文学に目をむけるべきである。われわれ

の演劇専門家は軍隊や農村における小劇団に目をむけるべきである。われわれの音楽専門

家は大衆の歌に目をむけるべきである。われわれの美術専門家は大衆の美術に目をむける

べきである。これらすべての同志は、大衆のなかで文学・芸術の普及活動をおこなってい

る同志たちと緊密に結びつき、一方ではかれらをたすけ、かれらをみちびくとともに、他

方ではかれらに学び、かれらをつうじて、大衆からの養分を吸収し、自己を充実させ、豊

富にし、自己の専門が、大衆からも実際からも遊離した、すこしも内容や生気のない空中

楼閣にならないようにすべきである。専門家はわれわれの事業にとってひじょうに貴重で



あり、われわれは専門家を尊重すべきである。だが、われわれはかれらにたいして、すべ

ての革命的文学者・芸術家がその活動を意義あるものとするためには、大衆と結びつき、

大衆をえがき、自己を大衆の忠実な代弁者にする以外にないことをつげなければならな

い。大衆を教育するには大衆を代表する以外になく、大衆の教師となるには大衆の生徒と

なる以外にない。自己を大衆の主人とみなし、「下等な人間」のうえにあぐらをかく貴族

とみなすなら、たとえどれほど才能をもっているとしても、そうした人は大衆から必要と

されなくなり、その活動には将来性がなくなるのである。 

 われわれのこのような態度は功利主義的なものであろうか。唯物論者は一概に功利主義

に反対するわけではないが、封建階級、ブルジョア階級、小ブルジョア階級の功利主義に

は反対し、口先だけで功利主義反対をとなえながら、実際にはもっとも利己的、近視眼的

な功利主義をいだいている偽善者には反対する。世の中には超功利主義などというものは

ない。階級社会には、この階級の功利主義か、さもなければあの階級の功利主義があるだ

けである。われわれは、プロレタリア階級の革命的な功利主義者であり、全人口の九〇パ

ーセント以上をしめるもっとも広範な大衆の当面の利益と将来の利益との統一を出発点と

するものであり、したがって、われわれはもっとも広大な、もっとも遠大な目標をもった

革命的な功利主義者であって、局部や目先だけしかみえない狭隘《きょうあい》な功利主

義者ではない。たとえば、ある種の作品が、少数の人から偏愛されるだけで多数の人から

は必要とされず、また多数の人に有害でさえあるのに、個人やせまい集団の功利をはかろ

うとして、これを無理に市場にもちこみ、大衆に宣伝し、そのうえ大衆を功利主義だと非

難するなら、それは大衆を侮辱するばかりでなく、あまりにも身のほど知らずである。ど

んなものでも、人民大衆に真の利益をもたらさないかぎり、よいものとはいえない。かり

に諸君のものが「陽春白雪」であるとしよう、いまのところそれが少数の人から楽しまれ

るだけで、大衆はあいかわらず「下里巴人《シァリーバーレン》」をうたっている〔8〕の

に、諸君がこれを向上させずに文句ばかりつけているとしたら、どんなに文句をつけたと

ころでむだである。現在の問題は、「陽春白雪」と「下里巴人」を統一することであり、

向上と普及を統一することである。統一がなければ、どのような専門家の最高級の芸術

も、もっとも狭隣な功利主義となるほかはない。これを高潔だといっても、自分で高潔と

きめこむだけで、大衆はそれを承認しないだろう。 

 労働者、農民、兵士のために奉仕するという基本方針と、労働者、農民、兵士のために

どのように奉仕するかという基本方針の問題が解決されれば、その他の問題、たとえば、

光明をえがくか暗黒をえがくかという問題や団結の問題なども同時に解決される。諸君が

この基本方針に同意するなら、わが文学・芸術活動家、わが文学・芸術学校、文学・芸術

出版物、文学・芸術団体およびすべての文学・芸術活動は、この方針にしたがっておこな

うべきである。この方針をはなれることはあやまりであり、この方針になにか合致しない

点があれば、適切にあらためなければならない。 

 

     三 

 

 われわれの文学・芸術が人民大衆のためのものである以上、われわれはさらにすすん

で、一つは党内関係の問題、すなわち党の文学・芸術活動と党の活動全体との関係の問

題、もう一つは党外関係の問題、すなわち党の文学・芸術活動と党外の文学・芸術活動と

の関係の問題――文学・芸術界の統一戦線の問題について討議することができる。 

 まず、第一の問題についてのべよう。現在の世界では、文化あるいは文学・芸術はすべ

て、一定の階級、一定の政治路線にぞくしている。芸術のための芸術、超階級的な芸術、

政治と並行するか政治から独立した芸術というものは、実際には存在しない。プロレタリ

ア階級の文学・芸術は、プロレタリア階級の革命事業全体の一部であり、レーニンがのべ

ているように、革命という機械全体のなかの「歯車とねじくぎ」〔9〕である。したがっ



て、党の文学・芸術活動は、党の革命活動全体においてその地位を確定され、位置づけら

れており、党が一定の革命時期にさだめた革命の任務に従うものである。このような位置

づけに反対すれば、かならず二元論または多元論にはしり、本質的には、トロツキーのよ

うに、「政治――マルクス主義的、芸術――ブルジョア的」となってしまう。われわれ

は、文学・芸術の重要性をあやまった程度にまで過度に強調することには賛成しないが、

文学・芸術の重要性を過小に評価することにも賛成しない。文学・芸術は政治に従属する

が、逆にまた政治に偉大な影響をおよぼす。革命的文学・芸術は革命事業全体の一部であ

り、歯車とねじくぎであって、他のいっそう重要な部分にくらべれは、もちろん、軽重、

緩急の別、第一義的、第二義的の別はあるが、しかし、機械全体にとって欠くことのでき

ない歯車とねじくぎであり、革命事業全体にとって欠くことのできない一部である。もっ

とも広い意味での、もっともありふれた文学・芸術さえもないとすれば、革命運動をすす

めることも勝利させることもできない。この点を認識しないのはまちがいである。なお、

われわれが文学・芸術は政治に従うというばあい、この政治とは、少数のいわゆる政治家

の政治ではなくて、階級の政治、大衆の政治のことである。政治は革命的であれ反革命的

であれ、すべて少数の個人の行為ではなく、階級対階級の闘争である。階級や大衆の要求

は政治をつうじてのみ集中的に表現されるものであるから、革命的な思想闘争と芸術闘争

は政治の闘争に従わなければならない。革命的な政治家たち、革命的な政治科学もしくは

政治芸術をこころえている政治の専門家たちは、何千万もの大衆という政治家の指導者で

あるにすぎない。かれらの任務は、大衆という政治家の意見を集中して、ねりあげ、これ

をふたたび大衆のなかへもちこんで、大衆にうけいれられ、実践されるようにすることに

あるのであって、家にとじこもったまま世間にあわないものをこねまわし、自分こそりこ

うだとうぬぼれ、本家本元はここだけだというあの貴族的な、いわゆる「政治家」となる

ことではない――これがプロレタリア政治家と腐敗したブルジョア政治家との原則的なち

がいである。だからこそ、われわれの文学・芸術の政治性と真実性とは完全に一致しうる

のである。この点を認識せず、プロレタリア階級の政治と政治家を俗流化することはまち

がいである。 

 つぎに、文学・芸術界の統一戦線の問題についてのべよう。文学・芸術は政治に従うも

ので、こんにちの中国の政治の第一の根本問題は抗日であるから、党の文学・芸術活動家

は、まず第一に抗日の点で党外のすべての文学者・芸術家（党の支持者、小ブルジョアの

文学者・芸術家からブルジョア・地主階級のすべての抗日に賛成する文学者・芸術家にい

たるまで）と団結すべきである。第二には、民主主義の点で団結すべきである。この点で

は抗日の文学者・芸術家の一部が賛成しないので、団結の範囲はややせまくならざるをえ

ない。第三には、文学・芸術界の特殊問題――芸術の方法と芸術の作風の点で団結すべき

である。われわれは社会主義リアリズムを主張するが、これにはさらに一部の人びとが賛

成しないので、この団結の範囲はもっとせまくなろう。ある問題では団結があっても、他

の問題では闘争もあり批判もある。それぞれの問題は、たがいに切りはなされてもいるし

結びついてもいるので、たとえば抗日の問題のように団結をもたらす問題でも、同時に闘

争もあり批判もある。一つの統一戦線のなかで、団結があるだけで闘争がなかったり、闘

争があるだけで団結がなかったりすること、たとえば過去に一部の同志がとったような右

翼的な投降主義や追随主義、あるいは「左」翼的な排他主義やセクト主義をとること、こ

れはすべてあやまった政策である。政治のうえでもそうであるし、芸術のうえでもそうで

ある。 

 中国では、小ブルジョアの文学者・芸術家が、文学・芸術界の統一戦線における各種の

勢力のなかの重要な勢力である。かれらの思想や作品には多くの欠点があるが、かれらは

比較的に革命にかたむいており、比較的に勤労人民にちかい。したがって、かれらが欠点

を克服するのをたすけ、かれらを勤労人民に奉仕する戦線に獲得することは、とくに重要

な任務である。 



 

     四 

 

 文学・芸術界の主要な闘争方法の一つは文芸批評である。文芸批評は発展させるべきで

あるが、これまでこの面における活動はひじょうに不十分であった。同志諸君がこの点を

指摘したのは正しい。文芸批評は複雑な問題で、多くの専門的な研究を必要とする。ここ

では、批評の基準という基本的な問題だけに重点をおいてのべよう。そのほか、一部の同

志が提起したいくつかの個別の問題やいくつかの正しくない観点についても、わたしの意

見を簡単にのべておく。 

 文芸批評には、政治的基準と芸術的基準の二つの基準がある。政治的基準からいえば、

抗日と団結に有利なもの、大衆が一心同体になるよう鼓舞するもの、後退に反対し進歩を

促進するものは、すべてよいものであり、抗日と団結に不利なもの、大衆の不和反目を扇

動するもの、進歩に反対し人びとを後退させるものは、すべてわるいものである。ここで

いうよい、わるいは、いったい動機（主観的願望）できめるのか、それとも効果（社会的

実践）できめるのか。観念論者は動機を強調して効果を否定し、機械的唯物論者は効果を

強調して動機を否定するが、われわれはこの両者と反対に、弁証法的唯物論の、動機と効

果の統一論者である。大衆のためという動機と大衆から歓迎されるという効果とは切りは

なせないものであり、両者を統一させなければならない。個人やせまい集団のためという

動機はよくないが、大衆のためという動機があっても、大衆から歓迎され大衆に有益であ

るという効果がなければやはりよくない。ある作家の主観的願望、すなわちその動機が正

しいかどうか、よいかどうかを点検するには、その宣言をみることではなく、その行動

（主として作品）が社会の大衆のあいだでうみだす効果をみることである。社会的実践と

その効果は、主観的願望または動機を点検する基準である。われわれの文芸批評にはセク

ト主義は無用であり、われわれは団結抗日の大原則のもとで、さまざまな政治的態度をふ

くむ文学・芸術作品の存在をゆるすべきである。しかし、われわれの批評はまた原則的な

立場を堅持するものであって、反民族的、反科学的、反大衆的、反共的な観点をふくむす

べての文学・芸術作品にたいしては、きびしい批判と反論をくわえなければならない。な

ぜなら、これらのいわゆる文学・芸術は、動機の点でも効果の点でも、団結抗日を破壊す

るものだからである。芸術的基準からいえば、芸術性が比較的高いものはすべて、よいも

のか、比較的よいものであり、芸術性が比較的低いものは、わるいものか、比較的わるい

ものである。こうした区別をするばあいにも、もちろん、社会的効果をみる必要がある。

文学者・芸術家で、自分の作品を美しいとおもわないものはほとんどいないのであって、

われわれの批評も、さまざまな芸術品の自由競争をゆるすべきである。だが、芸術科学の

基準にしたがって正しい批判をくわえ、より低い芸術をしだいにより高い芸術にたかめて

いき、広範な大衆の闘争の要求に合致しない芸術を広範な大衆の闘争の要求に合致した芸

術に変えていくことも、ぜひ必要なことである。 

 政治的基準といい、芸術的基準というが、この両者の関係はどのようなものか。政治は

芸術そのものではなく、一般的な世界観も、芸術創作や芸術批評の方法そのものではな

い。われわれは、抽象的な絶対不変の政治的基準を否定するばかりでなく、抽象的な絶対

不変の芸術的基準をも否定するのであって、それぞれの階級社会のそれぞれの階級には、

いずれも異なった政治的基準と芸術的基準がある。だが、どの階級社会のどの階級も、つ

ねに、政治的基準を第一にし、芸術的基準を第二にする。ブルジョア階級は、プロレタリ

ア階級の文学・芸術作品については、その芸術的達成がどんなに高くても、つねにこれを

排斥する。プロレタリア階級も、過去の時代の文学・芸術作品については、なによりもま

ず、人民にたいする態度がどうであるか、歴史的に進歩的意義があるかどうかを点検し

て、それぞれ異なった態度をとらなければならない。政治的にはまったく反動的な作品で

も、ある種の芸術性をそなえていることはありうる。内容が反動的であればあるほど、し



かも芸術性をもてばもつほど、そうした作品は、ますます人民に有害であり、ますます排

斥されるべきである。没落期にあるすべての搾取階級の文学・芸術に共通の特徴は、その

反動的な政治的内容とその芸術的形式のあいだに存在する矛盾である。われわれが要求す

るのは、政治と芸術の統一、内容と形式の統一、革命的な政治的内容とできるかぎり完全

な芸術的形式との統一である。芸術性のとほしい芸術作品は、政治的にどんなに進歩的で

も無力である。したがって、われわれは、政治的観点があやまっている芸術作品にも反対

するし、また、正しい政治的観点をもつだけで芸術的な力をもたないいわゆる「スローガ

ン」式の傾向にも反対する。われわれは文学・芸術問題における二つの戦線の闘争をおこ

なうべきである。 

 この二つの傾向は、われわれの多くの同志の思想のなかに存在する。多くの同志には芸

術軽視の傾向があり、したがって芸術の向上に心をそそぐべきである。しかし、現在、そ

れ以上に問題になるのはやはり政治の面だとおもう。一部の同志には基本的な政治常識が

欠けているために、さまざまのあいまいな考えがうまれている。延安でのいくつかの例を

あげよう。 

 「人間性論」という。人間性というものはあるだろうか。もちろんある。だが、具体的

な人間性があるだけで、抽象的な人間性はない。階級社会においては、階級性をもった人

間性があるだけで、超階級的な人間性などというものはない。われわれがプロレタリア階

級の人間性、人民大衆の人間性を主張するのにたいし、地主階級やブルジョア階級は地主

階級やブルジョア階級の人間性を主張するのであって、ただ、かれらは口先ではそういわ

ずに、唯一の人間性といいくるめているにすぎない。一部の小ブルジョア知識人が鼓吹す

る人間性も、やはり人民大衆から遊離するか、人民大衆と対立するものであり、かれらの

いう人間性なるものは、本質的にはブルジョア個人主義にすぎず、したがって、プロレタ

リア階級の人間性は、かれらの目からみれば、人間性には合致しない。現在、延安の一部

の人びとによって主張されているいわゆる文芸理論の基礎としての「人間性論」はこうし

たもので、まったくあやまりである。 

 「文学・芸術の基本的な出発点は愛であり、人類愛である」という。愛は出発点となり

うるが、まだ基本的な出発点がある。愛は観念的なものであり、客観的実践の産物であ

る。われわれは根本的には観念から出発するのではなく、客観的実践から出発する。われ

われの知識人出身の文学・芸術活動家がプロレタリア階級を愛するのは、社会がかれらに

プロレタリア階級と共通の運命をもっていると感じさせている結果である。われわれが日

本帝国主義を憎むのは、日本帝国主義がわれわれを抑圧している結果である。世の中に

は、けっしていわれのない愛もなければ、いわれのない憎しみもない。いわゆる「人類

愛」についていえば、人類が階級に分化して以後、こうした包括的な愛は存在したことが

ない。過去のすべての支配階級は、このんでこうした愛をとなえてきたし、いくたのいわ

ゆる聖人賢人も、このんでこうした愛をとなえてきたが、それは階級社会では実行できな

いため、だれもほんとうに実行したことはない。真の人類愛はありうるが、それは全世界

で階級が消滅したのちのことである。階級は社会を多くの対立物に分裂させているのであ

って、階級が消滅したのちには全体としての人類愛がうまれるが、いまはまだ存在しな

い。われわれは敵を愛することはできないし、社会のみにくい現象を愛することもできな

い。われわれの目的はこうしたものを消滅することである。これは常識であって、われわ

れの文学・芸術活動家のなかにまだわからない人がいるだろうか。 

 「従来の文学・芸術作品はいずれも光明と暗黒におなじ比重をおき、半々にえがいてき

た」という。これには多くのあいまいな考えがふくまれている。文学・芸術作品は、従来

そうしたものではない。多くの小ブルジョア作家は光明を見いだしたことがなく、その作

品は暗黒を暴露するだけで、「暴露文学」とよばれており、さらには、もっぱら悲観、厭

世《えんせい》だけを宣伝するものもある。これに反して、ソ連の社会主義建設の時期に

おける文学は、光明をえがくことを主としている。かれらも活動における欠陥をえがき、



否定的人物をえがくが、このような描写は全体の光明をひきたたせるためであって、けっ

して「半々」というものではない。反動期のブルジョア文学者・芸術家は、革命大衆を暴

徒、かれら自身を神聖なものとしてえがき、いわゆる光明と暗黒をさかさまにしている。

賛美と暴露の問題を正しく解決することができるのは、真の革命的文学者・芸術家だけで

ある。人民大衆に危害をおよぼすすべての暗黒勢力は暴露し、人民大衆のすべての革命闘

争は賛美しなければならない、これこそ革命的文学者・芸術家の基本的任務である。 

 「従来の文学・芸術は暴露を任務としてきた」という。このような論法はまえのばあい

とおなじく、歴史科学の知識に欠けた見解である。従来の文学・芸術が暴露だけをしてき

たのではないことは、まえにのべた。革命的な文学者・芸術家にとって、暴露の対象とな

るのは、侵略者、搾取者、抑圧者と、かれらが人民のあいだに残しているわるい影響だけ

であって、人民大衆であってはならない。人民大衆にも欠点はあるが、それらの欠点は人

民の内部における批判と自己批判によって克服すべきであり、こうした批判と自己批判を

おこなうことも文学・芸術のもっとも重要な任務の一つである。しかし、これをもって、

「人民を暴露する」などというべきではない。人民にたいしては、基本的には、かれらを

教育し向上させるという問題である。人民は「うまれながらの愚か者」であるとか、革命

大衆は「専制的な暴徒」であるとかいったたぐいの描写をするのは、反革命的な文学者・

芸術家以外にない。 

 「まだ雑文②の時代であり、まだ魯迅の筆法が必要である」という。魯迅は、暗黒勢力

の支配のもとにあり、言論の自由をもたなかったから、ひややかな嘲笑やはげしい風刺と

いう雑文の形式を用いてたたかったのであって、魯迅はまったく正しかった。われわれも

ファシズム、中国の反動派、そしてまた、人民に危害をおよぼすすべての事物をするどく

嘲笑する必要があるが、しかし、革命的文学者・芸術家には十分な民主主義と自由があた

えられ、ただ反革命分子にだけは民主主義と自由があたえられていない陝西・甘粛・寧夏

辺区と敵後方の各抗日根拠地では、雑文の形式も単純に魯迅とおなじものであってはなら

ない。われわれは声を大にしてさけぶことができるのであり、言葉をにごしたり、遠回し

にいったりして、人民大衆にわかりにくくする必要はない。人民の敵にたいしてではな

く、人民自身にたいしてであれば、「雑文の時代」の魯迅も、革命的人民と革命的政党を

嘲笑または攻撃したことがなかったし、その雑文の書き方も敵にたいするばあいとまった

くちがっていた。人民の欠点にたいして批判が必要なことは、すでにのべたが、しかし、

真に人民の立場に立ち、人民を保護し人民を教育するあふれるばかりの熱情をもって語ら

なければならない。同志を敵としてあつかうなら、自分を敵の立場に立たせることにな

る。われわれは風刺をやめるべきか。そうではない、風刺は永遠に必要である。だが、風

刺にはいくつかの種類があり、敵にたいするのと、同盟者にたいするのと、自己の陣営に

たいするのとでは、その態度にそれぞれ違いがある。われわれは、一概に風刺に反対する

というわけではないが、風刺の乱用はやめなければならない。 

 「わたしは、功績や得行を賛美しはしない。光明を賛美する者はその作品が偉大とはか

ぎらないし、暗黒をえがきだす者は、その作品が矮小《わいしょう》とはかぎらない」と

いう。ブルジョア文学者・芸術家なら、プロレタリア階級を賛美せずにブルジョア階級を

賛美するであろうし、プロレタリア文学者・芸術家なら、ブルジョア階級を賛美せずにプ

ロレタリア階級と勤労人民を賛美するであろう。この二つのうちのどちらかである。ブル

ジョア階級の光明を賛美する者はその作品が偉大であるとはかぎらず、ブルジョア階級の

暗黒をえがきだす者はその作品が矮小であるとはかぎらない。プロレタリア階級の光明を

賛美する者はその作品が矮小でないとはかぎらず、プロレタリア階級のいわゆる「暗黒」

をえがきだす者はその作品がかならず矮小なのである。これを文学・芸術史上の事実では

ないとでもいうのだろうか。人民、この人類世界の世界の創造者を、なぜ賛美してはなら

ないのか。プロレタリア階級、共産党、新民主主義、社会主義をなぜ賛美してはならない

のか。また、ある種の人びとは、人民の事業にたいしては熱意をもたず、プロレタリア階



級とその前衛の闘争と勝利にたいしては冷たい目で傍観する態度をとる。かれらが興味を

感じ、うむことなく賛美するのは自分自身か、それとも自分の主宰している小グループの

いく人かの連中にすぎない。こうした小ブルジョア個人主義者は、もちろん、革命的人民

の功績や徳行を賛美して革命的な人民の闘争への勇気や勝利の確信をふるいたたせること

をのぞまない。このような人びとは革命の隊列のなかの紙魚《しみ》にすぎず、革命的人

民はこのような「うたい手」をまったく必要としない。 

 「立場の問題ではない。立場は正しく、意図もよく、理屈もわかっているが、うまく表

現できなかったばかりに、わるい役割をはたす結果になったのだ」という。動機と効果に

ついての、弁証法的唯物論の観点についてはすでにのべた。ここでたずねたいのは、効果

の問題が立場の問題でないかどうかということである。ものごとをするのに動機だけにた

よって、効果をかえりみないなら、医者が処方箋《せん》を書くだけで、病人がそれを飲

んでどれだけ死のうと問題にしないのとおなじである。また、政党が宣言を発表するだけ

で、実行するかどうかを問題にしないようなものでもある。われわれはたずねたい。この

ような立場でも正しいといえるだろうか。このような意図でもよいといえるだろうか。事

前に事後の効果を考えておいても、もちろん、あやまりのおこることはありうるが、効果

のわるいことがすでに事実によって立証されているのに、まだこれまでのやり方でいこう

とするなら、それでも、この意図をよいといえるだろうか。われわれがある政党、ある医

者を判断するには、その実践を見、その効果を見る必要があり、ある作家を判断するばあ

いも、やはりそうである。真によい意図であれば、その効果を考慮し、経験を総括し、方

法、すなわち創作上では表現の手法とよばれるものを研究しなければならない。真によい

意図であれば、自己の活動の欠点やあやまりについて誠意のこもった自己批判をおこな

い、またそれらの欠点やあやまりをあらためる決意をもたなければならない。共産党員の

自己批判は、このような方法をとるのである。このような立場だけが正しい立場である。

同時にまた、このような厳粛な、責任ある実践の過程においてのみ、正しい立場とはどん

なものであるかを一歩一歩理解し、正しい立場を一歩一歩把握することができるのであ

る。実践のなかでこの方向にすすまないなら、ただひとりよがりになって、「わかってい

る」といっても、実際にはわかっていないのである。 

 「マルクス主義の学習を提唱することは、弁証法的唯物論の創作方法のあやまりをくり

かえすことであり、それは創作の気分をそこねる」という。マルクス主義を学習するの

は、弁証法的唯物論と史的唯物論の観点によって世界を観察し、社会を観察し、文学・芸

術を観察するためであって、文学・芸術作品のなかに哲学の講義を書くためではない。マ

ルクス主義は、文学・芸術の創作におけるリアリズムをふくみえても、それにとって代わ

ることはできない。それは、ちょうどマルクス主義が物理学における原子論、電子論をふ

くみえても、それらにとって代わることができないのとおなじである。中味のない、ひか

らびた教条的公式は創作の気分をこわすものであるが、それは創作の気分をこわすばかり

でなく、なによりもまずマルクス主義をこわす。教条主義的な「マルクス主義」は、マル

クス主義ではなくて、マルクス主義にそむくものである。それなら、マルクス主義は創作

の気分をこわさないか。こわすのである。あの封建的、ブルジョア的、小ブルジョア的、

自由主義的、個人主義的、虚無主義的、芸術のための芸術的、貴族的、退廃的、悲観的

な、そしてまた、その他さまざまな非人民大衆的、非プロレタリア的な創作の気分を決定

的にうちこわすのである。プロレタリア文学者・芸術家にとって、これらの気分はうちこ

わすべきかどうか。わたしの考えでは、うちこわすべきであり、徹底的にうちこわすべき

であって、うちこわされると同時に、新しいものが建設されるのである。 

 

     五 

 



 わが延安の文学・芸術界にはうえにのべたさまざまな問題が存在するが、これはどのよ

うな事実を物語っているだろうか。文学・芸術界にはなお正しくない作風がひどく存在し

ており、同志たちのあいだにはなお観念論、教条主義、空想、空論、実践軽視、大衆から

の遊離など多くの欠点が存在していて、着実で厳粛な整風運動を必要としているという事

実を物語っている。 

 われわれの同志のなかには、プロレタリア階級と小ブルジョア階級との区別がまだはっ

きりしていない人がたくさんいる。そして党員のなかには、組織的に入党していても、思

想的には中途半端《はんぱ》にしか入党していないか、さらには全然入党していない人も

たくさんいる。思想的に入党していないこのような人びとの頭には、まだ搾取階級のきた

ないものがたくさんつめこまれており、プロレタリア思想とはなにか、共産主義とはなに

か、党とはなにかがまるきりわかっていない。かれらは考える。なにがプロレタリア思想

だ、例のしろものではないか、と。かれらには、このしろものを身につけるのは容易でな

いことがわかるはずもない。あるものは一生かかっても共産党員のにおいさえ身につける

ことができないで、最後には党を去っていくだけである。したがって、われわれの党、わ

れわれの隊列は、その大部分が純潔であるとはいえ、革命運動がよりよく発展しよりはや

く成功するようこれを指導するためには、思想の面も組織の面も、しんけんに整えなけれ

ばならない。そして、組織の面を整えるためには、まず思想の面を整える必要があり、プ

ロレタリア階級の非プロレタリア階級にたいする思想闘争をくりひろげる必要がある。延

安の文学・芸術界はすでに思想闘争をくりひろげているが、これはひじょうに必要なこと

である。小ブルジョア出身の人びとは、つねにさまざまの方法をつうじ、文学・芸術の方

法をもつうじて、頑強《がんきょう》にかれら自身を表現し、かれら自身の主張を宣伝

し、また、人びとに、小ブルジョア知識人の姿におうじて党を改造し世界を改造すること

を要求する。このような状況のもとでのわれわれの仕事は、かれらにむかって、大喝《だ

いかつ》一声、こういってやることである。「同志」諸君、諸君のそうしたものではだめ

だ。プロレタリア階級は諸君に迎合することはできない。諸君のいうとおりになること

は、実際には大地主・大ブルジョア階級のいうとおりになることで、党を滅ぼし、国を滅

ぼす危険がある、と。では、だれのいうとおりになればよいのか。プロレタリア階級の前

衛の姿にそくして党を改造し世界を改造するほかないのである。われわれは、文学・芸術

界の同志諸君がこのたびの大論戦の重大性を認識し、積極的にこの闘争に参加して、一人

ひとりの同志がすべて健全になり、われわれの隊列全体が思想的にも組織的にも真に統一

され、強固になることを希望するものである。 

 思想の面に多くの問題があるところから、われわれの同志のなかにはまた、革命根拠地

と国民党支配区とをほんとうに区別することがあまりできず、そのために多くのあやまり

をおかしている人がたくさんいる。同志諸君の多くは上海の中二階〔10〕からきたのであ

るが、中二階から革命根拠地につくまでには、二つの種類の地区をとおってきたばかりで

なく、二つの歴史的時代をもとおってきた。その一つは大地主・大ブルジョア階級の支配

する半封建・半値民地の社会であり、もう一つはプロレタリア階級の指導する革命的な新

民主主義の社会である。革命根拠地にきたことは、中国の数千年らいの歴史にかつてみな

かった、人民大衆が権力をにぎる時代にきたということである。われわれの周囲の人物、

われわれの宣伝の対象は、まったく変わったのである。過去の時代はすぎさり、もう二度

とかえってはこない。したがって、われわれは、なんのためらいもなく、新しい大衆と結

びつかなければならない。同志諸君が新しい大衆のあいだに身をおきながら、なおわたし

がさきにのべたように、「知らず、わからず、英雄も腕をふるう場所なし」という状態で

あれば、農村にはいったときに困難にであうばかりでなく、農村にはいらずに延安にいて

も困難にであうであろう。ある同志はこう考えている。自分はやはり「大後方」〔11〕の

読者のために書こう、それならよく知っているし、また「全国的な意義」もある、と。 

この考え方はまったくまちがっている。「大後方」も変わるものだし、「大後方」の読者



は、すでにきき飽きたふるくさい物語を革命根拠地の作家からきく必要はなく、革命根拠

地の作家が新しい人物、新しい世界について語ってくれることをのぞんでいる。だから、

革命根拠地の大衆のために書く作品であればあるほど、ますます全国的な意義をもつので

ある。ファジェーエフの『壊滅』〔12〕はある小さな遊撃隊のことを書いただけで、けっ

して旧世界の読者の好みにあわせようとしたものではないが、世界的な影響をもたらして

おり、周知のように、少なくとも中国では、ひじょうに大きな影響をもたらしている。中

国は後退しているのではなくて、前進しており、中国の前進を指導しているのは、たちお

くれ後退しているどの地方でもなくて、革命の根拠地である。同志諸君は、整風のなか

で、この根本問題をまず第一に認識しなければならない。 

 新しい大衆の時代と結びつかなければならない以上、個人と大衆との関係の問題を徹底

的に解決しなければならない。魯迅の詩のつぎの二句、すなわち、「眉をよこたえて、ひ

ややかに千天の指にたいし、こうべをたれて、あまんじて孺子《じゅし》の牛とならん」

〔13〕をわれわれの座右の銘としなければならない。ここでは、「千天」とは敵のことを

さす。われわれはどんな凶悪な敵にたいしても、けっして屈服するものではない。ここで

は、「孺子」とは、プロレタリア階級と人民大衆のことをさす。すべての共産党員、すべ

ての革命家、すべての革命的な文学・芸術活動家は、魯迅を手本にして、プロレタリア階

級と人民大衆の「牛」となり、命のあるかぎり献身的につくさなければならない。知識人

が大衆と結合し、大衆に奉仕するには、相互認識の過程が必要である。この過程では、多

くの苦痛、多くの摩擦が生じるだろうし、また生じるにちがいないが、みんなが決意をも

ちさえすれば、これらの要求は達成できるのである。 

 きょう、わたしが話したのは、たんに、われわれの文学・芸術運動におけるいくつかの

根本的な方向の問題にすぎず、今後ひきつづき検討しなければならない具体的な問題はま

だたくさんある。わたしは、同志諸君がこの方向にすすむ決意をもっていることと信ず

る。同志諸君が、整風の過程において、また今後の長期の学習と活動において、かならず

自分自身と自分の作品の姿をあらためることができ、かならず人民大衆に心から歓迎され

る多くのすぐれた作品をつくることができ、かならず革命根拠地の文学・芸術運動と全中

国の文学・芸術運動を輝かしい新段階におしすすめることができるものと、わたしは信じ

ている。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 レーニンの『党の組織と党の文学』にみられる。レーニンはこの論文のなかで、

プロレタリア文学の特徴をつぎのようにえがいている。「それは自由な文学であろう。な

ぜなら、私欲と出世ではなく、社会主義の思想と勤労者への共感が、新しい力を文学の隊

列につぎつぎと吸収するからである。それは自由な文学であろう。なぜなら、それは、飽

食した貴婦人や、肥満のためになやんでいる倦怠《けんたい》した『上層の数万』に奉仕

するのではなくて、その国の華《はな》であり、その力であり、その未来である幾百万、

幾千万の勤労者に奉仕するからである。それは人類の革命思想の最高の成果を社会主義的

プロレタリア階級の経験と生きた活動によって充実させ、過去の経験（原始的・空想的形

式の社会主義から発展して科学的社会主義となったもの）と現在の経験（労働者の同志諸

君の現在の闘争）とをたえず相互作用させる自由な文学であろう。」 

〔2〕 梁実秋は反革命の国家社会党の党員である。かれは長いあいだ、アメリカの反動

ブルジョア階級の文学・芸術思想を宣伝して、あくまで革命に反対し、革命的な文学・芸

術をののしりつづけた。 

〔3〕 周作人、張資平は、一九三七年、日本が北京、上海を占領したのち、あいついで

日本侵略者に投降した。 



〔4〕 『魯迅全集』第四巻の『二心集』の「左翼作家連盟についての意見」にみられ

る。 

〔5〕 『魯迅全集』第六巻の『且介亭雑文末編』の「付集」の「死」にみられる。 

〔6〕 「牛飼いの子ども」はひろく演じられた中国の小歌舞劇である。この劇の登場人

物は二人だけで、男役は牧童、女役は村の少女、この二人が対話の形式で劇の内容を表現

する。抗日戦争の初期に、ある人がこの歌舞劇の形式を用い、歌詞をかえて抗日を宣伝

し、一時、相当ひろく演じられた。 

〔7〕 「人、手、口、刀、牛、羊」、これは字画の比較的に簡単な漢字で、旧時代の小学

国語教科書はこれらの文字を第一冊の最初の数課にのせていた。 

〔8〕 「陽春白雪」、「下里巴人」は、ともに西紀前三世紀のころの楚の国の歌曲であ

る。「陽春白雪」は比較的高級な音楽であり、「下里巴人」は比較的わかりやすい音楽であ

った。『文選』の「宋玉、楚王の問いに対す」に出てくる物語によると、ある人が楚の都

で「陽春白雪」をうたったとき、「国内でそれに和するものは数十人にすぎなかった」

が、「下里巴人」をうたったときには、「国内でそれに和するものが数千人にのぼった」と

いう。 

〔9〕 レーニンの『党の組織と党の文学』にみられる。かれはつぎのようにのべてい

る。「文学の事業は全プロレタリアの事業の一部、全労働者階級の自覚した前衛全体によ

って運転される一つの統一された、偉大な社会民主主義的な機械装置の『歯車とねじく

ぎ』にならなければならない。」 

〔10〕 中二階とは、上海の二階建以上の家屋にある小部屋で、家屋の後部にある階段の

中間にあたるせまくて暗いところである。このため部屋代は比較的やすかった。まずしい

文学者・芸術家、知識人、下級職員は、たいていこうした部屋を借りて住んでいた。 

〔11〕 国民党支配区のことである。抗日戦争の時期に、人びとは、日本侵略者に占領さ

れないで国民党の支配下にあった中国の西南部と西北部の広大な地域を「大後方」とよび

ならわし、これを、共産党の指導する敵後方の抗日根拠地である「小後方」と区別した。 

〔12〕 ファジェーエフはソ連の著名な作家である。かれの書いた小説『壊滅』は一九二

七年に出版され、その内容は、ソ連の国内戦争の時期にシベリアの労働者、農民、革命的

知識人によって組織された遊撃隊の一部隊が反革命の匪賊集団とたたかった闘争をえがい

た物語で、魯迅によって中国語に訳された。 

〔13〕 『魯迅全集』第七巻『集外集』の「自嘲」にみられる。 

〔 ##訳注## 〕 

① 「五・四運動」のことである。本選集第二巻の『戦争と戦略の問題』訳注①を参照。 

② 買弁文化とは、植民地、半植民地国において、帝国主義に身をよせる買弁ブルジョア

階級の宣伝する、あらゆる奴隷化思想をふくむ文化をいう。こうした文化は帝国主義の侵

略の罪悪行為を美化し、民族の自尊心をふみにじり、人民大衆の反帝闘争の革命的意志を

まひさせて、帝国主義に奉仕するものである。たとえば国民党反動派が極力宣伝した親

米、崇米、恐米などの反動思想は、買弁文化思想の典型的なあらわれである。 

③ 雑文は、中国の戦国時代からあった一種の散文体である。雑文は、題材かひろく、文

体も多様で、短くていきいきとし、するどさをもち、社会のできごとをいちはやく反映す

るのに適している。「五・四」いらい、魯迅に代表される革命的な作家は、帝国主義、封

建軍閥、国民党反動派、およびその御用文化人を論ばくし、暴露する多くの雑文を書い

た。これらの雑文は戦闘性が強く、独特の風格があり、雑文の新しい伝統をつくった。 

 

 

 

きわめて重要な政策 

 



          （一九四二年九月七日） 

 

 これは、毛沢東同志が延安の『解放日報』にかわって書いた社説である。 

 

 

 党中央が軍隊の精鋭化、行政の簡素化という政策をだしていらい、多くの抗日根拠地の

党組織はいずれも、党中央の指示にしたがって、これを企画し、遂行している。山西《シ

ャンシー》・河北《ホーペイ》・山東《シャントン》・河南《ホーナン》辺区の指導者たち

は、この仕事にしっかりとりくみ、軍隊の精鋭化、行政の簡素化の模範をしめした。しか

し、若干の根拠地の同志たちは認識がたりないため、しんけんに遂行していない。それら

の地方の同志たちは、まだ、軍隊の精鋭化、行政の簡素化と当面の情勢、党の諸政策との

関係を理解しておらず、軍隊の精鋭化、行政の簡素化をきわめて重要な政策とはみていな

い。これについては、『解放日報』でなんども論じられてきたが、ここで、さらに説明を

くわえてみたい。 

 党のすべての政策は日本侵略者にうち勝つためのものである。五年目にはいってからの

ちの抗日戦争の情勢は、まさに勝利をかちとる最後の段階にある。この段階は抗日の一年

目二年目と異なるばかりでなく、抗日の三年目四年目とも異なっている。抗日の五年目六

年目には、勝利に近づきつつあるが極度の困難もあるという状況がうまれてくる。つまり

「夜明けまえの暗やみ」という状況である。こうした状況は、ただ八路軍、新四軍の各根

拠地だけに存在するのではなく、すべての反ファシズム諸国の現段階に存在し、また中国

全体にも存在しているが、わが軍の各根拠地には、とくにするどくあらわれている。われ

われは、二年のうちに日本侵略者をうち負かそうと努力している。この二年は極度に困難

な二年で、抗日の最初の二年、中間の二年とは大きなちがいがあるだろう。この特徴を、

革命政党と革命軍隊の指導者はあらかじめ見通しておかなければならない。あらかじめ見

通すことができなければ、時の移るままに流されるだけで、仕事に努力はしていても、勝

利をおさめるどころか、かえって革命事業に損害をあたえるおそれがある。敵の後方の各

抗日根拠地の情勢は、こんにちまでのところ、過去に数倍する困難が生じてはいるが、ま

だ極度の困難というわけではない。もし、いま正しい政策をもたなかったら、これからさ

き極度の困難にぶつかるだろう。一般の人は過去や現在の状況にまどわされがちで、今後

もこの程度のものにすぎないだろうと考えている。かれらは船が暗礁にぶつかるのをあら

かじめ察知するだけの力がなく、冷静な頭脳で舵《かじ》をとり暗礁をさけて通るという

ことができない。なにが抗日という船のゆく手によこたわる暗礁なのか。それは、抗戦の

最後の段階における、極度にきびしい物質面の困難である。党中央は、この困難を指摘

し、この暗礁をさけて通るよう、われわれの注意をうながしている。われわれの多くの同

志はすでにこのことを理解しているが、若干の同志はまだ理解しておらず、これがまず最

初に克服しなければならない障害である。抗戦するには団結しなければならないが、団結

にはさまざまな困難がともなう。この困難は政治上の困難であって、過去にもあったが今

後もうまれる可能性がある。この五年らい、わが党は、きわめて大きな力をもって一歩一

歩この困難を克服してきた。われわれのスローガンは団結を強化しようということであっ

て、今後も団結を強化していかなければならない。しかし、もう一つの困難、すなわち物

質面の困難がある。この困難が今後ますますきびしくなるのは必至である。現在、泰然と

かまえてそれほど感じていない同志がまだいくらかいるので、われわれはこれらの同志の

注意を喚起する必要がある。各抗日根拠地のすべての同志は、こんご物質的困難が現在よ

りずっとひどくなるのは必至であり、われわれはこの困難を克服しなければならす、その

重要な方法の一つが軍隊の精鋭化、行政の簡素化である、ということを認識すべきであ

る。 



 軍隊の精鋭化、行政の簡素化は、なぜ物質的困難を克服する重要な政策なのか。現在

の、とくに今後の根拠地での戦争の状況は、われわれが過去の観点にとどまっているのを

ゆるさないということ、これはきわめてはっきりしている。われわれの膨大な戦争の機構

は、過去の状況には適していた。当時の状況では、そうすることがゆるされたし、またそ

うすべきであった。だが、いまでは事情がちがう。根拠地はすでに縮小したし、今後の一

時期にはもっと縮小するかもしれない。したがって、われわれはどうしてもこれまでのよ

うに膨大な機構を維持するわけにはいかない。いまでは、戦争の機構と戦争の状況とのあ

いだにすでに矛盾がうまれており、われわれはこの矛盾を克服しなければならない。敵は

われわれのこの矛盾を拡大させる方針をとっており、これがかれらの「三光」政策〔1〕

である。われわれがひきつづき膨大な機構を維持しようとするなら、それはまさに敵のわ

なにかかることになる。われわれが自分の機構を縮小し、軍隊の精鋭化と行政の簡素化を

はかるなら、われわれの戦争の機構はたとえ小さくはなっても、依然として強力であるだ

ろう。そして、水が少ないのに魚が大きいといった矛盾が克服されて、われわれの戦争の

機構が戦争の状況にかなったものになるので、われわれは、ますます強力になり、敵から

うち負かされることなく、最後には敵にうち勝つだろう。だから、われわれは、党中央が

かかげた軍隊の精鋭化、行政の簡素化の政策をきわめて重要な政策だというのである。 

 だが、人間の頭脳はとかく現状と習慣にかたくしばられがちであって、たとえ革命家で

も、ときにはそれをまぬがれることはできない。膨大な機構は自分自身がつくりだしたも

のであり、それをまた自分の手で縮小するようになるとはおもわなかったので、縮小する

さいに、気がすすまず、困難を感ずる。敵が膨大な機構で圧迫をくわえてくるのに、われ

われの方は機構を縮小してよいものだろうか。縮小すれば、兵力が少なくて敵にあたるに

は不十分だと感ずる。これが、現状と習慣にしばられるということである。時候が変われ

ば着物もそれにおうじて変えなければならない。毎年、春から夏への変わり目、夏から秋

への変わり目、秋から冬への変わり目、冬から春への変わり目には、それぞれ衣がえをす

る必要がある。ところが、人びとはこの「変わり目」に衣がえがうまくできないで病気に

かかりがちである。それは習慣の力によるのである。現在の根拠地の状況では、すでに冬

服をぬぎすてて夏服にきかえ、身軽になって敵とたたかうことを必要としているのに、わ

れわれは、あいかわらず着ぶくれて、頭でっかちであり、はなはだ戦闘に適さない。敵の

膨大な機構にどのようにして対処するのかというなら、それには孫悟空が鉄扇姫にたちむ

かった例がある。鉄扇姫は手ごわい妖怪《ようかい》ではあったが、孫悟空は小さな虫に

ばけて鉄扇姫の心臓のなかにもぐりこみ、かの女をうち負かしてしまった〔2〕。柳宗元が

書いている「貴州《コイチョウ》の驢馬《ろば》の技《わざ》」〔3〕もひじょうによい教

訓である。図体《ずうたい》の大きい驢馬が貴州にかけこみ、貴州の小さい虎がそれをみ

てひどくおそれた。だが、あとになって、大きい驢馬はやはり小さい虎に食われてしまっ

た。われわれ八路軍、新四軍は孫悟空であり、小さい虎であって、日本という妖怪や日本

という驢馬にたちむかう方法はいくらでもある。いまこそ、われわれは姿を変えて、自分

のからだをもっと小さく、だが、もっとがっしりしたものにしなければならない。 そう

すれば、われわれは無敵となる。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 「三光政策」とは、日本帝国主義が中国解放区にたいしてとった焼きつくし、殺

しつくし、奪いつくすという政策をさす。 

〔2〕 鉄扇姫は羅刹《らせつ》ともよばれる。孫悟空が小さな虫にはけて鉄扇姫をうち

負かす話は、中国の神話小説『西遊記』第五十九回にみられる。 

〔3〕 柳宗元（西紀七七三～八一九年）は中国の唐代のすぐれた作家の一人である。 か

れは三つの寓話からなる「三戒」という文章を書き、そのなかに「貴州の驢馬」と題する



つぎのような寓話がある。「貴州には驢馬がいなかったので、ある物好きが驢馬を船にの

せて貴州にもちこんだ。ついてから、使い道がなかったので、それを山麓にはなった。虎

はこれをみて、図体が大きいので神だとおもい、林間にかくれてこれをうかがった。すこ

し出て近づき、うやうやしくしていたが、何であるかわからなかった。ある日、鱸馬が鳴

くのをきいて、虎はひどくおどろき、遠くに逃げ去った。そして、自分を食おうとしてい

るのだとおもい、ひどくおそれた。しかし、なんども、いったりきたりして見ているうち

に、何も特別な能力をもっていないような気がしてき、またその声にもなれてきたので、

その前後まで近づいたが、結局、とびかかる勇気はなかった。もっと近づき、もっとなれ

てくるにつれて、よりかかってみたり、つきあたってみたりした。驢馬はひどく怒って、

これをけとばした。そこで、虎はよろこんで、『わざはこれだけか』と考え、吼《ほ》え

ておどりかかり、その喉《のど》をかみきり、その肉をすっかりたいらげて、去った。」 

 

 

 

第二次世界大戦の転換点 

 

          （一九四二年十月十二日） 

 

 これは、毛沢東同志が延安の『解放日報』にかわって書いた社説である。 

 

 

 スターリングラードの戦い①は、イギリス、アメリカの新聞がそれをベルダンの戦役②

にたとえており、「赤いベルダン」の名は全世界に知れわたっている。このようなたとえ

は適切だとはいえない。こんにちのスターリングラードの戦いは、第一次世界大戦のさい

のベルダンとは性質上のちがいがある。しかし、多くの人びとがこのときになってもなお

ドイツの攻勢にまどわされて、ドイツはまだ勝つみこみがあると考えている点ではおなじ

である。第一次世界大戦は一九一八年の冬に終わったが、一九一六年には、ドイツ軍はフ

ランスの要塞ベルダンを何回か攻撃した。当時ドイツ軍の戦役統帥者はドイツ皇太子であ

り、戦闘に投入された兵力はドイツ軍のもっとも精鋭な部分であった。当時の戦闘は決戦

的性質をおびていた。ドイツ軍が猛攻撃をかけても攻略できなかったため、ドイツ・オー

ストリア・トルコ・ブルガリア陣営全体はもはや活路をひらくことができなくなり、その

ご日ましに困難となって、仲間同士が離反し、全陣営が瓦解《がかい》して、最終的に崩

壊することとなった。ところが、当時イギリス・アメリカ・フランス陣営は、まだこのよ

うな状況を見ぬくことができず、ドイツ軍はまだひじょうに強大だと考え、自分の勝利が

もう目の前にきているのを知らなかった。人類の歴史では、滅亡しようとする反動勢力

は、革命勢力にたちむかい最後のあがきをするのがつねであるが、一部の革命的な人びと

も、とかく、ある時期にはこうした見かけだおしの現象にまどわされ、敵がまもなく消滅

され、自分がまもなく勝利するという実質を見ぬけないものである。ファシスト勢力全体

の勃興《ぼっこう》とかれらが数年間にわたっておこなってきた侵略戦争こそ、こうした

最後のあがきのあらわれであり、この戦争のなかでは、スターリングラードの攻撃がその

最後のあがきのあらわれである。全世界の反ファシズム陣営のなかにも、この歴史の転換

点を前にしながら、ファシストの凶悪な外見にまどわされてその本質を見ぬけない人がた

くさんいる。八月二十三日にドイツ軍が全部ドン河湾曲部で渡河を終え、全面的にスター

リングラード攻撃をはじめてから、九月十五日にドイツ軍の一部が同市西北部の工業地区

に突入し、十月九日にいたって、赤軍が同地区のドイツ軍包囲線を突破したとソ連情報局

から公表されるまで、この四十八日間というものは、人類史上その類をみない空前の苦戦

であった。この戦いはついに勝利した。この四十八日のあいだ、この都市のその日その日



の勝敗の消息は、何万何億という人民の心をゆさぶり、かれらを一喜一憂させた。この戦

いは、ソ独戦争の転換点、ひいては今次の世界反ファシズム戦争の転換点であるばかりで

なく、全人類の歴史の転換点でもある。この四十八日のあいだ、世界の人民はスターリン

グラードを見まもっていたが、その関心の度合いは、昨年十月に世界の人民がモスクワを

見まもったのにまさるとも劣らなかった。 

 ヒトラーは、西部戦線で勝利するまでは、慎重を期したようである。ポーランドへの攻

撃、ノルウェーへの攻撃、オランダ、ベルギー、フランスへの攻撃、バルカンへの攻撃で

は、いずれも全力を一ヵ所に集中し、やたらにほかのところへ手をのばそうとはしなかっ

た。西部戦線で勝利してからは、かれはのぼせあがり、三ヵ月以内にソ連をうち負かそう

とくわだてた。北はムルマンスクから南はクリミアにかけて、この広大で強力な社会主義

国に全面的な進攻をおこない、こうしてその兵力を分散させた。昨年十月のモスクワへの

進攻の矢敗によって、ソ独戦争の第一段階は終わり、ヒトラーの最初の戦略計画は破産し

た。赤軍は昨年のドイツ軍の進攻を阻止するとともに、冬季には、全戦線にわたって反攻

をおこなった。これがソ独戦争の第二段階で、ヒトラーは退却と防御の地位に転じたので

ある。この期間に、ヒトラーは前線総司令官ブラウヒッチを解任し、みずから総司令官と

なって、全面的な進攻計画の放棄を決定し、ヨーロッパの全勢力をかきあつめて局部的で

はあるがソ連の急所をつけると思われる南部戦線への最後の進攻を準備した。この進攻は

最終的な性質をおび、ファシストの存亡にかかわるものであったので、ヒトラーはきわめ

て大きな兵力を集中し、北アフリカで作戦中の一部の飛行機や戦車までもまわしてきた。

ことしの五月、ケルチとセバストーポリにたいする進攻をおこなってから、戦争は第三段

階にはいった。ヒトラーは百五十万以上の兵力を動かし、それに飛行機、戦車の主力をつ

けて、スターリングラードとカフカズにたいする空前のはげしい進攻をおこなった。かれ

は迅速にこの二ヵ所を攻略し、ボルガの切断、バクーの奪取という二つの目的を達成し、

つづいて北ではモスクワを攻め、南ではペルシャ湾に出ようとくわだて、それと同時に、

日本ファシストには、スターリングラード攻略後のシベリア進攻のために兵力を満州に集

中するようにさせた。ヒトラーは、ドイツ軍主力がソ連の戦場からぬけだして、西部戦線

に移動してイギリス、アメリカの進攻に対処し、また近東の資源を略奪し、ドイツ、日本

間の連係をつけることができるよう、それと同時に、日本軍主力も北方からぬけだして、

後顧の憂いなしに西や南に進出してわが国やイギリス、アメリカに対処することができる

よう、そうした程度までソ連の力を弱めようとたくらんだ。そうすることによって、ファ

シズム陣営の勝利をかちとろうとしたのである。しかし、この段階の状況はどうであった

か。ヒトラーはかれの死命を制するソ連の戦術にぶつかった。ソ連はまず敵をふかく誘い

いれ、それから頑強《がんきょう》に抵抗するという方針をとった。この五ヵ月間の戦争

で、ドイツ軍はカフカズの油田に攻めいることもできなければ、スターリングラードを攻

めおとすこともできず、ヒトラーはやむなく高山堅城のもとに兵をとどめ、進むにも進め

ず退くにも退けず、甚大《じんだい》な損害をこうむり、苦境におちいった。いまはもう

十月、冬がすぐおとすれようとしており、戦争の第三段階はまもなく終わり、第四段階が

まもなく始まろうとしている。ヒトラーのソ連進攻の戦略的企図で失敗しなかったものは

一つもない。この期間にヒトラーは、昨年の夏兵力を分散させて失敗したという教訓にま

なび、その兵力を南部戦線に集中した。しかし、かれはなおも、東の方ではボルガの切

断、南の方ではカフカズの攻略という二つの目的を一挙に達成しようとして、あいかわら

ずその兵力を分散させた。かれは、まだその実力とその企図とのふつりあいを計算にいれ

ていなかったために、ちょうど「天びん棒の両端をとめなければ、荷物は両方ともぬけお

ちる」ように、現在の破局におちいってしまった。それとは反対に、ソ連は戦えば戦うほ

ど強くなっている。スターリンのすぐれた戦略的指揮は、完全に主動的な地位にたち、い

たるところでヒトラーを滅亡へ追いやっている。ことしの冬にはじまる第四段階は、ヒト

ラーが死滅へむかう段階となるであろう。 



 ヒトラーの第一段階の状況と第三段階のそれとを比較してみれば、ヒトラーは最後の失

敗の門口にたっていることがわかる。いまでは、赤軍はスターリングラードとカフカズと

の両方面で、実際上すでにドイツ軍の進攻をくいとめている。ヒトラーはもはや精根つき

はて、スターリングラードとカフカズの両地点への進攻はすでに失敗した。かれが昨年の

十二月からことしの五月までのひと冬かかって整備したわずかの兵力は消耗しつくされ

た。ソ独戦線では、冬があと一ヵ月たらずにせまっており、かれはすみやかに防御に転じ

ないわけにはいかない。ドン河以西および以南の全地域は、かれにとってもっとも危険な

地帯であり、赤軍はこの地帯で反攻に転ずるであろう。ことしの冬、ヒトラーは死滅の脅

威にかられて、再度、その軍隊を整備するであろう。東西両戦線の危機に対処するため、

かれは、わずかばかりの残った力をかきあつめて、いくつかの新しい師団を編成するかも

しれず、そのほか、かれのファシスト仲間であるイタリア、ルーマニア、ハンガリーの三

ヵ国に援助をもとめて、いくらかの弾よけをかりあつめるかもしれない。しかし、かれ

は、東部戦線では冬の戦争の甚大な消耗に対処しなければならず、西部戦線では第二戦線

に対処する用意をしなければならない。しかもイタリア、ルーマニア、ハンガリーなど

は、ヒトラーの先行きはみえたという悲観的な空気のなかで、日一日とかれから離反して

いくであろう。要するに、十月九日以後のヒトラーは、死滅の道をたどるほかないのであ

る。 

 四十八日間にわたる赤軍のスターリングラード防衛には、昨年のモスクワ市防衛と共通

する点がある。それは、つまりヒトラーのことしの計画を、昨年の計画とおなじように、

失敗に終わらせたということである。だが、異なる点はつぎのところにある。モスクワ防

衛戦ののちには、それにつづいて冬季の反攻をおこなったとはいえ、ことしの夏のドイツ

軍の進攻に直面しなければならなかった。これは、一つには、ドイツおよびそのヨーロッ

パの仲間たちがまだ余力をもっていたためであり、二つには、イギリス、アメリカが第二

戦線をもうけるのをひきのばしていたためである。ところが、スターリングラード防衛戦

ののちには、形勢が昨年とはまったくちがってくるであろう。一方では、ソ連がきわめて

大規模な第二次冬季反攻をおこなおうとしており、イギリス、アメリカも第二戦線をもう

けるのをこれ以上ひきのばぼせなくなってきており（具体的な時期についてはまだ予測で

きない）、またヨーロッパの人民もこれに呼応して蜂起しようとしている。他方では、ド

イツおよびそのヨーロッパの仲間たちももはや大規模な攻勢にでる力がなくなっており、

ヒトラーは方針全体を戦略的防御に転ずるほかなくなっている。ヒトラーを追いつめて戦

略的防御に転じさせさえすれば、ファシストの運命はもうつきたことになる。なぜなら、

ヒトラーのようなファシスト国家の政治的生命と軍事的生命は、それがうまれでた日から

進攻のうえにきずかれており、ひとたび進攻が終わればその生命も終わるからである。ス

ターリングラードの一戦はファシストの進攻に終止符をうつもので、この一戦は決定的性

質をおびている。この決定的性質は世界戦争全体にかかわりがある。 

 ヒトラーは、ソ連、英米、それにドイツ占領区の民衆という三つの強大な敵に直面して

いる。東部戦線では、毅然《きぜん》とした赤軍という鉄壁があり、二度目の冬の全期間

とそれにつづいておこなわれる赤軍の反攻があり、これは戦争全体および人類の運命を決

する力である。西部戦線では、たとえイギリス、アメリカがあいかわらず静観とひきのば

しの政策をとっていても、死にかけた虎をうちとれる時がくれば、第二戦線が形成されず

にはいないであろう。ヒトラーにとってはこのほか内部の戦線、すなわちドイツ、フラン

スおよびヨーロッパのその他の部分にはらまれつつある偉大な人民の蜂起があり、いった

ん、ソ連が全面的な反攻をおこない、また第二戦線の砲声がとどろけば、かれらは第三戦

線をもってこれに呼応するであろう。こうして、三つの戦線からヒトラーを挾撃《きょう

げき》するということが、スターリングラード戦役以後の偉大な歴史的過程となるであろ

う。 



 ナポレオンの政治的生命はワーテルローで終わったが、その決定点はモスクワにおける

失敗であった〔1〕。ヒトラーは、こんにち、まさにナポレオンの道をあゆんでおり、スタ

ーリングラード戦役は、かれの滅亡の決定点である。 

 この情勢は、直接極東に影響をおよぼすであろう。来年は、日本ファシストにとっても

幸先《さいさき》のよい年ではない。かれらは日ましに苦悩をふかめながら、ついには墓

場の門をくぐるであろう。 

 世界の情勢について悲観的観察をしている人はすべて、その観点をあらためるべきであ

る。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 一八一五年六月、ナポレオンはイギリス・プロシャ連合軍とベルギー南部のワー

テルローで激戦した。ナポレオンは戦いに敗れ、大西洋南部のセントヘレナ島にながさ

れ、一八二一年にその島で死んだ。ナポレオンは、一生のあいだにヨーロッパの多くの国

ぐにを征服したが、ロシアに進攻した一八一二年の戦争のさい、モスクワできわめて大き

な敗北をこうむり、その精鋭部隊のほとんど全部が消滅された。この打撃をこうむってか

らは、ナポレオンはたちなおることができなかった。モスクワにおけるナポレオンの敗北

については、本選集第二巻の『持久戦について』注〔24〕を参照。 

〔 ##訳注## 〕 

① スターリングラードの戦いは、ソ連赤軍が祖国防衛戦争中におこなった決定的な戦役

である。一九四二年七月十七日、ドイツ・ファシスト軍隊は、スターリングラードに通ず

る要衝地区で大規模な進攻をはじめた。ソ連赤軍は、広範な人民とともに英雄的に奮戦

し、積極的な防御をつうじて数多くの敵軍を消滅した。十一月十九日、ソ連赤軍は全面的

な反攻に転じて、スターリングラード近郊のドイツ・ファシストの精鋭部隊二十二コ師

団、三十余万人を一挙に包囲した。つづいて、多くの敵軍増援部隊を撃破または殲滅し

た。一九四三年二月二日には、包囲されたドイツ軍が全滅し、スターリングラード戦役は

ソ連赤軍の勝利をもって終わった。 

② ベルダンの戦役は、第一次世界大戦で決戦的性質をおびた戦役であった。一九三八年

二月、ドイツ軍はフランス東北部のベルダン要塞とその付近の地区にむかって猛攻を開始

し、フランス軍は頑強に抵抗した。戦闘が六月中旬までつづいたとき、双方の損失はあわ

せて約五十万にのぼり、ドイツ軍は大規模な攻勢を停止した。十月から十二月にかけて、

フランス軍は大挙反攻にでて、重要陣地を奪回した。このときまでに、ドイツ軍の死傷者

は約六十万人、フランス軍の死傷者は約三十五万人にたっし、戦闘は停頓状態におちいっ

た。一九一七年八月、フランス軍はふたたび反攻をおこし、ドイツ車を進攻以前の地区に

おしかえした。 

 

 

 

十月革命三十五周年を祝う 

 

          （一九四二年十一月六日） 

 

 

 われわれは、このうえない楽観的な気持ちでことしの十月革命記念日を祝うものであ

る。ことしの十月革命記念日は、ソ独戦争の転換点であるばかりでなく、全世界の反ファ

シズム戦線がファシズム戦線にうち勝つ転換点でもあると、わたしはかたく信じている。 



 これまでは、赤軍が単独でファシスト・ドイツとそのヨーロッパの仲間たちに抵抗して

いたために、ヒトラーはまだ進攻をつづけることができたし、まだうちやぶられていなか

った。現在、ソ連の力は戦争のなかですでに強大になっており、ヒトラーの第二次夏季攻

勢はすでに破産している。今後、世界の反ファシズム戦線の任務は、ファシズム戦線にた

いする攻勢をおこして、ファシストを最終的にうちやぶることである。 

 スターリングラードの赤軍戦士は、全人類の運命にかかわる英雄的な事業をなしとげ

た。かれらは十月革命の息子や娘たちである。十月革命の旗じるしは無敵であり、すべて

のファシスト勢力はかならず消滅される。 

 われわれ中国人民が赤軍の勝利を祝うのは、同時に自分たちの勝利を祝うことでもあ

る。われわれの抗日戦争はすでに五年以上もつづいており、われわれの前途にはまだ苦難

はあるが、勝利をつげる暁の光はすでにみえている。日本ファシストにたいする勝利は、

確定的であるだけでなく、その日も遠くはない。 

 日本ファシストに打撃をくわえることにすべての努力を集中すること、これが中国人民

の任務である。 

 

 

 

抗日時期の経済問題と財政問題 

 

          （一九四二年十二月） 

 

 

 これは、毛沢東同志が陝西・甘粛・寧夏辺区高級幹部会議でおこなった報告『経済問題

と財政問題』の第一章で、もとの題目は「過去の活動についての基本的総括」である。一

九四一年と一九四二年は、抗日戦争中解放区にとってもっとも困難な時期であった。日本

侵略者の野蛮な進攻と国民党の包囲、封鎖のために解放区の財政はきわめて大きな困難に

直面した。財政上経済上の困難を克服するために、毛沢東同志は、党が人民を指導して農

業生産やその他の生産事業の発展につとめるべきだということを指摘するとともに、解放

区の機関、学校、部隊ができるかぎり自給のための生産をおこなうようよびかけた。毛沢

東同志の『経済問題と財政問題』という著作および『根拠地での小作料引き下げ運動、生

産運動および擁政愛民運動をくりひろげよう』、『組織せよ』などの諸論文は、党が当時解

放区の生産運動を指導するうえでの基本綱領であった。『経済問題と財政問題』という著

作のなかで、毛沢東同志は、経済を発展させることをはなれてたんに財政収支のうえから

だけものごとを考えるあやまった思想、人民が生産を発展させて困難を克服するように人

民を立ちあがらせ援助することには心をそそがず、ただ人民に物をもとめることにだけ心

をそそぐあやまった作風を重点的に批判し、「経済を発展させ、供給を保障する」という

党の正しい方針を提起した。この方針のもとで発展した陝西・甘粛・寧夏辺区と敵後方の

各解放区の生産運動は大きな成果をあげ、これによって、解放区の軍隊と民衆は抗日戦争

のもっとも困難な時期を成功裏にのりきることができたばかりでなく、党もその後の経済

建設を指導するうえで豊富な経験をつんだ。 

 

 

 経済を発展させ、供給を保障することは、われわれの経済活動および財政活動の全般的

方針である。しかし、多くの同志は財政だけを一方的に重視し、経済全体の重要性を理解

しない。かれらの頭は一日じゅうただ財政収支のうえを堂々めぐりしていて、考えても考

えてもいっこうに問題の解決はつかない。これはこうした同志の頭がふるい保守的な観点

にわざわいされているからである。かれらは、財政政策のよしあしはもちろん経済に影響



をあたえるが財政を決定するのは経済である、ということを知らない。経済が基礎をもた

ないで財政の困難を解決できたためしはないし、経済が発展しないで財政をゆたかにでき

たためしはない。陝西《シャンシー》・甘粛《カンスー》・寧夏《ニンシァ》辺区の財政問

題は、何万もの軍隊や公職要員の生活費や事業費をまかなう問題であり、つまり抗日の経

費をまかなう問題である。これらの経費は人民の納税および何万もの軍隊や公職要員自身

の生産によって解決される。もし人民の経済と公営の経済を発展させなかったら、われわ

れは手をつかねて死を待つばかりである。財政の困難は、着実で効果的な経済の発展によ

って解決するほかはない。経済を発展させること、財源を開拓することを忘れ、どうして

もなくてはならない財政支出をきりつめることによって、財政の困難を解決しようとする

保守的な観点では、どんな問題も解決することができない。 

 五年らい、われわれはいくつかの段階を経過してきた。もっとも困難だったのは一九四

〇年と一九四一年で、国民党の反共摩擦①は二回ともこの時期におこった。われわれは、

いま一歩で、着るものもなく、食用の油もなく、紙もなく、野菜もなく、兵士には靴《く

つ》や靴下もなければ、公職要員には冬でもふとんがないという状態になるところであっ

た。国民党はわれわれをしめ殺そうとして、経費支給の停止と経済封鎖をもってのぞんだ

ため、われわれの困難は頂点にたっした。しかし、われわれは困難をのりきった。これは

辺区の人民がわれわれに食糧をあたえてくれたからだけでなく、とくにわれわれが自分自

身で労働する決意をかため、自分たちの公営経済をうちたてたからでもある。辺区政府は

多くの自給工業をおこした。軍隊は大規模な生産運動をおこなって、自給を目標とする農

業、工業、商業をおこした。機関や学校の何万という人びともおなじような自給経済をお

こした。軍隊および機関、学校によっておこされたこうした自給経済は、現在のような特

殊な条件のもとでの特殊な産物である。それは他の歴史的条件のもとでは不合理で理解し

にくいものであるが、現在ではまったく合理的であり、またまったく必要である。われわ

れはこうしたやり方で困難にうちかった。経済を発展させてこそ供給を保障できるという

真理は、明々白々な歴史的事実によって証明されたではないか。いまでもわれわれにはま

だ多くの困難はあるが、われわれの公営経済の基礎はすでにすえられている。一九四三年

にもう一年間やれば、われわれの基礎はもっとかたまってくる。 

 経済を発展させるという路線は正しい路線であるが、しかし、その発展は冒険的な、よ

りどころのないものではない。一部の同志は、その時期その場所の具体的条件を考えない

で、重工業を建設せよと要求したり、大塩業計画、大軍車工業計画を提起したりして、発

展、発展とからさわぎしているが、それはすべて実情にあわないものであり、採用できな

いものである。党の路線は正しい発展の路線であって、一方ではふるい保守的な観点に反

対し、他方ではからっぽな実情にあわない大計画にも反対する。これが党の財政経済活動

における二つの戦線での闘争である。 

 われわれは公営経済を発展させなければならないが、人民のわれわれにたいする援助の

重要性を忘れてはならない。人民はわれわれに、一九四〇年には九万担②、一九四一年に

は三十万担、一九四二年には十六万担の食糧〔1〕を提供して、軍隊と公職要員の食糧を

保障した。一九四一年までは、われわれの公営農業における食糧生産はまだわずかで、わ

れわれは、食糧の面ではまだ民衆にたよっていた。今後は、ぜひとも軍隊による食糧生産

を増強しなければならないが、当分のあいだはやはり主として民衆にたよるほかない。陝

西・甘粛・寧夏辺区は、直接戦争の破壊をこうむっていない後方という条件にはあるが、

土地の広いわりに人口がすくない。わずか百五十万の人口では、それほど大量の食糧を供

給することは容易ではない。民衆はわれわれのために公塩の搬出をしたり公塩搬出分担金

を納入したりし③、そのうえ、一九四一年には五百万元の公債を買った。これも少なから

ぬ負担である。抗日と建国のためには、人民は当然負担すべきであり、人民もその必要性

をよく知っている。政府が極度に困難なときには、人民にすこし多く負担してもらうこと

は、必要でもあり、人民の了解をうることもできる。だが、われわれは、一方で人民にも



とめるからには、他方で人民の経済を成長させ、補充しなければならない。それは、人民

の農業、牧畜業、手工業、塩業、商業の発展をたすける適当な段どりと方法をとって、人

民に失うところもあれば得るところもあり、しかも失うところよりも得るところが大きい

ようにしてやることである。こうしてはじめて長期の抗日戦争をささえることができるの

である。 

 一部の同志は、戦争のための必要を考えないで、政府は「仁政」をほどこすべきだとい

うことばかりを強調するが、これはあやまった観点である。なぜなら、抗日戦争が勝利し

ないかぎり、「仁政」といっても日本帝国主義にほどこすことになるだけで、人民とはな

んの関係もないからである。それとは反対に、人民の負担が一時はいくぶん重くなって

も、政府と軍隊のぶつかっている難関をのりきり、抗日戦争をささえ、敵をうち負かした

ならば、人民もよい暮らしができるようになる。これこそ革命政府の大きな仁政である。 

 もう一つのあやまった観点は、人民の困難を考えないで、政府と軍隊の必要だけを考

え、まるで池を干して魚でもとるように、際限なく人民から取りたてようとすることであ

る。これは国民党の思想であり、われわれはけっしてそれをうけついではならない。われ

われは、一時人民の負担を重くしたが、すぐさま公営経済の建設に着手した。一九四一年

と一九四二年の二年間は、軍隊および機関、学校が自分の労働によってその需要の大部分

を解決した。これは中国の歴史にかつてなかった奇跡であり、われわれがなにものにも征

服されない物質的基礎である。われわれの自給経済が発展すればするほど、人民にたいす

る課税はますます軽減することができる。一九三七年から一九三九年までの第一段階で

は、われわれが人民にもとめたものは少なかった。この段階で民力が大いに養われた。一

九四〇年から一九四二年までは第二段階で、人民の負担は重くなった。一九四三年以後は

第三段階にうつれるだろう。もし、一九四三年と一九四四年の二年間にわれわれの公営経

済がひきつづき発展するなら、もしこの二年間に陝西・甘粛・寧夏辺区のわが軍隊の全部

もしくは大部分が屯田《とんでん》する機会をもつようになるなら、二年後には人民の負

担はふたたび軽くなり、民力はふたたび養われるだろう。これは実現可能な趨勢《すうせ

い》にあり、われわれはそうするように準備すべきである。 

 われわれは、あれやこれやの偏見を論ばくして、わが党の「経済を発展させ、供給を保

障する」という正しいスローガンを提起する必要がある。公私関係では「公私双方への配

慮」であり、それは「軍民双方への配慮」ともいう。われわれは、このようなスローガン

だけが正しいスローガンだと考える。実際にそくして公営および民営の経済を発展させて

こそ、財政の供給を保障することができるのである。困難な時期ではあるが、人民が負担

は重くてもいためつけられることのないように、われわれはひきつづき課税の限度に注意

しなければならない。そして、解決の道がつきしだい、民力を養うために人民の負担を軽

くしなければならない。 

 国民党の頑迷《がんめい》分子は、辺区の建設はみこみがない、辺区の困難は克服でき

ないと考え、辺区が「崩壊する」のを毎日待っている。われわれはこうした人びととは議

論するまでもない。かれらは永久にわれわれの「崩壊する」日をみることはない、われわ

れは栄える一方である。共産党と辺区革命政府の指導のもとでは、人民大衆はいつでも党

と政府を支持するものだ、ということをかれらは知らない。党と政府は、経済と財政の面

でも、きっと、どんな大きな困難ものりきれるだけの方策をもっている。われわれの現在

の困難のうち、あるものはすでにのりきったし、あるものはまもなくのりきるだろう。わ

れわれは、現在より何倍も困難な時期をへてきたが、そうした困難ものりきってきた。現

在の華北、華中の各根拠地の困難は、陝西・甘粛・寧夏辺区よりもずっと大きい。そこで

は毎日きびしい戦争がおこなわれている、そこはすでに五年半もささえてきた、そこもや

はり勝利の日までひきつづきささえることができるにちがいない。われわれのまえには悲

観というものはない。われわれはどんな困難にもうちかつことができる。 



 こんどの陝西・甘南・寧夏辺区高級幹部会議ののち、われわれはただちに「軍隊の精鋭

化、行政の簡素化」〔2〕を実行することになっている。こんどの軍隊の精鋭化、行政の簡

素化は、おざなりに、なまぬるく、局部的にやるのではなく、厳格に、徹底して、普遍的

にやらなければならない。こんどの軍隊の精鋭化、行政の簡素化では、精鋭簡素、統一、

能率向上、節約および官僚主義反対の五つの目的を達成しなければならない。この五つ

は、われわれの経済活動および財政活動にとってきわめて大きな関係がある。精鋭化簡素

化をおこなったあかつきには、消費的な支出がへり、生産による収入がふえて、直接財政

によい影響をあたえるばかりでなく、人民の負担を軽くして、人民の経済にもよい影響を

およぼすことができる。経済・財政機構における不統一、独自性の固執、各自の勝手きま

まなふるまいなどというわるい現象を克服して、統一的な、自由自在に指揮のできる、政

策と制度をあくまで貫徹できる活動の系統を樹立しなければならない。こうした統一的な

系統が樹立されれば、仕事の能率をあげることができる。節約にはすべての機関が注意を

はらう必要があり、経済・財政機関はとくにそうである。節約がおこなわれれば、不必要

でむだな大量の支出をはぶくことができ、その額は数千万元にたっするだろう。経済・財

政業務にたすさわる公職要員は、汚職現象、見てくれだけの大機構、無益な「正規化」、

文書主義などといった、現に存在しており、ある場合にはきわめて深刻でもある官僚主義

を克服しなければならない。もし、われわれがこの五つの要求を党、政府、軍隊のそれぞ

れの系統で完全に実行するなら、われわれのこんどの軍隊の精鋭化、行政の簡素化の目的

は達成されたことになり、われわれの困難はかならず克服され、「崩壊する」だろうとわ

れわれを笑っている人びとの口も封ぜられてしまうにちがいない。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 毛沢東同志がここであげている食糧の数字は、一九四〇年から一九四二年までの

あいだに、陝西・甘粛・寧夏辺区の農民がおさめた農業税（すなわち公糧）の総量であ

る。 

〔2〕 本巻の『きわめて重要な政策』を参照。 

〔 ##訳注## 〕 

① 国民党のまきおこした二回にわたる反共の高まりのことをいう。詳細は、本巻の『国

民党中央執行委員会第十一回全体会議と第三期国民参政会第二回会議を評す』で列挙され

ている蒋介石のおこした三回にわたる反共の高まりの事実を参照。 

② 本選集第一巻の『湖南省農民運動の視察報告』訳注⑩を参照。 

③ 陝西・甘粛・寧夏辺区の定辺県、塩池県一帯は、糊から塩が多くとれる。塩は当時の

辺区で、貿易の均衡をはかり、金融を安定させ、物価を調整するための主要な物資であっ

た。ほとんどの住民が塩を搬出して辺区外の物資と交換し、また辺区政府も塩を重要な財

源の一つとしていた。当時辺区政府の規定により、民衆は塩産地から一定量の塩を政府の

指定する地点まで搬出し、政府の財政収入としておさめていたが、これを「公塩の搬出」

といった。規定量以上搬出してきた分は、大衆の所有に帰した。塩の産地からかなりはな

れている地方は、運搬の便がわるいので、政府のために搬出すべき公塩を貨幣に換算して

納入し、搬出を免除されたが、⊂れを「公塩搬出分担金の納入」といった。 

 

 

 

指導方法のいくつかの問題について 

 

          （一九四三年六月一日） 

 



 

 これは、毛沢東同志が中国共産党中央のために書いた指導方法についての決定である。 

 

 

 （一）われわれ共産党員は、どのような活動をするにもとらなければならない方法が二

つある。一つは一般と個別の結合、もう一つは指導と大衆の結合である。 

 （二）どのような活動の任務をおこなうにも、一般的、普遍的なよびかけがなければ、

広範な大衆を行動にたちあがらせることはできない。だが、もし一般的なよびかけだけに

とどまって、指導要員が自分のよびかけた活動を、具体的、直接的に、いくつかの組織で

深くつっこんで実行し、一点を突破し、経験をつかんでから、その経験をいかして他の組

織を指導するのでなければ、自分の提起した一般的なよびかけが正しいかどうかを検証す

るすべがなく、また一般的なよびかけの内容を充実させるすべもなく、その一般的なよび

かけはかけ声だけに終わるおそれがある。たとえば、一九四二年に各地でおこなわれた整

風では、成果のあがったのは、すべて一般的なよびかけと個別的な指導とを結合する方法

をとったところであり、成果のあがらなかったのは、すべてそうした方法をとらなかった

ところであった。一九四三年の整風では、各中央局、中央分局、区党委員会①、地方委員

会②は、一般的なよびかけ（一年間の整風計画）を提起するほか、自分の機関と付近の機

関、学校、部隊のなかから二、三の組織（あまり多くする必要はない）をえらんで、深く

つっこんで研究し、それらの組織における整風学習の発展過程をくわしくつかみ、それら

の組織のなかのいく人かの（やはりあまり多くする必要はない）典型的な人びとについて

その政治的経歴、思想の特徴、学習へのとりくみ、活動のよしあしをくわしくつかむとと

もに、それぞれの組織の実際問題を具体的に解決するようそれらの組織の責任者を直接指

導しなければならない。そうすることによって経験をえるのである。一つの機関、一つの

学校、一つの部隊の内部にもいくつかの組織があるから、その機関、その学校、その部隊

の指導要員も、このようにしなければならない。これはまた、指導要員が指導と学習を結

合する方法でもある。どの指導要員も、下部の個別の組織の個別の人や個別のできごとか

ら具体的な経験をくみとらないかぎり、すべての組織にたいして普遍的な指導をおこなう

ことはどうしてもできない。各級の指導的幹部がみな運用できるように、この方法をひろ

く提唱しなければならない。 

 （三）一九四二年の整風の経験はまたつぎのことを立証している。すなわち、それぞれ

の組織が整風でその任務をなしとげるには、整風の過程でその組織の主要な責任者を中核

とした少数の活動家からなる指導的骨幹を形成するとともに、この指導的骨幹を、学習に

参加する広範な大衆と緊密に結合させなければならない。指導的骨幹の積極性があるだけ

で、広範な大衆の積極性との結合がなければ、少数のもののから回りになってしまう。だ

が、広範な大衆の積極性があるだけで、大衆の積極性を適切に組織する有力な指導的骨幹

がなければ、大衆の積極性は長つづきしないだけでなく、正しい方向にすすむことも、高

度のものにたかまることもできない。大衆のいるところでは、どこでも、だいたいにおい

て、比較的に積極的なものと中間状態にあるものと比較的におくれたものとの三種類の人

びとがいる。したがって、指導者は、少数の活動家を指導の骨幹として結集し、この骨幹

に依拠して中間的な人びとをひきあげ、おくれた人びとを獲得することに習熟しなければ

ならない。ほんとうに一致団結した、大衆と結びついた指導的骨幹は、すべて、大衆闘争

のなかでしだいに形成されなければならす、大衆闘争からはなれて形成されうるものでは

ない。多くのばあい、ある偉大な闘争の過程では、最初の段階と中間の段階と最後の段階

で、指導的骨幹がまったくおなじであってはならず、また、まったくおなじではありえな

い。闘争のなかからうまれる活動家をたえず抜てきして、いままでの骨幹のうち見おとり

のしてきたものや腐敗したものといれかえなければならない。多くの地方や多くの機関で

活動がはかばかしくいかない根本原因の一つは、一致団結した、大衆と結びついた、つね



に健全な指導的骨幹を欠いていることにある。百人ぐらいの学校だと、教員、職員、学生

のなかから実際の状況にもとづいて形成された（むりによせあつめたのではない）、数人

ないし十数人からなる、もっとも積極的な、もっとも公正な、もっとも機敏な指導的骨幹

がなければ、その学校はきっとうまくやっていけないだろう。スターリンが党のボリシェ

ビキ化についてのべた十二項目の条件のうち、第九項目であげている指導的中核の確立の

問題〔1〕を、われわれは、あらゆる大小の機関、学校、部隊、工場、農村に適用すべき

である。このような指導的骨幹の基準は、ディミトロフが幹部政策を論じたさいにあげた

四項目の幹部の基準（かぎりない忠誠心、大衆との結びつき、ひとりだちで活動できる能

力、規律をまもること）〔2〕でなければならない。戦争、生産、教育（整風をふくむ）な

どの中心任務を遂行するにしても、活動の点検、幹部の審査、その他の活動を遂行するに

しても、一般的なよびかけと個別的な指導とを結合する方法をとるほか、さらに、指導的

骨幹と広範な大衆とを結合する方法をとらなければならない。 

 （四）わが党のすべての実際活動において、およそ正しい指導は、大衆のなかから大衆

のなかへ、でなければならない。それはつまり、大衆の意見（分散した、系統だっていな

い意見）を集中し（研究をつうじて、集中した、系統だった意見にし）、これをふたたび

大衆のなかへもちこんで、宣伝と説明をおこない、これを大衆の意見にし、これを大衆に

堅持させ、行動にうつさせ、また大衆の行動のなかでそれらの意見が正しいかどうかを検

証する。そのあとで、さらに大衆のなかから意見を集中し、ふたたび大衆のなかへもちこ

んで堅持させる。このように無限にくりかえして、一回ごとに、より正しい、よりいきい

きとした、より豊かなものにしていくのである。これがマルクス主義の認識論である。 

 （五）指導的骨幹と広範な大衆が組織のなか、闘争の行動のなかで正しい関係をつくり

あげるという思想、大衆のなかから集中し、ふたたび大衆のなかへもちこんで堅持させた

ものだけが正しい指導の意見であるという思想、指導の意見を実行にうつすばあい一般的

なよびかけと個別的な指導とを結合しなければならないという思想は、幹部のあいだにあ

るこうした問題についてのあやまった観点をただすため、こんどの整風のなかでこれをひ

ろく宣伝しなければならない。多くの同志は、活動家を結集して指導的中核をつくること

に力もいれず、習熟してもおらず、また、このような指導的中核を広範な大衆と緊密に結

合させることに力もいれず、習熟してもいないため、その指導を大衆から浮きあがった官

僚主義的な指導に変えてしまっている。また、多くの同志は、大衆闘争の経験を総括する

ことに力もいれず、習熟してもおらず、主観主義的に、りこうぶって多くの意見を発表し

たがるため、その意見を実際にそぐわない空論に変えてしまっている。また、多くの同志

は、活動任務についての一般的なよびかけに満足して、一般的なよびかけのあと、すぐさ

ま個別的、具体的な指導をおこなうことに力もいれず、習熟してもいないため、そのよび

かけを口先か、紙のうえか、会議の席だけのものにしてしまい、官僚主義的な指導に変え

てしまっている。こんどの整風では、こうした欠陥をただし、整風の学習、活動の点検、

幹部の審査をつうじて、指導と大衆の結合、一般と個別の結合の方法を身につけるととも

に、今後、この方法をすべての活動に応用するようにしなければならない。 

 （六）大衆のなかから集中し、さらに大衆のなかへもちこんで堅持させることによっ

て、正しい指導の意見を形成すること、これは基本的な指導方法である。集中と堅持の過

程では、一般的なよびかけと個別的な指導とを結合する方法をとらなければならないが、

これはいまのべた基本的な指導方法の構成部分である。多くの個別的な指導のなかから一

般的な意見（一般的なよびかけ）を形成し、また、この一般的な意見を多くの個別的な組

織のなかにもちこんで検証し（自分でそうするばかりでなく、また、人にもそうするよう

におしえる）、そのうえで、新しい経験を集中し（経験を総括し）、新しい指示をつくりあ

げて、ひろく大衆を指導するのである。同志諸君は、こんどの整風でそうすべきであり、

どのような活動でもそうすべきである。比較的によい指導は、これに比較的に習熟するこ

とによって、えられるのである。 



 （七）どのような活動任務（革命戦争、生産、教育、あるいは整風の学習、活動の点

検、幹部の審査、あるいは宣伝活動、組織活動、奸徒《かんと》粛清活動など）を下部に

伝達するばあいにも、上級の指導機関とその個別の部門は、その活動と関係のある下級機

関の主要な責任者をつうじるべきであり、これによって、かれらに責任をもたせ、分業し

ながらも統一するという目的（一元化）をたっするようにする。上級の個別の部門が下級

の個別の部門とだけつながって（たとえば、上級の組織部が下級の組織部とだけ、上級の

宣伝部が下級の宣伝部とだけ、上級の奸徒粛清部が下級の奸徒粛清部とだけつながる）、

下級機関の総責任者（たとえば書記、議長、主任、校長など）に知らせなかったり、責任

をもたせなかったりするようなことがあってはならない。総責任者と部門別責任者の双方

に知らせ、双方に責任をもたせるべきである。このように分業しながらも統一するという

一元化の方法をとれば、ある活動を遂行するばあい総員任者をつうじて多くの幹部を動か

し、ときには全員さえ動かしてやらせることになるので、個々の部門における幹部の不足

という欠陥を克服し、多くの人びとをその活動に積極的に参加する幹部に変えることがで

きる。これもまた、指導と大衆を結合する一つの形態である。たとえば、幹部の審査にし

ても、組織部という指導機関の少数の人びとだけで孤立してやればどうしてもうまくいか

ないが、しかし、ある機関またはある学校の行政責任者をつうじて、その機関やその学校

の多くの人びとと多くの学生を動かし、ときにはその全員、全学生までも動かして、審査

に参加させ、しかも、上級の組織部の指導要員がこの審査を正しく指導し、指導と大衆を

結合するという原則を実行するならば、幹部審査の目的はかならず申し分なく達成するこ

とができる。 

 （八）どの地区でも、いちどきに中心の活動がたくさんあってはならない。一定の時期

には、中心の活動は一つしかありえず、他の活動は第二位、第三位としてこれをおぎなう

ものである。したがって、地区の総責任者は、その地区の闘争の歴史や闘争の環境を考慮

にいれ、それぞれの活動を適切に位置づけなければならす、自分ではまったく計画をもた

ずに、ただ上部からの指示をうけとりしだい手をつけ、そのため「中心の活動」が多くな

ったり、混乱した無秩序な状態がうまれたりするようであってはならない。上級機関もま

た、ことの緩急、軽重を区別せず、中心もきめずに、いちどきに多くの活動を下級機関に

指示し、これによって、下部の活動の段どりに混乱をもたらし、確実な成果がえられない

ようにさせてはならない。指導要員がそれぞれの具体的地区の歴史的条件や環境にもとづ

いて、全局面にたいする統一的な計画をたて、それぞれの時期の活動の重点や活動の順序

を正しく決定し、この決定をあくまでも貫徹して、かならず一定の成果をあげるようにす

ること、これは指導の芸術である。これもまた、指導と大衆の結合、一般と個別の結合と

いう原則を運用するにあたって、解決につとめなければならない指導方法の問題である。 

 （九）指導方法の問題にかんする個々の細かい問題については、ここで、いちいちふれ

ないが、各地の同志はここにのべた原則と方針にもとづいて、自分でよく考え、自分の創

造力を発揮してもらいたい。闘争が困難であればあるほど、共産党員の指導と広範な大衆

の要求とを緊密に結合させ、共産党員の一般的なよびかけと個別的な指導とを緊密に結合

させることがますます必要となる。これによって主観主義的、官僚主義的な指導方法を徹

底的に粉砕するのである。わが党のすべての指導的な同志たちは、いつでも、マルクス主

義の科学的な指導方法を主観主義的、官僚主義的な指導方法に対置し、前者によって後者

を克服しなければならない。主観主義者や官僚主義者は、指導と大衆の結合、一般と個別

の結合という原則を知らす、党の活動の発展を大いにさまたげる。主観主義的、官僚主義

的な指導方法に反対するためには、マルクス主義の科学的な指導方法をひろく深く提唱し

なければならない。 

 

 

〔 ##注## 〕 



〔1〕 スターリンの『ドイツ共産党の前途とボリシェビキ化とについて』という論文に

みられる。 

〔2〕 ディミトロフがコミンテルン第七回大会でのべた結語『ファシズムに反対する労

働者階級の統一のために』の第七の部分「幹部問題」にみられる。 

〔 ##訳注## 〕 

① 中央局、中央分局、区党委員会については、本選集第二巻の『抗日根拠地の政権問

題』訳注①②を参照。 

② 地方委員会は、中国共産党の省委員会、あるいは区党委員会の下、県委員会の上の段

階の党委員会の組織である。 

 

 

 

国民党にただす 

 

          （一九四三年七月十二日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が延安の『解放日報』にかわって書いた社説である。 

 

 

 この数ヵ月らい、中国の抗日陣営内部には、きわめて異常な、おどろくべき事実がうま

れている。それは、中国国民党の指導している党、政府、軍隊の多くの機関が団結と抗戦

を破壊する運動をおこしていることである。この運動は、共産党に反対するという形であ

らわれているが、じつは、中華民族に反対し、中国人民に反対するものである。 

 まず国民党の軍隊をみてみよう。国民党の指導している全国の軍隊のうち、西北方面に

いる主力には、第三十四、第三十七、第三十八の三つの集団軍があり、いずれも第八戦区

副司令官胡宗南《ホーツォンナン》の指揮下にある。そのうち、二つの集団軍は、陝西

《シャンシー》・甘粛《カンスー》・寧夏《ニンシァ》辺区の包囲にあてられ、一つの集団

軍だけが、日本侵略軍に対処するために宜川《イーチョワン》から潼関《トンコヮン》ま

での黄河《ホヮンホー》沿岸の守備にあてられていた。このような事実はすでに四年あま

りもつづき、軍事的衝突がおこらないかぎりみんなが普通のことのようにおもっていた。

はからずも、最近つぎのような変化がおこった。すなわち、黄河の防備にあたっていた第

一、第十六、第九十の三コ軍のうち二コ軍が動かされて、第一軍は［分＋”おおざと”］

州《ピンチョウ》、淳化《チュンホヮ》一帯に、第九十軍は洛川《ルオチョワン》一帯に

移るとともに、辺区にたいする進攻をさかんに準備しており、そのため、日本侵略軍に対

処する黄河の防備は、大部分が空白状態になってしまった。 

 これではだれでも、これら国民党の人びとと日本人との関係はいったいどうなっている

のかという疑問をおこさずにはいられない。 

 国民党の多くの人びとは、毎日、共産党は「抗戦を破壊している」「団結を破壊してい

る」と、なにはばかることなく宣伝している。では、黄河防備の主力をみな撤退させるの

が抗戦の強化だとでもいえるのだろうか。辺区に進攻するのが団結の強化だとでもいえる

のだろうか。 

 こういうことをする国民党の人びとにうかがいたい。諸君は日本人に背中をみせている

が、日本人は諸君のほうに面《おもて》をむけている、もし日本人が諸君の背中にむかっ

て進んできたら、そのとき諸君はどうするつもりなのか。 

 諸君が黄河防備線の長い区間を放棄しているのに、日本人は依然として対岸から鳴りを

ひそめてそれを見まもり、諸君のますます遠ざかっていくうしろ姿を望遠鏡でみつめなが



ら有頂天になっているとしたら、それにはどういうわけがあるのだろうか。日本人が諸君

のうしろ姿をこのようによろこんでいるのに、諸君は黄河の防備を放棄して長い区間を空

白にしたままで、そんなに安心していられるのはなぜだろうか。 

 私有財産制の社会では、夜ねるときにはきまって戸じまりをするものである。周知のよ

うに、それは好きこのんでやっているのではなく、どろぼうを防ぐためである。いま、諸

君は大戸をあげっぱなしにしている。どろぼうのはいることをおそれないのか。大戸をあ

けっぱなしにしていてもどろぼうがはいってこないとすれば、それはどういうわけだろう

か。 

 諸君の論法によれば、中国国内で「抗戦を破壊している」のは共産党だけで、諸君のほ

うはかくかくの「民族至上」であるという。では、敵に背中をみせているのは何の至上な

のだろうか。 

 諸君の論法によれば、「団結を破壊している」のも共産党であり、諸君のほうはかくか

くの「誠心団結」主義者であるという。では、諸君が、銃剣をかざし軍砲まで装備した三

つの集団軍（一コ軍を欠く）の大軍を辺区人民にむけ進撃させているのも、やはり「誠心

団結」だといえるのだろうか。 

 また、諸君のもう一つの論法によれば、諸君は、団結などは気に入らず、「統一」が大

いに気に入っており、そのために辺区を平定し、諸君のいう「封建的割拠」を消滅し、共

産党をみな殺しにするのだそうである。それなら、どうして諸君は、日本人が中華民族を

自分のほうに「統一」してしまい、しかも、諸君もいっしょくたに「統一」してしまうこ

とをおそれないのか。 

 もし、事をおこした結果として、諸君のほうが出陣するやいなや辺区の「統一」に成功

し、共産党を根こそぎにしてしまうだけで、日本人のほうは諸君の「眠り薬」とやらでね

むらされ、あるいは「金縛りの法」とやらをかけられて身動きできなくなり、これによっ

て、民族および諸君がかれらに「統一」されずにすむというのなら、わが親愛なる国民党

の諸先生、諸君のそのような「眠り薬」あるいは「金縛りの法」とやらを一つ二つわれわ

れにひろうしてはくれまいか。 

 もし諸君が、日本人に対処する「眠り薬」「金縛りの法」といったものも持たず、また

日本人とは黙約も結んでいないとするならば、われわれは正式に諸君にいおう。諸君は辺

区を攻撃すべきではないし、また攻撃してはならない。「シギとハマグリが争えば、漁夫

の利となる」「カマキリはセミをとろうとするが、うしろにはスズメがいる」①という二

つの寓話には、道理がある。諸君は、われわれといっしょになって、日本の占領した地方

を統一し、侵略者をおいだすことこそ、理にかなっているのであって、なにをあわててこ

んな手のひらほどの辺区を「統一」する必要があるのか。すばらしい山河が敵の手におち

いっているのに、諸君はあせりもしなければ、いそぎもせず、逆に、辺区にたいする進攻

をあせり、共産党の打倒をいそいでいる。これは、なんと悲しむべきことだろう。なんと

恥ずべきことだろう。 

 つぎに、国民党の党務についてみてみよう。国民党は共産党に反対するために、何百と

いう特務大隊をつくったが、そこには犬畜生のたぐいがかきあつめられている。たとえ

ば、中華民国三十二年つまり西紀一九四三年の七月六日、抗戦六周年記念日の前夜、中国

国民党の中央通信社はつぎのようなことを報道した。すなわち陝西省の西安《シーアン》

というところで、いくつかの「文化団体」とやらが会合をひらき、毛沢東《マオツォート

ン》にあてて、コミンテルンの解散を機会に中国共産党も「解散」し、さらに「辺区の割

拠を解消」するよう、打電することをきめたというのである。読者はこれをきっと「新聞

《ニュース》」とおもうだろうが、じつは旧聞である。 

 がんらい、これは何百という特務大隊のなかの一つの大隊がやったことである。その大

隊は特務総隊部（すなわち「国民政府軍事委員会調査統計局」および「中国国民党中央執

行委員会調査統計局」）②の指令をうけて、トロツキストで民族裏切り者の張滌非《チャ



ンテイフェイ》――国民党が資金をだしている民族裏切り者の雑誌『抗戦と文化』に反共

論文を書いて有名になり、いま西安強制収容所思想矯正部部長をしている――に命じてそ

れをやらせた。張滌非は、六月十二日、つまり中央通信社がこのニュースを報道する二十

五日もまえに、九人のひとをあつめ、十分間ほどの会合をひらいて、いわゆる電文を「採

択」させたのである。 

 この電文は、延安《イェンアン》ではいまになっても、まだ受けとっていないが、その

内容はすでにわかっており、それには、コミンテルンがすでに解散した以上、中国共産党

も「解散」すべきで、さらに「マルクス・レーニン主義はすでに破産した」うんぬんと書

かれているそうである。 

 これも国民党の人びとの言いぐさなのである。われわれは日ごろから、こうしたたぐい

（物は類をもって集まる）の国民党の人びとの口からはどんなことばでもとびだしてくる

ものだとおもっていた。はたせるかな、今度もまたとんでもないしろものがとびだしてき

た。 

 現在、中国国内にはたくざんの政党があり、国民党だけでも二つある。そのうちの一つ

は汪《ワン》屋号の国民党で、南京《ナンチン》や各地に店をだして、やはり青天白日族

をかかげ、中央執行委員会なるものももち、多くの特務大隊もかかえている。このほか、

日本ファシスト党が被占領区のいたるところにある。 

 わが親愛なる国民党の諸先生、諸君は、コミンテルン解散後、共産党の「解散」をはか

ることにてんてこまいするだけで、いくつかの民族裏切り党や日本党を解散させることに

ついては、わずかばかりの力でさえさこうとはしていない。これはどういうわけだろう

か。諸君は張滌非に電文を書かせるさいに、どうして、共産党の解散を要求するというこ

とのほかに、民族裏切り党と日本党も解散すべきだという一句をつけくわえさせなかった

のか。 

 諸君は共産党が多すぎるとでもおもっているのか。全中国に、共産党はただ一つしかな

いが、国民党は二つもある。いったい、どちらが多いのだろうか。 

 国民党の諸先生、諸君はこんなことも考えたことがあるのだろうか。諸君ばかりでな

く、日本人や汪精衛《ワンチンウェイ》までが、一致して共産党打倒に狂奔し、口をそろ

えて、共産党だけが多すぎる、だから打倒しなければならないといっており、国民党につ

いてはすこしも多いとはおもわず、逆に少なすぎると考え、いたるところで汪屋号の国民

党をそだて、もりたてている。これはどういうわけなのか。 

 国民党の諸先生、われわれはわずらわしさもいとわず、諸君に話しておこう。日本人と

汪精衛にとって国民党と三民主義がとくに気に入っているのは、この党とこの主義のなか

に、かれらの利用できるところがあるからである。第一次世界大戦後、この党をすべての

帝国王義者と民族裏切り者がひどくにくみ、きらい、全力をあげて打倒しようとしたの

は、孫中山《シンチョンシャン》先生がこの党を改組し、共産党員の加入をうけいれて、

国共合作式の民族同盟を形成した一九二四年から一九二七年にかけての時期だけであっ

た。この主義をすべての帝国主義者と民族裏切り者がひどくにくみ、きらい、全力をあげ

て打倒しようとしたのも、孫中山先生が、それを「中国国民党第一次全国代表大会の宣

言」にしめされているような三民主義、つまり革命的三民主義に改造したおなじ時期だけ

であった。このとき以外には、この党この主義は、共産党を排斥し孫中山の革命的精神を

排斥するという条件のもとで、すべての帝国主義者と民族裏切り者どもから気に入られ、

したがって、また、日本ファシストと民族裏切り者汪精衛からも気に入られ、またとない

宝のようにそだて、もりたてられてきた。まえには、汪屋号の国民党の旗は左のすみに黄

色の標識をつけて区別されていたが、いまは、目ざわりにならないように、あっさりこの

区別もなくして、すっかりおなじにあらためられている。なんと気に入られていることだ

ろう。 



 被占領区ばかりでなく、大後方にも、汪屋号の国民党が軒をつらぬている。なかには秘

密のものがあって、それは敵の第五列である。また公然たるものもあって、それは国民党

の飯を食い、特務で飯を食って、すこしも抗日せず、もっぱら反共をやっている連中であ

る。この連中は、表向きは汪屋号の看板をだしていないが、実際は汪屋号である。この連

中も敵の第五列であるが、自分を偽装し、人の目をくらますために、前者とは形のうえで

すこしばかり区別をつけているにすぎない。 

 これで問題はまったくはっきりした。諸君が張篠非に電文を書くことを指示したとき、

共産党の「解散」を要求するということのほかに、日本党と民族裏切り党も解散すべきだ

という一句をどうしてもつけくわえようとしなかったのは、思想上でも、政策上でも、組

織上でも、諸君とかれらとのあいだにたくさんの共通点があるからであって、そのうち、

もっとも基本的な共通の思想は、ほかでもなく反共と反人民である。 

 もう一つ、国民党の人びとにただしたい。世界でも、中国国内でも、「破産」したのは

マルクス・レーニン主義だけで、ほかはみな結構なしろものなのか。汪精衛の三民主義に

ついては、まえにのべたが、ヒトラー、ムソリーニ、東条英機のファシズムはどうなの

か。張滌非のトロツキズムはどうなのか、また、中国の国内にあるあれこれの屋号の反革

命特務機関の反革命主義はどうなのか。 

 わが親愛なる国民党の諸先生、諸君が張滌非に電文を書くことを指示したとき、どうし

て、こうした疫病《やくびょう》のような、虫けらのような、犬のくそのような、たくさ

んの「主義」なるものについては、添書ひとつ、但書ひとつつけなかったのか。諸君から

みれば、これらの反革命的なものはみな完全無欠な非のうちどころのないものであって、

ただマルクス・レーニン主義だけがすっかり「破産」したものなのか。 

 卒直にいって、われわれは、諸君があの日本党、民族裏切り党と結託していると疑って

いる。それはあんなにかれらと呼吸があい、いうこと、なすことが、あんなに敵や民族裏

切り者どもとそっくりで、どこにもちがいがなく、まったく区別がつかないからである。

敵や民族裏切り者が新四軍を解散させようとすると、諸君もさっそく新四軍を解散させ

る。敵や民族裏切り者が共産党を解散させようとすると、諸君も共産党を解散させようと

する。敵や民族裏切り者が辺区を解消させようとすると、諸君も辺区を解消させようとす

る。敵や民族裏切り者が諸君の黄河防備をのぞまないと、諸君もさっそく黄河の防備をす

てる。敵や民族裏切り者が辺区を攻撃すると（この六年らい、綏徳《スイトー》、米脂

《ミーチー》、葭《チァ》県、呉堡《ウーパオ》、清澗《チンチェン》の線の対岸にある敵

軍は、八路軍の黄河防備陣地をたえまなく砲撃してきた）、諸君も辺区を攻撃しようとす

る。敵や民族裏切り者が反共をやると、諸君も反共をやる。敵や民族裏切り者が共産主義

や自由主義をはげしくののしると、諸君も共産主義や自由主義をはげしくののしる〔1〕。

敵や民族裏切り者が共産党員をつかまえ、新聞紙上に転向声明を発表するよう強要する

と、諸君もまた共産党員をつかまえ、新聞紙上に転向声明を発表するよう強要する。敵や

民族裏切り者が反革命の特務分子をこっそり共産党、八路軍、新四軍のなかにもぐりこま

せて破壊活動をやらせると、諸君も反革命の特務分子をこっそり共産党、八路軍、新四軍

のなかにもぐりこませて破壊活動をやらせる。どうして、これほどまでにそっくりで、ど

こにもちがいがなく、まったく区別がつかないのだろうか。諸君のこうした多くの言論や

行動が、敵や民族裏切り者のこれらすべての言論や行動とそっくりで、どこにもちがいが

なく、まったく区別がつかないからには、どうして、諸君が敵や民族裏切り者と結託して

いるのではないか、ある種の黙約を結んでいるのではないかと疑わないでいられようか。 

 われわれは、正式に中国国民党中央執行委員会に抗議する。黄河防備の大軍を撤退させ

て、辺区を攻撃し内戦をひきおこす準備をすることは、極度にあやまった行為であり、ゆ

るすことのできないものである。中央通信社は、七月六日、団結を破壊し共産党を侮辱す

るニュースを報道したが、これは極度にあやまった言論であり、やはりゆるすことのでき

ないものである。この二つのあやまりは凶悪きわまりない犯罪の性質をもつもので、敵や



民族裏切り者のそれとまったく区別がつかない。諸君はこれらのあやまりを是正しなけれ

ばならない。 

 われわれは中国国民党総裁蒋介石《チァンチェシー》先生に、胡宗南の軍隊がひきかえ

して黄河の防備につくように命令すること、中央通信社をとりしまり、また民族裏切り者

張滌非を処罰することを正式に要求する。 

 われわれは、黄河の防備をはなれて辺区を攻撃することをのぞまず共産党の解散を要求

することをのぞまないほんとうに愛国的なすべての国民党の人びとに、つぎのようによび

かける。どうかこの内戦の危機をくいとめる行動に立ちあがってもらいたい。われわれ

は、共同して民族を滅亡から救うため、諸君と最後まで協力することをのぞんでいる。 

 われわれは、これらの要求はまったく正当なものと考える。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 毛沢東同志が、ここでさしているのは、蒋介石の発表した『中国の運命』のこと

である。この本のなかで、蒋介石は公然と共産主義反対と自由主義反対の身勝手きわまる

主張をかかげている。 

〔 ##訳注## 〕 

① 「カマキリはセミをとろうとするが、うしろにはスズメがいる」ということばは、西

漢の文学者劉向の書いた『説苑』-「正諫」にみられる。それにはつぎのように書かれて

いる。「庭園のなかに木があって、そこにセミかいた。セミは高いところにいて悲しそう

に鳴き、露をすすっていたが、カマキリがそのうしろにいるのを知らなかった。カマキリ

は体をまげ、こっそり近づいてセミをとろうとしていたが、スズメがそのうしろにいるの

を知ちなかった。スズメは首をのばしてカマキリをつつこうとしていたが、その下にはじ

き弓の玉があるのを知らなかった。」のちに「カマキリはセミをとろうとするが、うしろ

にはスズメがいる」ということばを、目先の利益にとらわれて後のわざわいを念頭におか

ないことのたとえとした。 

② 本選集第二巻の『国民党にたいする十項目の要求』訳注③を参照。 

 

 

 

根拠地での小作料引き下げ運動、生産運動および擁政愛民運動をくりひろげよう 

 

          （一九四三年十月一日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が中国共産党中央のために書いた党内指示である。 

 

 

 （一）秋の収穫期になったので、各根拠地の指導機関は、党と政府の各級機関に小作料

引き下げ政策の実施状況を点検するよう要求しなければならない。まだ小作料の引き下げ

をしんけんに実施していないところでは、ことしは一律に小作料を引き下げなければなら

ない。引き下げていても不徹底なところでは、ことしは徹底的に小作料を引き下げなけれ

ばならない。党委員会は、ただちに中央の土地政策と地元の実情にもとづいて指示をだす

とともに、いくつかの村をみずから点検し、模範的な例を見つけだして、他の地方の活動

を推進すべきである。また、新聞紙上に、小作料引き下げにかんする社説や、小作料引き

下げの模範的な経験についての報道をのせるべきである。小作料引き下げは農民の大衆闘

争であり、党の指示と政府の法令は、この大衆闘争を指導し、援助するものであって、大



衆におめぐみをほどこすものではない。すべて大衆の積極性を発揮させないおめぐみの小

作料引き下げは、正しいものではなく、その成果は強固なものにはならない。小作料引き

下げ闘争のなかで、農民団体を結成するか、またはそれを改造すべきである。政府は、小

作料引き下げの法令を実施し、地主と小作人の利益を調整する立場にたつべきである。根

拠地がすでに縮小している現在、わが党が根拠地のなかで、注意ぶかく、しんけんに、徹

底的に大衆をたたかいとり、大衆と生死存亡をともにするという任務は、過去の六年間に

くらべて、いっそうさしせまった意義をもっている。ことしの秋に、小作料引き下げ政策

の実施の程度を点検し、徹底的な小作料引き下げを実行できれば、農民大衆の積極性を発

揮させて、来年の対敵闘争を強化し、来年の生産運動を推進することができる。 

 （二）敵の後方にある各根拠地の大多数の幹部は、党・政府機関の要員、軍人、人民大

衆（公私、軍民、老若男女、すべて例外なしに）が大規模な生産をおこなうよう推進する

ことにまだ習熟していない。党委員会、政府および軍隊は、ことしの秋と冬のあいだに準

備を整えて、来年には全根拠地内で、自分で労働して困難を克服する（陝西《シァンシ

ー》・甘粛《カンスー》・寧夏《ニンシァ》辺区以外は、当分衣食の充足というスローガン

はかかげない）大規模な生産運動をおこなえるようにしなければならない。この生産運動

は、公営私営の農業、工業、手工業、運輸業、牧畜業、商業などをふくむもので、農業を

主体とする。戸別計画と労働互助（陝西省北部では変工隊〔1〕といわれているが、かつ

ての江西《チァンシー》省赤色地域では耕田隊または労働互助社とよばれていた①）を実

行し、労働英雄を表彰し、生産競争を実施し、大衆に奉仕する協同組合を発展させる。県

や区の党と政府の要員は、財政経済問題では、まず九〇パーセントの精力をそそいで農民

の生産増大を援助し、そのうえで一〇パーセントの精力をさいて農民から税を徴収するよ

うにすべきである。前者に大きな努力をはらえば、後者はたやすくたっせられる。すべて

の機関、学校、部隊は、戦争をしている条件のもとで、野菜づくり、豚飼い、たきぎ取

り、炭焼き、手工業の発展および一部の食糧の自給にはげむべきである。大小それぞれの

部門で一律に集団生産の発展をはかるほか、同時に、すべての人（軍隊をのぞく）が仕事

の余暇に農業や手工業のいくらかの個人生産をおこなうことを奨励し（商売は禁ずる）、

その収入は個人の所得にする。各地では、七日から十日の期間で、野菜づくりの講習会、

豚飼いの講習会、食事改善のための炊事員講習会をひらくべきである。党、政府、軍隊の

機関ではすべて、節約を励行し、浪費に反対し、汚職を禁止する。党、政府、軍隊の各級

機関および学校の指導者はすべて、大衆の生産を指導する全面的な能力を身につけなけれ

ばならない。生産の研究に力をそそがないものは、よい指導者とはいえない。軍人であろ

うと民間人であろうと、生産に心をそそがない食いしんぼうのなまけ者はすべて、よい軍

人、よい公民とはいえない。生産からはなれていない農村党員はすべて、生産を発展させ

ることを自分が大衆の模範になる条件の一つとすべきである。生産運動のなかで、経済の

発展には力をそそがず、ただ一面的に、支出の面だけでそろばんをはじく保守的な財政一

点ばりの観点は、あやまりである。大衆的な生産運動をくりひろげるよう党、政府、軍隊

内の大衆と人民大衆の広範な労働力を組織することには力をそそがず、ただ一面的に、少

数の政府要員を穀物の徴収、税金の徴収、金銭の工面、食料の調達に奔走させることにだ

け心をそそぐ観点は、あやまりである。大衆の生産発展を全力をあげて援助せず、ただ、

大衆から穀物、税金を取りたてるだけの観点（国民党の観点）は、あやまりである。大衆

的な生産運動を全面的におこすことには心をそそがず、ただ、一面的に少数の経済機関に

よって少数の人びとを生産に組織することにだけ心をそそぐ観点は、あやまりである。共

産党員にとって、家庭の生活をまかない（農村の党員）、自分の生活を改善して（機関、

学校の党員）、革命事業に有利となるよう家庭の生産や仕事の余暇の個人生産に従事する

のは、不名誉であり不道徳であるとする観点は、あやまりである。根拠地をもっていると

いう条件のもとにありながら、生産の発展を提唱せず、また生産の発展を前提として物質

生活の改善のためにたたかうことを提唱せず、ただ一面的に、刻苦奮闘だけを提唱する観



点は、あやまりである。協同組合を大衆に奉仕する経済団体とみなさず、これを少数の要

員が金もうけをするためのものとみなしたり、政府の経営する商店とみなしたりするよう

な観点は、あやまりである。陝西・甘粛・寧夏辺区の一部の農業労働英雄の模範的な労働

方法（労働互助をおこない、犂《すき》おこし、中耕除草、施肥を多くすること）を各地

におしひろめず、一部の根拠地にはそうした方法がひろめられないという観点は、あやま

りである。生産運動のなかで、指導者が責任をもち、みずから陣頭にたつこと、指導的骨

幹と広範な大衆とを結合すること、一般的よびかけと個別的指導とを結合すること、調査

研究をすること、事の緩急、軽重を区別すること、老若男女をとわず、ならず者も一律に

生産に参加させること、幹部を養成し、大衆を教育すること、これらのことをせず、た

だ、生産の任務を建設庁長、供給部長、総務処長におしつける観点は、あやまりである。

いまの条件のもとでは、生産発展の鍵《かぎ》は労働力を組織することである。それぞれ

の根拠地で、数万人にのぼる党、政府、軍隊の労働力と数十万人にのぼる人民の労働力を

組織して（戸別計画、変工隊、輸送隊、互助社、協同組合などの形態をとり、自由意志と

等価交換の原則にしたがって、一人まえの労働力と半人まえの労働力を組織して）生産に

従事させることは、現在のような戦争のもとでも可能なことであり、ぜひとも必要なこと

である。共産党員は、労働力を組織するすべての方針と方法を学びとらなければならな

い。ことし、全部の根拠地で一律に徹底的に小作料を引き下げることは、来年の大規模な

生産発展の刺激となるであろう。そして来年、党、政府、軍隊、人民をとわず、老若男女

すべてが一律に偉大な生産運動をおこなって、食糧や日用品をふやし、災害不作とたたか

う準備をすることは、抗日根拠地をひきつづき堅持する物質的基礎となるであろう。そう

しなければ、きわめて大きな困難にぶつかるであろう。 

 （三）来年の対敵闘争と生産運動を有利にくりひろげるため、党、政府、軍隊が人民と

一つにとけあうよう、各根拠地の党委員会と軍隊、政府の指導機関は、来年の旧暦正月

に、どこでも例外なく、擁政愛民と擁軍優抗〔2〕の大規模な大衆運動をおこなう準備を

すべきである。軍隊の側は、擁政愛民の申し合わせをあらためて発表し、自分たちで反省

会をひらき、住民をあつめて交歓会（地元の党、政府が参加する）をひらき、大衆の利益

をそこなったことがあれば、弁償し、おわびをする。大衆の側は、地元の党、政府および

大衆団体の指導のもとに、擁軍優抗の申し合わせをあらためて発表し、熱烈な軍隊慰問運

動をおこなう。擁政愛民、擁軍優抗の運動のなかで、軍隊側と党、政府側はそれぞれ一九

四三年の欠陥とあやまりを徹底的に点検し、一九四四年には断固としてそれをあらため

る。今後は、毎年正月に一回ずつ、これをいたるところでおこない、擁政愛民の申し合わ

せと擁軍優抗の申し合わせをくりかえし読みあげ、党、政府、人民にたいする軍隊の横暴

なふるまいや軍隊にたいする党、政府、人民の関心の欠如など、各根拠地で発生した欠陥

とあやまりについて、くりかえし、公開の大衆的な自己批判（各方面とも自分を批判する

だけで、相手方を批判しない）をおこない、徹底的にそれをあらためなければならない。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 本巻の『組織せよ』注〔4〕にみられる。 

〔2〕 「擁政愛民」とは、根拠地の軍隊のかかげた「政府を擁護し、人民を愛護しよ

う」というスローガンを略したものである。「擁軍優抗」とは、根拠地の党や政府機関、

大衆団体の要員および人民大衆のかかげた「軍隊を擁護し、抗日軍人家族を優遇しよう」

というスローガンを略したものである。 

〔 ##訳注## 〕 

① 本選集第一巻の『われわれの経済政策』注〔2〕を参照。 

 

 



 

国民党中央執行委員会第十一回全体会議と第三期国民参政会①第二回会議を評す 

 

          （一九四三年十月五日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が延安の『解放日報』にかわって書いた社説である。 

 

 

 九月六日から十三日まで、国民党は中央執行委員会第十一回全体会議をひらき、九月十

八日から二十七日まで、国民党政府は第三期国民参政会第二回会議をひらいた。二つの会

議のすべての資料が手もとにそろったので、総括的な論評をくわえることができる。 

 国際情勢はすでに一大変化の前夜にあり、いま、どちらの側もこの変化を感じとってい

る。ヨーロッパの枢軸国がこの変化を感じとり、ヒトラーは最後のあがきの政策をとって

いる。この変化は主としてソ連がもたらしたものである。ソ連はいまこの変化を利用しつ

つある。すなわち赤軍は、すでに破竹の勢いでドニエプル川まで進出しており、もう一度

冬季攻勢にでれば、新しい国境までは進出できないにしても、ふるい国境まで進出するこ

とはできるだろう。イギリス・アメリカもまたこの変化を利用しつつある。すなわちルー

ズベルト、チャーチルは、ヒトラーのまさに倒れようとする時をねらってフランスに打っ

てでようとしている。要するに、ドイツ・ファシストの戦争機構はまもなく瓦解するだろ

うし、ヨーロッパにおける反ファシズム戦争の問題はすでに全面的解決の前夜にあり、そ

してファシズムを消滅する主力軍はソ連なのである。世界の反ファシズム戦争の問題の鍵

はヨーロッパにあるから、ヨーロッパ問題が解決すれば世界におけるファシズムと反ファ

シズムの二大陣営の運命も決定される。日本帝国主義者は、すでに袋小路に追いこまれた

ことを感じとっており、全力を集中して最後のあがきを準備するという政策をとるほかな

くなっている。かれらは中国において、共産党にたいしては「掃討」をおこない、国民党

にたいしては投降への誘いをかけているのである。 

 国民党もまたこの変化を感じとっている。かれらは、この情勢をまえにして、喜んでも

いるし、恐れてもいる。喜んでいるのは、ヨーロッパのほうが解決すれば、イギリス、ア

メリカは手があいて自分らのために日本をたたいてくれるし、自分は骨をおらずに南京

《ナンチン》にもどれるとおもっているからである。恐れているのは、三つのファシスト

国家がいっしょに崩壊すれば、世界は人類史上かつてなかった偉大な解放の時代にはい

り、国民党の買弁的、封建的、ファッショ的専制政治が、世界の自由と民主主義の洋々た

る大海のなかの小さな一孤島になるからである。かれらは自分たちの「一つの党、一つの

主義、一人の指導者」というファシズムに覆没《ふくばつ》の災いがふりかかるのをおそ

れているのである。 

 もともと、国民党の腹はこうであった。つまり、ソ連には独力でヒトラーに体あたりさ

せるとともに、日本侵略者を挑発《ちょうはつ》してソ連を攻撃させ、この社会主義国家

がつぶれるか、めちゃめちゃになるようにしむける、一方、イギリス、アメリカには、ヨ

ーロッパで第二、第三戦線とやらを設けずに、全兵力を東方に移し、まず日本をうち倒

し、さらに、中国共産党を消滅するようにしむけ、そしてほかのことはあとの話にする、

ということであった。国民党は、はじめは「まずアジア、それからヨーロッパ」を、のち

には「ヨーロッパ、アジア均等」をさわぎたてたが、それはこのようなやましい目的があ

ったからである。ことし八月のケベック会議の終わりごろに、ルーズベルトとチャーチル

が国民党政府の外交部長宋子文《ソンツーウェン》をよびつけて、二言、三言いうと、国

民党はまたしても、「ルーズベルトとチャーチルの目は東方に移った。まずヨーロッパ、

それからアジアという計画は変わった」とか、「ケベック会議はイギリス、アメリカ、中



国の三大国会議であった」といったことをさわぎたて、ひとしきり自画自賛して喜んだ。

しかし、これが国民党の喜びおさめであった。このとき以後、かれらの気分にはいくらか

変化がおき、「まずアジア、それからヨーロッパ」とか、「ヨーロッパ、アジア均等」とか

は歴史博物館入りとなり、かれらはどうやらべつの腹をきめようとしているようである。

国民党の十一中全会と国民党のあやつる今回の参政会が、このべつの腹づもりの起点であ

るらしい。 

 国民党十一中全会は、共産党を「抗戦を破壊し、国家を危うくする」ものと中傷すると

同時に、また「政治的に解決する」、「憲政を実施するつもりである」と公言した。第三期

国民参政会第二回会議は、大多数をしめている国民党員に牛耳られて、十一中全会とほぼ

同様の対共産党決議を採択した。十一中全会は、そのほかに、蒋介石《チャンチェシー》

を国民党政府の主席として「選挙」し、専制機構を強化した。 

 十一中全会ののち、国民党はどのような腹づもりをしているだろうか。それはつぎの三

つにほかならない。（一）日本帝国主義に投降すること、（二）いままでどおり、ずるずる

ひきのばすこと、（三）政治方針をきりかえること。 

 国民党内の敗北主義者と投降主義者は、日本帝国主義の「共産党はたたき、国民党はだ

きこむ」という要求にあわせて、これまでずっと投降を主張してきた。かれらはたえず反

共的内戦を画策してきたが、いったん内戦がおこれば、おのずと抗日ができなくなり、投

降の道をあゆむほかなくなるのである。国民党は西北地方に四十万から五十万の大軍を集

結したが、いまもなお他の戦場からひそかに軍隊を西北地方に集結しつつある。将軍たち

はたいした度胸で、「延安を攻めおとすのは問題にならない問題だ」といっているそうで

ある。これは、かれらが国民党十一中全会で、いわゆる共産党問題は「政治問題であり、

政治的方法によって解決すべきである」という蒋介石氏の演説をきき、十一中全会が蒋介

石のいったのとだいたいおなじことを決議したのちに、口にしていることばである。昨年

の国民党十中全会もこれとおなじ決議をしたが、その墨もかわかぬうちに、もう将軍たち

は命令をうけて辺区消滅の軍事計画を作成し、ことしの六、七月の二ヵ月間軍隊をうごか

して、辺区にたいする電撃作戦をおこなおうとした。この陰謀が一時たなあげされたの

は、ただ内外の世論の反対があったからにすぎない。現在、十一中全会決議の墨が白紙の

うえにぬりたくられたばかりなのに、またもや、将軍たちの豪語と兵力の移動にお目にか

かることになった。「延安を改めおとすのは問題にならない問題だ」、これはなにを意味す

るか。つまり日本帝国主義への投降を決定したということである。「延安を攻める」こと

に賛成する国民党員のすべてが、意識的に投降の腹をきめている投降主義者だとはかぎら

ない。かれらのなかには、われわれは一方では反共するが、他方ではやはり抗日するの

だ、と考えている者もいるかもしれない。黄埔《ホヮンプー》系の軍人〔1〕の多くはお

そらくそう考えているだろう。だが、われわれ共産党は、そういう先生方にいくつかの問

題をだしたい。諸君はもう十年の内戦の経験を忘れたのか。いったん内戦がおこれば、腹

をきめている投降主義者どもが、諸君にこれ以上抗日することを許すだろうか。日本人と

汪精衛《ワンチンウェイ》が、諸君にこれ以上抗日することを許すだろうか。諸君自身

は、対内対外の両面作戦をやれる腕前を、いったいどれだけもっているのか。諸君は現在

三百万の兵力があると称しているが、実際にはすでに、士気が阻喪《そそう》しきってお

り、ぶつかるとすぐこわれてしまう卵の山にたとえられてもいる。中条山《チョンティァ

オシャン》戦役といい、太行山《タイハンシャン》戦役といい、浙［章＋”ふゆがまえ”

の下に”貢”］《チョーカン》戦役といい、湖北《フーペイ》省西部戦役といい、大別山

《ターピエシャン》戦役といい②、一つとしてそうでないものはなかった。その理由は、

諸君が「反共に積極的」、「抗日に消極的」だという二つの命取りの政策を実行してきたこ

とにある。民族の敵が国土ふかく侵入してきているとき、反共に積極的になり、抗日に消

極的になればなるほど、諸君の士気はますます阻喪する。諸君は外敵にたいしてさえそう

なのに、共産党にたいし、人民にたいしては急にすごみをきかせられるだろうか。きかせ



れれはしない。諸君がひとたび内戦をはじめれば、内戦に没頭するほかなく、「他方では

抗戦」などはかならず雲散霧消するだろう。その結果は、かならず日本帝国主義者と無条

件降伏の条約を結ぶことになり、ただ一つ「降」という方針をとるほかないだろう。国民

党内の、ほんとうに投降することをのぞまない人びとも、もし積極的に内戦をひきおこす

か、それに参加すれば、みな不可避的に投降主義者に変わってしまうのである。もし、投

降派の策動をまにうけ、国民党十一中全会の決議と参政会の決議を世論の動員と反共内戦

準備のための道具にするならば、かならずそこまでおちこんでしまう。たとえ、自分では

もともと投降をのぞんでいないとしても、投降派の策動をまにうけ、措置をあやまるなら

ば、その結果は、投降派にしたがって投降するほかないだろう。これが十一中全会後の国

民党の第一の可能な方向であり、その危険性はきわめて大きい。投降派からみれば、「政

治的に解決する」、「憲政を実施するつもりである」というのは、まさに内戦準備、つまり

投降準備の最良の目つぶし法である。すべての共産党員、愛国的な国民党員、抗日諸政

党、およびあらゆる抗日同胞は、目をみひらいて、このきわめて重大な時局を注視すべき

であり、投降派の目つぶし法によって頭を混乱させられてはならない。まさに国民党十一

中全会ののちに内戦の危機が空前につのっているのだ、ということを知らなければならな

い。 

 国民党十一中全会と参政会の決議は、もう一つの方向、すなわち「一時ひきのばして、

将来戦う」という方向に発展することもありうる。この方向は投降派の方向と多少のちが

いがある。これは、表面的には抗日の局面を維持しながらも、反共と専制をぜったいに放

棄しようとしない人たちの方向である。これらの人たちがそうした方向をとる可能性があ

るのは、かれらが、国際的大変化は不可避であること、日本帝国主義はかならず敗北する

こと、内戦はすなわち投降であること、国内の人心は抗日を支持し内戦に反対しているこ

と、国民党は大衆からはなれ、人心をうしない、これまでにない孤立した地位におかれる

という重大な危機にみまわれていること、アメリカ、イギリス、ソ連は一致して中国政府

の内戦発動に反対していることなどを見てとっているからである。そのため、やむなく内

戦の陰謀をおくらせ、「政治的に解決する」、「憲政を実施するつもりである」といった空

談義をひきのばしの道具にしているのである。これらの人たちはかぬてから「だまし」た

り「ひきのばし」たりするのがうまい。これらの人たちは、「延安を攻めおとし」、「共産

党を消滅し」ようということを夢にも忘れない。この点では、かれらは投降派とすこしも

ちがわない。ただちがうのは、かれらが、ひきつづき抗日の看板をかかげ、国民党の国際

的地位をうしなうまいと考え、ときにはまた国際、国内の世論の指摘に気がねしているこ

と、したがって一時ひきのばし、「政治的に解決する」、「憲政を実施するつもりである」

とかをひきのばしのかくれみのにして、将来の有利な条件をまつこともあるという点であ

る。かれらには、真の「政治的に解決し」、「憲政を実施する」誠意はない、すくなくとも

いまのところそのような誠意などぜったいにない。昨年の国民党十中全会の前後、共産党

中央は林彪《リンピァオ》同志を、蒋介石氏と会見させるために重慶《チョンチン》に派

遣した。林彪同志は重慶で十ヵ月もまったが、蒋氏と国民党中央は具体的問題を何一つ話

しあおうとしなかった。ことしの三月、蒋氏は『中国の運命』という本を公《おおやけ》

にして、共産主義反対、自由主義反対を強調し、十年の内戦の責任を共産党におしつけ、

共産党、八路軍、新四軍を「新式軍閥」、「新式割拠」と中傷し、二年以内にかならず共産

党をかたづけることをほのめかした。ことしの六月二十八日、蒋氏は周恩来《チョウエン

ライ》、林彪らの同志が延安に帰るのを許したが、まさにこのとき、かれは、黄河《ホヮ

ンホー》防衛の兵力をうごかして、辺区にむけ前進させよという命令をくだし、コミンテ

ルンの解散を機会に「民衆団体」の名で中国共産党の解散を要求するよう全国各地に指令

した。このような状況のもとでは、われわれ共産党は、国民党および全国の人民に内戦の

阻止をよびかけざるをえないし、抗戦を破壊し国家を危うくする国民党のさまざまな陰謀

の内幕を暴露せざるをえない。われわれの忍耐もすでに限界にたっしていることは、歴史



の事実が証明するところである。武漢《ウーハン》をうしなっていらい、華北、華中では

共産党に反対する大小の戦闘がとだえたことはない。太平洋戦争は勃発してからすでに二

年になるが、国民党も華中、華北で共産党攻撃を二年間つづけており、もとからの国民党

の軍隊のほか、さらに王仲廉《ワンチョンリェン》、李仙洲《リーシェンチョウ》の二つ

の集団軍を江蘇《チァンスー》省、山東《シャントン》省に派遣して、共産党を攻撃させ

ている。太行山の［”广”の中に”龍”］炳勲《パンピンシュィン》集団軍は命令をうけ

てもっぱら反共をおこない、安徽《アンホイ》省、湖北省の国民党軍も命令をうけて反共

をおこなっている。これらすべてについて、われわれはこれまで長いあいだ、その事実さ

え公表しなかった。国民党の大小のあらゆる新聞雑誌は片時も共産党罵倒《ばとう》をや

めたことはなかったが、われわれは長いあいだ、それに一言もことばをかえしていない。

国民党は、英雄的に抗日をおこなった新四軍をなんの理由もなしに解散させ、安徽省南部

にいた新四軍の部隊九千余人を殲滅《せんめつ》し、葉挺《イエティン》をとらえ、項英

《シァンイン》③を殺し、新四軍の幹部数百人を牢獄につないだ。これは人民を裏切り民

族を裏切る極悪非道の罪悪行為であるが、それでも、われわれは国民党にたいして抗議を

おこない善後処理の条件をだしたほかは、これまでどおり国のためにたえしのんだ。陝西

《シャンシー》・甘粛《カンスー》・寧夏《ニンシァ》辺区については、一九三七年の六、

七月、共産党代表周恩来同志が蒋介石氏と廬山《ルーシャン》で会見したとき、蒋氏は、

これを国民政府行政院の直轄行政区域とする命令をだし、そこの官吏を任命するというこ

とを承諾したが、蒋氏は、前言をひるがえして恥じないばかりでなく、四、五十万の軍隊

を派遣して辺区を包囲し、軍事封鎖と経済封鎖をおこない、是が非でも辺区人民と八路軍

の後方留守機関を死地に追いやらなければ気がすまないのである。八路軍にたいする補給

をたち、共産党を「奸党《かんとう》」、新四軍を「叛軍《はんぐん》」、八路軍を「奸軍」

とよんでいるなどの事実は、なおさらよく知られている。要するに、こんなことをしでか

す国民党は、共産党を敵あつかいしているのである。国民党からみれば、共産党は日本帝

国主義者より十倍も百倍もにくいのである。国民党は最大の憎しみを共産党に集中してお

り、日本帝国主義者にたいしては、まだ憎しみがのこっているとしても、ほんのわずかに

すぎない。これは、日本ファシストが国民党と共産党にたいしてそれぞれちがった態度を

とっていることと一致している。日本ファシストは最大の憎しみを中国共産党に集中して

いるが、国民党にたいしては日一日と態度がおだやかになってきており、いまでは「共産

党反対」、「国民党消滅」という二つのスローガンのうち、「共産党反対」だけをのこして

いる。日本および汪精衛のすべての新聞雑誌は、もはや「国民党打倒」や「蒋介石覆滅」

といったスローガンをもちださなくなった。日本は、在華兵力の五八パーセントをもって

共産党にあたっており、国民党の監視には四二パーセントをあてているにすぎない。最近

また、投降への誘いをかけやすくするため、漸江省、湖北省から多くの軍隊を撤退させ、

監視兵力を減らした。日本帝国主義は共産党にたいしては、一言半句も投降への誘いをか

ける勇気はないが、国民党にたいしては、あえてながながと書き、くどくどとのべたて

て、しきりに帰順をすすめている。国民党は、共産党と人民のまえでは、まだひとかどの

すごみをきかせているが、日本のまえでは、みじんもすごむことができなくなった。行動

のうえでとっくに抗戦から観戦に変わっているだけでなく、言論のうえでも日本帝国主義

の投降への誘いかけやさまざまの侮辱にたいし、多少ともするどい反ばくを一つ二つくわ

える勇気さえなくなっている。日本人は、「蒋介石の著わした『中国の運命』がのべてい

る方向にはまちがいはない」といっている。蒋氏やその党員は、このことばにたいしてな

にか反ばくをくわえたことがあるだろうか。なかったし、またそうする勇気もない。日本

帝国主義は、蒋氏と国民党が共産党にはいわゆる「軍令、政令」や「規律」をもちだしな

がら、敵に投降した二十人の国民党中央執行委員、敵に投降した五十八人の国民党の将官

にたいしては、軍令、政令や規律問題をもちだしたがらず、またもちだす勇気もない、と

いうことを見てとっている。これでは、日本帝国主義が国民党を軽べつしないはずはな



い。全国の人民および全世界の友邦は、蒋介石氏と国民党が新四軍を解散させ、八路軍を

攻撃し、辺区を包囲し、それらを「奸党」「奸軍」「新式軍閥」「新式割拠」とそしり、「抗

戦を破壊し」、「国家を危うくする」ものとそしり、たえず、いわゆる「軍令、政令」や

「規律」をもちだしてはいるが、敵に投降した二十人の国民党中央執行委員、敵に投降し

た五十八人の国民党の将官にたいしては、なんらの軍令、政令も執行せず、なんらの規律

上の処分もくわえていない、ということを見てとっている。今回の十一中全会および国民

参政会にしたところで、依然として共産党に対処する決議はあるが、国にそむき敵にくだ

った国民党自身の数多くの中央執行委員や国にそむき敵にくだった大量の将官に対処する

決議は何一つなかった。これでは、全国人民や全世界の友邦が国民党をどう見るだろう

か。十一中全会では、案のじょう、またしても「政治的に解決する」、「憲政を実施するつ

もりである」という話がでたが、それはたいへん結構なことで、われわれはこうした話を

歓迎する。だが、国民党の多年にわたる一貫した政治路線からみれば、それはおびただし

い欺瞞《ぎまん》的な空談義にすぎず、実際は内戦を準備し、反人民の専制政治を永遠に

放棄しまいとする政治目的のために必要な時間をかせぐものであると、われわれは考え

る。 

 時局の発展には、さらに第三の方向がありうるだろうか。ありうる。それは一部の国民

党員、全国人民およびわれわれ共産党員がみな希望しているものである。第三の方向とは

なにか。それは公平に、合理的に、政治的方法によって国共関係の問題を解決し、真に民

主的な自由な憲政を誠意をもって実行し、「一つの党、一つの主義、一人の指導者」とい

うファッショ的専制政治を廃止し、また、真の民意によって選挙された国民大会を抗戦ち

ゅうに招集することである。われわれ共産党員は終始この方針を主張してきた。一部の国

民党員もこの方針には賛成するだろう。蒋介石氏およびその直系の国民党にたいしてさ

え、われわれはこれまで長いあいだずっと、かれらがこの方針を実行するようにのぞんで

きた。しかし、ここ数年の実際状況からみれば、また現在の事実からみれば、蒋氏をはじ

め政権の座にある国民党員の大部分が、こうした方針の実行をのぞんでいることをしめす

ような事実はまったくない。 

 こうした方針を実行するには、国際的、国内的に、多くの条件が必要である。当面の国

際的条件（ヨーロッパのファシストの全面的崩壊の前夜）は中国の抗日に有利であるが、

投降派は、投降するため、このときとばかりいよいよ内戦の策動に熱中しており、日本人

と汪精衛もまた、投降に誘うため、このときとばかりいよいよ内戦の策動に熱中してい

る。汪精衛はこういっている。「もっとも親しい兄弟はなんといっても兄弟であって、重

慶は将来かならずわれわれとおなじ道をすすむだろうが、われわれは、その日が一日も早

くくることをのぞんでいる。」（十月一日、同盟ニュース）これはまたなんと情愛にあふ

れ、確信にみち、熱望しきりなことだろう。だから、当面の時局は、せいぜい一時ひきの

ばされるぐらいのもので、突然悪化する危険はひじょうに大きい。第三の方向に発展する

条件はまだそなわっていない。それをかちとるには、各党各派の愛国者および全国人民が

各方面から努力する必要がある。 

 蒋介石氏は、国民党十一中全会で、つぎのように言明している。「中央は、共産党にた

いして、武装割拠の放棄、従来各地で国軍を襲撃し抗戦を破壊したような行為の停止、と

もに国難にあたるという民国二十六年の宣言の実行、約束のなかであげている四点の履行

を希望するのみで、他のいかなる要求ももっていないことを、はっきり言明すべきであ

る。」 

 蒋氏のいう「国軍を襲撃し抗戦を破壊したような行為」とは、国民党についていうべき

ことであるが、残念なことに、かれは不公平にもまた冷酷にも共産党を中傷している。な

ぜなら、武漢をうしなっていらい、国民党は三回にわたって反共の高まりをおこしたが、

この反共の高まりのなかで三回とも、国民党の軍隊が共産党の軍隊を襲撃したという事実

があったからである。一回目は一九三九年の冬から一九四〇年の春にかけてである。その



とき、国民党軍は陝西・甘粛・寧夏辺区の八路軍が守備していた淳化《チュインホヮ》、

［木＋旬］［”口”の下に”巴”］《シュィンイー》、正寧《チョンニン》、寧《ニン》県、

鎮原《チェンユァン》の五つの県都を襲撃して占拠し、しかも飛行機をつかった。華北で

は朱懐冰《チューホヮイピン》を派遣して大行地域の八路軍を襲撃させた。八路軍として

はただ自衛のために戦っただけである。二回目は一九四一年一月である。まず、同応欽

《ホーインチン》、白崇禧《パイチョンシー》が「十九日の電報」（一九四〇年十月十九

日）で、朱、彭、葉、項に、黄河以南の八路軍、新四軍を一ヵ月の期限をもってすべて黄

河以北に移動させるよう強引に命令してきた。われわれは安徽省南部の部隊を北に移動さ

せることを承諾した。またその他の部隊については事実上移動させようもなかったが、そ

れでもやはり抗戦勝利後に指定の地点に移動させることを承諾した。意外なことには、安

徽省南部の部隊九干余人が、一月五日、命令にしたがって移動をはじめたとき、蒋氏は早

くも「一網打尽」にせよと命令していたのである。はたせるかな、安徽省南部のすべての

国民党軍は、六日から十四日までに、新四軍の同部隊を「一網打尽」にする挙にでた。そ

のうえ、蒋氏は十七日には、新四軍全軍を解散させ、葉挺を裁判にかけるという命令をだ

した。このとき以後、華中、華北の抗日根拠地で、国民党軍のいるところではどこでも、

その襲撃をうけない八路軍、新四軍はなかった。八路軍、新四軍としてはただ自衛したに

すぎない。三回目はことしの三月から現在までである。国民党軍が華中、華北でひきつづ

き八路軍、新四軍を襲撃している一方、蒋氏はさらに、『中国の運命』という反共、反人

民の本を公にし、大量の黄河防備部隊をうごかして辺区にたいする電撃作戦を準備し、ま

た全国各地のいわゆる「民衆団体」を動員して共産党の解散を要求させた。また、国民参

政会の大多数をしめる国民党員を動員して、八路軍を中傷する何応歓の軍事報告をうけい

れさせ、反共決議を採択させ、団結抗日をあらわすべき国民参政会を、反共世論を製造し

国内戦争を準備するための国民党の御用機関に変えてしまい、ついに、共産党の参政員菫

必武《トンピンウー》同志が、抗議のため退席を声明せざるをえないような事態までまね

くにいたった。以上三回の反共の高まりは、すべて国民党が計画的に準備してがこしたも

のである。これが「抗戦を破壊したような行為」でなくてなんであろうか。 

 中国共産党中央は民国二十六年（一九三七年）九月二十二日、ともに国難にあたるとい

う宣言を発表した。その宣言はつぎのようにのべている。「敵の陰謀の口実をなくすため

に、善意ではあるが疑問をいだいているすべての人びとの誤解をとくために、中国共産党

中央委員会は民族解放事業にたいする自己の赤誠を披瀝《ひれき》する必要がある。この

ために、中国共産党中央は、ふたたび、厳粛に、全国につぎのことを宣言する。一、孫中

山《スンチョンシャン》先生の三民主義は中国がこんにち必要とするものであり、わが党

はその徹底的実現のために奮闘する。二、国民党政権をくつがえすすべての暴動政策、お

よび暴力をもって地主の土地を没収する政策を停止する。三、現在の赤色政府を特別区民

主政府に改組して、全国的な政権の統一をはかる。四、赤軍は名称および部隊番号をあら

ためて、国民革命車に改編され、国民政府軍事委員会の統轄をうけ、またその命令をまっ

て出動し、抗日前線における責務をはたす。」 

 この四ヵ条の約束を、われわれは完全に実行してきたのである。蒋介石氏にせよ、どの

国民党員にせよ、われわれが実行しなかった箇条を一つとしてあげることはできない。第

一に、陝西・甘粛・寧夏辺区および敵後方の各抗日根拠地内で共産党が実施しているすべ

ての政策は、孫中山の三民主義の政策に合致しており、どの政策にしても孫中山の三民主

義にそむいたものは絶対にない。第二に、国民党が民族の敵に投降せず、国共合作を決裂

させず、反共の内戦をおこさないという条件のもとでは、われわれは暴力政策をもって国

民党政権を打倒したり、地主の土地を没収したりしないという約束を終始まもっている。

過去もそうしたし、現在もそうしているし、将来もまたそうする用意がある。つまり、国

民党が敵に投降し、合作を決裂させ、内戦を遂行するという条件のもとでのみ、われわれ

はどうにも自己の約束を実行しつづけることができなくなり、したがって、また、こうし



た条件のもとでのみ、われわれは自己の約束を実行しつづける可能性をうしなうのであ

る。第三に、もとの赤色政権は、はやくも抗戦の最初の年に改組されているし、「三三

制」の民主政治もはやくから実現されている。ただ、国民党が、いまになっても陝西・甘

粛・寧夏辺区を承認するというかれらの約束を実行せず、そのうえ、われわれを「封建割

拠」とののしっているにすぎない。蒋介石氏および国民党員は、陝西・甘粛・寧夏辺区お

よび各抗日根拠地が国民党政府から承認されないこのような状態、つまり諸君のいう「割

拠」なるものは、われわれののぞむところではなく、まったく諸君にしいられたものだ、

ということを知らなければならない。諸君は前言をひるがえして恥じず、もともと承認を

約束していたこの地域を承認せず、この民主政治を承認しないで、逆に、われわれを「割

拠」とののしっている。 これはいったいどういうわけなのか。われわれは毎日のように

諸君の承認をもとめているのに、諸君はいっこうに承認しない。その責任はいったいだれ

が負うべきなのか。蒋介石氏は国民党総裁、国民党政府の責任者という身分にありなが

ら、『中国の運命』という本のなかでも、みだりに「割拠」とののしり、自分では少しも

責任を負わない。そこにはどういう道理があるのか。こんど、蒋氏がまたも十一中全会で

われわれに約束の実行を要求したのを機会に、われわれは、蒋氏にたいし、法的手続をと

って、はやくから民権主義を実現している陝西・甘粛・寧夏辺区を承認し、敵後方の各抗

日民主根拠地を承認するという約束の実行を要求する。諸君が依然として不承認主義をつ

づけるなら、諸君がひきつづきわれわれを「割拠」させることになり、その責任はこれま

でどおり、まったく諸君にあってわれわれにはない。第四に、「赤軍は名称および部隊番

号」を早くからあらため、早くから「国民革命軍に改編され」、早くから「国民政府軍事

委員会の統轄下におかれ」ており、この約束は早くから実行されている。ただ国民革命軍

新編第四軍だけは、現在、共産党中央の直接の統轄下にあって、国民政府軍事委員会の統

轄下にはない。それは、国民政府軍事委員会が、一九四一年一月十七日、抗戦を破壊し国

家を危うくする反革命命令をだして、この部隊を「叛軍」とよび「解散」させ、毎日国民

党軍に襲撃させているからである。しかし、この部隊は、華中で終始抗日しているだけで

なく、四ヵ条の約束のうち第一条から第三条までの約束を終始実行しており、しかも、ふ

たたび「国民政府軍事委員会の統轄」をうけることを希望している。われわれは、第四条

の約束実行の可能性がえられるよう、蒋氏に解散命令のとり消し、部隊番号の復活を要求

する。 

 国民党十一中全会の共産党問題にかんする文書は、上述の諸点以外に、さらに、「本会

議は、戦争終了後一ヵ年以内に国民大会を招集し、憲法を制定発布することを決議したの

で、その他の問題はことごとく国民大会に提出して討議し解決してさしつかえない」との

べている。いわゆる「その他の問題」とは、国民党の軍制政治の廃止、ファッショ的特務

機関の廃止、全国的範囲での民主政治の実行、民生をさまたげる経済統制と苛酷《かこ

く》で雑多な税金の廃止、全国的範囲での小作料・利子引き下げの土地政策の実行、中小

工業への援助と労働者の生活改善のための経済政策の実行などである。民国二十六年九月

二十二日の、ともに国難にあたるというわが党の宣言は、「民権政治を実現し、国民大会

を招集して、憲法を制定し、救国の方針を規定する。中国人民のしあわせな楽しい生活を

実現するには、まず適切に、災害と飢きんにたいする救済をおこない、民生を安定させ、

国防経済を発展させ、人民の苦痛をとりのぞき、人民の生活を改善しなければならない」

とのべている。蒋介石氏は、この宣言の発表された翌日（九月二十三日）に談話を発表し

てこの宣言の全部を承認したのだから、この宣言のなかの四つの約束の実行を共産党に要

求するだけでなく、蒋氏自身および国民党と国民党政府にも上述の各条項の実行を要求す

べきである。蒋氏は、現在国民党総裁であるばかりでなく、国民党政府（この政府の表向

きの名称は「国民政府」である）の主席にもなったのだから、上述の民主と民生の条項な

らびに蒋氏自身がわれわれ共産党および全国人民にあたえた無数の約束のすべてを、まじ

めに実行すべきであり、あいかわらずどんな約束も雲散霧消させ、ひたすら高圧的にふる



まい、いうことなすことが裏腹だというようであってはならない。われわれ共産党と全国

人民は、事実をみたいのであって、人をたぶらかす空談義はもうききたくない。事実があ

れば、われわれは歓迎するが、事実がなくて空談義では、いつまでも人をだますことはで

きないのである。あくまで抗戦をおこなう、投降の危険をくいとめる、合作をつづける、

内戦の危機をくいとめる、辺区および敵後方の各抗日根拠地の民主政治を承認する、新四

軍を復活させる、反共運動をやめる、陝西・甘粛・寧夏辺区を包囲している四、五十万の

軍隊を撤退させる、国民参政会をこれ以上国民党の反共世論製造の御用機関にしない、言

論、集会、結社の自由にたいする制限を解く、国民党の一党独裁を廃止する、小作料、利

子を引き下げる、労働者の待遇を改善する、中小工業に援助をあたえる、特務機関を廃止

する、特礎教育を廃止する、民主教育を実行する、これが蒋氏と国民党にたいするわれわ

れの要求である。このなかの大部分は、まさに諸君自身が約束したものである。諸君がこ

れらの要求と約束を実行するなら、われわれは、諸君に、われわれ自身の約束をひきつづ

き実行することを保証する。蒋氏と国民党が希望するということを条件として、われわれ

は、いつでも両党の交渉を再開する用意がある。 

 要するに、国民党がとりうる三つの方向のうち、第一の方向、つまり投降と内戦の方向

は、蒋介石氏と国民党にとって死滅の道である。第二の方向、つまり空談義で人をだまし

時間をひきのばしながら、かげではファッショ的専制と内戦の積極的準備を片時も忘れな

い方向も、蒋氏と国民党にとって生きる道ではない。ただ第三の方向、つまりファッショ

的専制と内戦というあやまった道を根本から放棄し、民主主義と合作という正しい道を実

行する方向だけが、蒋氏と国民党の生きる道である。しかし、この方向にすすむことにつ

いては、蒋氏と国民党は、こんにちまでのところ、なんら事実をもってしめしておらず、

人びとを信用させることはできない。したがって、全国の人民は、依然としてきわめて大

きな投降の危険と内戦の危険を警戒しなければならな 

い。 

 すべての愛国的な国民党員は団結して、国民党当局にたいし、第一の方向にすすむのを

許さず、第二の方向をつづけることを許さず、第三の方向にすすむことを要求すべきであ

る。 

 すべての愛国的な抗日政党、抗日人民は団結して、国民党当局にたいし、第一の方向に

すすむのを許さず、第二の方向をつづけることを許さず、第三の方向にすすむことを要求

すべきである。 

 いまだかつてなかった世界の大変化という局面がまもなく到来しようとしている。われ

われは、蒋介石氏と国民党員がこの偉大な時代の転換点に正しく対処することをのぞみ、

すべての愛国的政党および愛国的人民がこの偉大な時代の転換点に正しく対処することを

のぞむものである。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕黄補系の軍人とは、かつて黄浦軍官学校で教官や学生であった国民党の将軍や将校

をさす。黄埔系は国民党軍隊内の蒋介石の直系である。 

〔 ##訳注## 〕 

① 本選集第二巻の『新民主主義の憲政』注〔7〕を参照。 

② この五つの戦役は、いずれも日本侵略車が国民党軍を攻撃した戦役である。中条山戦

役、すなわち山西省南部戦役は、本巻の『極東「ミュンヘンの陰謀を暴露せよ』の注

〔1〕を参照。浙［章＋”ふゆがまえ”の下に”貢”］戦役は、一九四二年の五月から七月

にかけて、杭州＝株州鉄道の沿線地区でおこなわれた。大別山戦役は、一九四二年十二月

から一九四三年一月にかけて、湖北、河南、安徽の三省省境の大別山地区でおこなわれ

た。湖北省西部戦役は、一九四三年の二月から五月にかけて、湖北省西部の武漢から宜昌



のあいだの長江両岸地区でおこなわれた。大行山戦役は、一九四三年の四、五月に、大行

山南部の陵川、林県地区でおこなわれた。これら五つの戦役で、日本軍のもちいた兵力は

二十余万人にすぎなかったが、国民覚のもちいた兵力は約百二十余万人であった。国民党

軍は敵に数倍したにもかかわらず、どの作戦においても、接触するとすぐにくずれさっ

た。不完全な統計によれば、中条山、太行山、湖北省西部の三つの戦役で国民党のうしな

った兵力は二十万人近くにのぼり、浙［章＋”ふゆがまえ”の下に”貢”］戦役でうしな

った県部は四十八であった。 

③ 葉挺は新四軍の軍長で、詳細は、本選集第二巻の『安徽省南部事変について発表した

命令と談話』訳注①を参照。項英は新四軍の副軍長で、詳細は、本題集第二巻の『おもい

きって抗日勢力を発展させ、反共頑迷派の進攻に抵抗せよ』の解題を参照。 

 

 

 

組織せよ 

 

          （一九四三年十一月二十九日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が陝西・甘粛・寧夏辺区の労働英雄招待大会でおこなった演説であ

る。 

 

 

 きょう、共産党中央は、陝西《シャンシー》・甘粛《カンスー》・寧夏《ニンシァ》辺区

の農民大衆と工場、部隊、機関、学校から選ばれた男女の労働英雄、および生産面での模

範活動家を招待しているが、わたしは党中央を代表して少しばかり話したい。わたしが話

そうとおもっていることを一口にいえば、「組織せよ」ということである。辺区の農民大

衆および部隊、機関、学校、工場の大衆は、中国共産党中央西北局が昨年の冬に招集した

高級幹部会議の決議にもとづいて、この一年間生産運動をおこなってきた。この一年間の

生産は、あらゆる面で大きな成果をあげ、大きな進歩をとげ、辺区の面目はこのため一新

した。高級幹部会議の方針が正しかったことは、すでに事実によって完全に立証されてい

る。高級幹部会議の方針の主眼は、大衆を組織すること、あらゆる民衆の力、あらゆる部

隊、機関、学校の力、あらゆる老若男女の一人まえまたは半人まえの労働力を、可能なか

ぎりもれなく動員し、組織して、一大労働部隊をつくりあげることにある。われわれには

戦争をする軍隊もあれば、労働をする軍隊もある。戦争をする軍隊としては、八路軍、新

四軍があるが、この軍隊がまた、一面では戦争、他面では生産という二つの役目を果たす

のである。われわれにこの二つの軍隊があれば、またわれわれの軍隊にこのふたとおりの

能力があるうえ、さらに大衆活動をおこなう能力が加われば、われわれは困難にうちか

ち、日本帝国主義をうちたおすことができる。辺区の昨年までの生産運動はまだ成果がそ

れほど大きくなく、それほどいちじるしくなく、上述の点を完全に立証するには十分でな

かったとすれば、ことしの成果はこの点を完全に立証している。これはみんながその目で

みているとおりである。 

 ことし、辺区の軍隊は、土地のあるところでは、兵士一人あたり十八華畝①の土地を耕

作し、食べるものでは野菜や肉や油、着るものでは綿入れやジャケツ、靴《くつ》や靴

下、住むためには洞窟《どうくつ》や家、会議するためには大小の講堂、日常つかうもの

では机や椅子や腰かけ、紙や筆や墨、たくものではたきぎや木炭や石炭など、ほとんどす

べてを自分でつくり、自分でまかなえるようになった。われわれは、自分で労働するとい

う方法で、衣食の充足という目的をたっしたのである。一人ひとりの兵士は、一年のうち



三ヵ月間生産に従事すればよく、あとの九ヵ月の時間は訓練と戦闘に従事することができ

る。われわれの軍隊は、その給与を国民党政府からも受けず、辺区政府からも、民衆から

も受けずに、完全に軍隊自身でまかなえるようになった。この創造は、われわれの民族解

放事実にとって、どんなに大きな意義をもっていることか。抗日戦争六年半のあいだ、敵

は各抗日根拠地で、焼きつくし、殺しつくし、奪いつくすという「三光」政策を実行して

いるし、陝西・甘粛・寧夏辺区は国民党からいくえにも封鎖され、財政的にも経済的にも

非常に困難な地位におかれているのだから、われわれの軍隊がもし戦うことしかできない

とすれば、問題は解決のしようがない。いまでは、われわれの辺区の軍隊はすでに生産を

習いおぼえており、前線の軍隊も、一部はすでに習いおぼえ、他の部分はいま習いはじめ

ている。勇敢でよく戦うわが八路軍、新四軍の全部隊の一人ひとりが、戦争をすることも

でき、大衆活動をすることもできるばかりでなく、さらに生産もできるようになりさえす

れば、われわれはどんな困難をもおそれることはなくなり、孟子がいったように「天下無

敵」〔1〕となるであろう。われわれの機関、学校も、ことしは大きく前進し、政府からは

経費のごく一部を支給してもらうだけで、大部分を自分たちの生産で解決している。昨年

はまだ野菜を五〇パーセントしか自給できなかったのが、ことしは一〇〇パーセント自給

できるようになり、豚、羊の飼育によって食肉が大幅にふえ、また日用品を生産する作業

場もたくさんつくられた。部隊、機関、学校が物質上の問題を全部あるいは大部分自分で

解決したので、民衆から税金として徴収する分がすくなくなり、民衆にとっては、生産し

たもののうちで自分の需要にあてる分が多くなった。軍隊と民衆はともに生産を発展さ

せ、衣食の充足ができるようになって、みんながよろこんでいる。さらに、われわれの工

場では、生産が発展し、持藤が摘発され、生産の能率も大いにあがった。全辺区にわたっ

て、数多くの農業労働英雄、工業労働英雄、機関、学校の労働英雄がうまれ、軍隊のなか

にも数多くの労働英雄がうまれ、辺区の生産は軌道にのったといえる。これらはすべて大

衆の力を組織した結果である。 

 大衆の力を組織すること、これが一つの方針である。ほかにこれと反対の方針はないだ

ろうか。ある。それは、大衆観点に欠け、大衆にたよらず、大衆を組織せず、農村、部

隊、機関、学校、工場の広範な大衆を組織することに心をそそがないで、ただ財政機関、

供給機関、商業機関の小部分の人を組織することにだけ心をそそぐこと、経済活動を広範

な運動、広範な戦線とみなさないで、ただ財政の不足をおぎなうための臨時的手段とだけ

みなすことである。これがもう一つの方針であり、あやまった方針である。陝西・甘粛・

寧夏辺区には、過去にこのような方針があったが、何年かにわたって正してきたので、と

くに、昨年の高級幹部会議とくとしの大衆運動をへてきたので、いまではもうそのような

あやまった考え方をしている人はあまりいないだろう。華北、華中の各根拠地では、戦争

がはげしくおこなわれていることや指導機関の注意不足もあって、大衆的な生産運動はま

だ広く展開されていない。しかし、党中央の今年十月一日の指示〔2〕が出てからは、各

地方とも、来年の生産運動をおこす準備をしている。前線の条件は、陝西・甘粛・寧夏辺

区よりももっと困難であり、きびしい戦争がおこなわれているばかりでなく、一部の地方

ではきびしい災害にみまわれている。しかし、戦争を支援し、敵の「三光」政策に対処

し、災害の救済をするためには、一方で敵に打撃をくわえ、他方で生産をおこなうよう、

党、政府、軍隊、人民を全部動員しなければならない。前線での生産については、これま

での数年間にすでにいくらか経験をつんでおり、それにことしの冬の思想的準備、組織的

準備および物質的準備が加われば、来年は広範な運動がまきおこされるであろうし、ま

た、広範な運動をまきおこさなければならない。前線は戦争という環境におかれているの

で、まだ「衣食の充足」とまではいかないが、「自分で労働して、困難を克服する」こと

は、完全にできることだし、またぜひそうしなければならない。 

 いま、われわれが経済面で大衆を組織するもっとも重要な形態は協同組合である。われ

われの部隊、機関、学校の大衆的な生産に、協同組合という名まえをむりにつける必要は



ないが、集中的指導のもとで相互援助と共同労働の方法によって、各部門、各組織、各個

人の物質的需要をまかなうこのような大衆的な生産活動は、協同組合の性質をもってい

る。これは一種の協同組合である。 

 農民大衆についていえば、かれらのあいだで何千年らいつづいてきたのは、一家族一世

帯を一つの生産単位とする小私有経済であった。このような分散的な小生産こそ封建支配

の経済的基礎であって、農民を永遠の貧困におとしいれてきたのである。このような状態

を克服する唯一の方法は、しだいに集団化することであり、集団化を達成する唯一の道

は、レーニンがいっているように、協同組合〔3〕の道をへることである。辺区では、わ

れわれはすでに数多くの農民協同組合を組織しているが、それらはいまのところまだ初級

形態の協同組合であって、将来、ソ連式のコルホーズとよばれる協同組合に発展するに

は、なおいくつかの発展段階をへなければならない。われわれの経済は新民主主義的なも

のであり、われわれの協同組合はいまのところまだ小私有経済を基礎として（私有財産を

基礎として）つくられた集団的労働組織である。これにもまたいくつかの型がある。その

一つは「変工隊」「扎工隊」のような農業労働の相互援助組織〔4〕であって、以前、江西

《チァンシー》省赤色区域で労働互助社、または耕田隊〔5〕とよばれ、現在も、前線の

一部の地方で互助社とよばれている。その名称がなんであるかをとわず、一単位の人数が

何人、何十人、何百人であるかをとわず、一人まえの労働力だけからなるものか、半人ま

えの労働力も参加するものであるかをとわず、相互援助が、労力、役畜、用具によるもの

か、農繁期に食事や宿泊まで集団的にするものであるかをとわず、またそれが臨時的なも

のか、永久的なものであるかをとわず、要するに、大衆が自由意志で参加する（けっして

強制してはならない）集団的相互援助組織でさえあれば、それはよいものである。このよ

うな集団的相互援助のやり方は、大衆が自分で発明したものである。まえに、われわれは

江西省で大衆の経験をまとめたが、こんどはまた陝西省北部でこのような経験をまとめ

た。昨年の高級幹部会議の提唱とことし一ヵ年の実践によって、辺区での労働の相互援助

は大いに系統化され、いっそう発展してきた。ことし、辺区では数多くの変工隊が集団的

な耕作、除草、収穫をおこない、収穫高は昨年の二倍にふえた。大衆がこのような大きな

実績をみたので、来年はもっと多くの人びとがこのやり方を実行するにちがいない。われ

われはいまのところ、全辺区の何十万という一人まえおよび半人まえの労働力が、来年一

ヵ年のうちにみな協同組合に組織されるとは期待していないが、ここ何年かのあいだには

その目的をたっすることはできるであろう。婦人大衆も一定量の生産に参加するよう全部

動員しなければならない。のちくら者はすべて生産に参加させ、まじめな人間になれるよ

う改造しなければならない。華北、華中の各抗日根拠地では、大衆の自由意志を基礎とし

て、このような集団的相互援助の生産協同組合をひろく組織すべきである。 

 このような集団的相互援助の農業生産協同組合のほかに、なお三つの形態の協同組合が

ある。それは、延安《イェンアン》南区協同組合のような、生産、消費、輸送（塩の搬

出）、信用の協同化を包括した、総合的な協同組合と、輸送協同組合（塩の輸送隊）およ

び手工業協同組合である。 

 人民大衆のこの四種類の協同組合、および部隊、機関、学校の集団労働の協同組合があ

るので、われわれは大衆の力を一大労働部隊として組織することができる。これは、人民

大衆が解放をかちとるのにかならずへなければならない道であり、貧困から富裕に変わる

ためにかならずへなければならない道であり、また抗戦勝利のためにかならずへなければ

ならない道である。共産党員はだれでも、大衆の労働を組織することを習得しなければな

らない。知識層出身の党員もそれを習得しなければならず、決意さえあれば半年か一年で

習得することができる。かれらは大衆が生産を組織し、大衆が経験をしめくくるのをたす

けることができる。われわれの同志が大衆の労働を組織することを習得し、農民をたすけ

て戸別生産計画をつくり、変工隊、塩の輸送隊、総合的な協同組合を組織すること、軍隊

の生産、機関、学校の生産、工場の生産を組織すること、生産競争を組織し、労働英雄を



表彰し、生産展覧会を組織し、大衆の創造力と積極性を発揮させることを習得するなら、

それに、ほかのさまざまの能力も加わって、われわれはかならず日本帝国主義をおいだす

ことができ、かならず全国の人民と力をあわせて、新しい国家をうちたてることができ

る。 

 われわれ共産党員は、どんな問題においても、大衆と結びつくことができなければなら

ない。もし、わが党員が、一生涯、家のなかにとじこもって外に出ず、風雨にもさらされ

ず、世間を知らないとしたら、そうした党員は中国人民にとっていったいなんの役にたつ

だろうか。なんの役にもたたないし、われわれはそのような人間を党員にしておく必要は

ない。われわれ共産党員は風雨にさらされ、世間を知るべきである。この風雨とは大衆闘

争という大風雨、この世間とは大衆闘争という大世間である。「靴なおしも三人よれば諸

葛孔明の知恵」というのは、つまり大衆には偉大な創造力があるということである。中国

人民のあいだには、じっさいに何千何万という「諸葛孔明」がおり、どの村、どの町に

も、それぞれ「諸葛孔明」がいる。われわれは大衆のなかにはいり、大衆から学び、かれ

らの経験をまとめ、これをよりよい系統だった道理と方策にして、ふたたび大衆に知らせ

る（宣伝する）とともに、大衆がそれを実行して、かれら自身の問題を解決し、解放と幸

福をかちとるようよびかけるべきである。もし、地方活動にあたっているわれわれの同志

が、大衆から浮きあがり、大衆の気持ちを理解せず、大衆が生産を組織し生活を改善する

のを援助できないなら、また、かれらに救国公糧を要求することだけを知っていて、まず

九○パーセントの精力をさいて大衆の「数民私糧」の問題の解決を援助してやれば、あと

は一〇パーセントの精力をさくだけで救国公糧の問題は解決できるということを知らない

なら、それこそ国民党の作風にそまり、官僚主義のほこりにまみれているのである。国民

党は民衆から物をとりたてるだけで、民衆になに一つあたえはしない。わが共産党員もそ

うであるなら、そうした党員の作風は国民党の作風であって、その顔には官僚主義のほこ

りがたまっており、お湯でもつかってきれいに洗いおときなくてはならない。どの抗日根

拠地の地方活動にも、このような官僚主義の作風があり、大衆観点に欠けているために大

衆から浮きあがっている同志が一部いるとおもう。大衆と親密に結びつくには、このよう

な作風を断固として克服しなければならない。 

 このほかに、われわれの軍隊活動には、軍閥主義の作風があるが、これもやはり国民党

の作風である。なぜなら、国民党の軍隊は大衆から遊離しているからである。われわれの

軍隊は、軍隊と人民の関係でも、軍隊と政府の関係でも、軍隊と党の関係でも、将校と兵

士の関係でも、軍事活動と政治工作との関係でも、幹部相互の関係でも、正しい原則をま

もるべきであり、けっして軍閥主義の欠陥におちいってはならない。上官は兵士を愛護す

べきであり、かれらに無関心であってはならないし、体刑をくわえてはならない。軍隊は

人民を愛護すべきであり、人民の利益をそこなってはならない。軍隊は政府を尊重し党を

尊重すべきであり、独自性を主張してたてついてはならない。わが八路軍、新四軍は人民

の軍隊であって、従来もりっぱであったし、現在もりっぱであり、全国の軍隊のなかでも

っともりっぱな軍隊である。ところが、近年らい、たしかに一種の軍閥主義的な欠陥がう

まれており、軍隊活動をしている一部の同志は傲慢《ごうまん》さが身につき、兵士にた

いし、人民にたいし、政府にたいし、党にたいして横柄にふるまい、地方活動をしている

同志をせめるだけで自分をせめようとせず、成績をみるだけで欠点はみようとせず、お世

辞をききたがるだけで批判はききたがらない。たとえば陝西・甘粛・寧夏辺区には、この

ような現象があった。昨年の高級幹部会議と軍政幹部会議をつうじ、またことしの旧正月

の擁政愛民運動と擁軍運動をつうじて、このような傾向は基本的には克服されたものの、

まだいくらかのこっており、ひきつづき克服しなければならない。華北、華中の各根拠地

にもこのような欠陥があり、そこの党および軍隊はこうした欠陥を克服するよう注意しな

ければならない。 



 地方活動における官僚主義の傾向にしても、軍隊活動における軍閥主義の傾向にして

も、その欠陥の性質はおなじで、大衆から浮きあがっていることである。われわれの同志

の圧倒的多数はよい同志である。欠陥のある同志であっても、批判をくわえ、あやまりを

指摘しさえすれば、あらためさせることができる。だが、かならず自己批判をおこない、

あやまった傾向にまともに目をむけ、それをまじめにあらためなければならない。地方活

動において官僚主義の傾向を批判せず、軍隊活動において軍閥主義の傾向を批判しないな

らば、それは国民党の作風をのこしておこうとするものであり、官僚主義のほこりや軍閥

主義のほこりを自分のきれいな顔にのこしておこうとするものであって、よい党員とはい

えない。われわれが地方活動において官僚主義の傾向をすてさり、軍隊活動において軍閥

主義の傾向をすてさるなら、すべての活動は順調にすすむであろう。生産運動ももちろん

そうである。 

 わが辺区での生産は、農民大衆、機関、学校、軍隊、工場のいずれの面をとわず、大き

な成果をあげ、軍隊と人民の関係においても、大きな進歩をとげており、辺区の面目は以

前とは大いにちがってきた。これらすべてのことは、われわれの同志の大衆観点がつよま

り、大衆との結びつきが大きく前進したあらわれである。しかし、われわれは自己満足す

べきではなく、今後ひきつづき自己批判をし、ひきつづき進歩をはからなければならな

い。われわれの生産もひきつづき進歩をはからなければならない。われわれの顔にほこり

がついていれば、毎日顔を洗わなければならないし、ゆかにほこりがあれば、毎日掃除し

なければならない。われわれの地方活動における官僚主義の傾向、軍隊活動における軍閥

主義の傾向は、すでに基本的に克服されたとはいえ、こうした悪い傾向はふたたびうまれ

てくる。われわれは、日本帝国主義と中国の反動勢力にいくえにも包囲され、散漫な小ブ

ルジョア階級に包囲されているので、ひどくよごれた官僚主義のほこりと軍閥主義のほこ

りが毎日われわれの顔にたくさんふりかかってくる。したがって、われわれは、けっして

成果があがるとすぐに自己満足するようなことがあってはならない。清潔をたもち、ほこ

りをとりさるために、毎日顔を洗い、毎日掃除しなければならないのとおなじように、自

己満足をおさえ、つねに自分の欠点を批判すべきである。 

 労働英雄、生産模範の諸君。諸君は人民の指導者であり、諸君の活動は非常に成果をあ

げているが、わたしは諸君も自己満足しないよう希望する。わたしは、諸君が関中、隴

東、三辺、綏徳にかえり、延属②の各県にかえり、機関、学校、部隊、工場にかえってか

ら、人民を指導し、大衆を指導して、いっそうりっぱに活動し、なによりもまず、自由意

志の原則にもとづいて、大衆をより多く、よりよく協同組合に組織するよう希望する。諸

君がかえってから、これを実行し、これを宣伝して、来年ふたたび労働英雄大会がひらか

れるころには、われわれがもっと大きな成果をあげられるよう希望する。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 『孟子』巻三「公孫丑上」から引用。 

〔2〕 本巻の『根拠地での小作料引き下げ運動、生産運動および擁政愛民運動をくりひ

ろげよう』をいう。 

〔3〕 レーニンの『協同組合について』にみられる。 

〔4〕 「変工隊」「扎工隊」はいずれも陝西・甘粛・寧夏辺区の農業生産における集団的

相互援助の労働組織である。「変工」とは労働力を交換することであり、農民相互のあい

だで労働力を調整する方法である。そのなかには、労働力と労働力との交換、畜力と畜力

との交換、労働力と畜力との交換などがある。変工隊に参加する農民は、それぞれ自分の

労働力または畜力をもって、順番に、集団的に、その隊員の土地を耕作してまわり、決算

のときには、一労働日は一労働日で相殺され、人力または畜力を多くだしたものには、す

くなくだした人から手間賃が支払われる。「扎工隊」は一般に土地の不足している農民に



よって組織され、扎工隊に参加している農民は、おたがいに労働力を交換して助けあうほ

か、おもには労働力を必要としている家に集団的にやとわれていく。 

〔5〕 本選集第一巻の『われわれの経済政策』注〔2〕にみられる。 

〔 ##訳注## 〕 

① 華畝の原語は畝で、耕地面積を計算する中国の単位である。十五華畝が一ヘクタール

にあたり、また、一華畝は日本の六・七一畝にあたる。 

② 関中、隴東、三辺、綏徳、延属は、欧西・甘粛・寧夏辺区における五つの分区であ

る。 

 

 

 

学習と時局 

 

          （一九四四年四月十二日） 

 

 

 一九四二年から一九四四年にかけて、中国共産党の中央指導機関と高級幹部が、党の歴

史、とくに一九三一年はじめから一九三四年末までの時期の党の歴史についておこなった

討論は、マルクス・レーニン主義を基礎に党内の思想を統一するうえで大いに役立った。

一九三五年一月、党中央が貴州省の遵義で招集した政治局拡大会議は、一九三一年はじめ

から一九三四年末までのあやまった「左」翼的路線をただし、党の中央指導機関の構成を

あらため、毛沢東同志を先頭とする指導を確立し、党の路線をマルクス・レーニン主義の

正しい軌道にのせたが、党の多くの幹部のあいだでは、過去のあやまった路線の性質につ

いて、まだ徹底した清算がなされていなかった。党中央政治局は、党幹部のマルクス・レ

ーニン主義思想を一段と高めるため、一九四二年から一九四三年にかけて、いくどか党の

歴史についての討論をおこない、その後さらに、一九四三年から一九四四年にかけて、全

党の高級幹部を指導して同様の討論をおこなった。この討論は、一九四五年に招集された

党の第七回全国代表大会のための重要な準備となり、中国共産党はこの大会で、かつてな

い思想的、政治的一致をみるにいたった。『学習と時局』は、毛沢東同志が延安の高級幹

部会議で、この討論についておこなった講演である。 

 

 

     一 

 

 わが党の高級幹部は、昨年の冬から、党の歴史における二つの路線の問題について学習

してきた。こんどの学習によって、広範な高級幹部の政治的水準は大いに高まった。こん

どの学習では、同志諸君から多くの問題がだされたが、党中央政治局はそのうちのいくつ

かの重要な問題について結論をくだした。結論は、つぎのとおりである。 

 （一）歴史的経験の研究には、どのような態度をとるべきかという問題について。党中

央は、党内の歴史上の問題にたいする幹部の見方を思想の面から完全にはっきりさせると

同時に、以前あやまりを芯かした同志に結論をくだすばあい寛大な方針をとらなければな

らないと考える。それは、一方では幹部にわが党の歴史的経験を徹底的に理解させて、二

度とあやまりをおかさせないようにし、また他方ではすべての同志を結集して、ともに活

動できるようにするためである。わが党の歴史には、かつて陳独秀《チェントウシウ》の

あやまった路線①と李立三《リーリーサン》のあやまった路線②に反対する大きな闘争が

あったが、これらの闘争はぜひとも必要なものであった。だが、その方法には欠点があっ

た。すなわち一方では、幹部に当時のあやまりの原因と環境、それらのあやまりをあらた



める詳細な方法を、思想の面から徹底的に理解させなかったため、のちにまたおなじよう

な性質のあやまりをくりかえす可能性を残したこと、他方では、個人の責任にあまり重き

をおきすぎたため、より多くの人を結集してともに活動することができなかったことであ

る。われわれはこの二つの欠点をいましめとしなければならない。こんど、歴史上の問題

を処理するにあたっては、思想の面からもはっきりさせ、また同志も結集するという二つ

の目的をたっするため、一部の個々の同志の責任の面に重きをおくのではなくて、当時の

環境の分析、当時のあやまりの内容、当時のあやまりの社会的根源、歴史的根源および思

想的根源に重きをおき、前のあやまりを後のいましめとし、病をなおして人を救うという

方針を実行すべきである。人を処置する問題では慎重な態度をとるべきで、おざなりにも

しなければ、同志を傷つけることもしない、これこそわが党の隆盛と発展をしめす指標の

ひとつである。 

 （二）どのような問題にたいしても分析する態度をとるべきで、すべてを否定してはな

らない。たとえば、第四回中央委員会総会〔1〕から遵義《ツンイー》会議③にいたる時

期の党中央の指導路線の問題については、二つの面から分析すべきである。一方では、あ

の時期の中央指導機関のとった政治上、軍事上の戦術および幹部政策が主要な面でいずれ

もまちがっていたことを指摘すべきであり、他方では、蒋介石《チァンチェシー》に反対

し、土地革命と赤軍の闘争を主張するという基本問題で、当時あやまりをおかした同志と

われわれとのあいだには意見のくいちがいがなかったことを指摘すべきである。戦術の面

でも、やはり分析をおこなう必要がある。たとえば土地問題において、当時のあやまり

は、地主に土地を分配せず、富農にわるい土地を分配するという極左的な政策を実行した

ことにあるが、地主の土地を没収して、土地をもたない農民、または土地のすくない農民

にこれを分配するという点では、われわれと一致していた。レーニンは、具体的な状況を

具体的に分析することが、「マルクス主義のもっとも本質的なもの、マルクス主義の生き

た魂である」〔2〕といっている。われわれの同志のなかには、分析的な頭脳に欠け、複雑

な事物にたいし、くりかえし掘りさげて分析と研究をしようとしないで、絶対的肯定また

は絶対的否定の簡単な結論をくだしたがるものが多い。われわれの新聞に分析的な論文が

乏しく、党内に分析する習慣がまだ十分にやしなわれていないのは、こうした欠陥がある

ことをしめすものである。今後はこうした状態を改善しなければならない。 

 （三）党の第六回全国代表大会の文献の討議について。第六回全国代表大会の路線は基

本的には正しかったことを指摘しなければならない。なぜなら、この大会が、当面の革命

のブルジョア民主主義的性質を規定したこと、当時の情勢が二つの革命の高まりの中間に

あることを確認したこと、日和見主義と盲動主義を批判したこと、十大綱領〔3〕を発表

したことなどは、みな正しかったからである。第六回全国代表大会には欠点もあった。た

とえば、中国革命の極度の長期性と中国革命における農村根拠地の極度の重要性を指摘し

なかったし、そのほかにも若干の欠点やあやまりがあったことである。だが、たとえどう

あろうと、第六回全国代表大会はわが党の歴史において前進的な役割をはたした。 

 （四）一九三一年の上海の臨時中央と、その後この臨時中央が招集した第五回中央委員

会総会〔4〕は、合法的であったかどうかという問題について。党中央は、これは合法的

であったと考える。だが、その選挙の手続には不備な点があったことを指摘し、これを歴

史的教訓とすべきである。 

 （五）党の歴史におけるセクトの問題について。わが党の歴史にかつて存在し、しかも

よくない役割を演じたセクトは、遵義会議いらいいくたびかの変化をへて、いまはすでに

存在しなくなったことを指摘しなければならない。こんどの党内の二つの路線についての

学習では、この種のセクトが、歴史上かつて存在し、しかもよくない役割を演じたことを

指摘することが、ぜひとも必要である。だが、一九三五年一月の遵義会議、一九三八年十

月の第六期中央委員会第六回総会、一九四一年九月の政治局拡大会議〔5〕、一九四二年の

全党的な整風、一九四三年の冬からはじまった党の歴史における二つの路線の闘争につい



ての学習というこうしたたびたびの党内闘争による変化をへたのちにも、もとのままのあ

やまった政治綱領と組織形態をもつセクトがまだ存在すると考えるなら、それはまちがい

である。かつてのセクトはいまではなくなっている。いま残っているのは、教条主義的お

よび経験主義的イデオロギーの残りかすだけであって、われわれがひきつづき整風の学習

をふかめていけば克服できるものである。いまわが党内に深刻に存在し、ほとんどいたる

ところに存在しているのは、盲目性をおぴた山頭主義的偏向〔6〕である。たとえば闘争

の経歴が異なり、活動の地域が異なり（この根拠地と他の根拠地とのちがい、敵占領区、

国民党支配区、革命根拠地のちがい）、活動の部門が異なる（この部分の軍隊と他の部分

の軍隊とのちがい、この活動と他の活動とのちがい）ことからうまれる、それぞれの部分

の同志たちがたがいに理解せず、尊重せず、団結しないという現象は、一見なんでもない

ようであるが、じつは、党の統一と党の戦闘力の強化をひどくさまたげている。山頭主義

の社会的歴史的根源は、中国の小ブルジョア階級がとくに広範であることと、農村根拠地

が長期にわたって敵に分割されていることであり、その主体的な原因は党内教育が不足し

ていることである。これらの原因を指摘し、同志たちにその盲目性をすてて自覚をつよめ

るよう説得し、同志間の思想の疎通をはかり、同志間の相互の理解と尊重を提唱して、全

党の大団結を実現することは、われわれの当面する重要な任務である。 

 以上にのべた問題が全党にはっきりと理解されれば、こんどの党内学習はかならず成功

することが保障されるばかりでなく、中国革命はかならず勝利することが保障されるであ

ろう。 

 

     二 

 

 当面の時局には二つの特徴がある。一つは反ファシズム戦線が強まり、ファシズム戦線

が衰えたことであり、もう一つは反ファシズム戦線内部における人民勢力が強まり、反人

民勢力が衰えたことである。まえのほうの特徴は、ひじょうにはっきりしていて、だれが

みてもすぐわかる。ヒトラーはまもなくうち倒されるだろうし、日本侵略者も敗退の過程

にある。あとのほうの特徴はまだそれほどはっきりしておらず、一般の人びとにはまだわ

かりにくいが、ヨーロッパでも、イギリス、アメリカでも、中国でも、それは日一日とは

っきりしてきている。 

 中国の人民勢力が強まったことについては、わが党を中心として説明しなければならな

い。抗日の時期におけるわが党の発展は三つの段階にわけられる。一九三七年から一九四

〇年までが第一の段階である。この段階の最初の二年間、つまり一九三七年と一九三八年

には、日本軍閥は、国民党を重視し、共産党を軽視した。そのため、国民党の戦線への進

攻にその主要な力をつかい、国民党にたいしては、軍事的な打撃を主とし政治的な投降勧

誘を従とする政策をとったが、共産党の指導する抗日根拠地にたいしては、ただ少数の共

産党員がそこで少しばかり遊撃戦争をやっているにすぎないと考えて、これを重視しなか

った。ところが、一九三八年十月に、武漢《ウーハン》を占領してから、日本帝国主義者

はその政策をあらためはじめて、共産党を重視し、国民党を軽視するようになった。国民

党にたいしては、政治的な投降勧誘を主とし軍事的な打撃を従とする政策をとる一方、そ

の主力をしだいに共産党にむけてくるようになった。なぜなら、日本帝国主義者は、この

ときになって、国民党はもはやおそるるにたらず、共産党こそおそるべきものであること

に気づいてきたからである。国民党は、一九三七年と一九三八年には、比較的抗戦に力を

いれたし、わが党との関係も比較的よく、人民の抗日運動にたいしても、多くの制限はも

うけたが、比較的多くの自由をみとめていた。武漢をうしなってからは、戦争に敗北した

ことと共産党敵視の気分が強まったことから、国民党はしだいに反動化して、反共活動に

はしだいに積極的になり、対日抗戦にはしだいに消極的になってきた。共産党は、内戦の

時期に挫折《ざせつ》をこうむった結果、一九三七年には、組織された党員四万前後と軍



隊三万余をもつだけとなり、そのため日本軍閥から軽視されていた。ところが、一九四〇

年になると、党員は八十万、軍隊は五十万ちかくにまで拡大し、根拠地の人口も、一方だ

けに税を納めるものと両方に税を納めるもの〔7〕とをあわせると、ほぼ一億にたっし

た。この数年間に、わが党は広大な解放区の戦場をきりひらいたので、国民党の戦場にた

いする日本侵略軍主力の戦略的進攻を五年半も阻止することができるようになり、日本軍

の主力を自分の周囲にひきつけて、国民党の戦場の危機を救い、長期の抗戦をささえたの

である。だが、この段階で、わが党の一部の同志は、日本帝国主義を軽視し（そのため、

戦争の長期性と残酷性に目をむけず、大兵団による運動戦を主とするよう主張し、遊撃戦

争を軽視した）、国民党に依存し、冷静な考えと独立自主の政策を欠く（そのため、国民

党にたいする投降主義がうまれ、大衆をおもいきり立ちあがらせて敵の後方に抗日民主根

拠地を樹立するとか、わが党の指導する軍隊を大いに拡大するなどといった政策にたいし

て動揺がうまれた）というあやまりをおかした。同時に、わが党は膨大な数にのぼる新党

員を吸収したが、かれらにはまだ経験がなかった。また、敵の後方にある根拠地もすべて

新しくつくられたもので、まだ強固になっていなかった。この段階では、情勢の進展と党

および軍隊の拡大によって、またしても党内に一種の慢心がうまれ、多くの人びとが自分

は大したものだとおもいこむようになった。この段階で、われわれは党内の右翼的偏向を

克服し、独立自主の政策を遂行したので、日本帝国主義に打撃をあたえ、根拠地を創設

し、八路軍、新四軍を拡大したばかりでなく、国民党の一回目の反共の高まりをも撃退し

た。 

 一九四一年と一九四二年が第二段階である。日本帝国主義者は、英米にたいする戦争を

準備し遂行するために、武漢陥落後すでにあらためていた方針、すなわち打撃の重点を国

民党から共産党にうつす方針をいっそう強力にだしすすめ、共産党の指導するすべての根

拠地の周囲にその主力をいっそう集中して、連続的な「掃討」戦と残忍な「三光」政策④

をすすめ、主としてわが党に打撃をくわえた。そのため、わが党は一九四一年と一九四二

年の二年間、極度に困難な状態におかれた。この段階で、わが党の根拠地はせばまって、

人口は五千万以下に減り、八路軍も三十余万に減り、幹部の損失は多く、財政経済は極度

の困難におちいった。同時に国民党も、自分の手があいてきたと考え、あらゆる手段をつ

くしてわが党に反対し、二回目の反共の高まりをおこし、日本帝国主義と呼応して、われ

われを攻撃してきた。だが、このような困難な状態は、共産党員を教育し、われわれに多

くのことを学ばせた。われわれは、敵の「掃討」戦、「蚕食」政策〔8〕、「治安強化」運動

〔9〕、「三光」政策、転向強要政策とどのようにたたかうかを学びとった。われわれは、

統一戦線政権の「三三制」政策⑤、土地政策、三風整頓⑥、精兵簡政⑦、指導の統一、擁

政愛民⑧、生産発展などの活動をすでに学びとったか、あるいは学びとりつつあり、ま

た、多くの欠陥を克服した。さらに第一段階で自分を大したものだとおもいこんでいた多

くの人びとの慢心をも克服した。この段階で、損害を大きくこうむりはしたが、われわれ

はしっかりと地歩をかためることができ、一方では日本侵略者の攻撃を撃退し、他方では

国民党の二回目の反共の高まりを撃退した。国民党が反共をすすめ、われわれは国民党の

反共政策にたいして自衛の闘争をおこなわざるをえなかったという事情によって、党内に

また一種の極左的な傾向がうまれた。たとえば、国共合作がすぐにも決裂すると考えて、

地主にいきすぎた打撃をくわえたり、党外の人びととの団結に注意をはらわなかったりし

たことなどがそれである。だが、これらの極左的な傾向もわれわれは克服した。われわれ

は、摩擦に反対する闘争では、道理があり、有利であり、節度があるという原則を指摘

し、統一戦線では、団結もすれば闘争もする、闘争をつうじて団結を求めるということの

必要性を指摘し、全国でも根拠地でも抗日民族統一戦線をまもりぬいた。 

 一九四三年から現在までが第三段階である。われわれの諸政策はいっそう効果をあらわ

したが、とくに三風整頓と生産発展という二つの活動は根本的な効果をおさめ、それによ

って、わが党は思想的基礎と物質的基礎の両面で不敗の地に立つようになった。このほ



か、われわれはまた、昨年らい、幹部を審査し特務とたたかう政策を身につけたか、また

は身につけはじめた。このような状況のもとで、われわれの根拠地の面積はふたたび拡大

し、根拠地の人口は、一方だけに税を納めるものと両方に税を納めるものとをあわせる

と、ふたたび八千余方に増加し、また軍隊は四十七万、民兵は二百二十七万となり、党員

は九十余万に拡大した。一九四三年には、日本軍閥の中国にたいする政策はなんの変化も

なく、やはり共産党への打撃を主としていた。一九四一年から現在まで三年あまりのあい

だ、中国を侵略している日本軍の六〇パーセント以上がわが党の指導する各抗日根拠地に

のしかかっている。ここ三年あまりのあいだ、敵の後方に残った数十万の国民党軍隊は、

日本帝国主義の打撃にたえきれず、ほぼ半数が敵に投降し、ほぼ半数が敵に殲滅《せんめ

つ》されて、残存、撤退したものはごくわずかである。敵に投降したこれらの国民党軍隊

は、ほこ先を変えてわが党を攻撃してきているので、わが党はさらにかいらい軍の九〇パ

ーセント以上をむかえ打たなければならなくなった。国民党がむかえ打っているのは、わ

ずかに日本軍の四〇パーセントたらずとかいらい軍の一〇パーセントたらすである。一九

三八年十月の武漢陥落後まる五年半のあいだ、日本軍閥は国民党の戦場にたいする戦略的

進攻をおこなったことがなく、ただいくどか比較的大きな戦役行動（浙［章＋”ふゆがま

え”の下に”貢”］《チョーカン》、長沙《チャンシャー》、湘北《フーペイ》省西部、河南

《ホーナン》省南部、常徳《チャントー》）をとっただけであるが、それさえ日帰り程度

のもので、おもな注意力をわが党の指導する抗日根拠地にむけていた。このような状況の

もとで、国民党は山へ逃げこむ政策と観戦政策をとり、敵がやってくれば形ばかり手向か

ったが、敵が退けば手をこまねいて傍観した。一九四三年には、国民党はいっそう反動的

な国内政策をとり、三回目の反共の高まりをおこしたが、これもわれわれに撃退された。 

 一九四三年からことしの春にかけて、日本侵略者は太平洋戦線でしだいに敗退し、アメ

リカは反攻をつよめており、西方のヒトラーはソビエト赤軍から手痛い打撃をうけて、い

まにも崩壊しそうな状態にある。日本帝国主義は、滅亡をまぬがれるために、北平《ペイ

ピン》＝漢□《ハンコウ》鉄道、広州《コヮンチョウ》＝漢口鉄道の両線を打通させよう

とはかり、また、重慶の国民党にたいする投降勧誘政策がまだ成果をあげていないので、

それにもう一度打撃をくわえる必要があるとして、ことしは国民党戦線に大挙進攻する計

画をたてている。河南戦役〔10〕はすでに一ヵ月以上もつづいている。敵はわずか数コ師

団にすぎないのに、国民党の数十万の軍隊は戦わないで潰走《かいそう》してしまい、い

くらか戦えるのは、雑軍⑨だけである。湯恩伯《タンエンポー》の部隊は、将校が兵士か

ら浮きあがり、軍隊が人民から浮きあがって、混乱をきわめ、三分の二以上もの損失をこ

うむった。胡宗南《ホーツォンナン》が河南省に派遣した数コ師団もひとたまりもなく崩

壊してしまった。こうした状況は、まったく、国民党が数年らい強行してきた反動政策の

結果である。武漢陥落後五年半のあいだ、共産党の指導する解放区の戦場は日本軍とかい

らい軍の主力をむかえ打つ重任をになってきた。今後この点でいくらかの変化はあるかも

しれないが、そうした変化も一時的なものにすぎないだろう。なぜなら、国民党は、抗日

には消極的、反共には積極的というここ五年半の反動政策のもとで極度に腐敗した状態に

あるため、今後かならず重大な失敗をなめるだろうし、そのときがくれば、日本軍とかい

らい軍をむかえ打つわが党の任務は、いっそう重くなるからである。国民党は五年半のあ

いだ手をこまねいて傍観してきた結果、戦闘力をうしなってしまった。共産党は五年半の

あいだ悪戦苦闘した結果、戦闘力がつよまった。こうした状況は今後の中国の運命を決定

するだろう。 

 同志諸君もみられるように、一九三七年七月から現在までの七年間、わが党の指導下に

ある人民民主主義勢力は、上昇、下降、再上昇という三つの状態をへてきた。わが党は、

日本侵略者の残酷な進攻をむかえ打ち、広大な革命根拠地を樹立し、党と軍隊を大きく拡

大し、国民党の三回にわたる大規模な反共の高まり⑩を撃退し、党内にうまれた右と



「左」のあやまった思想を克服し、全党的にたくさんの貴重な経験を学びとった。これが

われわれの七年にわたる活動の総括である。 

 現在の任務は、以前よりもさらに重大な青務をになう準備をすることである。われわれ

は、どのような状況のもとでも日本侵略軍を中国からたたきだすよう準備しなければなら

ない。わが党がこのような責務をになえるようになるためには、わが党、わが軍、わが根

拠地をいっそう発展させ、いっそう強固にしなければならず、大都市と主要な交通線での

活動に注意をはらわなければならず、都市での活動を根拠地での活動とおなじように重要

な地位にひきあげなければならない。 

 根拠地建設は、第一段階で大いに発展したが強固ではなく、そのため第二段階でひとた

び敵から大きな打撃をうけると、縮小してしまった。第二段階では、わが党の指導する抗

日根拠地は、すべてきびしい試練をうけ、第一段階にくらべるとずっとよくなった。幹部

と党員の思想と政策の水準は大いに高まり、これまで身につけていなかったことをより多

く身につけた。だが、思想をはっきりさせ、政策を学びとるには、もっと時間が必要であ

るし、われわれが身につけていないことはまだたくさんある。わが党の力はまだそれほど

強大ではないし、党内もまだそれほど統一されてはおらず、まだそれほど強固になっては

いないので、いまよりももっと大きな責務をになうことはまだできない。今後の問題は、

抗戦をつづけるなかで、わが党、わが軍、わが根拠地をいっそう発展させ、いっそう強固

にすることであり、これこそ、将来偉大な事業をになうための第一に必要な思想的準備で

あり、物質的準備である。このような準備なしには、われわれは、日本侵略者をおいだす

ことも、全中国を解放することもできない。 

 大都市と主要な交通線にたいするわれわれの活動は、これまでずっと、ひじょうに不十

分であった。もし、われわれが現在でもまだ、大都市と主要な交通線で日本帝国主義に抑

圧されている何百何千万の勤労大衆と市民大衆をわが党のまわりに獲得せず、大衆の武装

蜂起を準備しないとしたら、われわれの軍隊と農村根拠地は、都市の協力をうることがで

きないで、さまざまな困難に直面するだろう。われわれは、この十余年らい農村にいて、

農村をよく知り農村に根拠地をつくるように提唱してきたが、これは必要なことであっ

た。党の第六回全国代表大会で決定された都市での蜂起を準備する任務は、この十余年の

あいだ実行されなかったし、その可能性もなかった。だが、いまでは事情がちがってお

り、第六回全国代表大会の決議は、第七回全国代表大会後に実行されることになるだろ

う。わが党の第七回全国代表大会はまもなくひらかれるが、この代表大会では、都市にお

ける活動の強化と全国的勝利の獲得の問題が討議されるはずである。 

 ここ数日らい、陝西《シャンシー》・甘粛《カンスー》・寧夏《ニンシァ》辺区でひらか

れている工業会議は、重要な意義をもっている。辺区の工場労働者は、一九三七年にはま

だ七百人にすぎなかったが、一九四二年には七千人になり、いまでは一万二千人になって

いる。このような数字をけっして軽視してはならない。われわれは、大都市の商工業と交

通機関をどのように管理するかを、根拠地にいるあいだに学びとらなければならない。そ

うしなければ、そのときになってどうしてよいかわからなくなるだろう。大都市と主要な

交通線における武装蜂起を準備し、また商工業の管理を学ぶこと、これは、第二に必要な

思想的準備であり、物質的準備である。このような準備なしには、われわれはやはり、日

本侵略者をおいだすことも、全中国を解放することもできない。 

 

     三 

 

 あらたな勝利をかちとるためには、党の幹部のあいだで、ふろしき包みをすてること

と、機械をうごかすことを提唱しなければならない。ふろしき包みをすてるというのは、

われわれの精神的な多くの重荷をとりさらなければならないということである。多くの物

事は、それに盲目的になり、自覚を欠くと、われわれのふろしき包みになり、重荷になり



うる。たとえば、あやまりをおかせば、自分はどうせあやまりをおかしたのだと考えて、

それからのちはしおれてしまうだろうし、あやまりをおかしていなければ、自分はあやま

りをおかしたことがないのだと考えて、おごり高ぶるだろう。仕事の成績があがらない

と、しょげかえってしまうだろうし、仕事の成績があがると、鼻息があらくなるだろう。

闘争経歴の短いものは、それが短いということから、無責任になるだろうし、闘争経歴の

長いものは、それが長いということから、ひとりよがりになるだろう。労働者、農民出身

のものは、自分の光栄ある出身を鼻にかけて、知識人を見さげるだろうし、知識人は自分

のいくらかの知識を鼻にかけて、労働者、農民出身のものを見さげるだろう。さまざまな

特殊技能は、みな傲慢不遜《ごうまんふそん》、傍若無人の元手となりうる。それどころ

か、年齢でさえも傲慢の道具となりうる。若いものは、自分が聡明《そうめい》有能だと

いうことで、年をとったものをばかにするだろうし、年をとったものはまた、自分の経験

が豊富だということで、若いものをばかにするだろう。こうしたさまざまなことにたいし

てもし自覚を欠くと、それは重荷またはふろしき包みになる。一部の同志たちがお高くと

まり、大衆から浮きあがって、しばしばあやまりをおかすのは、このようなふろしき包み

を背負っていることにひとつの大きな原因がある。したがって、自分の背負っているふろ

しき包みをしらべ、それをすてて、自分を精神的に解放することは、大衆と結びつき、あ

やまりをすくなくするため、ぜひとも必要な前提のひとつである。わが党は、これまでの

歴史でいくたびかひじょうに傲慢になったことがあるが、そのつど失敗のうき目をみた。

一回目は一九二七年の前半である。当時、北伐軍が武漢に到達すると、一部の同志は傲慢

になり、自分は大したものだとおもいこみ、国民党がわれわれを襲撃しようとしているこ

とを忘れてしまった。その結果、陳独秀路線のあやまりをおかして、この革命を失敗させ

てしまった。二回目は一九三〇年である。赤軍が蒋《チァン》、馮《フォン》、閻《イェ

ン》の大戦〔11〕という条件を利用して、いくらか勝ちいくさをすると、また一部の同志

は傲慢になり、自分は大したものだとおもいこむようになった。その結果、李立三路線の

あやまりをおかして、やはり革命勢力に若干の損失をこうむらせた。三回目は一九三一年

である。赤軍が三回目の「包囲討伐」をうちやぶり、つづいて、全国人民が日本の進攻に

たいしてあらしのような抗日運動をまきおこすと、また一部の同志は傲慢になり、自分は

大したものだとおもいこむようになった。その結果、いっそう重大な路線上のあやまりを

おかして、苦心さんたんしてつみあげた革命勢力の九〇パーセント前後をうしなってしま

った。四回目は一九三八年である。抗戦がはじまり、統一戦線がうちたてられると、また

一部の同志は傲慢になって、自分は大したものだとおもいこむようになり、その結果、陳

独秀路線にいくらか似かよったあやまりをおかした。このときも、これらの同志のあやま

った思想の影響がもっとも大きかったところの革命活動は大きな損失をこうむった。全党

の同志は、このいくたびかの傲慢、いくたびかのあやまりを今後のいましめとしなければ

ならない。最近、われわれが李自成《リーツーチョン》についての郭沫若《クォモール

ォ》の論文〔12〕を刊行したのも、勝利すると傲慢になるというあやまりを二度とおかさ

ないよう、同志諸君にいましめとしてもらうためである。 

 機械をうごかすというのは、思考の器官をじょうずにつかうことである。一部の人は、

ふろしき包みを背負っておらず、大衆と結びつく長所ももってはいるが、思考することが

不得手で、頭をつかって、くりかえしじっくり考えようとしないので、やはり物事をなし

とげることができない。さらに、一部の人は、ふろしき包みを背負っているため、頭をつ

かおうとせず、かれらの聡明さはふろしき包みでおしつぶされている。レーニン、スター

リンはつねづね物をよく考えるようにとすすめているが、われわれもまたそのようにすす

めたい。頭という機械の作用は、もっぱら思考することにある。孟子は「心の官はすなわ

ち思なり」〔13〕といったが、かれは頭の作用について正しい定義をくだしたのである。

なにごとも、頭をつかってよく考えるべきである。俗に「ちょっとまゆ根をよせれば、名

案がうかぶ」というが、これは、じっくりと考えれば知恵がでるという意味である。わが



党内にある濃厚な盲目性をとりのぞくためには、思考することを提唱し、事物を分析する

方法を身につけ、分析する習慣をやしなわなければならない。こうした習慣は、わが党内

ではあまりにもたりない。もし、われわれがふろしき包みもすて、機械もうごかすなら、

つまり身軽にもなり、よく考えることもできるなら、われわれは勝利をおさめることがで

きる。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 第四回中央委員会総会とは、一九三一年一月の中国共産党第六期中央委員会第四

回総会をさす。 

〔2〕 レーニンの『共産主義』にみられる。本選集第一巻の『中国革命戦争の戦略問

題』注〔10〕を参照。 

〔3〕 本選集第一巻の『日本帝国主義に反対する戦術について』注〔29〕にみられる。 

〔4〕 第五回中央委員会総会とは、一九三四年一月の中国共産党第六回中央委員会第五

回総会をさす。 

〔5〕 この会議では、党の歴史上の政治路線、とくに第二次国内革命戦争の時期におけ

る政治路線の問題について批判した。 

〔6〕 山頭主義の偏向とは、一種の小集団主義の偏向のことであり、主として、長期に

わたる遊撃戦争のなかで、農村の革命根拠地が分散して、たがいに接触をもたない状況の

もとでうまれたものである。これらの根拠地は、はじめ、大半が山岳地域につくられ、一

つの集団があたかも一つの山のようであったところから、このあやまった偏向は山頭主義

とよばれた。 

〔7〕 ここで、一方だけに税を納める地区というのは、根拠地のなかの比較的強固な地

区をさす。そこの人民は、抗日民主政府だけに現物と金で税を納めた。両方に税を納める

地区というのは、根拠地の間緑地区と遊撃区をさす。それちの地区では、敵がつねに侵害

してくるため、人民は抗日民主政府に税を納めるほか、つねにかいらい政権にもいくらか

の税を納めることをよぎなくされた。 

〔8〕 これは、日本帝国主義か抗日根拠地にたいする大規模な進攻に失敗したのち実施

した方法で、つまり急速な「鯨呑《げいどん》」の方法から、長期の漸次的な「蚕食」の

方法にあらためたのである。日本帝国主義は着実に、一歩一歩分割していくという段どり

をとって抗日根拠地をせばめ、その占領区をひろげようとくわだてた。 

〔9〕 一九四一年三月、華北の日本侵略軍と民族裏切り者は、いわゆる「治安強化運

動」のスローガンをうちだした。「治安強化」というのは、捜査、保甲制度の実施、戸籍

調査、かいらい軍の組織によって、抗日勢力を弾圧することである。 

〔10〕 一九四四年三月、日本侵略軍は五、六万の兵力をもって河南戦役をおこした。国

民党軍の蒋鼎文、湯恩伯、胡宗南の各部隊四十万は、日木侵略軍の姿を見ただけで崩壊

し、鄭州、洛陽など三十八県があいついで陥落し、湯恩伯部隊は兵員二十万をうしなっ

た。 

〔11〕 蒋、馮、閻の大戦とは、天水＝連雲港、天津＝浦口両鉄道の沿線でおこなわれた

蒋介石と馮玉祥、閻錫山とのあいだの大規模な軍閥戦争をさす。この戦争は一九三〇年五

月から十月まで半年つづき、双方の死傷者は三十万にのぼった。 

〔12〕 一九四四年、郭沫岩は、明朝未年に李自成が指導した農民蜂起の勝利三百周年を

記念して、『甲申三百年祭』という論文を書いた。それには、一六四四年、李自成の農民

蜂起軍が北京にはいってのち、一部の指導者の生活が腐敗し、派閥闘争が生じたために、

一六四五年には、ついに失敗するにいたったことがのべられている。この論文は、まず、

重慶の『新華日報』に発表され、そのご延安村よび各解放区で単行本として刊行された。 

〔13〕 『孟子』巻十一「告子上」かちの引用。 



〔 ##訳注## 〕 

① 本選集第一巻の『中国革命戦争の戦略問題』注〔4〕を参照。 

② 本選集第一巻の『中国革命戦争の戦略問題』注〔5〕を参照。 

③ 本選集第一巻の『中国革命戦争の戦略問題』訳注⑤を参照。 

④ 本巻の『きわめて重要な政策』注〔1〕を参照。 

⑤ 本選集第二巻の『抗日根拠地の政権問題』を参照。 

⑥ 三風整頓とは、党内にあった三つの悪い作風を是正し整頓することをいったもので、

主観主義に反対して学風を整え、セクト主義に反対して党風を整え、党八股に反対して文

風を整えることである。くわしくは、本巻の『われわれの学習を改革しよう』、『党の作風

を整えよう』および『党人股に反対しよう』を参照。 

⑦ 精兵簡政とは、軍隊を精鋭化し、行政機構を簡素化することである。くわしくは、本

巻の『きわめて重要な政策』を参照。 

⑧ 擁政愛民とは、根拠地の軍隊が政府を擁護し、人民を愛護することである。くわしく

は、本巻の『根拠地での小作料引き下げ運動、生産運動および擁政愛民運動をくりびろげ

よう』注〔2〕を参照。 

⑨ 本選集第二巻の『おもいきって抗日勢力を発展させ、反共頑迷派の進攻に抵抗せよ』

注〔8〕を参照。 

⑩ 本巻の『国民党中央執行委員会第十一回全体会議と第三期国民参政会第二回会議を評

す』のなかで列挙されている蒋介石のおこした三回にわたる反共の高まりの事実を参照。 

 

 

 

人民に奉仕する 

 

          （一九四四年九月八日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が中国共産党中央直属機関のひらいた張思徳同志追悼の集会でおこ

なった講演である。 

 

 

 われわれの共産党と共産党の指導する八路軍、新四軍は革命の部隊である。われわれの

この部隊は、完全に人民を解放するための部隊であり、徹底的に人民の利益のためにはた

らく部隊である。張思徳同志〔1〕はわれわれのこの部隊のなかのひとりである。 

 人はいずれ死ぬものだが、死の意義にはちがいがある。むかし、中国に司馬遷《しばせ

ん》という文学者がいて、「人はもとより一死あれども、あるいは泰山より重く、あるい

は鴻毛より軽し」といった〔2〕。人民の利益のために死ぬのは、泰山よりも重い。ファシ

ストのために力をつくし、人民を搾取し人民を抑圧するもののために死ぬのは、鴻毛より

も軽い。張思徳同志は人民の利益のために死んだのであって、その死は泰山よりも重い。 

 われわれは人民に奉仕するものであるから、もし自分に欠点があれば、人から批判され

指摘さわることをおそれない。どんな人でも指摘してくれてよい。言ってくれたことが正

しければ、われわれはあらためる。だされた方策が人民のためになるなら、われわれはそ

のとおりにする。「軍隊の精鋭化、行政の簡素化」という意見は、党外の人李鼎銘《リー

ティンミン》氏〔3〕がだしたもので、人民のためになるよい意見であるから、われわれ

は採用した。われわれが、人民の利益のためにあくまでもよいことをつづけ、人民の利益

のためにまちがったことをあらためていくかぎり、われわれのこの部隊はきっと栄えるで

あろう。 



 われわれは、全国の津々浦々からやってきた。共通の革命の目標をめざして集まったの

である。われわれはさらに、全国の大多数の人民とともにこの道をあゆまなければならな

い。われわれは、こんにちすでに九千百万の人口をもつ根拠地〔4〕を指導しているが、

これではまだ不十分である。もっと大きくしなければ全民族の解放をたたかいとることは

できない。われわれの同志は、困難なときには成果に目をむけ、光明に目をむけ、勇気を

ふるいたたせなければならない。中国人民はいま苦難のなかにある。われわれにはかれら

を救う責任があり、われわれは奮闘努力しなければならない。奮闘すれば犠牲が出ること

もあるし、人が死ぬようなこともつねにおこる。だが、人民の利益、大多数の人民の苦し

みを考えるなら、人民のために死ぬことは死に場所をえたということになる。ただ、われ

われは不必要な犠牲をできるだけ少なくすべきである。われわれの幹部は、一人ひとりの

戦士に心をくばらなければならず、革命の部隊のすべてのものは、心をくばりあい、いた

わりあい、助けあわなければならない。 

 今後、われわれの部隊では、だれが死んでも、それが炊事員であろうと兵士であろう

と、いくらかでも有益な仕事をしたものであれば、かならずそれを弔い、追悼会をひらか

なければならない。これは一つの制度にしていかなければならない。この方法は、一般の

人びとのあいだにもひろめるべきである。村のものが死ねば、追悼会をひらく。このよう

な方法で、われわれの哀悼の気持ちをあらわし、全人民を団結させるのである。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 張思徳同志は中国共産党中央警備連隊の兵士であった。一九三三年に革命に参加

し、長征にくわわり、負傷したこともあり、人民の利益のために忠実に奉仕した共産党員

であった。一九四四年九月五日、陝西省北部安塞県の山中で炭を焼いていたとき、炭焼き

がまがくずれたために犠牲になった。 

〔2〕 司馬遷は西紀前二世紀の中国の有名な文学者、歴史家で、『史記』百三十編をあら

わした。ここのことばは、かれの「任少卿に報ずる書」から引用されたものである。 

〔3〕 李鼎銘は陝西省北部の開明紳士で、陝西・甘粛・寧夏辺区政府の副主席にえらば

れたことがある。 

〔4〕当時の陝西・甘粛・寧夏辺区と華北、華中、華南各解放区の人口総数をさす。 

 

 

 

蒋介石の双十節演説を評す 

 

          （一九四四年十月十一日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が新華社にかわって書いた論評である。 

 

 

 からっぼで中味がなく、人民の関心をもっている問題になにひとつ答えていないのが、

蒋介石《チァンチェシー》の双十節①演説の特色のひとつである。蒋介石は、大後方②に

はまだ広大な土地があり、敵をおそれるにあたらないといっている。寡頭独裁の国民党指

導者たちには、いまになってもまだ、政治を改革して敵をくいとめるどんな意図も能力も

みられず、敵を防ぎとめるのに「土地」というできあいの元手しかない。だが、だれの目

にもあきらかなように、この元手だけでは不十分である。なぜなら、正しい政策と人びと

の努力がないために、日本帝国主義はまいにちこの残りの土地に脅威をあたえているから



である。蒋介石は敵のこうした脅威をつよく感じていることだろう。そのことは、かれが

脅威はないとくりかえし人民にのべていること、さらには「自分が黄埔《ホヮンプー》で

建軍して③いらい二十年、革命情勢がこんにちほど堅固であったことはない」といってい

ることをみさえすればわかる。これこそ、かれがこうした脅威を感じていることのあらわ

れである。かれはまた、くりかえし、「われわれは自信をうしなって」はならないといっ

ている。これこそ、国民党の隊列のなかに、国民党支配区の知名人のあいだに、すでに自

信をうしなっている人が数多くいることのあらわれである。蒋介石はいま、この自信をも

りかえそうとその方法をさがし求めている。だが、かれは、政治、軍事、経済、文化のど

の政策どの活動にも、もりかえす方法を求めず、忠言をこばみ自己の非をつくろうという

方法をさがしあてた。かれにいわせると「外国の観察家」はみな「わけのわからない」人

間で、「外国の世論がわれわれの軍事と政治についてさかんに議論している」のはみな

「日本侵略者と民族裏切り者のデマや悪だくみ」に乗せられているためだ、という。不思

議なことには、ルーズベルトなどのような外国人までが、宋慶齢《ソンチンリン》などの

ような国民党員や国民参政会の多くの参政員およびすべての良心的な中国人とおなじよう

に、蒋介石とその側近の耳ざわりのよい言いわけを信用しないで、「われわれの軍事と政

治についてさかんに議論して」いる。蒋介石は、こういう現象に悩まされながらも、筋の

とおった堂々たる論拠とおもえるものがなにひとつ見つからないでいたのだが、ことしの

双十節になってようやくそれをみつけだした。なんと、かれらが「日本侵略者と民族裏切

り者のデマや悪だくみ」に乗せられているためだ、というのである。そこで蒋介石は、そ

の演説のなかでながながと、この「日本侵略者と民族裏切り者のデマや悪だくみ」なるも

のをひどくののしった。かれは、このようにののしれば、すべての中国人や外国人の口を

ふさぐことができると考えている。おれの軍事と政治についてこれ以上「さかんに議論す

る」ものがあれば、それは「日本侵略者と民族裏切り者のデマや悪だくみ」に乗せられて

いるのだ、というわけである。われわれは蒋介石のこの指摘は笑止干方だと考える。なぜ

なら、国民党の寡頭独裁、抗戦の怠慢、腐敗と無能にたいし、国民党政府のファッショ的

政令や敗北主義的軍令にたいしては、日本侵略者と民族裏切り者は、これまで批判したこ

とがないどころか、それをたいへん歓迎しているからである。人びとからひとしく不満を

買っている蒋介石の著書『中国の運命』については、日本帝国主義はなんども心からの賛

辞をおくっている。また、国民政府とその統帥部の改組について、日本侵略者や民族裏切

り者が一言半句でも口にしたのをきいたことはない。なぜなら、まいにち人民を抑圧し、

まいにち負けいくさをやっているいまのような政府と統帥部をそのままにしておくこと

は、それこそ日本侵略者と民族裏切り者ののぞむところだからである。蒋介石とその一味

が、これまで日本帝国主義から投降勧誘の対象とされてきたことは、事実ではないとでも

いうのか。日本帝国主義がもとかかげていた「共産党反対」、「国民党消滅」という二つの

スローガンのうち、「国民党消滅」はとっくにすてられ、「共産党反対」だけが残っている

のは、事実ではないとでもいうのか。日本帝国主義者は、いまなお国民党政府にたいして

宣戦していない。かれらは、日本と国民党政府とのあいだにはまだ戦争状態が存在してい

ないといっているのである。国民党の要人たちの上海《シャンハイ》、南京《ナンチン》、

寧波《ニンポー》一帯にある財産は、いまでも、日本侵略者、民族裏切り者によってりっ

ぱに保管されている。敵の頭目、畑俊六は代表を奉化《フォンホヮ》におくって、蒋介石

の祖先の墓前祭をした。蒋介石の側近たちは、こっそり使者をおくって、ほとんどたえる

ことなく上海などで日本侵略者と連係をたもち、秘密交渉をすすめている。とくに日本侵

略者の進攻が激化したときには、このような連係や交渉がますます多くなる。これらすべ

ては、事実ではないとでもいうのか。このことからみて、蒋介石とその一味の軍事と政治

について「さかんに議論している」人びとは、いったい「わけのわからない」人間なの

か、それともわけのわかっている人間なのか。この「わけ」の出どころは、いったい「日



本侵略者と民族裏切り者のデマや悪だくみ」なのか、それとも蒋介石自身とその一味にあ

るのか。 

 蒋介石の演説のなかには、中国に内戦がおこることはないと言明したところもある。だ

が、かれはまた、「汪精衛《ワンチンウェイ》のやからの行為のごとく、あえて民国を裏

切り、抗戦を破壊する人間は二度とあらわれない」ともいっている。蒋介石は、ここに内

戦の理由をさがしもとめ、しかも、それをさがしあてたのである。記憶のいい中国人なら

忘れることはないだろうが、一九四一年、ちょうど中国の裏切り者どもが新四軍の解散を

宣告し、中国人民が内戦の危機を阻止するためにたちあがったとき、蒋介石はある演説の

なかで、将来けっして「共産党討伐」戦争はおこるまい、おこるとすれば、それは反逆者

討伐の戦争であろうといったことがある。また、『中国の運命』をよんだことのある人び

とは、蒋介石がそのなかで、中国共産党は一九二七年の武漢《ウーハン》政府の時期に、

汪精衛と「結託」したことがあるといったのをやはりおぼえているだろう。一九四三年の

国民党中央執行委員会第十一回全体会議の決議では、さらに、中国共産党に「抗戦を破壊

し、国家を危うくする」といういいがかりをつけている。いままた、蒋介石のこの演説を

よむと、内戦の危険が存在しているばかりでなく、増大しつつあることを感じさせられ

る。中国人民がいまからしっかりと頭にいれておく必要があるのは、蒋介石がある朝とつ

ぜん、いわゆる「反逆者」の討伐令をくだすだろう、そのときの罪名は、いわく「民国を

裏切った」、いわく「抗戦を破壊した」、いわく「汪精衛のやからの行為のごとし」だとい

うことである。蒋介石はこういうやり方が得意である。かれは、［”广”の中に”龍”］炳

勲《パンピンシュィン》、孫良誠《スンリァンチョン》、陳孝強《チェンシァオチァン》

〔1〕などのやからを反逆者と宣告することは不得意であり、かれらを討伐することも不

得意であるが、華中の新四軍と山西《シャンシー》の決死隊〔2〕を「反逆者」と宣告す

ることは得意であり、しかもそれを討伐することはひじょうに得意である。中国人民がけ

っして忘れてはならないのは、蒋介石が内戦をおこさないと言明しているときに、そのか

れがすでに七十七万五千の軍隊をさしむけており、これらの軍隊がいまもっぱら八路軍、

新四軍、および華南の人民遊撃隊を包囲したり攻撃したりしている、ということである。 

 蒋介石の演説は、積極的な面からいえば、からっぽで中味がなく、中国人民が熱望して

いる抗日戦線の改善については、なんらの解答をもあたえていない。だが、消極的な面か

らいえば、この演説は、危険性にみちている。蒋介石の態度は、ますます常軌を逸したも

のとなっている。かれは、政治を改革せよという人民の要求にあくまでも反対し、中国共

産党をはげしく敵視し、その準備している反共内戦のための口実をにおわせている。だ

が、蒋介石のこうした企図は、すべて実現できるものではない。かれが自分自身のやり方

を変えたがらないなら、かれはもちあげた石で自分の足をうつことになるだろう。かれの

いまのやり方はぜったいに適用するものではないから、われわれは、かれがそれをあらた

めるよう心から希望する。かれはすでに「言論のわくをゆるめる」と宣言している〔3〕

以上、「日本侵略者と民族裏切り者のデマや悪だくみ」に乗せられているといった侮辱的

なことばで人びとをおどかし、「さかんに議論」する口を封ずるべきではない。かれはす

でに「訓政時期をちぢめる」と宣言している以上、政府を改組し、統帥部を改組せよとい

う人びとの要求を拒否すべきではない。かれはすでに「政治的な方法によって共産党問題

を解決する」と宣言している以上、内戦準備の理由をさがし求めるべきではない。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 ［”广”の中に”龍”］炳勲、孫良誠、陳孝強は、あい前後して、公然と日本侵略

者に投降した国民党の将軍である。 



〔2〕 山西省の決死隊とは、抗日戦争の初期に、共産党の指導と影響のもとで発展して

きた山西省人民の抗日武装組織のことである。本選集第二巻の『すべての抗日勢力を結集

して反共頑迷派に反対しよう』注〔3〕を参照。 

〔3〕 一九四四年いらい、国民党の専制支配をやめ、民主主義を実行し、言論の自由を

保障せよという要求が国民党支配地域人民の普遍的な声となっていた。人民の切実な要求

にたいし、国民党は一九四四年四月、いわゆる「言論のわくをゆるめる」という宣言をお

こなって、ごまかした。五月には、国民党中央執行委員会第十二回全体会議は、さらに

「言論の自由を保障する」と宣言した。だが、国民党がやむをえずおこなったこれらの表

示は、その後すこしも実現をみず、人民の民主主義運動の高揚につれて、人民の言論を抑

圧する措置がつきることなくつぎつぎにとられた。 

〔 ##訳注## 〕 

① 一九一一年（辛亥年）十月十日、革命の影響を受けた清朝の軍隊の一部が武昌で蜂起

をおこなった。ついで、全国が熱烈にこれに呼応し、清朝の反動支配は急速に崩壊し、清

朝の皇帝はうちたおされた。これが辛亥革命である。一九四九年、中華人民共和国が成立

するまでは、十月十日を「双十節」とよんでいたが、いまでは、この日を辛亥革命記念日

という。 

② 本巻の『延安の文学・芸術座談会における講話』注〔11〕を参照。 

③ 本選集第二巻の『戦争と戦略の問題』注〔9〕を参照。 

 

 

 

文化活動における統一戦線 

 

          （一九四四年十月三十日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が陝西・甘粛・寧夏辺区文化教育活動家会議でおこなった講演であ

る。 

 

 

 われわれの活動はすべて日本帝国主義を打倒するためである。日本帝国主義はヒトラー

とおなじように、まもなく滅亡するだろう。しかし、それを最終的に消滅するには、われ

われはひきつづき努力しなければならない。われわれの活動は、第一が戦争であり、つぎ

が生産であり、そのつぎが文化である。文化をもたない軍隊はおろかな軍隊であり、おろ

かな軍隊では敵にうち勝つことはできない。 

 解放区の文化には、すでにすすんだ面もあるが、まだおくれた面もある。解放区には、

すでに人民の新しい文化もあるが、まだ広範な封建的遺物もある。人口百五十万の陝西

《シャンシー》・甘粛《カンスー》・寧夏《ニンシァ》辺区には、まだ文盲が百余万人、巫

神《みこ》が二千人もおり、迷信思想がまだ広範な大衆に影響をあたえている。これらは

いずれも大衆の頭のなかにある敵である。大衆の頭のなかにある敵とたたかうことは、多

くのばあい、日本帝国主義とたたかうことよりも困難である。われわれは大衆に、みずか

ら立ちあがって自分たちの文盲、迷信および不衛生な習慣とたたかうよう教えなければな

らない。このたたかいのためには、広範な統一戦線がなくてはならない。陝西・甘粛・寧

夏辺区のような人口が希薄で、交通の不便な、これまで文化水準の低かった地方で、しか

も、戦争中であってみれば、こうした統一戦線はとくに広範でなければならない。したが

って、教育活動の面では、集中的な、正規の小学校、中学校が必要であるばかりでなく、

分散的な、正規でない村の学校、新聞をよむサークル、識字班も必要である。新式の学校



が必要であるばかりでなく、ふるい村塾《そんじゅく》も利用し改造する必要がある。芸

術活動の面では、新劇が必要であるばかりでなく、秦腔《チンチァン》〔1〕や秧歌《ヤン

コー》①も必要である。新しい秦腔や新しい秧歌が必要であるばかりでなく、ふるい劇団

や秧歌隊の総数の九〇パーセントをしめるふるい秧歌隊も利用し、これを一歩一歩改造し

ていく必要がある。医薬の面ではなおさらそうである。陝西・甘粛・寧夏辺区では、人畜

の死亡率が高く、まだ巫神を信じている人が多い。このような状況のもとでは、たんに新

式の医者にたよるだけでは問題を解決することはできない。もちろん、新式の医者は旧式

の医者よりもすぐれてはいるが、もしも新式の医者が、人民の苦しみに心をくばらず、人

民のために医者を養成せず、辺区にいまいる千余人の旧式の医者や旧式の獣医と提携せ

ず、かれらが向上するよう援助しないなら、実際には、巫神を援助することになり、大量

の人畜を見殺しにすることになる。統一戦線には二つの原則がある。第一は団結であり、

第二は批判、教育、改造である。統一戦線のなかでは、投降主義はあやまりであり、他人

にたいして排斥、軽べつの態度をとるようなセクト主義もあやまりである。われわれの任

務は、すべての役にたつ旧知識人、旧芸人、旧式医者と提携して、かれらを援助し、感化

し、改造することである。改造するためには、まず団結しなければならない。われわれの

やり方が適切でさえあれば、かれらはわれわれの援助をよろこんでうけいれるはずであ

る。 

 われわれの文化は人民の文化である。文化活動家は人民に奉仕する高度の熱誠をもち、

大衆と結びつかなければならず、大衆からはなれてはならない。大衆と結びつくには、大

衆の必要と自発的意志にしたがわなければならない。大衆のためのすべての活動は、大衆

の必要から出発すべきであって、たとえ善意のものであれ、いかなる個人的願望からも出

発すべきではない。往々にして、大衆は、客観的にはある種の改革を必要としていても、

主観的にはまだそのような自覚をもたず、決意をしておらず、まだ改革の実行をのぞんで

いない。そうしたばあいには、われわれは辛砲づよく待たなければならない。われわれの

活動をつうじて、大衆の多数が自覚をもち、決意をし、みずから改革の実行をのぞむよう

になってから、このような改革を実行すべきである。さもなければ、大衆からはなれてし

まうだろう。すべて大衆の参加を必要とする活動は、もし大衆の自覚と自発的意志がなけ

れば、いたずらに形式に流れて失敗するだろう。「速やかならんことを欲すれば則《すな

わ》ち達せず」〔2〕というのは、速やかなることを必要としないという意味ではなく、盲

動主義になってはならず、盲動主義はかならず失敗するという意味である。あらゆる活動

においてすべてそうであり、大衆の思想を改造する文化教育活動では、とりわけそうであ

る。これには二つの原則がある。一つはわれわれの頭のなかの幻想からうまれた必要では

なく、大衆の実際の必要ということである。もう一つは大衆の自発的意志であり、われわ

れが大衆にかわって決意することではなく、大衆自身が決意することである。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 秦腔は陝西省の旧式の歌劇である。古代、陝西省は秦の国であったので、秦腔と

いわれる。 

〔2〕 「速やかならんことを欲すれば則ち達せず」は、孔子のことばで、『論語』の「子

路」編にみられる。 

〔 ##訳注## 〕 

① 秧歌は、むかしから中国の華北、東北、陝西省北部地方などの農村で広くおこなわれ

た踊りの一種であって、とくに、一九四二年延安でひらかれた文芸座談会以後、中国共産

党の指導する解放区では、労働者、農民、兵士の娯楽として大いに奨励され、形式と内容

も豊富多彩になった。 

 



 

 

経済活動に習熟しなければならない 

 

          （一九四五年一月十日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が陝西・甘粛・寧夏辺区の労働英雄と模範活動家の会議でおこなっ

た講演である。 

 

 

 労働英雄のみなさん、模範活動家のみなさん。 

 みなさんは会議をひらき、経験を総括した。われわれはみな、みなさんを歓迎し、尊敬

している。みなさんは三つの長所をもっており、三つの役割をはたしている。第一は、率

先的役割である。つまり、みなさんがとくに努力し、多くの新しいものをうみだしたの

で、みなさんの活動は一般の人びとの模範となり、仕事の基準はたかまり、人びとがみな

ざんをみならうようになっているのである。第二は、骨幹の役割である。みなさんはほと

んどがまだ幹部ではないが、すでに大衆の骨幹であり、大衆の中核であって、みなさんが

いるから仕事が推進しやすくなっているのである。みなさんは将来幹部になるだろう。い

まは幹部の予備軍なのである。第三は、かけ橋の役割である。みなさんは上の指導者と下

の広範な大衆とのあいだのかけ橋であって、大衆の意見はみなさんをつうじて上につたえ

られ、上の意見はみなさんをつうじて下につたえられているのである。 

 みなさんには多くの長所があり、大きな功労があるが、しかし、傲慢《ごうまん》にな

らないよう十分に注意しなければならない。みなさんが人びとから尊敬されるのは当然の

ことなのだが、このために傲慢にもなりやすい。もしみなさんが傲慢になって、謙虚さを

うしない、努力をつづけず、他人を尊重せず、幹部を尊重せず、大衆を尊重しないように

なれば、みなさんは英雄にも模範にもなれなくなるだろう。これまでこういう人がいくら

かいたが、そのまねをしないよう希望する。 

 みなさんの経験はこんどの会議で総括された。この総括は非常にりっぱなもので、この

地方に適用できるだけでなく、各地にも適用できるが、これらについてはふれないでおこ

う。 ここでは、われわれの経済活動について少しのべてみようとおもう。 

 ここ数年らい、われわれは経済活動に習熟しはじめ、経済活動のなかで大きな成績をあ

げているが、これはほんの序の口にすぎない。われわれは、二、三年のうちに、陝西《シ

ャンシー》・甘粛《カンスー》・寧夏《ニンシァ》辺区と敵の後方にある各解放区で食糧と

工業品の全部または大部分を自給でき、さらに余裕をもてるまでにならなければならな

い。われわれは、農業、工業、貿易の三つの面で、いまよりもっと大きな成績をあげるよ

うにしなければならない。そのときになってはじめて、より多く学び、よりりっぱに学ん

だといえるのである。もし、軍隊と人民の生活が改善されず、反攻のための物質的基礎が

まだ不安定で、農業、工業、貿易が年ごとに上昇するのではなく、停滞し、さらには低下

しているような地方があるとすれば、それは、その地方の党、政府、軍隊の活動家がまだ

経済活動に習熟していない証拠であり、その地方はきわめて大きな困難にあうだろう。 

 ここに、みんなの注意をもういちど喚起しなければならない問題がある。それは、われ

われの思想をいまわれわれのおかれている環境に適応させるということである。いまわれ

われのおかれている環境は農村であり、この点にはなんら問題がないようにみえる。われ

われが農村にいるということを知らないものはいないだろう。だが、実際にはそうではな

い。われわれのなかの多くの同志は、まいにち農村におり、そのうえ自分では農村のこと

がわかっているつもりでいるが、しかし、かれらは農村のことがわかっていないか、すく



なくとも深くはわかっていないのである。かれらは、小私有経済を基礎とした、敵に分割

された、したがってまた、遊撃戦争がおこなわれている農村という環境から出発しないた

めに、政治問題、軍事問題、経済問題、文化問題、党活動の問題、労働運動、農民運動、

青年運動、婦人運動などの問題で、しばしばその処理が適切でなかったり、あまり適切で

なかったりしている。かれらは、都市の観点で農村を処理し、多くの適切でない計画を主

観的につくりあげてむりやりに実施するので、しばしば壁につきあたっている。ここ数年

らい、整風運動によって、また活動のなかでつまずいたことによって、われわれの同志た

ちは大きく進歩した。だが、われわれの思想をわれわれのおかれている環境に完全に適応

させるよう、なお注意しなければならず、そうしなければ、われわれはどの分野の活動で

も効果をあげることができず、しかもすみやかにあげることができない。もし、われわれ

のおかれている環境が、小私有経済を基礎とした、敵に分割された、したがってまた、遊

撃戦争がおこなわれている農村根拠地だということをほんとうに理解したなら、もしわれ

われのする仕事がすべてこの点から出発したなら、一見、効果のあがるのがおそく、はな

ばなしくないようにみえるだろうが、この点から出発しないで、他の点、たとえば都市の

観点から出発したばあいにくらべて、実際には、仕事の効果はどうだろうか。それはけっ

しておそくはなく、むしろはやいのである。なぜなら、もしわれわれがこんにちの実際の

状況からはなれて、都市の観点から出発したなら、それは効果のあがるのがはやいかおそ

いかという問題ではなく、しょっちゅうつまずき、さっぱり効果があがらないという問題

になってしまうからである。 

 たとえば、われわれが現在の形の軍民生産運動を提唱して、非常に大きな効果をおさめ

ているのは、そのあきらかな証拠である。 

 われわれは、日本侵略者に打撃をあたえなければならず、また都市を攻略し、失地を回

復する準備をしなければならない。だが、小私有経済の、分割された、遊撃戦争の農村と

いう環境のなかで、どうすればこの目的を達成できるだろうか。われわれは、自分では労

働せず、もっぱら外国人にたより、綿布などの日用品まで外国に依存している国民党のよ

うなまねをしてはならない。われわれは自力更生を主張する。われわれは外からの援助を

のぞむが、それに依存してはならず、自分の努力にたより、軍民全体の創造力にたよる。

それでは、どのような方法があるだろうか。われわれは、軍民が同時に大規模な生産運動

をおこすという方法をとる。 

 農村であり、人力も物力も分散しているから、われわれの生産と供給は「統一指導、分

散経営」の方針をとっている。 

 農村であり、農民はみな分散した小生産者で、おくれた生産用具を使用しており、しか

も、大部分の土地は依然として地主が所有し、農民は封建的な小作料による搾取をうけて

いるから、われわれは、農民の生産意欲と農業労働の生産性をたかめるために、小作料と

利子を引き下げ、労働の相互援助を組織するという二つの方針をとっている。小作料の引

き下げは農民の生産意欲をたかめ、労働の相互援助は農業労働の生産性をたかめている。

わたしは、華北、華中各地の資料を手にいれたが、これらの資料によると、小作料を引き

下げたのち、農民は生産意欲が大いにあがって、われわれのところの変工隊とおなじよう

な相互援助団体をすすんで組織しており、そのため三人分の労働能率が四人分のそれに匹

敵するようになったという。そうだとすれば、九千万人が一億二千万人に匹敵することに

なる。そのほか、二人が三人に匹敵するようになったところもある。もし、強引に命令し

たり、急《せ》いて事を仕損じたりするような方針をとらずに、辛抱づよく説得し、典型

によって模範をしめす方針をとるなら、数年のうちに、大多数の農民を農業生産と手工業

生産の相互援助団体に組織することができるだろう。このような生産団体がみんなのもの

になれば、生産量が大幅にふえ、さまざまな新しいものがうみだされるだけでなく、政治

も進歩し、文化もたかまり、衛生も重んじられ、のらくら者も改造され、風俗習慣もあら



ためられるだろうし、遠からぬうちに生産用具も改良されるだろう。そのときには、われ

われの農村社会は、新しい基礎のうえに一歩一歩うちたてられていくだろう。 

 われわれの活動家たちがこの仕事を熱心に研究し、大きな精力をさいて農村の人民が生

産運動をくりひろげるのをたすけるなら、数年のうちに、農村は食糧と日用品が豊富にな

り、戦闘を堅持し、凶作に対処することができるだけでなく、将来のために大量の食糧と

日用品をたくわえることもできるようになるだろう。 

 農民の生産を組織するだけでなく、部隊と機関もいっせいに生産をおこなうよう組織し

なければならない。 

 農村であり、つねに敵からふみにじられている農村であり、長期にわたって戦争がおこ

なわれている農村であるから、部隊と機関は生産をしなければならない。また、分散した

遊撃戦争であるから、部隊と機関は生産をすることもできる。ましてわが陝西・甘粛・寧

夏辺区では、辺区の人口にくらべて部隊と機関の人数のしめる割合が大きすぎるので、自

分で生産しなければ飢えてしまうし、人民に求めすぎれば人民が負担しきれなくなり、人

民も飢えてしまう。だから、われわれは大規模な生産運動をくりひろげることにきめたの

である。陝西・甘粛・寧夏辺区を例にとると、部隊と機関は毎年食糧（粟《あわ》）二十

六万担（一担は三百斤①）を必要とし、そのうち人民に求めているのは十六万担、自分で

生産しているのは十万担であるが、もし自分で生産しなければ、軍隊と人民のうちどちら

か一方が飢えることになる。生産運動をくりひろげたために、われわれはいま飢えていな

いばかりか、軍隊と人民のどちらも十分に食べている。 

 わが辺区の機関では、食糧、被服の二項目をのぞいて、他の経費は大部分を自分でまか

なっており、一部の部門では、その全部を自分でまかなっている。また、他の多くの部門

では、食糧の一部と被服の一部をも自分でまかなっている。 

 辺区の部隊の功績はいっそう大きい。多くの部隊では、食糧、被服、その他すべてを完

全に自給している。すなわち一〇〇パーセント自給しており、政府からは何一つもらって

いない。これは最高の基準であり、第一の基準であって、数年かかってしだいに達成され

たものである。 

 前線では戦わなければならないので、この基準を採用することはできない。前線では第

二、第三の二つの基準をもうければよい。第二の基準は、食糧、被服の二項目を政府が支

給するほか、その他のもの、たとえば油（一人一日半両）、塩（一人一日半両）、野菜（一

人一日一斤ないし一斤半）、肉（一人一ヵ月一斤ないし二斤）、薪炭費、事務費、雑費、教

育費、保健費、武器手入れ費、葉タバコ、靴、靴下、手袋、手ぬぐい、歯ブラシなどはす

べて生産によって自給するというもので、それは全費用のほぼ五〇パーセントをしめる

が、二年ないし三年のうちにしだいに実現することができる。現在、すでにそれを実現し

たところもある。この基準は根拠地内の強固な地区では実行できる。 

 第三の基準は周縁地区と遊撃地区で実行するもので、そこでは、五〇パーセントを自給

することは不可能だが、一五パーセントないし二五パーセントを自給することはできる。

それだけできれば結構である。 

 要するに、特殊な事情のあるばあいをのぞいて、すべての部隊と機関が戦闘、訓練、仕

事のあいまに、一様に生産に参加するということである。部隊と機関は戦闘、訓練、仕事

のあいまを利用して集団的に生産に参加するほか、専門に生産に従事する人を組織して、

農場、菜園、牧場、手工業場、小型工場、輸送隊、協同組合を創設したり、農民と共同で

食糧や野菜をつくったりしなければならない。当面の条件のもとで困難をのりきるために

は、どの機関、どの部隊もみな家計を確立すべきである。家計を確立したがらないのらく

ら者の習性は恥ずべきものである。さらに、質によって等級をきめた個人別利益配当制度

をさだめて、直接生産に従事する人びとが利益の配当を受けられるようにし、それによっ

て生産の発展を刺激しなければならない。また、生産活動を効果的に推進するためには、



指導者が責任をもち、みずから陣頭にたって、指導的骨幹と広範な大衆とを結びつけ、一

般的よびかけと個別的指導とを結びつける方法をとらなければならない。 

 部隊が生産をやれば作戦や訓練ができなくなり、機関が生産をやれば仕事ができなくな

る、というものがいる。このようないい方はまちがっている。ここ数年らい、わが辺区の

部隊は、大々的に生産をおこなって衣食をゆたかにするとともに、練兵もおこない、政治

や文化の学習もおこなってきたが、それらはみな以前よりいっそう大きな成績をあげてお

り、軍隊内の団結や軍隊と人民との団結も以前よりいっそうよくなっている。前線では昨

年一年間に、大規模な生産運動をおこなったが、作戦の面でも大きな成績をあげたし、練

兵運動もいたろところではじめられた。機関が生産を対こなったために、辺区でも前線で

もそうだが、勤務員は生活が改善されて、仕事にいっそう腰をすえるようになり、能率も

いっそうあがるようになった。 

 以上のことからわかるように、農村での遊撃戦争という環境におかれた機関と部隊が、

もし生産自給運動をおこせば、戦闘、訓練、仕事にはいっそう力がはいり、いっそう活発

になるし、規律、内部の団結、外部との団結もいっそうよくなるのである。これは、わが

中国の長期にわたる遊撃戦争の産物であり、われわれの誇りである。生産自給運動に習熟

すれば、われわれはどのような物質的困難をもおそれなくなる。われわれは、年とともに

ますます活気と力にあふれ、戦えば戦うほど強くなり、敵を圧倒することはあっても、敵

に圧倒されるおそれはまったくなくなる。 

 ここでもう一つ、前線にいるわれわれの同志たちの注意を喚起しなければならない点が

ある。われわれの一部の地区は創設されてから日が浅く、かなりゆたかなので、そこの活

動家たちはこれをたのみにして節約しようとせず、生産しようともしないことである。こ

れは非常によくないことで、将来、かれらはかならずひどい目にあうだろう。どの地方で

も、十分に人力、物力をたいせつにしなければならず、けっして目先のことだけにとらわ

れて濫用、浪費してはならない。どの地方でも、仕事をはじめたその年から、将来の長い

年月のことを計算にいれ、長期にわたって戦争をやりぬくことを計算にいれ、反攻のこと

を計算にいれ、敵を追いだしてからの建設のことを計算にいれておかなければならない。

一万では、けっして濫用、浪費せず、他方では、生産の発展につとめることである。これ

まで一部の地方では、遠い先のことを考えず、人力、物力の節約にも生産の発展にも注意

しなかったために、たいへんひどい目にあった。こうした教訓があるので、いま注意を喚

起しなければならないのである。 

 工業品については、陝西・甘粛・寧夏辺区は、二年以内に、綿花、綿糸、綿布、鉄、

紙、その他多くのものを完全に自給することを決定している。これまで全然生産しなかっ

たか、わずかしか生産しなかったものを、まったく外部にたよらずにすべて自分で栽培

し、自分で製造し、自分で供給するようにする。これらの任務はすべて、公営、私営およ

び協同組合経営の三者によって遂行する。すべての生産物は量をふやすだけでなく、質も

よくし、長もちするようにする。辺区政府、八路軍連合防衛司令部、党中央西北局がこれ

らの点に大きな力をそそいでいるのは非常に正しい。前線の各地でもこのようにするよう

希望する。多くの地方ではすでにこのようにしているが、その成功を期待する。 

 わが辺区でも、解放区全体でも、すべての経済活動に習熟するにはまだ二年ないし三年

の時間が必要である。われわれが食糧と工業品の全部または大部分を自分で栽培し、自分

で製造し、自分で供給し、なおそのうえに余裕ができるようになったときこそ、われわれ

が農村で経済活動をどうおこなうかということにすっかり習熟したときである。また将

来、都市から敵を追いだしたときには、われわれは新しい経済活動もやれるようになるだ

ろう。中国の建設はわれわれにかかっており、われわれは学習につとめなければならな

い。 

 

 



〔 ##訳注## 〕 

① 本選集第一巻の『湖南省農民運動の視察報告』訳注⑩を参照。 

 

 

 

遊撃区でも生産をおこなうことができる 

 

          （一九四五年一月三十一日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が延安の『解放日報』にかわって書いた社説である。 

 

 

 敵後方の解放区のなかの比較的強固な根拠地では、軍隊と民衆の生産運動をおこすこと

ができ、またおこさなければならないこと、これはすでに解決すみであり、もう問題には

ならなくなっている。だが、遊撃区でも、つまり敵後方にある敵後方でも、そうすること

ができるかどうかは、これまで、多くの人びとの頭のなかでまだ解決されていなかった。

それはまだ裏づけがなかったからである。 

 だが、いまではもう裏づけがある。一月二十八日の『解放日報』にのった山西《シャン

シー》・察哈爾《チャーハール》・河北《ホーペイ》遊撃隊の生産運動についての張平凱

《チャンピンカイ》同志の報道によると、山西・察哈爾・河北辺区の多くの遊撃区では、

すでに一九四四年に大規模な生産をおこない、ひじょうによい成果をあげている。張同志

の報道でとりあげられている地域および部隊には、河北省中部の第六分区、第二分区の第

四区隊①、第四分区の第八区隊、徐水《シュイショイ》・定興《ティンシン》支隊、保定

《ポオティン》・満城《マンチョン》支隊、雲彪《ユィンピャオ》支隊があり、山西省の

代《タイ》県と［山＋享］《クォ》県の部隊がある。それらの地域の条件はひじょうにわ

ろくて、「敵軍とかいらい軍の拠点やトーチカがたちならび、濠や防壁や道路が網の目の

ようにはりめぐらされ、敵は軍事上の優勢と交通の便利な点を利用して、たえずわが方を

襲撃し、包囲し、『討伐』してくる。遊撃隊はこの条件に対処するため、日に数ヵ所も移

動することがしばしばある。」だがそれでも、かれらは戦闘のあいまに生産をおこなうこ

とができた。その結果、「みんなの給養が改善され、一人一日あたり油と塩が半両、野菜

が一斤、肉は一ヵ月一斤半というところまでふえた。そのうえ、数年間つかったことのな

い歯ブラシ、歯みがき粉、読み書きの読本もいまではもうそろっている。」どうだろう、

これでも遊撃区では生産をおこなうことができないといえるだろうか。 

 多くの人は、人口の密集している地方には土地がないという。だが、はたして土地がな

いだろうか。山西・察哈爾・河北辺区をみてほしい。「まず、農業を主とする方針のもと

に土地問題を解決した。かれらには九つのやり方がある。第一に、封鎖用の防壁や濠をつ

ぶして平らにすること、第二に、敵に利用されるおそれのある道路をつぶして、その両側

に農作物をうえること、第三に、小さな荒れ地を利用すること、第四に、民兵に協力し、

武装力の掩護《えんご》によって、月明かりの夜に、敵のとりでの下にある土地の作付け

を強行すること、第五に、労働力のたりない農民と共同で耕作すること、第六に、部隊が

変装して、なかば公然たる形で、敵の拠点やトーチカの近くの土地を耕作すること、第七

に、川べりを利用して、そこに堤防をきずいて砂州を改造し、砂をとりのぞいて耕地にす

ること、第八に、農民に協力して非灌漑地を灌漑地に改造すること、第九に、自分たちが

活動するすべての村落で野良仕事を援助することである。」 

 農業生産はやれるとしても、手工業その他の生産は多分やれないのではないか。だが、

はたしてやれないだろうか。山西・察蛤爾・河北辺区をみてほしい。「濠封鎖線の外にあ



る部隊の生産としては、農業だけではなくて、根拠地内の強固な地区と同様、手工業や運

輸業もおこなわれている。第四区隊ではフェルト帽をつくる手工業場を一つ、油をしぼる

手工業場を一つ、粉をひく手工業場を一つつくり、七ヵ月のあいだに辺区の貨幣で五十万

元の収益をあげた。こうして自分の困難を解決したばかりでなく、遊撃区の大衆の需要を

もみたした。毛糸のジャケツや靴下なども、兵士たちは全部自給できるようになった。」 

 遊撃区ではあれほどひんぱんに戦闘があるのだから、軍隊が生産に従事すれば、おそら

く作戦に影響するのではあるまいか。だが、はたしてそうだろうか。山西・察蛤爾・河北

辺区をみてほしい。「戦闘の任務と生産の任務とをおなじように重視し、労働力と武装力

との結合という原則が実現された。」「第二分区の第四区隊を例にとろう。春の耕作がはじ

まると、専門の部隊を派遣して敵に打撃をあたえるとともに、強力な政治攻勢をおこなっ

た。だからこそ、軍事行動も活発になり、部隊の戦闘力も高まったのである。この小部隊

は二月から九月のはじめまでに七十一回の戦闘をおこなって、朱東社《チュートンショ

ー》、上荘《シャンチョヮン》、野荘《イエチョヮン》、鳳家寨《フォンチァチャイ》、崖頭

《ヤートウ》などの拠点を攻略し、敵軍とかいらい軍に百六十五人の死傷者をださせ、か

いらい軍九十一人を捕虜にし、軽機関銃三ちょう、小銃と拳銃百一ちょうをぶんどっ

た。」「軍事行動と大生産運動の宣伝とを結びつけ、『大生産運動を破壊するものがあれ

ば、それをやっつける』という政治攻勢をただちにおこした。代県、［山＋享］県などの

県都にいる敵が民衆に、『なぜ八路軍は近ごろこんなに手ごわいのか』とたずねたとこ

ろ、民衆は、『お前さんたちが辺区の大生産運動を破壊するからだよ』と答えた。かいら

い軍の兵士たちは、『向こうさんは大生産運動をやっているんだから、出ていくもんじゃ

ない』とささやきあっている。」 

 遊撃区の人民大衆も生産運動をおこすことができるだろうか。それらの地方は、まだ小

作料を引き下げていないかもしれず、引き下げていても不徹底かもしれないのに、それで

も農民は増産に乗り気になれるだろうか。この点についても、山西・察哈爾・河北辺区の

回答は肯定的である。「濠封鎖線の外にある部隊がくりひろげた生産運動は、また地元の

大衆に直接的な援助をあたえている。一方では武力によって大衆の生産を掩護している

し、他方では労働力を提供してひろく援助をおこなっている。ある部隊は、農繁期に五〇

パーセントの力をさいて、無償で大衆の生産を援助することをきめている。そのため、大

衆の生産意欲が大いに高まり、軍民の関係がいっそううちとけたものとなり、大衆はだれ

も食うにこと欠かなくなった。遊撃区の大衆が共産党、八路軍によせる共鳴と支持は、そ

れいらい、いっそう強まっている。」 

 遊撃区では、軍隊と民衆の大規模な生産運動をおこなうことができるし、またおこなわ

なければならない。このことについては、すべての疑問が解決された。われわれは、解放

区の党、政府、軍隊のすべての要員、とくに遊撃区の要員にたいし、この点を完全に認識

することを要求するものであり、この「できる」と「なければならない」とを認識すれ

ば、この仕事はどこででもおこせるようになる。山西・察哈爾・河北辺区も、まさしく、

このことからはじめたのである。すなわち、「濠封鎖線の外にある部隊の生産運動では、

幹部がその考え方をあらためて、生産を重視し、労働力と武装力との結合を重視し、大衆

のあいだの英雄、模範（初歩的な総括では、六十六名の英雄、模範）をそだてたため、わ

ずか五ヵ月間に、濠封鎖線の外にあるわれわれの部隊は、生産任務の面で計画を期日どお

りに完遂したばかりでなく、また、とりわけ、実際にそくした多くの新しい創造をおこな

ったのである。」 

 一九四五年には、全解放区のすべての人びとがこぞって、これまでよりも大規模な、軍

隊と民衆の生産運動にたずさわらなければならない。そして、ことしの冬には、各区の成

績をくらべてみよう。 

 戦争は、軍事上、政治上の競争であるばかりでなく、経済上の競争でもある。日本侵略

者にうち勝つためには、われわれは、他のすべてのことに努力するとともに、経済活動に



も努力しなければならず、二、三年で、この分野のことに完全に習熟しなければならな

い。そして、ことし――一九四五年には、これまでよりもいっそう大きな成績をおさめな

ければならない。これは中国共産党中央が全解放区の全要員と全人民に心から切望すると

ころである。われわれはこの計画が完遂されるよう希望する。 

 

 

〔 ##訳注## 〕 

① 区隊とは当時山西・察哈爾・河北辺区の地方武装組織の骨幹部隊のことである。区隊

は軍分区に所属し、数県の遊撃隊を統率していた。一区隊は通常五、六コ中隊からなり、

およそ六、七百人であった。 

 

 

 

中国の二つの運命 

 

          （一九四五年四月二十三日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が中国共産党第七回全国代表大会でのべた開会のことはである。 

 

 

 同志諸君。中国共産党第七回全国代表大会がきょうここに開会された。 

 われわれのこの大会は、どんな重要な意義をもっているだろうか。こんどの大会は、全

中国四億五千万の人民の運命にかかわる大会だというべきである。中国には二つの運命が

ある。その一つについては、ある人がすでに本を書いた〔1〕。われわれのこの大会は、中

国のもう一つの運命を代表するものであり、われわれもこれについて本を書く〔2〕。われ

われのこの大会は、日本帝国主義をうちたおし、全中国人民を解放するためのものであ

る。この大会は、日本侵略者をうちやぶり、新中国を建設する大会であり、全中国の人民

を結集し、全世界の人民を結集し、最後の勝利をかちとる大会である。 

 現在は時機がひじょうによい。ヨーロッパでは、ヒトラーがうちたおされようとしてい

る。世界の反ファシズム戦争の主要な部分は西方にあるが、そこでの戦争はもうすぐ勝利

する。それはソ連赤軍の努力のたまものである。ベルリンではすでに赤軍の砲声がきこえ

ており、まもなく攻めおとされるであろう。東方でも、日本帝国主義をうちたおす戦争が

勝利にちかづいている。われわれの大会は、反ファシズム戦争の最後の勝利の前夜にひら

かれているのである。 

 中国人民のまえには、二つの道、光明の道と暗黒の道とがよこたわっている。中国には

二つの運命、光明の中国の運命と暗黒の中国の運命とがある。いま、日本帝国主義はまだ

うちやぶられていない。日本帝国主義をうちやぶったとしても、やはりつぎのような二つ

の前途がある。独立、自由、民主、統一、富強の中国、すなわち光明の中国、中国人民の

開放された新しい中国か、それとももう一つの中国、半植民地・半封建的な、分裂した、

貧弱な中国、すなわちふるい中国か、である。新しい中国か、それともふるい中国か、こ

の二つの前途は依然として中国人民のまえに、中国共産党のまえに、そしてわれわれのこ

んどの大会のまえによこたわっている。 

 日本はまだうちやぶられておらず、日本をうちやぶったのちにもなお二つの前途が存在

するということであれば、われわれの活動はどうあるべきか。われわれの任務はなにか。

われわれの任務はほかでもなく、おもいきって大衆を立ちあがらせ、人民の力を強大に

し、結集できる全国のすべての力を結集して、わが党の指導のもとに、日本侵略者をうち



やぶり、光明の新中国を建設し、独立、自由、民主、統一、富強の新中国を建設するため

にたたかうことである。われわれは全力をあげて、光明の前途、光明の運命をかちとり、

もう一つの暗黒の前途、暗黒の運命に反対すべきである。われわれの任務はこれ以外にな

い。これがわれわれの大会の任務であり、これがわれわれ全党の任務であり、これが全中

国人民の任務である。 

 われわれの希望は実現できるだろうか。われわれは、実現できると考える。これを実現

する可能性は存在する。なぜなら、現在、われわれには、つぎのようないくつかの条件が

そろっているからである。 

 第一に、経験のゆたかな、百二十一万の党員を擁する強大な中国共産党がある。 

 第二に、強大な解放区があり、この解放区には九千五百五十万の人口、九十一万の軍

隊、二百二十万の民兵がいる。 

 第三に、全国の広範な人民の支援がある。 

 第四に、全世界各国の人民、とくにソ連の支援がある。 

 強大な中国共産党、強大な解放区、全国人民の支援、国際的な人民の支援というこうし

た条件のもとで、われわれの希望は実現できるだろうか。われわれは、実現できると考え

る。こうした条件は、中国にはいまだかつてなかったものである。これまで長いあいだ、

いくらかの条件はあったが、いまほどととのってはいなかった。中国共産党はかつていま

ほど強大になったことはなかったし、革命根拠地はかつていまほど多くの人口と大きな軍

隊をもったことはなかった。日本および国民党の支配する地域の人民のあいだにおける中

国共産党の威信も、これまでになく高まっているし、ソ連や各国人民の革命勢力も、これ

までになく大きくなっている。これらの条件のもとでは、侵略者をうちやぶり、新中国を

建設することは、まったく可能だというべきである。 

 われわれには正しい政策が必要である。この政策の基本点は、おもいきって大衆を立ち

あがらせ、人民の力を強大にして、わが党の指導のもとに、侵略者をうちやぶり、新中国

を建設することである。 

 中国共産党は、一九二一年に誕生してから、すでに二十四年になるが、その間に、北伐

戦争、土地革命戦争、抗日戦争という、英雄的にたたかった三つの歴史的時期をへて、豊

富な経験をつんできた。いまでは、わが党は、すでに中国人民の抗日救国の重心となり、

中国人民の解放の重心となり、侵略者をうちやぶり、新中国を建設する重心となってい

る。中国の重心は、他のいかなる側にもなく、われわれの側にある。 

 われわれは、現在、全国人民を結集して日本侵略者にうち勝つために、また、将来、全

国人民を結集して新民主主義の国家をうちたてるために、謙虚で、慎重で、おごりをいま

しめ、あせりをいましめ、誠心誠意、中国人民に奉仕すべきである。われわれがそのよう

にし、正しい政策をもち、一致して努力しさえすれば、われわれの任務はかならず達成で

きる。 

 日本帝国主義を打倒しよう！ 

 中国人民の解放万歳！ 

 中国共産党万歳！ 

 中国共産党第七回全国代表大会万歳！ 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 蒋介石が一九四三年に発表した『中国の運命』という本をさす。 

〔2〕 毛沢東同志がこの大会のために準備した『連合政府について』という報告をさ

す。 

 

 



 

連合政府について 

 

          （一九四五年四月二十四日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が中国共産党第七回全国代表大会でおこなった政治報告である。 

 

 

     一 中国人民の基本的要求 

 

 われわれの大会はつぎのような状況のもとでひらかれている。中国人民が日本侵略者に

たいし、八年ちかいあいだ断固とした、英雄的な、不撓不屈のたたかいをおこない、数か

ぎりない苦難と自己犠牲をへたのち、新しい局面、つまり、全世界におけるファシスト侵

略者反対の神聖な正義の戦争がすでに決定的意義をもつ勝利をおさめ、中国人民が連合国

と協同して日本侵略者をうちやぶる時機がすでにまじかに追っている、という局面があら

われた。ところが、中国はいま依然として団結していないし、中国には依然として重大な

危機が存在している。このような状況のもとで、われわれはどうすべきだろうか。疑いも

なく、中国がさしせまって必要としているのは、各党各派や無党無派の代表的人物を結集

して、民主的な臨時の連合政府を樹立することであり、それによって民主改革をおこな

い、当面の危機を克服し、全中国の抗日の力を動員、統一し、連合国との協同作戦を強力

におこない、日本侵略者をうちやぶって、中国人民を日本侵略者の手から解放するのであ

る。そうしたのちは、広範な民主主義の基礎のうえに、国民代表大会を招集し、各党各派

や無党無派のより広範囲な代表的人物をふくむ、おなじく連合的性格の民主的な正式の政

府を樹立することであり、それによって、解放後の全国人民を指導し、中国を独立、自

由、民主、統一、富強の新国家にきずきあげるのである。一言でいえば、団結と民主の路

線をあゆんで、侵略者をうちやぶり、新中国を建設することである。 

 われわれは、こうすることによってはじめて、中国人民の基本的要求が反映されると考

える。したがって、わたしの報告では、主として、これらの要求について検討する。中国

に民主的な連合政府を樹立すべきかどうかの問題は、すでに中国人民ならびに連合国の民

主的言論界にとって大きな関心事となっている。したがって、わたしの報告では、この問

題に重きをおいて説明することにしよう。 

 中国共産党は、八年間の抗日戦争で、すでにいくたの困難を克服し、巨大な成果をおさ

めた。しかし、当面の情勢のもとでは、わが党と人民のまえに、なお重大な困難がよこた

わっている。当面の時局は、わが党にたいし、緊急な、より着実な活動を一歩すすんでお

こない、ひきつづき困難を克服して、中国人民の基本的要求を実現するために奮闘するこ

とをもとめている。 

 

 

     二 国際情勢と国内情勢 

 

 中国人民は、われわれがいま提起したような基本的要求を実現できるだろうか。それは

中国人民の自覚、団結、努力の程度いかんによってきまる。だが、当面の国際、国内情勢

は中国人民にきわめて有利な条件を提供している。中国人民が、もしこれらの条件をよく

利用し、積極的に、断固として、一段と奮闘をつづけるなら、侵略者にうち勝ち、新中国

を建設できることは、少しも疑う余地がない。中国人民はいっそう努力し、自己の神聖な

任務を達成するために奮闘しなければならない。 



 当面の国際情勢はどうか。 

 当面の軍事情勢をみると、ソ連軍はすでにベルリンを攻撃し、イギリス、アメリカ、フ

ランスの連合軍も、いまそれに呼応してヒトラーの残存部隊に打撃をくわえており、イタ

リア人民もすでに蜂起している。これらのすべてによって、ヒトラーは最後的に消滅され

るであろう。ヒトラーが消滅されたのちには、日本侵略者のうちやぶられる日もそう遠く

はない。内外の反動派の予想に反して、ファシスト侵略勢力はかならず打倒され、人民の

民主勢力はかならず勝利する。世界は進歩にむかってすすむのであり、けっして反動にむ

かってすすむのではない。もちろん、歴史の過程では、一時的な、ひいては重大な、若干

の曲折がなお生ずる可能性があること、また、多くの国では、自国の人民や外国の人民が

団結、進歩、解放を獲得するのを心よくおもわない反動勢力がなお強大であることを考え

に入れて、十分警戒心をたかめるべきである。こうしたことを無視するものは、政治的に

あやまりをおかすであろう。だが、歴史の全般的な趨勢《すうせい》はすでに定まってお

り、それを変えることはできない。このような状況は、ファシストと事実上それを助けて

いる各国の反動派にとって不利であるだけで、すべての国の人民およびその組織された民

主勢力にとっては、いずれも福音である。人民、ただ人民のみが世界の歴史を創造する原

動力である。ソ連人民は強大な力を創造し、ファシスト打倒の主力軍の役をになった。ソ

連人民の努力に他の反ファシズム連合国の人民の努力がくわわって、ファシスト打倒を可

能にした。戦争は人民を教育した。人民は戦争の勝利をかちとり、平和をかちとり、そし

て進歩をかちとるであろう。 

 この新しい情勢は、第一次世界大戦時代の情勢とは大いに異なっている。当時は、まだ

ソ連が存在せず、また多くの国の人民もいまほど自覚してはいなかった。二度の世界大戦

はまったく異なった二つの時代なのである。 

 ファシスト侵略国がうちやぶられ、第二次世界大戦が終結し、国際平和が実現したのち

には、闘争がなくなるというのではない。広範に散在するファシスト残存勢力は、かなら

ずまた攪乱《かくらん》するにちがいない。ファシズム侵略戦争に反対する陣営内にも、

民主に反対し他民族を抑圧する勢力が存在しており、かれらは依然として各国人民や植民

地、半値民地を抑圧するであろう。したがって、国際平和が実現したのちでも、依然とし

て反ファシズム人民大衆とファシスト残存勢力との闘争、民主と反民主との闘争、民族解

放と民族抑圧との闘争が、世界の大部分の地域にひろがるであろう。長期の努力をつうじ

て、ファシスト残存勢力、反民主勢力およびすべての帝国主義勢力にうち勝ってのみ、も

っとも広範な人民の勝利がえられるのである。その日のくるのは、けっしてはやくはない

し、たやすくもないが、しかし、その日はかならずくる。反ファシズムの第二次世界大戦

の勝利は、戦後のこの人民闘争の勝利に道をひらくのである。この後者の闘争で勝利して

こそ、強固な恒久的な平和が保障されるのである。 

 当面の国内情勢はどうか。 

 中国の長期の戦争は中国人民に重大な犠牲を払わせたし、また、これからも払わせるで

あろう。しかし、同時に、中国人民をきたえたのはまさにこの戦争であった。この戦争が

中国人民の自覚と団結をうながした度合いからいって、この百年らいの中国人民のあらゆ

る偉大な闘争のなかで、これにくらべられるものは一つもない。中国人民のまえには、強

大な民族の敵が存在しているばかりでなく、民族の敵を事実上たすけている強大な国内反

動勢力が存在しているということ、これが一つの面である。だが、もう一つの面では、中

国人民はすでに、過去のどの時期よりも高い自覚をもっているばかりでなく、強大な中国

解放区と日ましに高揚しつつある全国的な民主運動をもっている。これは国内の有利な条

件である。中国の百年らいの人民の闘争はすべて失敗、あるいは挫折《ざせつ》したが、

これは国際、国内の必要な若干の条件が欠けていたためであったとするなら、こんどはそ

れとちがって、これまでのどの闘争よりもすべての必要な条件がそなわっているのであ



る。失敗を避け、勝利をうる可能性は十分に存在する。もし、全国人民を結集して奮闘努

力し、これを適切にみちびくなら、われわれは勝利することができる。 

 中国人民が団結して侵略者をうちやぶり、新中国を建設するという確信は、いまや非常

につよまっている。中国人民がすべての困難を克服して、偉大な歴史的意義をもつ基木的

要求を実現する時機はすでに到来している。この点にまだ疑問があるだろうか。わたしは

ないとおもう。 

 以上が当面の国際、国内の一般情勢である。 

 

 

     三 抗日戦争における二つの路線 

 

 

    ##中国問題の鍵##  

 

 国内情勢にかんしていえば、われわれは、さらに中国の抗日戦争について、具体的な分

析をくわえるべきである。 

 中国は世界で反ファシズム戦争に参加しているもっとも大きな五つの国の一つであり、

アジア大陸で日本侵略者とたたかっている主要な国である。中国人民は抗日戦争できわめ

て大きな役割をはたしたばかりでなく、戦後の世界平和を保障するうえでもきわめて大き

な役割をはたすであろうし、東方の平和を保障するうえでは決定的な役割をはたすであろ

う。中国は八年にわたる抗日戦争において、自己を解放するために、また、連合諸国を援

助するために、偉大な努力をはらってきた。この努力は主として中国人民の側にぞくする

ものである。中国の軍隊の広範な将兵は前線で血を流して戦い、中国の労働者、農民、知

識層、実業界は後方で仕事にはげみ、海外華僑は私財をさしだして戦争をたすけ、すべて

の抗日政党は、一部の反人民分子をのぞけば、いずれも戦争のためにつくすところがあっ

た。要するに、中国人民は、自己の血と汗をもって、八年ものあいだ、日本侵略者と英雄

的に戦ってきた。ところが、中国の反動分子は多年らい、抗日戦争で中国人民がはたして

きた役割の真相を世間に知らせまいとして、デマをとばし、世論を欺いてきた。同時に、

中国の八年にわたる抗日戦争の各方面の経験について、まだ全面的な総括もされていな

い。したがって、われわれの大会は、人民を教育するとともに、わが党の政策決定のより

どころとするため、これらの経験について適切な総括をおこなうべきである。 

 経験の総括についていうなら、だれもがはっきり見てとることができるように、中国に

は二つの異なった指導路線がある。一つは日本侵略者をうちやぶることのできる路線であ

り、一つは日本侵略者をうちやぶれないばかりか、いくつかの面からいって、事実上日本

侵略者をたすけ、抗日戦争に危害をあたえている路線である。 

 国民党政府は、日本にたいしては消極的な作戦をおこなう政策をとり、国内にたいして

は積極的に人民を蹂躙《じゅうりん》する反動政策をとって、戦争の挫折、国土の大量の

喪失、財政経済の危機、人民の被抑圧、人民の生活苦、民族の団結の破壊をまねいてい

る。このような反動政策は、中国人民のあらゆる抗日の力を動員し統一して戦争を効果的

に遂行することをさまたげ、中国人民の自覚と団結をさまたげている。だが、中国人民の

自覚と団結の運動は停止することなく、日本侵略者と国民党政府の二重の抑圧のもとで、

曲折しながら発展している。二つの路線、すなわち中国人民を抑圧して消極的抗戦をおこ

なう国民党政府の路線と、自覚し団結して人民戦争をおこなう中国人民の路線とは、はや

くから、はっきりと中国に存在してきた。すべての中国問題の鍵《かぎ》はここにある。 

 

 

      ##曲折した道をたどってきた歴史##  



 

 この二つの路線の問題がなぜすべての中国問題の鍵であるかをあきらかにするには、わ

れわれの抗日戦争の歴史をさかのぼってみなければならない。 

 中国人民の抗日戦争は曲折した道をたどって発展してきた。この戦争は、はやくも一九

三一年にはじまっていた。日本侵略者は、一九三一年九月十八日に瀋陽《シェンヤン》を

占領し、数ヵ月のうちに東北三省を占領した。国民党政府は無抵抗政策をとった。だが、

東北三省の人民、東北三省の一部の愛国的な軍隊は、中国共産党の指導または援助のもと

に、国民党政府の意志にそむいて、東北三省の抗日義勇軍と抗日連合軍を組織し、英雄的

な遊撃戦争をおこなった。この英雄的な遊撃戦争は、一時は大きな規模にまで発展し、そ

の後多くの困難や挫折をへたが、終始敵に消滅されることはなかった。一九三二年、日本

侵略者が上海《シャンハイ》に進攻したとき、国民党内の愛国者の一派は、ふたたび国民

党政府の意志にそむき、十九路軍をひきいて日本侵略者の進攻に抵抗した。一九三三年、

日本侵略者が熱河《ローホー》、察哈爾《チャーハール》に進攻してくると、国民党内の

他の愛国者の一派は、みたび国民党政府の意志にそむいて、共産党と協力し、抗日同盟軍

を組織して抵抗した。ところが、これらすべての抗日の戦いには、中国人民、中国共産

党、その他の民主的諸党派および海外の愛国的な華僑が援助をあたえただけで、国民党政

府は、その無抵抗政策にもとづいて、なんらの援助をもあたえなかった。それどころか、

上海と察哈爾での抗日行動は、どちらも、国民党政府の手で破壊された。一九三三年、十

九路軍が福建《フーチェン》省で樹立した人民政府もまた国民党政府によって破壊され

た。 

 当時の国民党政府はなぜ無抵抗政策をとったのか。その主な原因は、一九二七年、国民

党が国共両党の協力を破壊し、中国人民の団結を破壊したことにある。 

 一九二四年、孫中山《スンチョンシャン》先生は中国共産党の提案をうけいれて、共産

党員の参加する国民党第一回全国代表大会を招集し、連ソ、連共、農労援助の三大政策を

定め、黄埔《ホヮンプー》軍官学校を開設し、国共両党および各界人民の民族統一戦線を

実現した。これによって、一九二四年から一九二五年には広東《コヮントン》の反動勢力

が一掃され、一九二六年から一九二七年には北伐戦争が勝利のうちにすすめられ、長江

《チャンチァン》流域と黄河《ホヮンホー》流域の大部分がわが手にはいり、北洋軍閥政

府がうちやぶられ、中国史上空前の大規模な人民解放闘争がまきおこされた。だが、一九

二七年、春から夏にうつるとき、北伐戦争がまさに発展しつつあった重大な時機に、中国

人民の解放事業を代表する、この国共両党および各界人民の民族統一戦線とそのすべての

革命政策は、国民党当局の背反的、反人民的な「党内粛清」政策と虐殺政策によって破壊

されてしまった。きのうの同盟者――中国共産党と中国人民は仇敵《きゅうてき》とみな

され、きのうの敵――帝国主義者と封建主義者は同盟者とみなされるにいたった。このよ

うにして、中国共産党と中国人民にたいする信義をふみにじった突然の襲撃がくわえら

れ、活気にみちあふれていた中国大革命は葬りさられた。それ以後、内戦が団結にとって

かわり、専制が民主にとってかわり、暗黒の中国が光明の中国にとってかわった。だが、

中国共産党と中国人民は威圧もされず、征服もされず、根絶もされなかった。かれらは地

面からたちあがり、からだの血のりをぬぐいさり、仲間のしかばねを葬ると、ふたたび戦

闘をつづけた。かれらは革命の旗を高くかかげて、武力による抵抗をおこない、中国の広

大な地域で、人民の政府を組織し、土地制度の改革を実行し、人民の軍隊――中国赤軍を

創設し、中国人民の革命勢力を保持し発展させた。国民党反動分子によって投げすてられ

た孫中山先生の革命的三民主義は、中国人民、中国共産党およびその他の民主的な人びと

によってうけつがれた。 

 日本侵略者が東北三省に侵入したのち、中国共産党は一九三三年に、革命根拠地および

赤軍を攻撃していたすべての国民党軍にたいし、一致して抗日するために、攻撃を停止す



ること、人民に自由の権利をあたえること、人民を武装すること、という三つの条件のも

とに停戦協定を結ぶよう提案した。しかし、国民党当局はこの提案を拒否した。 

 このあと、一方では、国民党政府の内戦政策がますます狂気じみてきたが、他方では、

内戦停止、一致抗日を要求する中国人民のさけびがますます高まってきた。人民のさまざ

まな愛国的な組織が上海その他の多くの地方でつくられた。一九三四年から一九三六年ま

でに、長江の南北各地の赤軍主力は、わが党中央の指導のもとに、あらゆる苦難をかさね

て西北地方に移動し、西北地方の赤軍と合流した。この二年間、中国共産党は新しい情勢

に即応して、団結抗日と新民主主義共和国樹立を奮闘目標とする、抗日民族統一戦線の新

しい、系統だった政治路線を決定し、これを実行した。一九三五年十二月九日、北平《ペ

イピン》の学生はわが党の指導のもとに英雄的な愛国運動をおこし、中華民族解放先鋒隊

〔1〕を結成し、さらに、この愛国運動を全国の各大都市におしひろめた。一九三六年十

二月十二日、国民党内の抗日を主張する二派の愛国者――東北軍と十七路軍は、連合して

国民党当局の対日妥協と対内虐殺の反動政策に勇敢に反対し、有名な西安《シーアン》事

変①をおこした。また、国民党内の他の愛国者も国民見当局の当時の政策に不満であっ

た。このような情勢のもとで、国民党当局はやむなく内戦政策をすて、人民の要求をみと

めた。西安事変の平和的解決は、新しい情勢のもとでの国内の協力関係がつくられ、全国

的な抗日戦争がまきおこされる時局転換のかなめとなった。蘆溝橋《ルーコウチァオ》事

変②の前夜、すなわち一九三七年五月に、わが党は歴史的な意義をもつ全国代表者会議を

招集した。この会議は、党中央の一九三五年いらいの新しい政治路線を承認した。 

 一九三七年七月七日の踵溝橋事変から一九三八年十月の武漢陥落までの時期には、国民

党政府は対日作戦に比較的力を入れた。この時期には、日本侵略者の大がかりな進攻と全

国人民の民族的な怒りの高まりによって、国民党政府はその政策の重点をまだ日本侵略者

反対にむけており、このため全国の軍隊と人民の抗日戦争の高まりが比較的順調に形成さ

れて、一時は活気にみちた新しい気運があらわれていた。当時、全国人民、われわれ共産

党員、その他の民主政党は、みな国民党政府にきわめて大きな期待をよせていた。つまり

国民党政府がこの民族の危機と人心奮起の時機にあたって、民主改革を断行し、孫中山先

生の革命的三民主義を実行にうつすことを期待していたのである。だが、この期待ははず

れてしまった。この二年においても、国民党当局は、一方では比較的積極的な抗戦をおこ

なったが、他方では依然として、広範な民衆を動員した人民戦争に反対し、人民の自発的

な団結による抗日と民主の活動を制限した。国民党政府は、一方では中国共産党およびそ

の他の抗日諸政党にたいする態度を、過去にくらべて多少あらためはしたが、他方では依

然として、各政党に平等な地位をあたえず、いろいろ手をつくしてその活動を制限した。

数多くの愛国的政治犯も釈放されはしなかった。もっとも主要なことは、国民党政府が依

然として、一九二七年に内戦をおこしたときからの寡頭独裁制度を保ちつづけており、挙

国一致の民主的な連合政府をいまなお樹立できないでいることである。 

 すでにこの時湖のはじめ、われわれ共産党員は、勝利にみちびく人民の全面的な戦争

か、それとも、敗北に終わる人民抑圧の一面的な戦争か、という中国の抗日戦争の二つの

路線を指摘した。われわれはさらに、戦争は長くつづき、多くの苦難をもたらすにちがい

ないこと、だが、中国人民の努力によって、最後の勝利はかならず中国人民のものとなる

ことを指摘した。 

 

 

      ##人民戦争##  

 

 この時期には、中国共産党の指導する、西北地方に移動した中国赤軍の主力は、中国国

民革命軍第八路軍に編成がえし、長江の南北各地にふみとどまっていた中国赤軍遊撃部隊

は、中国国民革命由新綿第四軍に編成がえして、あいついで華北、車中の戦いにおもむい



た。内戦の時期の中国赤軍は、北伐の時期の苗補軍百学校および国民革命軍の民主的伝統

を保持し発展させ、一時は数十万にまで拡大した。だが、南方各根拠地にたいする国民党

政府の残酷な蹂躙のために、また万里の長征のさいの損耗およびその他の原因のために、

抗日戦争がはじまったときには、その数はわずか数万人に減少していた。そこで、一部の

人はこの軍隊をみくびり、抗日は主として国民党にたよるべきだと考えた。だが、人民は

最良の判定者である。かれらは、八路軍、新四軍は当時、数こそすくなかったが質は高

く、其の人民戦争をおこなえるのはこの軍隊だけであること、この軍隊がひとたび抗日の

前線におもむいてその土地の広範な人民と結びついたなら、限りない前途がひらけること

を知っていた。人民は正しかったのである。わたしがここで報告している現在、われわれ

の軍隊はすでに九十一万人に発展しており、農村にいて生産労働からはなれない民兵は二

百二十万以上に発展している。いまのわれわれの正規の軍隊は、国民党の現存の軍隊（中

央系も地方系③もふくめて）よりも数のうえではずっとすくないにもかかわらず、迎えう

っている日本軍とかいらい軍の数やひきうけている戦場の広さからいっても、戦闘力から

いっても、広範な人民の呼応のもとに戦っていることからいっても、また政治的な質や内

部的な統一と団結などの状況からいっても、すでに中国抗日戦争の主力軍となっている。 

 この軍隊が強力なのは、この軍隊に参加しているすべての人がみな自覚的な規律をそな

えているからであり、少数の人または狭隘《きょうあい》な集団の私的利益のためにでは

なく、広範な人民大衆の利益のため、全民族の利益のために、結集し戦っているからであ

る。しっかりと中国人民の側にたって、誠心誠意、中国人民に奉仕すること、これがこの

軍隊の唯一の目的である。 

 こうした目的から、この軍隊は勇往邁進《まいしん》の精神をそなえている。この軍隊

はあらゆる敵を圧倒するのであり、けっして敵に屈服するようなことはない。いかなる艱

難《かんなん》辛苦の状態にあっても、生き残っているものが一人でもいるかぎり、戦い

つづけるのである。 

 こうした目的から、この軍隊は内外ともにりっぱに団結している。内部では、将兵のあ

いだ、上級と下級のあいだ、軍事活動、政治工作と後方勤務活動とのあいだで一致団結し

ているし、外部にたいしても、軍隊と人民のあいだ、軍隊と政府のあいだ、わが軍と友軍

のあいだで一致団結している。団結をさまたげるすべての現象は、克服しなければならな

いものとされている。 

 こうした目的から、この軍隊は敵軍の将兵を味方に獲得し、捕虜を取り扱ううえでの正

しい政策をもっている。敵側から帰順してくるもの、蜂起してくるもの、あるいは武装解

除されたあと共通の敵とのたたかいに参加することをのぞむものにたいしては、これを一

様に歓迎し、これに適当な教育をほどこす。どの捕虜にたいしても、殺害し、虐待し、侮

辱することをゆるさない。 

 こうした目的から、この軍隊は人民戦争の必要とする一連の戦略戦術をつくりあげてい

る。この軍隊は変化する具体的条件におうじて弾力性にとむ機敏な遊撃戦争をおこなうこ

とに長じており、また運動戦にも長じている。 

 こうした目的から、この軍隊は人民戦争の必要とする一連の政治工作の制度をつくりあ

げている。その任務は、わが軍を団結させ、友軍と団結し、人民と団結し、敵軍を瓦解

《がかい》させ、戦闘の勝利を保障するためにたたかうことである。 

 こうした目的から、遊撃戦争の条件のもとで、全軍は、経済困難の克服、軍隊生活の改

善、人民の負担の軽減のために、戦闘と訓練の合い間を利用し、食糧および日用必需品の

生産に従事して、軍隊の自給、半自給または部分的自給を達成することができるし、また

すでにそのようにしている。各軍事根拠地でも、あらゆる可能性を利用して、すでに多く

の小規模な軍事工業を建設している。 

 この軍隊が強力なのは、また、人民自衛軍や民兵のような広範な大衆の武装組織がそれ

と呼応して戦っているからである。中国解放区では、すべての青壮年男女が、自由意志の



原則、民主の原則、生産労働からはなれないという原則のもとに、抗日の人民自衛軍のな

かに組織されている。自衛軍のなかの精鋭は、軍隊と遊撃隊に参加したもの以外は、民兵

の隊伍に組織されている。これらの大衆の武装力の呼応がなければ、敵にうち勝つことは

不可能である。 

 この軍隊が強力なのは、また、自分を主力兵団と地方兵団の二つの部分にわけており、

前者はいつでも超地方的な作戦任務を遂行することができ、後者は民兵、自衛軍と協同し

て地方を防衛し、その地方の敵を攻撃することが任務とされているからである。このよう

な分けかたは人民の心からの支持をえている。もし、このような正しい分けかたをしない

なら、たとえば、主力兵団の役割に心をそそぐだけで、地方兵団の役割を無視するなら、

中国解放区の条件のもとで、敵にうち勝つことはやはり不可能である。地方兵団の面で

は、りっぱな訓練をうけていて、軍事、政治、民衆運動などの活動のうえでいずれもいっ

そう健全な武装工作隊④がたくさん組織されている。これらの工作隊は、敵後方にある敵

後方に深くはいり、敵に打撃をあたえ、民衆の抗日闘争をまきおこして、各解放区の正両

戦線の戦いに呼応し、大きな成果をおさめている。 

 中国解放区では、民主政府の指導のもとに、すべての抗日の人民にたいし、労働者、農

民、青年、婦人、文化の各団体、およびその他の職業団体、大衆団体に参加して、軍隊を

援助するさまざまな活動を熱心におこなうようよびかけている。これらの活動には、軍隊

への参加、軍隊のための食糧運搬、抗日軍人家族の優遇、軍隊の物質的困難解決への援助

に人民を動員することがふくまれるばかりでなく、さらに、襲撃運動と爆破運動の展開、

政情の偵察《ていさつ》、奸徒《かんと》の粛清、負傷兵の後送と保護、軍隊の作戦への

直接的援助に遊撃隊、民兵、自衛軍を動員することもふくまれる。同時に、全解放区の人

民はまた政治、経済、文化、衛生などのさまざまな建設の仕事に熱心に従事している。こ

の面でもっとも重要なことは、長期の抗日戦争をささえるために、全人民を食糧と日用品

の生産に動員するとともに、すべての機関、学校でも特殊な事情のあるもののほかは一律

に、仕事または学習の余暇に生産自給にたずさわらせ、それによって、人民と軍隊の生産

自給に協力させ、偉大な生産の高まりをもりあげることである。中国解放区では、敵によ

る破壊がきわめてひどく、水害、干害、虫害もつねに発生している。しかし、解放区の民

主政府は、抗日戦争を長期にわたって堅持できるよう、全人民を指導してさまざまな困難

を組織的に克服してきたし、また克服しつつあるのであって、イナゴの撲滅、治水、災害

救済の偉大な大衆運動で史上に前例のない効果をあげている。要するに、すべては前線の

ために、すべては日本侵略者の打倒と中国人民の解放のためにということ、これが中国解

放区の軍民全体の全般的スローガンであり、全般的方針である。 

 これが真の人民戦争である。このような人民戦争によってのみ、民族の敵にうち勝てる

のである。国民党が敗北しているのは、必死になって人民戦争に反対しているからであ

る。 

 中国解放区の軍隊は、ひとたび新式兵器によって装備されるなら、いっそう強大にな

り、日本侵略者を最後的にうちやぶることができる。 

 

 

      ##二つの戦場##  

 

 中国の抗日戦争は、最初から、二つの戦場、すなわち国民党の戦場と解放区の戦場とに

わかれている。 

 一九三八年十月、武漢陥落後、日本侵略者は、国民党の戦場にたいする戦略的な進攻を

停止し、しだいにその主要な軍事力を解放区の戦場にうつした。同時に、かれらは国民党

政府の敗北的気分に焦点をあわせて、国民党政府と妥協的講和をはかる用意があると言明

し、また、売国奴汪精衛《ワンチンウェイ》を重慶《チョンチン》から誘いだし、南京



《ナンチン》にかいらい政府を成立させて、民族的欺瞞《ぎまん》政策を実施した。この

ときから、国民党政府は政策を変えはじめ、その重点を対日抗戦からしだいに反共、反人

民にうつしてきた。それはまず第一に、軍事面にあらわれた。国民党政府は、対日消極作

戦の政策をとって、その軍事力を温存する一方、日本侵略者に解放区を大挙進攻させ、戦

争の重荷を解放区の戦場に買わせて、自分自身は「山上に坐して相うつ虎の倒るるを待

つ」ようになったのである。 

 一九三九年、国民党政府は反動的な「異党活動制限措置法」なるものを実施し、抗戦の

初期に人民や抗日諸政党がたたかいとったいくらかの権利をすっかり取り上げてしまっ

た。このときいらい、国民党政府は、国民党支配区では、すべての民主政党、まず第一

に、そして主として、中国共産党を地下においこんだ。国民党支配区の各省の監獄や強制

収容所は、共産党員、愛国青年および民主主義の戦士でいっぱいになっている。一九三九

年から一九四三年秋までの五年間に、国民党政府は三回にわたる大規模な「反共の高ま

り」をおこして〔2〕、国内の団結を分裂させ、重大な内戦の危機をつくりだした。新四車

の「解散」および安徽《アンホイ》省南部の新四軍部隊九千余人の殲滅《せんめつ》とい

う内外を震撼《しんかん》させた事変は、この時期におこったものである。現在にいたる

まで、国民党軍が解放区の軍隊を攻撃するという事件はまだやんでいないし、それをやめ

ようとするなんのきざしもみられない。このような状況のもとで、あらゆる中傷や悪罵が

国民党反動分子の口から吐かれてきた。「奸党」「奸軍」「奸区」とか、「抗戦を破壊し、国

家を危うくする」など、共産党、八路軍、新四軍および解放区を中傷するよび方やきめつ

けは、みなこれらの反動分子がつくりだしたものである。一九三九年七月七日、中国共産

党中央委員会は宣言を発表して、当時の危機にたいし、「抗戦を堅持し、投降に反対せ

よ。団結を堅持し、分裂に反対せよ。進歩を堅持し、後退に反対せよ」というスローガン

をかかげた。こうした時宜に適したスローガンにしたがって、わが党は、五年のあいだ

に、三回にわたる反動的、反人民的な「反共の高まり」を力づよく撃退し、当時の危機を

克服した。 

 その数年間、国民党の戦場では、実際には、はげしい戦争はなかった。 日本侵略者の

ほこ先は、主として、解放区にむけられていた。一九四三年には、中国侵略の日本軍の六

四パーセントとかいらい軍の九五パーセントを解放区の軍民が迎えうっていた。国民党の

戦場がうけもっていたのは日本軍の三六パーセントとかいらい軍の五パーセントにすぎな

かった。 

 一九四四年、日本侵略者が大陸交通線の打通作戦をおこなったとき、国民党軍はまった

く抵抗する能力がなく、なすところを知らなかった。数ヵ月のうちに、河南《ホーナ

ン》、湖南《フーナン》、広西《コヮンシー》、広東諸省の広大な地域が敵の手におちた。

この時だけは、二つの戦場のうけもつ敵の比率に多少の変化がおきた。しかし、わたしが

この報告をおこなっている現在、中国侵略の日本軍（満州の分をのぞく）四十コ師団、五

十八万人のうち、解放区の戦場が迎えうっているのは二十ニコ師団半、三十二万人で、全

体の五六パーセントをしめているが、国民党の戦場が迎えうっているのはわずか十七コ師

団半、二十六万人で、全体の四四パーセントにすぎない。かいらい軍を迎えうっている状

況には全然変化がない。 

 さらに指摘しなければならないことは、八十万以上にたっするかいらい軍（正規のかい

らい軍と地方のかいらい武装部隊をふくむ）の大部分は、国民党の将官にひきいられて敵

に投降した部隊か、もしくは敵に投降した国国党の将校によって組織された部隊だという

ことである。国民党反動分子は、これらのかいらい軍が日本侵略者に呼応して中国人民の

解放区に反対するよう、事前には、いわゆる「曲線救国」というでたらめな売国論をかれ

るに提供し、事後にはまた、精神的、組織的にかれらを支持している。そのほかに、なお

七十九万七千人にもたっする大量の軍隊をくりだして、陝西《シャンシー》・甘粛《カン



スー》・寧夏《ニンシァ》辺区および各解放区を封鎖し攻撃している。国民党政府の報道

封鎖政策のもとで、多くの中国人、外国人はこのような重大な状況を知るよしもない。 

 

 

      ##中国解放区##  

 

 中国共産党の指導する中国解放区には、いま九千五百五十万の人口がある。その地域

は、北は内蒙古《ネイモンクー》から南は海南島《ハイナンタオ》にまでたっし、敵のい

るところにはほとんど、八路軍、新四軍、その他の人民軍隊が活躍している。この広大な

中国解放区には十九の大きな解放区があり、その地域としては、遼寧《リァォニン》、熱

河、察哈爾、綏遠《スイユァン》、陝西、甘粛、事夏、山西《シャンシー》、河北《ホーペ

イ》、河南、山東《シャントン》、江蘇《チァンスー》、浙江《チョーチァン》、安徽、江西

《チァンシー》、湖北《フーペイ》、湖南、広東、福建などの省の大部分もしくは小部分が

ふくまれている。延安《イェンアン》はすべての解放区の指導の中心である。この広大な

解放区のうち、黄河以西の陝西・甘粛・寧夏辺区は、人口が百五十万しかなく、十九の解

放区のうちの一 つにすぎない。しかも浙江省東部と海南島との両区をのぞけば、人口か

らいってもっとも小さい解放区である。一部の人は、こうした状況を知らないで、中国解

放区とは主として、陝西・甘粛・寧夏辺区のことだと考えている。これは国民党政府の封

鎖政策によってもたらされた誤解である。これらすべての解放区では、抗日民族統一戦線

の必要とするあらゆる政策が実行され、共産党員と抗日諸政党、無党無派の代表的人物と

の協力による民選の政府、つまり地方的な連合政府が、すでに樹立されているか、または

樹立されつつある。解放区では全人民の力がのこらず動員されている。これらのすべてに

よって、中国解放区は強敵の圧迫のもとにありながら、また国民党軍から封鎖され攻撃さ

れているという状況のもとにありながら、さらに外部からなんらの援助もうけていないと

いう状況のもとにありながら、厳然としてゆるがず、しかも、日一日と発展していき、敵

の占領区を縮小し、自己の地域を拡大して、民主的中国の雛型《ひながた》となってお

り、連合国と協同して戦い、日本侵略者を駆逐し、中国人民を解放する主要な力となって

いるのである。中国解放区の軍隊――八路軍、新四軍およびその他の人民軍隊は、対日戦

争の作戦で英雄的、模範的な役割をはたしているばかりでなく、抗日民族統一戦線の民主

的諸政策を遂行するうえでも模範的な役割をはたしている。一九三七年九月二十二日、中

国共産党中央委員会は、「孫中山先生の三民主義は中国がこんにち必要とするものであ

り、わが党はその徹底的実現のために奮闘するものである」という宣言を発表したが、こ

の宣言は中国解放区において完全に実践されている。 

 

 

      ##国民党支配区##  

 

 国民党内の主要な支配集団は、専制支配を固持し、消極的な抗日政策と反人民的な国内

政策とを実行してきた。このため、かれらの軍隊は半分以下に縮小し、その大部分がほと

んど戦闘力をうしなっている。このため、かれら自身と広範な人民とのあいだには深い裂

け目が生じて、人民の生活の疲弊《ひへい》、不満の沸騰、蜂起の続発という重大な危機

がもたらされている。またこのため、抗日戦争におけるかれらの役割は非常に小さくなっ

たばかりでなく、かれらは中国人民のすべての抗日の力を動員し統一するうえでの障害物

となっている。 

 なぜ、国民党の主要な支配集団の指導のもとでこのような重大な事態がうまれたのだろ

うか。それはこの集団が中国の大地主・大銀行家・大買弁層の利益を代表しているからで

ある。これらのごく少数の者が形成している反動層は、国民党政府管轄下の軍事、政治、



経済、文化のすべての重要な機構を独占している。かれらは自分たち少数の者の利益を保

つことを第一位におき、抗日を第二位においている。かれらは「民族至上」などといって

はいるが、その行為は民族のなかの大多数の人民の要求に合致していない。かれらは「国

家至上」などといってはいるが、かれらのさしている国家とは、人民大衆の民主国家では

なく、大地主・大銀行家・大買弁層の封建的ファッショ専制国家なのである。したがっ

て、かれらは人民が立ちあがるのをおそれ、民主運動をおそれ、全人民をほんとうに動員

した抗日戦争をおそれている。これが、かれらの日本にたいする消極的作戦の政策、国内

にたいする反人民、反民主、反共の反動政策の大もとである。かれらはさまざまな面でこ

のような二面政策をとっている。たとえば、一面では、抗日しながらも、他面では、消極

的作戦の政策をとっており、しかも日本侵略者からつねに投降勧誘の対象に選ばれてい

る。一面では、口先で中国経済の発展をとなえながらも、他面では、実際には、官僚資

本、すなわち大地主・大銀行家・大貫弁の資本を蓄積し、中国の主要な経済動脈を独占し

て、農民、労働者、小ブルジョア階級と自由主義ブルジョア階級を残酷に抑圧している。

一面では、口先で「民主」を実行し、「政権を国民にかえす」といいながらも、他面で

は、実際には、人民の民主運動を残酷に抑圧し、民主改革を少しも実行しようとしていな

い。一面では、口先で「共産党問題は政治問題であり、政治的方法によって解決すべきで

ある」といいながらも、他面では、共産党をかれらのいわゆる「第一の敵」とみなし、日

本侵略者は「第二の敵」とみなして、軍事、政治、経済の面から中国共産党を残酷に抑圧

しており、まいにち内戦を積極的に準備し、共産党を消滅しようと苦心さんたんしてい

る。一面では、口先で「近代国家」の樹立をとなえながらも、他面では、実際には大地

主・大銀行家・大貫弁の封建的ファッショ専制支配を必死になって保持している。一面で

は、ソ連と形式的に外交関係を保持しながらも、他面では、実際にはソ連を敵視する態度

をとっている。一面では、アメリカの孤立派といっしょに「まずアジア、それからヨーロ

ッパ」を合唱して、ファシスト・ドイツの寿命をひきのばし、つまりはすべてのファシス

トの寿命をひきのばし、中国人民にたいする自己のファッショ支配の寿命をひきのばそう

としながらも、他面では、外交上でうまくたちまわり、自分を反ファシストの英雄に仕立

てている。自己矛盾するこのようなさまざまな二面政策はどこからくるかといえば、それ

は大地主・大銀行家・大買弁の社会層という大もとからきている。 

 だが、国民党は複雑な政党である。それは大地主・大銀行家・大賀弁層を代表するこの

反動集団によって支配され指導されているとはいえ、全部がこの反動集団そのものだとい

うわけではない。その一部の指導的な人物はこの集団にはぞくしておらず、しかもこの集

団から打撃をくわえられたり、排斥されたり、軽視されたりしている。そのうちのすくな

からぬ幹部、党員大衆および三民主義青年団の団員大衆は、この集団の指導に満足してい

るわけではなく、なかにはその指導に反対しているものさえいる。この反動集団によって

統御されている国民党の軍隊、国民党の政府機関、国民党の経済機関および国民党の文化

機関のなかには、いずれもこのような状況が存在している。これらの軍隊および機関には

すくなからぬ民主的な人びとがふくまれている。この反動集団は、また幾派かにわかれて

たがいに闘争しており、厳密な統一体ではない。国民党を反動派一色とみることは、疑い

もなく非常に不適当である。 

 

 

      ##対比##  

 

 中国人民は中国解放区と国民党支配区にはっきりした対比をみいだしている。 

 事態はまだはっきりしていないとでもいうのだろうか。二つの路線、人民戦争の路線と

人民戦争に反対する消極的抗日の路線がある。その結果、一つは中国解放区のように、条

件のわるい、外部からの援助の少しもない状態におかれながらも勝利しており、もう一つ



は国民党支配区のように、きわめて有利な、しかも外国の援助をうけている状態におかれ

ながらも敗北しているのである。 

 国民党政府は自分の敗北を武器の欠乏のせいにしている。ではたずねるが、武器が欠乏

しているのは国民党の軍隊なのか、それとも解放区の軍隊なのか。中国解放区の軍隊は中

国の軍隊のなかでも武器がもっとも欠乏している軍隊であって、かれらは敵の手から武器

を奪うか、もっともわるい条件のもとで自分で武器をつくるよりほかないのである。 

 国民党の中央系軍隊の武器は地方系の軍隊よりはるかによいではないか。だが、戦闘力

をくらべると、中央系の多くは地方系におとっている。 

 国民党は広大な人的資源を擁しているが、そのあやまった兵役政策によって、人力の補

充は極度に困難になっている。中国解放区は、敵に分割され、戦闘がひんぱんにおこなわ

れている状況のもとにありながらも、人民の要求にかなった民兵と自衛軍の制度の普遍的

な実施によって、また人的資源の濫用と浪費の防止によって、人力は尽きることなく動員

できるのである。 

 国民党は食糧の豊富な広大な地域を擁しており、毎年七千万担ないし一億担の食糧を人

民から供給されているが、その大部分がこれを取り扱う人たちのふところにはいってしま

うため、国民党の軍隊はいつも食糧が欠乏し、兵士は飢えてやせこけている。中国解放区

の主要な部分は、敵後方に切りはなされ、焼きつくし殺しつくし奪いつくすという敵の

「三光」政策に蹂躙されており、なかにはこの陝西省北部のような非常にやせた地域もあ

るのに、自分の労働によって農業生産を発展させるという方法で、食糧問題をりっぱに解

決している。 

 国民党地域の経済危機はきわめて深刻で、工業の大部分は破産し、綿布のような日用品

までもアメリカから運んでいる。ところが、中国解放区は、工業を発展させるという方法

で、綿布やその他の日用品の需要を自分で解決している。 

 国民党地域では、労働省、農民、店員、公務員、知識人および文化関係者の生活の苦し

さは極点にたっしている。中国解放区の人民はみな食べるものがあり、着るものがあり、

仕事がある。 

 抗戦を利用して国難成金になり、官吏はすなわち商人である、汚職ははんらんし、廉恥

は地を払う、これが国民党地域の特色の一つである。刻苦奮闘し身をもって手本をしめ

す、仕事のほかになお生産をおこなう、廉潔を奨励し汚職行為を禁絶する、これが中国解

放区の特色の一つである。 

 国民党地域では人民のすべての自由が奪われている。中国解放区では人民に十分な自由

があたえられている。 

 国民党支配者はこうした異常な状態に直面して、だれをせめるべきだろうか。他人をせ

めるべきか、それともかれら自身をせめるべきか。外国の援助が足りないことをせめるべ

きか、それとも国民党政府の専制支配と腐敗無能をせめるべきか。これがまだわからない

とでもいうのだろうか。 

 

 

      ##「抗戦を破壊し、国家を危うくする」ものはだれか##  

 

 まぎれもなく中国人民の抗戦を破壊し中国人民の国家を危うくしているのは、国民党政

府ではないとでもいうのか。この政府は、まる十年のあいだひたすら内戦をつづけて、ほ

こ先を同胞にむけ、すべての国防事業をすててかえりみず、そのうえ無抵抗政策によって

東北四省をさしだしてしまった。日本侵略者が山海関《シャンハイコヮン》以南に攻めこ

んでくると、あわてて応戦し、蘆溝橋から貴州《コイチョウ》省まで退いた。それなの

に、国民党の人びとは「共産党が抗戦を破壊し、国家を危うくする」（一九四三年九月の

国民党中央執行委員会第十一回全体会議の決議案にみられる）といっている。その唯一の



証拠とは、共産党が各界の人民と連合して、英雄的に抗日する中国解放区を創設したとい

うことである。これら国民党の人びとの論理は中国人民の論理とこんなにもちがっている

のであるから、多くの問題で話が通じないのも不思議ではない。 

 ここに二つの問題がある。 

 第一は、いったいどういう原因によって、国民党政府は黒竜江《ヘイロンチァン》から

蘆溝橋にいたるまで、さらに蘆溝橋から貴州省にいたるまでの、このように広大な国土と

このように多くの人民をなげすてたのかということである。それは国民党政府のとった無

抵抗政策、消極的な抗日政策および反人民的な国内政策によるのではないとでもいうのだ

ろうか。 

 第二は、いったいどういう原因によって、中国解放区は日本侵略軍およびかいらい軍の

長期にわたる残酷な進攻にうち勝ち、民族の敵の手からこのように広大な国土を奪いかえ

し、このように多くの人民を解放したのかということである。これは人民戦争の正しい路

線によるのではないとでもいうのだろうか。 

 

 

      ##いわゆる「政令、軍令に服従しない」こと##  

 

 国民党政府は、またたえず、「政令、軍令に服従しない」ということで、中国共産党を

非難している。だが、われわれはつぎのようにいうほかはない。さいわいにも、中国共産

党員はまだ中国人民の普通の常識をもっており、中国人民が艱難辛苦のすえ日本侵略者の

手から奪いかえした中国解放区を、実際にはふたたび日本侵略者の手にわたすようないわ

ゆる「政令、軍令」には服従していない。たとえば、一九三九年のいわゆる「異党活動制

限措置法」、一九四一年のいわゆる「新四軍の解散」ならびに「旧黄河以北への撤退」、一

九四三年のいわゆる「中国共産党の解散」、一九四四年のいわゆる「十コ師団以外のすべ

ての軍隊の期限づき解散」、また、最近の交渉で提起された、いわゆる軍隊と地方政府の

国民党への移管なるもの、つまり、その交換条件としてただ数人の共産党員が国民党専制

政府にはいって官職につくことだけをゆるし、連合政府の樹立はゆるさず、しかもそれを

国民党政府の「譲歩」と称するようなやり方などが、そうした「政令、軍令」である。さ

いわいにも、われわれはそんなものには服従せず、中国人民のためにけがれのない土地を

保持し、英雄的に抗日する軍隊を保持してきた。このように「服従しない」ことを、中国

人民が慶賀すべきではないとでもいうのか。国民党政府は自分のファッショ的政令と敗北

主義的軍令によって、黒竜江から貴州省にいたる広火な土地と人民を日本侵略者にさしだ

していながら、まだ足りないとでもおもっているのか。こうした「政令、軍令」を歓迎す

るのは日本侵略者や反動派だけであって、良心のある愛国的な中国人でこんなものを歓迎

する人がいるとでもいうのか。形式的ではなく実際的な、ファッショ専制的ではなく民主

的な連合政府ができていないのに、解放をかちとった中国解放区と抗日に功績のある人民

軍隊とを、われわれ中国共産党が勝手に敗北主義とファシズムの国民党ファッショ専制政

府にひきわたすということを、中国人民がゆるすなどと考えられるだろうか。もし中国の

解放区とその軍隊がなかったとすれば、中国人民のこんにちの抗日事業がありえただろう

か。わが民族の前途が考えられるだろうか。 

 

 

      ##内戦の危機##  

 

 国民党内の主要な支配集団は、こんにちにいたるまで専制と内戦の反動的方針をとりつ

づけている。多くの兆候がしめしているように、かれらは、ある連合国の軍隊が中国大陸

から日本侵略者をある程度まで駆逐したらすぐに内戦をはじめようと、はやくからそうし



た行動を準備してきたし、とくに現在ではそうしている。しかもかれらは、イギリスのス

コービー将軍〔3〕がギリシアで果たしたような任務を、一部の連合国の将軍たちが中国

国内で遂行してくれることをのぞんでいる。かれらはスコービーやギリシア反動政府の大

虐殺に歓呼している。かれらは中国をふたたび一九二七年から一九三七年までのような国

内戦争の大海になげこもうとたくらんでいる。国民党の主要な支配集団は、現在、「国民

大会の招集」とか、「政治的解決」とかの煙幕のかげで、ひそかに内戦の準備をすすめて

いる。もしわが国の人びとがそれに注意せず、その陰謀を暴露せず、その準備を阻止しな

いなら、ある朝とつぜん内戦の砲声をきくことになるであろう。 

 

 

      ##交渉##  

 

 日本侵略者をうちやぶり新中国を建設するために、また内戦を防止するために、中国共

産党は他の民主的諸党派の同意をえて、一九四四年九月の国民参政会で、国民党一党独裁

の即時廃止、民主的な連合政府樹立という要求を提出した。疑いもなくこの要求は時宜に

かなっており、数ヵ月のうちに広範な人民の共鳴をえた。 

 どのようにして、一党独裁を廃止し、連合政府を樹立し、必要な民主改革を実行するか

などの問題について、われわれはいくどとなく国民党政府と交渉したが、われわれの提案

はすべて国民党政府に拒否された。国民党は、一党独裁の廃止、連合政府の樹立をのぞま

ないばかりでなく、特務機関の廃止、人民の自由を弾圧する反動法令の撤廃、政治犯の釈

放、各政党の合法的地位の承認、解放区の承認、解放区を封鎖し攻撃している軍隊の撤退

など、さしせまって必要な民主改革もなにひとつ実行しようとしない。こうしたところか

ら、中国の政治関係はきわめて重大な局面におかれている。 

 

 

      ##二つの前途##  

 

 全体の情勢からみて、また上にのべた国際的、国内的なあらゆる実際状況の分析からみ

て、わたしが注意をうながしたいのは、われわれの事業がすべて順調に、見事にはこぶな

どとは考えないようにということである。たしかに、そんなことはありえない。よい方と

わるい方の二つの可能性、二つの前途が存在しているのが事実である。民主改革がゆるさ

れないでファッショ専制支配がつづけられ、重点が日本侵略者への反対におかれないで人

民への反対におかれ、たとえ日本侵略者がうちやぶられても、中国には依然として内戦の

可能性があり、中国が独立、自由、民主、統一、富強でない、苦痛にみちたむかしどおり

の状態にひきもどきれる、これが一つの可能性、一つの前途である。この可能性、この前

途は依然として存在している。これは国際情勢がよくなり、国内の人民の自覚がたかま

り、組織された人民の力が発展したからといって、存在しなくなるとか、自然に消滅して

しまうとかいったようなものではない。中国にこの可能性、この前途が実現するのをのぞ

んでいるのは、国内では国民党内の反人民集団であり、国外では帝国主義思想をいだく反

動分子である。これが一面であり、注意しなければならない一面である。 

 だが、他の一面では、おなじく全体の情勢からみて、また上にのべた内外のあらゆる状

況の分析からみて、われわれはいっそうの確信と勇気をもって第二の可能性、第二の前途

をたたかいとることができる。すなわち、あらゆる困難を克服し、全国人民を結集し、国

民党のファッショ専制支配を廃止し、民主改革を実行し、抗日の力を強化拡大し、日本侵

略者を徹底的にうちやぶって、中国を独立、自由、民主、統一、富強の新国家にきずきあ

げることである。中国にこの可能性、この前途が実現するのをのぞんでいるのは、国内で



は広範な人民、中国共産党および他の民主的諸党派であり、国外ではわれわれを平等に遇

するすべての民族、進歩的な人びと、人民大衆である。 

 われわれと中国人民は、まだ大きな困難、多くの障害物に直面しており、多くの曲折し

た道をあゆまなければならないことを、われわれははっきり知っている。だが同様にわれ

われは、どのような困難や障害物であっても、全国人民といっしょにかならずそれを克服

して、中国の歴史的任務を達成できるということを知っている。全力をつくして、第一の

可能性に反対し、第二の可能性をたたかいとり、第一の前途に反対し、第二の前途をたた

かいとること、これがわれわれと全国人民の偉大な任務である。国際情勢、国内情勢の主

要な面は、われわれと全国人民に有利である。これらの点についてはさきにはっきりとの

べておいた。われわれは、国民党当局が世界の大勢のおもむくところ、中国の人心のむか

うところを考えて、抗日戦争を勝利させ、中国人民の苦痛を減少させ、新中国を一日もは

やく誕生させるために、現在のあやまった諸政策をきっぱりあらためることを希望する。

どのように曲折した道をたどろうとも、中国人民の独立解放の任務はかならず達成される

し、しかもその時機がすでにきていることを知るべきである。百余年らい、革命に殉じた

無数の戦士のいだいてきた雄大な志は、われわれのこの世代がかならず実現するのであ

り、だれが阻止しようとしても、とうてい阻止できるものではない。 

 

 

     四 中国共産党の政策 

 

 以上、わたしは中国の抗日戦争における二つの路線について分析した。このような分析

はぜひとも必要である。なぜなら、広範な中国人のなかには、いまなお中国の抗日戦争に

おける具体的な状況を知らない人がたくさんいるからである。国民党支配区や外国では、

国民党政府の封鎖政策によって多くの人が目かくしされている。一九四四年に、内外新聞

記者の視察団が中国解放区にやってくるまでは、外部の多くの人は解放区についてほとん

どなにも知らなかった。国民党政府は解放区の真実の状況がもれるのを非常におそれたた

め、一九四四年にきた新聞記者団が帰ると、ただちに門をとざし、新聞記者を二度と解放

区にはいらせなかった。国民党地域の真相についても、国民党政府は同様に封鎖してい

る。したがって、われわれには「二つの地域」の真相をできるだけ人びとにはっきり知ら

せる責任があるとおもう。中国のすべての状況をはっきりさせてはじめて、中国の二六政

党――中国共産党と中国国民党の政策がなぜこのようにちがっているのか、なぜこのよう

に二つの路線のあるそいがあるのかを理解することができる。そうしてはじめて、両党間

の論争が一部の人のいうように、必要でない、重要でない論争、あるいは感情的でさえあ

る論争にすぎないものではなくて、数億の人民の死活問題にかかわる原則上の論争である

ことを、人びとに理解させることができる。 

 中国の時局の重大な情勢を前にして、中国人民、中国のすべての民主政党および民主的

な人びと、中国の時局に関心をもつすべての外国の人民は、みな、中国の分裂の局面がふ

たたび団結にむかうことをのぞみ、中国で民主改革がおこなわれることをのぞんでおり、

当面の多くの重要問題を解決するうえで中国共産党のとっている政策を知りたがってい

る。われわれの党員はもちろんこれらの点についていっそう関心をもっている。 

 われわれの抗日民族統一戦線の政策は、これまでも明確であったし、八年にわたる戦争

の試練をへてきている。われわれの大会はこれについて今後の奮闘の指針となる結論をく

だすべきである。 

 以下、わたしはわが党が中国問題解決のために重要政策の面でひきだした若干の確定的

な結論を説明しよう。 

 

 



      ##われわれの一般綱領##  

 

 中国人民のすべての抗日の力を動員し統一して、日本侵略者を徹底的に消滅し、独立、

自由、民主、統一、富強の新中国を樹立するためには、中国人民、中国共産党およびすべ

ての抗日的な民主政党は、相互に同意した一つの共同綱領をもつことがさしせまって必要

である。 

 この共同綱領は一般的な部分と具体的な部分との二つにわけられる。われわれはまず一

般的な綱領についてのべ、そのあとで具体的な綱領についてのべよう。 

 日本侵略者を徹底的に消滅することと新中国を建設することを大前提として、中国の現

段階では、われわれ共産党員は、つぎのような基本点で中国の人口の最大多数と一致して

いる。すなわち、第一に、中国の国家制度は大地主・大ブルジョア階級独裁の封建的、フ

ァッショ的、反人民的な国家制度であってはならないということである。なぜならこのよ

うな反人民的な制度が完全に破産したことは、国民党の主要な支配集団の十八年間の支配

によってすでに立証されているからである。第二に、中国はまた、純然たる民族ブルジョ

ア階級のふるい型の民主主義独裁の国家を樹立することも不可能であり、したがってその

樹立をくわだてるべきではないということである。なぜなら中国においては、一方では、

民族ブルジョア階級が経済的、政治的に、非常に軟弱だからであり、他方では、中国の政

治舞台で強大な能力をしめし、広範な農民階級、都市小ブルジョア階級、知識層およびそ

の他の民主的な人びとを指導している、自覚をもった中国プロレタリア階級およびその指

導者――中国共産党という新しい条件がすでにうまれているからである。第三に、中国の

社会的、経済的な必要条件がそなわっておらず、中国人民の任務がまだ民族的抑圧と封建

的抑圧に反対することにあるという現段階では、中国人民は社会主義の国家制度を実現す

ることも不可能だということである。 

 では、われわれの主張はなにか。われわれが主張するのは「日本侵略者を徹底的にうち

やぶったのちに、全国の圧倒的多数の人民を基礎とした、労働者階級の指導する、統一戦

線の、民主的同盟の国家制度を樹立することである。われわれはこのような国家制度を新

民主主義の国家制度とよぶ。 

 これは中国の人口の最大多数の要求に真に合致する国家制度である。なぜなら、第一

に、それは数百万の産業労働者、数千万の手工業労働者および雇農の同意をえているし、

また同意がえられるからである。つぎに、それは中国の人口の八〇パーセント、つまり四

億五千万の人口のうち三億六千万をしめる農民階級の同意をえているし、また同意がえら

れるからである。さらに、それは広範な都市小ブルジョア階級、民族ブルジョア階級、開

明紳士およびその他の愛国的な人びとの同意をえているし、また同意がえられるからであ

る。 

 もちろん、これらの階級のあいだには、依然として矛盾がある。労資間の矛盾がその顕

著な一例である。したがって、これらの階級はそれぞれいくらかの異なった要求をもって

いる。こうした矛盾を抹殺《まっさつ》し、こうした異なった要求を抹殺することはいつ

わりであり、あやまりである。だが、こうした矛盾、こうした異なった要求は、新民主主

義の全段階をつうじて共通の要求をしのぐほどに発展することはないし、また発展させる

べきではない。こうした矛盾やこうした異なった要求は調節することができる。このよう

な調節によって、これらの階級は、共同して、新民主主義国家の政治、経済、文化の建設

をなしとげることができる。 

 われわれの主張する新民主主義の政治とは、外部からの民族的抑圧をくつがえし、国内

の封建主義的、ファッショ的抑圧をとりのぞくことであり、また、これらのものをくつが

えし、とりのぞいたのちに、旧民主主義の政治制度を樹立するのではなくて、すべての民

主的階級の連合する、統一戦線の政治制度を樹立することである。われわれのこの主張は

孫中山先生の革命的主張と完全に一致する。孫先生は、「中国国民党第一回全国代表大会



宣言」のなかでつぎのように書いている。「近世各国のいわゆる民権制度は、往々にして

ブルジョア階級に専有され、まさしく平民を抑圧する道具になっている。国民党の民権主

義についていえば、一般平民の共有するものであって、少数のものが私《わたくし》しう

るものではない。」これは孫先生の偉大な政治的指示である。中国人民、中国共産党およ

びその他のすべての民主的な人びとは、このまったく正しい新民主主義の政治原則を擁護

し発揚するために、この指示を尊重してだんここれを実行しなければならず、またこの指

示にそむきこれに反対するどのような人びとや集団ともだんこ闘争しなければならない。 

 新民主主義の政権組織は、各級の人民代表大会で政治の根本方針を決定し、政府を選挙

するという民主集中制をとるべきである。それは民主的であると同時に、集中的である。

つまり民主を基礎とした集中であり、集中にみちびかれた民主である。ただこの制度だけ

が、広範な民主を発揚して各級の人民代表大会に高度の権力をもたせることができ、ま

た、国事を集中的に処理して、各級の政府に、各級の人民代表大会から委託されたすべて

の事務を集中的に処理させ、人民の必要なすべての民主的活動を保障させることができる

のである。 

 軍隊およびその他の武装力は新民主主義の国家権力機関の重要な部分であり、それがな

ければ国家を防衛することはできない。新民主主義国家のすべての武装力は、他の権力機

関とおなじように、人民にぞくし人民を保護するものであって、少数のものにぞくし人民

を抑圧するふるい型の軍隊、ふるい型の警察などとは、完全に異なる。 

 われわれの主張する新民主主義の経済もまた孫先生の原則に合致するものである。土地

問題では、孫先生は「耕すものに土地を」ということを主張した。商工業問題では、孫先

生はさきにのべた宣言のなかでつぎのようにいっている。「すべて中国人および外国人の

企業で、独占的性質をもつか、もしくは規模が大きすぎて私的な力では経営できないも

の、たとえば銀行、鉄道、航空事業などのたぐいは、国家がこれを経営管理し、私有資本

制度が国民の経済生活を左右できないようにする。これが資本節制の主旨である。」現段

階では、経済問題について、われわれは孫先生のこれらの主張に完全に同意する。 

 一部の人は、中国共産党員が個性を発展させることに賛成せず、私的資本主義を発展さ

せることに賛成せず、私有財産を保護することに賛成しないのではないかと疑っている

が、実際にはそれはまちがっている。残酷にも中国人民の個性の発展を束縛し、私的資本

主義の発展を束縛し、広範な人民の財産を破壊しているのは、民族的抑圧と封建的抑圧で

ある。われわれの主張する新民主主義制度の任務は、まさにこうした束縛をとりのぞき、

こうした破壊をやめさせ、広範な人民が共同生活のなかでその個性を自由に発展できるよ

う保障し、「国民の経済生活を左右する」のではなくて国民の経済生活にとって有益な私

的資本主義経済が自由に発展できるよう保障し、すべての正当な私有財産を保障すること

である。 

 孫先生の原則と中国革命の経験によれば、現段階における中国の経済は、国家経営、私

的経営、協同組合経営の三つによって構成されなければならない。そして、国家経営のそ

の国家とは、けっして「少数のものが私しうる」国家であってはならず、プロレタリア階

級の指導のもとに「一般平民の共有する」新民主主義の国家でなければならない。 

 新民主主義の文化も、おなじように、「一般平民の共有する」もの、すなわち民族的、

科学的、大衆的な文化であるべきで、けっして「少数のものが私しうる」文化であっては

ならない。 

 以上のべたすべてが、現段階において、ブルジョア民主主義革命の全段階において、わ

れわれ共産党員の主張する一般綱領、もしくは基本綱領である。われわれの社会主義制度

および共産主義制度についての未来綱領もしくは最高綱領からいえば、これはわれわれの

最低綱領である。この綱領を実行すれば、中国を現在の国家および社会の状態から一歩前

進させることができる。つまり、植民地・半植民地・半封建の国家および社会の状態から

新民主主義の国家および社会に前進させることができるのである。 



 この綱領で規定されているプロレタリア階級の政治的指導権、プロレタリア階級の指導

下での国営経済および協同組合経済は、社会主義的な要素である。しかし、この綱領を実

行するだけではまだ中国を社会主義社会にすることにはならない。 

 われわれ共産党員は、もともと自己の政治的主張をかくすようなことはしない。われわ

れの未来綱領もしくは最高綱領は、中国を社会主義社会および共産主義社会に前進させる

ものである。これは確定的で少しも疑問の余地がない。わが党の名称とわれわれのマルク

ス主義の世界観が、この将来の、かぎりなく輝かしい、かぎりなく美しい最高の理想を明

確にさししめしている。共産党員はだれでも、入党のときから、現在の新民主主義革命の

ために奮闘し、将来の社会主義および共産主義のために奮闘するという二つの明確な目標

を胸にいだいており、共産主義の敵どもの無知で卑劣な敵視、中傷、悪罵、嘲笑などを意

に介していない。われわれはそれらを断固として排撃しなければならない。しかし、善意

であるが疑いをもっている人びとにたいしては、排撃するのではなく、善意をもって辛抱

づよく説明することである。すべてこれらのことは、きわめて明瞭であり、きわめて確定

的であり、少しの曖昧《あいまい》さもないのである。 

 だが、すべての中国共産党員、中国のすべての共産主義の支持者は、現段階の目標のた

めに奮闘しなければならない。民族的抑圧と封建的抑圧に反対するために奮闘し、中国人

民を植民地・半植民地・半封建の悲惨な運命からぬけ出させるために奮闘し、プロレタリ

ア階級の指導する、農民解放を主要な内容とした、新民主主義の性質、つまり孫中山先生

の革命的三民主義の性質をもった、独立、自由、民主、統一、富強の中国を樹立するため

に奮闘しなければならないのである。われわれは、たしかにこのようにしてきた。われわ

れ共産党員は広範な中国人民と協同して、このために二十四年のあいだ英雄的に奮闘して

きたのである。 

 共産党員あるいはその支持者でありながら、もしこの目標のために奮闘せず、もしこの

ブルジョア民主主義革命を軽視して、それへの努力を少しでもゆるめ、少しでも怠り、少

しでも不忠実きや不熱心きをしめし、しかも自分の血と生命をささげる心がまえをもた

ず、ただ社会主義とか共産主義とかと空談義するだけなら、それは意識しようとしまい

と、多かれ少なかれ社会主義と共産主義にそむくことになり、自覚した忠実な共産主義者

とはいえなくなる。民主主義をへなければ、社会王義にたっすることはできない。これは

マルクス主義の不変の真理である。そして中国では、民主主義のための奮闘はやはり長期

にわたるものである。連合し統一した、新民主主義の国家がなく、新民主主義の国家経済

の発展がなく、私的資本主義経済と協同組合経済の発展がなく、民族的、科学的、大衆的

な文化、すなわち新民主主義文化の発展がなく、何億という人民の個性の解放と個性の発

展がなければ、一口にいって、共産党の指導する新しい型のブルジョア的性質をもつ徹底

した民主主義革命がなければ、植民地・半値民地・半封建の廃嘘のうえに社会主義社会を

建設しようとしても、それはまったくの空想にすぎない。 

 一部の人は、なぜ共産党員が資本主義をおそれず、かえって一定の条件のもとでその発

展を提唱するのかを理解していない。われわれの答えは簡単である。すなわち、資本主義

のある程度の発展が外国の帝国主義と自国の封建主義の抑圧にとってかわることは、ひと

つの進歩であるばかりでなく、ひとつの避けられない過程でもある。それはブルジョア階

級に有利であるばかりでなく、プロレタリア階級にも有利であり、プロレタリア階級には

いっそう有利であるともいえる。いまの中国によけいなものは、外国の帝国主義と自国の

封建主義であって、自国の資本主義ではない。われわれの資本主義はむしろすくなすぎる

のである。不思議なことに、中国のブルジョア階級の一部の代弁者は、正面から資本主義

発展の主張をかかげる勇気がなく、遠回しにこの問題にふれている。このほかに、中国に

おける資本主義のしかるべき発展を頭から否定し、一気に社会主義にたっすることができ

るとか、三民主義と社会主義とを「一挙に成功させる」とかといっているものさえある。

あきらかにこうしたことは、あるものは中国の民族ブルジョア階級の軟弱性の反映であ



り、あるものは大地主・大ブルジョア階級の民衆にたいする欺瞞手段である。中国の条件

のもとでは、新民主主義の国家制度のもとでは、国有経済、勤労人民の小私有経済および

協同組合経済を発展させるほか、国民の経済生活を左右できない範囲で、私的資本主義経

済に発展の便宜をあたえなければ、社会の発展にとって有利にはならないということを、

われわれ共産党員はマルクス主義の社会発展法則にたいする認識にもとづいてはっきりと

知っている。中国共産党員は、いかなる空談義や欺瞞によってもそのさえた頭脳をかきみ

だされるものではない。 

 一部の人は、共産党員が、「三民主義は中国がこんにち必要とするものであり、わが党

はその徹底的実現のために奮闘するものである」と言明しているのは、どうも誠実ではな

いようだと疑っている。これは、われわれの認めている、孫中山先生が一九二四年に「中

国国民党第一回全国代表大会宣言」のなかで解釈した三民主義の基本原則が、わが党の現

段階における綱領、つまり最低綱領のなかの若干の基本原則と一致しているということを

理解していないからである。ここで指摘しなければならないのは、孫先生のこの三民主義

とわが党の現段階における綱領とは、ただ若干の基本原則で一致しているだけであって、

まったく一致しているものではないということである。わが党の新民主主義の綱領は、も

ちろん孫先生のものにくらべてはるかに完全である。とくに、孫先生死後のこの二十年間

における中国革命の発展によって、わが党の新民主主義の理論、綱領、およびその実践は

きわめて大きく発展しており、今後もいっそう大きく発展するであろう。だが、孫先生の

この三民主義はその基本的性質からいえば、それ以前の旧三民主義とは区別される新民主

主義の綱領であって、もちろん、これは「中国がこんにち必要とするもの」であり、もち

ろん「わが党はその徹底的実現のために奮闘するもの」である。中国共産党員にとって

は、わが党の最低綱領のために奮闘することと孫先生の革命的三民主義、つまり新三民主

義のために奮闘することとは、別々のことではなく、基本的には（あらゆる面においてで

はない）おなじことである。したがって、中国共産党員が革命的三民主義のもっとも誠実

な、もっとも徹底した実現者であるということは、過去と現在においてすでに証明されて

いるばかりでなく、さらに将来においても証明されるであろう。 

 一部の人は、共産党が権力をえたのち、ロシアにならってプロレタリア独裁と一党制度

をうちたてるのではないかと疑っている。われわれは、いくつかの民主的階級の同盟によ

る新民主主義国家はプロレタリア独裁の社会主義国家とは原則的にちがったものであると

答える。われわれのこの新民主主義制度は、プロレタリア階級の指導のもとに、共産党の

指導のもとに樹立されるものであるが、新民主主義制度の全期間をつうじて、中国は一階

級の独裁および一党による政府機構独占の制度ではありえないし、したがってそうあるべ

きでないことは、少しも疑問の余地がない。共産党以外のどんな政党、どんな社会集団あ

るいは個人でも、共産党にたいして敵対的ではなく協力的な態度をとるかぎり、われわれ

にはそれと協力しない理由はない。ロシアの制度はロシアの歴史から形成されたものであ

る。そこでは、人が人を搾取する社会制度が廃止され、もっとも新しい型の民主主義、す

なわち社会主義の政治、経済、文化の制度が実現され、社会主義に反対するすべての政党

が人民からみすてられ、ボリシェピキ党だけが人民から支持されている。だからこそロシ

アのあの局面が形成されたのであって、それはかれらにとってぜひとも必要で、まったく

合理的なものである。だが、ボリシェビキ党以外に他の政党が存在しないという条件のも

とであっても、ロシアの政権機関で実行されているのは、やはり労働者、農民、知識人の

同盟、または党員と非党員の同盟の制度であって、労働者階級あるいはボリシェピキ党員

しか政権機関ではたらけないというものではない。中国の現段階の歴史から、中国の現段

階の制度が形成されるであろう。われわれにとってぜひとも必要で、まったく合理的な、

そしてロシアの制度ともちがう特殊な形態、つまりいくつかの民主的階級の同盟による新

民主主義の国家形態と政権形態は、長い時期をへていくうちにうまれるであろう。 

 



 

      ##われわれの具体的綱領##  

 

 うえにのべた一般綱領にもとづいて、わが党はさらにそれぞれの時期における具体的な

綱領をもつべきである。ブルジョア民主主義革命の全段階をつうじて、つまり数十年間に

わたって、われわれの新民主主義の一般綱領は変わらない。しかし、この大きな段階のな

かのそれぞれの小さな段階では、状況が変化したし、また変化しているので、われわれの

具体的綱領があらためられなければならないのは当然のことである。たとえば、北伐戦争

の時期、土地革命戦争の時期、また抗日戦争の時期をつうじて、われわれの新民主主義の

一般綱領には変化はなかったが、その具体的綱領には、三つの時期に変化があった。それ

は、三つの時期においてわれわれの敵軍と友軍に変化があったからである。 

 現在、中国人民はつぎのような状況におかれている。（一）日本侵略者はまだうちやぶ

られていない。（二）中国人民は、団結して民主改革を実現することをさしせまって必要

としている。それによって、民族の団結を形成し、あらゆる抗日の力をすみやかに動員し

統一し、連合国と協同して、日本侵略者をうちやぶるのである。（三）国民党政府は民族

の団結を分裂させ、このような民主改革を妨害している。こうした状況のもとで、われわ

れの具体的綱領、つまり中国人民の当面の要求とはなにか。 

 われわれはつぎのような要求が適切であり、また最低限のものであると考える。 

 あらゆる力を動員し、連合国と協同して、日本侵略者を徹底的にうちやぶり、国際平和

を確立すること。国民党一党独裁を廃止し、民主的な連合政府と連合統帥部を樹立するこ

と。民族の団結を分裂させ人民に反対する親日分子、ファッショ分子、敗北主義分子を処

罰して、民族の団結を形成すること。内戦の危機をつくりだす反動分子を処罰して、国内

の平和を保障すること。民族裏切り者を処罰し、敵に降伏した将校を討伐し、日本のスパ

イを処罰すること。人民を弾圧するあらゆる反動的な時務機関と特湾活動を廃止し、強制

収容所を廃止すること。人民の言論、出版、集会、結社、思想、信教、身体などの自由を

弾圧するあらゆる反動法令を撤廃して、人民に十分な自由の権利をあたえること。すべて

の民主政党の合法的地位を承認すること。すべての愛国的政治犯を釈放すること。中国解

放区を包囲し攻撃しているすべての軍隊を撤退させ、これらの軍隊を抗日の前線へ出動さ

せること。中国解放区のすべての抗日軍隊と民選政府を承認すること。解放区およびその

軍隊を拡大強化して、すべての失地を回復すること。被占領区の人民が地下の軍隊を結成

して武装蜂起を準備するのを援助すること。中国人民が自発的に武装して郷土と国土を防

衛するのをゆるすこと。国民党統帥部に直接指導されて、つねに戦いに敗北し、つねに人

民を抑圧し、つねに他系統のものを排斥している軍隊を政治的軍事的に改造し、敗退に責

任のある将領たちを処罰すること。兵役制度を改善し、将兵の生活を改善すること。抗日

軍人の家族を優遇し、前線の将兵が安心して戦えるようにすること。国のために殉じた戦

士の遺家族を優遇し、傷痍《しょうい》軍人を優遇し、退役軍人の生活と就職の問題の解

決を援助すること。軍事工業を発展させ、戦争に役立たせること。連合国の武器および財

政の援助を各抗日軍隊へ公平に分配すること。汚職官吏を処罰し、廉潔な政治を実現する

こと。中下級公務員の待遇を改善すること。中国人民に民主的権利をあたえること。人民

を抑圧する保甲制度〔4〕を廃止すること。難民を救済し、災害、飢饉《ききん》の救済

をすること。大量の救済基金を設置し、被占領区で苦しみにあえいでいる人民を国土回復

ののち広範に救済すること。苛酷《かこく》で雑多な税金を廃止し、統一的な累進税を実

施すること。農村の改革を実行し、小作料と利子を引き下げ、小作権を適度に保障し、貧

しい農民に低利の貸し付けをおこなうとともに、農民を組織して、農業生産の発展を有利

にすること。官僚資本を取り締まること。現在の経済統制政策を廃止すること。無制限な

通貨膨脹と無制限な物価騰貴を抑止すること。民間工業に資金の借り入れ、原料の購入、

製品の販売の便宜をあたえ、民間工業を援助すること。労働者の生活を改善し、失業労働



者を救済するとともに労働者を組織して、工業生産の発展を有利にすること。国民党の党

化教育〔5〕を廃止して、民族的、科学的、大衆的な文化教育を発展させること。教職員

の生活および学問の自由を保障すること。青年、婦人、児童の利益を保護し、勉学の道を

うしなった青年を救済するとともに、青年、婦人を組織して、抗日戦争と社会の進歩に有

益な諸活動に平等な立場で参加させ、婚姻の自由と男女平等を実現し、青年と児童に有益

な学業をうけさせること。国内の少数民族の待遇を改善し、各少数民族に民族自治の権利

をあたえること。華僑の利益を保護し、帰国華僑を援助すること。日本侵略者の圧迫をう

けて中国に亡命した外国の人民を保護するとともに、日本侵略者に反対するかれらの闘争

を援助すること。中ソ両国の関係を改善すること、等々。そして、これらすべてをなしと

げるうえでもっとも重要なことは、国民党一党独裁をただちに廃止し、すべての抗日政党

および無党無派の代表的人物をふくむ挙国一致の、民主的な、連合的な、臨時の中央政府

を樹立することである。この前提条件がなければ、全国的範囲、いいかえれば国民党支配

地域で多少ともまじめな改革をおこなおうとしても、それは不可能である。 

 これらすべては、中国の広範な人民の声であり、また連合諸国の広範な民主的言論界の

声でもある。 

 抗日的な民主的諸政党が相互に同意する最低限の具体的綱領はぜひとも必要で、われわ

れはうえにのべた綱領を基礎としてかれらと話しあう用意がある。各党は異なった要求を

もってもよいが、一つの共同の綱領をとりきめるべきである。 

 このような綱領は、国民党支配区にとっては、いましばらくのところまだ要求の綱領で

あり、被占領区にとっては、地下の軍隊を結成して武装蜂起を準備するという項目以外

は、そこを奪回したあとでなければ実施できない綱領であり、解放区にとっては、はやく

から実施されているし、またひきつづき実施されるべき綱領である。 

 うえにのべた中国人民の当面の要求、または具体的綱領のなかには、戦時および戦後の

重要な問題が数多くふくまれているので、つぎにそれを説明する必要がある。これらの問

題を説明するにあたって、われわれは、国民党の主要な支配集団のいくつかのあやまった

観点を批判すると同時に、その他の人びとのいくつかの疑問にも答えることにしよう。 

 

 

     ##第一 日本侵略者を徹底的に消滅し、中途での妥協はゆるさない##  

 

 カイロ会議〔6〕は日本侵略者に無条件降伏をせまるべきことをきめたが、これは正し

い。だが、いま日本侵略者は妥協的な講和をもとめて裏面工作をすすめている。国民党政

府内の親日分子も南京かいらい政府をとおして日本の密使と気脈を通じており、それは制

止されていない。したがって、中途で妥協する危険は完全にすぎさったわけではない。カ

イロ会議はまた東北四省、台湾《タイワン》、澎湖《ポンフー》列島を中国に返すことを

きめたが、これはよいことである。だが、国民党政府の現在の政策では、この政府にたよ

って鴨綠江《ヤールーチァン》岸まで進撃し、すべての失地を回復しようとしても、それ

は不可能である。このような状況のもとで中国人民はいかにすべきか。中国人民は、日本

侵略者を徹底的に消滅するよう国民党政府に要求すべきであり、中途での妥協をゆるして

はなるない。妥協のためのすべての陰謀活動はただちに阻止されなければならない。中国

人民は、国民党政府が現在の消極的な抗日政策をあらため、すべての軍事力を積極的な対

日作戦につかうよう要求すべきである。中国人民は、連合国との直接の協同作戦、すべて

の失地の回復のための準備として、自己の軍隊――八路軍、新四軍およびその他の人民軍

隊を拡大するとともに、また敵のいるすべてのところで、広範に自発的に抗日武装組織を

発展させるべきであり、けっして国民党だけにたよってはならない。日本侵略者をうちや

ぶることは中国人民の神聖な権利である。反動分子が中国人民のこの神聖な権利を剥奪

《はくだつ》し、中国人民の抗日活動を抑圧し、中国人民の抗日の力を破壊しようとする



なら、中国人民は、かれらに勧告しても効果がないばあい、自衛の立場に立って断固とし

た反撃をくわえるべきである。なぜなら、民族の利益にそむく中国反動分子のこのような

反動行為は、まったく日本侵略者をたすけるものだからである。 

 

 

     ##第二 国民党の一党独裁を廃止し、民主的な連合政府を樹立する##  

 

 日本侵略者を徹底的に消滅するためには、全国的範囲で民主改革をおこなわなければな

らない。だが、それは、国民党の一党独裁を廃止し、民主的な連合政府を樹立しないかぎ

り不可能である。 

 国民党の一党独裁というのは、実際には国民党内の反人民集団の独裁である。この独裁

は中国民族の団結の破壊者であり、国民党戦場における抗日の失敗の責任者であり、中国

人民の抗日の力を動員し統一するうえでの根本的な障害物である。八年にわたる抗日戦争

の痛ましい経験から、中国人民はこの独裁の罪悪をよく知っているので、その即時廃止を

要求するのはごく当然のことである。この反人民的な独裁はまた内戦の禍根であり、それ

をただちに廃止しないなら、内戦の惨禍がふたたびふりかかってくる。 

 この反人民的独裁の廃止を要求する中国人民の声はいたるところにひびきわたってお

り、国民党当局自身も「訓政⑥をくりあげて終わらせる」と公約せざるをえなくなってい

る。このことから、このいわゆる「訓政」や「一党独裁」がどれほどまでに人心をうしな

い、威信をおとしているかを知ることができる。「訓政」や「一党独裁」にはなにかのと

りえがあるから廃止したり「終わらせ」たりすべきではないといいきるものは、中国には

もう一人もいない。これは当面の時局の大きな変化である。 

 「終わらせる」べきであることは確定的で、少しも疑問の余地がない。だが、どのよう

にして終わらせるかということになると意見がわかれる。一方は、ただちにそれを終わら

せて、民主的な臨時の連合政府を樹立せよという。もう一方は、終わらせるのをしばらく

待て、「国民大会」を招集して「政権を国民にかえす」が、連合政府にかえすことはでき

ないという。 

 これはどういう意味か。 

 これはほんとうにやるのと、ごまかしにやるのとの二つのやり方をあらわしたものであ

る。 

 一つは、ほんとうのやり方である。つまり民族の団結をとりもどし、日本侵略者をうち

やぶるため、ただちに国民党一党独裁の廃止を宣言して、国民党、共産党、民主同盟⑥お

よび無党無派の代表的人物の連合による臨時の中央政府を樹立し、われわれが中国人民の

当面の要求としてさきに提起したような民主的な施政綱領を公布することである。こうし

たことを討議するために諸政党および無党無派の代表的人物の円卓会議を招集して、協定

をむすび、それを実行にうつす。これは団結の方針であって、中国人民は断固としてこの

方針を支持している。 

 もう一つはごまかしのやり方である。それは広範な人民やあらゆる民主政党の要求をか

えりみずに、国民党反人民集団お手盛りのいわゆる「国民大会」を独断的に招集し、その

会議で、実際には専制を維持し民主に反対するいわゆる「憲法」を採択し、わずか数十人

の国民党員が勝手に委任して、むりやりに人民におしつけた、まったく民意の基礎をもた

ない、違法の国民政府なるものに合法の衣をきせ、いかにも「政権を国民にかえす」かの

ようにみせかけながら、実際にはやはり国民党内の反人民集団に「政権をかえす」ことで

ある。もし賛成しないものがあれば、ただちに「民主」を破壊し、「統一」を破壊するも

のだとして、それに討伐令をだす「理由」にされる。これは分裂の方針であって、中国人

民は断固としてこの方針に反対している。 



 反人民的なわが英雄諸君がこの分裂方針にもとづいてとろうとしている段どりは、かれ

ら自身を断崖におしやる危険性をもっている。かれらは自分の首に縄をまきつけ、しかも

それを永久にほどけないようにしようとしているが、その縄とは「国民大会」とよばれる

ものである。かれらの元来の意図は、「国民大会」なるものを万能の宝としてふりかざ

し、それによって、一つには連合政府の樹立を拒否し、二つには専制支配を維持し、三つ

には内戦の理由を準備するということにある。だが、歴史の論理はかれらの予期に反した

方向にむかい、「もちあげた石で自分の足をうつ」ことになるであろう。現在はだれもが

知っているように、国民党支配地域では人民に自由がないし、日本侵略者の占領地域では

人民は選挙に参加できない。そして自由のある中国解放区はといえば、国民党政府から認

められていない。このような状況のもとでは、いったいどこから国民代表がうまれるのだ

ろうか。いったいどこから「国民大会」がうまれるのだろうか。現在ひらくといってさわ

いでいるのは、内戦の時期に、つまり八年もまえに国民党専制政府が一手に偽造したあの

国民大会なるものである。もしそのような大会がひらかれようものなら、全国人民がこぞ

って反対するにちがいない。そうなれば、反人民的なわが英雄諸君はどのように結末をつ

けるつもりなのかうかがいたい。要するに、偽造の国民大会がひらかれようものなら、か

れら自身を断崖におしやることにしかならないのである。 

 われわれ共産党員は国民党一党独裁を終わらせる二つの段どりを提起する。第一の段ど

りでは、当面の時期に、各党各派および無党無派の代表的人物の協議をへて、臨時の連合

政府を樹立するのであり、第二の段どりでは、将来の時期に、制限のない自由な選挙をへ

て、国民大会を招集し、正式の連合政府を樹立するのである。要するに、どちらも連合政

府であり、参加をのぞむすべての階級とすべての政党の代表を結集して、民主的な共同綱

領のもとで、現在の抗日と将来の建国のために奮闘するものである。 

 国民党あるいはその他の政党、集団および個人がどのように考えようと、またこれらの

ものが希望しようとしまいと、意識しようとしまいと、中国はこの道をすすむ以外にな

い。これは歴史の法則であり、必然的な、避けることのできない趨勢であって、どんな力

もそれを逆転させることはできない。 

 この問題および民主改革にかんする他のすべての問題について、われわれ共産党はつぎ

のように声明する。いま国民党当局があやまった政策をいかに固持しているとしても、ま

た時間をひきのばし、世論をごまかす手段としていかに交渉を利用しているとしても、い

ったんかれらがいまのあやまった政策を放棄することをのぞみ、民主改革をおこなうこと

に同意しさえすれば、われわれはかれらとの交渉を再開する用意がある。しかし、交渉の

基礎は抗日と団結と民主という全般的方針のうえにおかれなければならない。この全般的

方針からはなれた方策、構想なるものやその他の空論は、それがどれほど耳ざわりのよい

ものであってもわれわれは賛成できない。 

 

 

     ##第三 人民の自由##  

 

 当面の中国人民の自由のための闘争のほこ先は、まず第一に、しかも主として日本侵略

者にむけるれている。だが、国民党政府は、人民が日本侵略者とたたかえないように、そ

の自由を奪い、その手足をしばっている。この問題を解決しなければ、すべての抗日の力

を全国的範囲で動員し統一することはできない。われわれが綱領のなかで、一党独裁の廃

止、連合政府の樹立、特務の廃止、自由を弾圧する法令の撤廃、民族裏切り者、スパイ、

親日分子、ファッショ分子、汚職官吏の処罰、政治犯の釈放、民主的諸政党の合法的地位

の承認、解放区を包囲し攻撃している軍隊の撤退、解放区の承認、保甲制度の廃止および

その他の多くの経済的文化的要求や民衆運動の要求を提起しているのは、人民のからだに



まきつけられている縄をといて、人民に抗日と団結と民主の自由を獲得させるためであ

る。 

 自由はだれかから恵まれるものではなく、人民がたたかいとるものである。中国解放区

の人民はすでに自由をたたかいとっている。他の地方の人民もこのような自由をたたかい

とることができるし、また、たたかいとるべきである。中国人民のたたかいとった自由が

多ければ多いほど、組織された民主勢力が大きければ大きいほど、統一的な臨時の連合政

府を樹立する可能性はますます大きくなる。このような連合政府がひとたび樹立された

ら、今度はその政府が人民に十分な自由をあたえることになり、連合政府の基礎を強固に

する。そうしてはじめて、日本侵略者がうちたおされたのちに、全国士で制限のない自由

な選挙がおこなわれ、民主的な国民大会がうまれ、統一的な正式の連合政府が樹立される

のである。人民の自由がなければ、真の民選の国民大会はないし、真の民選の政府もな

い。これでもはっきりしないというのだろうか。 

 人民の言論、出版、集会、結社、思想、信教、身体などの自由は、もっとも重要な自由

である。中国の国内でそれを徹底的に実現しているのは、解放区だけである。 

 一九二五年、孫中山先生はその臨終の遺言のなかでつぎのようにのべた。「余は、国民

革命に力を致すことおよそ四十年、その目的は中国の自由、平等をもとめるにあった。四

十年の経験を積んで、この目的を達成するためには、民衆をよびさまし、そして、世界で

われらを平等に遇する民族と連合し、ともに奮闘しなければならないことを深く知るにい

たった。」孫先生を裏切った不肖の子らは、民衆をよびさますのではなくて、民衆をおさ

えつけ、民衆の言論、出版、集会、結社、思想、信教、身体などの自由の権利をのこらず

奪いさっている。そして、しんけんに民衆をよびさまし、しんけんに民衆の自由の権利を

まもる共産党、八路軍、新四軍および解放区にたいしては「奸党」「奸軍」「奸区」よばわ

りしている。われわれは、このような是非を転倒した時代が早くすぎさることを希望す

る。このような是非を転倒した期間を長びかせようとするなら、中国人民はがまんできな

くなるであろう。 

 

 

     ##第四 人民の統一##  

 

 日本侵略者を消滅し、内戦を防止し、新中国を建設するためには、分裂した中国を統一

した中国に変えなければならない。これは中国人民の歴史的任務である。 

 だが、どのように統一するのか。独裁者の専制的な統一か、それとも人民の民主的な統

一か。袁世凱《ユァンシーカイ》⑦いらい、北洋軍閥⑧は専制的な統一を強調した。だが

結果はどうであったか。これら軍閥の意図に反して、かれらのえたものは統一ではなくて

分裂であり、最後にはかれる自身が舞台からころがりおちてしまった。国民党の反人民集

団は袁世凱のあゆんだ道を踏襲して、専制的な統一を追求し、まる十年も内戦をつづけた

が、その結果は日本侵略者を攻めこませてしまい、自分も峨眉山〔7〕にひっこんでしま

った。いままた、山の上でその専制的統一論をわめきたてているが、いったいだれに聞か

せるというのか。良心のある愛国的な中国人で、それを聞こうとする人がいるとでもいう

のだろうか。十六年にわたる北洋軍閥の支配をつうじ、また十八年におよぶ国民党の専制

支配をつうじて、人民はすでに十分な経験を積み、くもりのない目をもっている。人民が

必要としているのは独裁者の専制的な統一ではなくて、人民大衆の民主的な統一である。

われわれ共産党員は、すでに一九三五年に抗日民族統一戦線の方針を提起しており、一日

としてそのために奮闘しない日はなかった。一九三九年、国民党が反動的な「異党活動制

限措置法」を実施して、投降、分裂、後退の危機をもたらし、専制的統一論をわめきたて

ていたときには、われわれはつぎのようにいった。投降に統一するのではなく抗戦に統一

するのであり、分裂に統一するのではなく団結に統一するのであり、後退に統一するので



はなく進歩に統一するのである。後者のような統一だけが真の統一で、他のすべてのもの

はにせの統一である〔8〕。その後さらに六年たったが、問題は依然としておなじである。 

 人民の自由がなく、人民の民主政治がなくて、統一ができるだろうか。これらのものが

あれば、すぐに統一できるのである。自由をかちとり、民主をかちとり、連合政府をかち

とる中国人民の運動は、同時に統一をかちとる運動である。われわれが具体的綱領のなか

で、自由をかちとり、民主をかちとる多くの要求を提起し、連合政府についての要求を提

起したのは、同時にこの目的のためである。国民党内の反人民集団の独裁を廃止し、民主

的な連合政府を樹立するのでなければ、国民党支配区でどのような民主改革を実行するこ

とも、そこのすべての軍隊と民衆を日本侵略者打倒に動員することもできないばかりでな

く、内戦の惨禍をまねくにいたるであろうということ、これは多くの人の常識となってい

る。国民党内の多くの民主的な人びとをふくめて、政党にぞくするかどうかにかかわりな

く、これほど多くの民主的な人びとが一致して連合政府の樹立を要求しているのはなぜだ

ろうか。それはかれらが時局の危機をはっきりとみぬき、こうしないかぎりこの危機を克

服することも、団結して敵にあたり団結して国家を建設する目的を達成することもできな

いということを知っているからである。 

 

 

     ##第五 人民の軍隊##  

 

 中国人民が自由をもとめ、統一をもとめ、連合政府をもとめ、日本侵略者の徹底的な打

倒と新中国の建設をもとめていても、人民の立場にたつ軍隊がなければ、それはできるも

のではない。徹底的に人民の立場にたつ軍隊としては、いまのところ、解放区にあまり大

きくない八路軍と新四軍があるだけで、これではまだまだ足りない。ところが、国民党内

の反人民集団は、解放区の軍隊を破壊し消滅しようと苦心さんたんしている。一九四四

年、国民党政府は共産党にたいし、解放区の軍隊の五分の四を「期限づきで解散」せよと

いう「提示案」なるものをもちだした。一九四五年、すなわち最近の交渉では、さらに共

産党にたいし、解放区の軍隊を全部かれらに引きわたせば、かれらは共産党に「合法的地

位」をあたえてやるといった。 

 この連中は共産党にたいして、軍隊を引きわたせば自由をあたえてやるという。この説

でいけば、軍隊をもたない政党は自由をもっているはずである。ところが、一九二四年か

ら一九二七年にかけて、中国共産党はごくわずかの軍隊しかもっていなかったのに、国民

党政府の「党内粛清」政策と虐殺政策がはじまると、自由はあとかたもなくなった。現在

の中国民主同盟や中国国民党内の民主的な人びとは軍隊をもっていないが、同時に自由も

もっていない。この十八年のあいだ、国民党政府の支配下にある労働者、農民、学生、お

よび進歩をもとめる文化界、教育界、実業界のすべての人びとはみな軍隊をもっていない

が、同時に、自由ももっていない。上にあげたこれらの民主政党や人民が自由をあたえら

れなかったのは、軍隊とやらを組織し、「封建的割拠」とやらを実行し、「奸区」とやらを

設置し、「政令、軍令」とやらに違反したためだとでもいうのだろうか。まったくちが

う。それとは正反対に、まさにかれらがそうしなかったからである。 

 「軍隊は国家のものである」という。まったくそのとおりで、国家にぞくさない軍隊は

世界に一つもない。しかし、その国家とはどんな国家か。大地主・大銀行家・大買弁の封

建的ファッショ専制の国家か、それとも人民大衆の新民主主義の国家か。中国が樹立すべ

き国家は新民主主義の国家だけで、それを基礎にして新民主主義の連合政府が樹立される

のである。人民の自由を保障し、外国の侵略者と効果的にたたかうために、中国のすべて

の軍隊はこの国家のこの政府にぞくすべきである。いつの日か中国に新民主主義の連合政

府が出現すれば、中国解放区の軍隊はただちにその政府に引きわたす。だが、国民党のす

べての軍隊も同時にそれに引きわたさなければならない。 



 一九二四年、孫中山先生は「こんにちより国民革命の新しい時代を画すべきである。…

…その第一歩は、武力を国民に結びつけることであり、第二歩は、武力を国民の武力にす

ることである」〔9〕といった。八路軍、新四軍はこの方針を実行して、「国民の武力」、つ

まり人民の軍隊となったからこそ、戦いに勝つことができたのである。国民党の軍隊は、

北伐戦争の前期には、孫先生のいわれた「第一歩」を実行したので戦いに勝った。北伐戦

争の後期から現在までのあいだは、その「第一歩」さえすてて、反人民の立場に立ったの

で、日一日と腐敗堕落していき、「内戦のくろうと」ではあったが、「対外戦争」では「し

ろうと」でしかなかった。国民党軍隊内の良心のある愛国的なすべての将校は、孫先生の

精神を復活させて自己の軍隊を改造するため、立ちあがるべきである。 

 ふるい軍隊を改造する仕事では、教育できるすべての将校に適切な教育をほどこして、

かれらが正しい観点を学びとり、ふるい観点を一掃し、これからは人民の軍隊のために勤

務するよう援助すべきである。 

 中国人民の軍隊をつくりあげるために奮闘するのは、全国人民の責任である。人民の軍

隊がなければ、人民のすべてはない。この問題については、けっして空談義に終わっては

ならない。 

 われわれ共産党員は、中国の軍隊を改造する事業を支持したいとおもっている。人民と

団結して日本侵略者に反対することをのぞみ、中国解放区に反対しないすべての軍隊にた

いしては、八路軍と新四軍はそれを自己の友軍とみなし、適切な助力をあたえるべきであ

る。 

 

 

     ##第六 土地問題##  

 

 日本侵略者を消滅し、新中国を建設するためには、土地制度の改革を実行して、農民を

解放しなければならない。孫中山先生の「耕すものに土地を」という主張は、当面のブル

ジョア民主主義的性質の革命の時代における正しい主張である。 

 なぜ、当面の時代の革命を、「ブルジョア民主主義的性質の革命」とよぶのか。それ

は、この革命の対象が、ブルジョア階級一般ではなく、民族的抑圧と封建的抑圧だからで

ある。この革命でとられる措置が、一般的に私有財産の廃止ではなく、私有財産の保護を

めざすものだからである。また、この革命の結果、労働者階級が力を結集して、中国を社

会主義の方向へ発展させることができるようになるが、しかし、かなり長期にわたってな

お資本主義が適度に発展するようになるからである。「耕すものに土地を」とは、土地を

封建搾取者の手から農民の手にうつし、封建地主の私有財産を農民の私有財産に変え、農

民を封建的な土地関係から解放し、そうすることによって、農業国を工業国に変える可能

性をつくりだすことである。したがって、「耕すものに土地を」という主張は、プロレタ

リア社会主義的性質の主張ではなく、一種のブルジョア民主主義的性質の主張であり、わ

れわれ共産党だけの主張ではなく、あらゆる革命的民主派の主張である。ただちがう点

は、中国の条件のもとでは、われわれ共産党だけが、この主張をとくにしんけんにとりあ

げ、口でいうだけではなく、実際にそれをおこなっているということである。では、革命

的民主派とはどんな人びとだろうか。もっとも徹底した革命的民主派であるプロレタリア

階級は別として、農民が最大の革命的民主派である。農民の圧倒的多数、つまり封建的な

しっぽを身につけている富農以外は、「耕すものに土地を」を積極的に要求しないものは

ない。都市小ブルジョア階級も革命的民主派であり、「耕すものに土地を」は農業生産力

を発展させるので、かれらにとって有利である。民族ブルジョア階級は動揺する階級であ

る。かれらは市場を必要とするから、やはり「耕すものに土地を」に賛成する。だが、か

れらの大半は土地とつながりをもっているので、多くのものは「耕すものに土地を」をお

それるのである。孫中山は中国最初の革命的民主派であり、民族ブルジョア階級の革命



派、都市小ブルジョア階級および農村の農民を代表して、武装革命を実行し、「地権の平

均」および「耕すものに土地を」という主張を提起した。だが残念ながらかれは、政権を

にぎっていたとき、すすんで土地制度の改革を実行しはしなかった。国民党の反人民集団

は、政権をにぎると、完全に孫中山の主張にそむいた。現在、「耕すものに土地を」に頑

強《がんきょう》に反対しているのは、まさにこの反人民集団である。それはかれらが大

地主・大銀行家・大買弁層を代表しているからである。中国にはただ農民だけを代表する

ような政党がなく、民族ブルジョア階級の政党には徹底した土地綱領がない。したがっ

て、農民およびすべての革命的民主派の指導者となったのは、徹底した土地綱領を制定、

実施し、農民の利益のためにしんけんに奮闘し、それによってもっとも広範な農民大衆を

自己の偉大な同盟軍としてかちとった中国共産党だけである。 

 一九二七年から一九三六年にかけて、中国共産党は土地制度を徹底的に改革する方策を

実行し、孫先生の「耕すものに土地を」という主張を実現した。牙《きば》をむきだし爪

《つめ》をといで、十年にわたる反人民戦争、すなわち「耕すものに土地を」に反対する

戦争をおこなったのは、孫中山のすべての不肖の子らがよりあつまった団体――国民党内

の反人民集団であった。 

 抗日の期間中、中国共産党は大きく譲歩して、「耕すものに土地を」の政策を小作料・

利子の引き下げの政策にあらためた。この譲歩は正しかった。それは国民党の抗日への参

加をうながしたし、われわれが農民を抗日に動員するさいの解放区における地主の抵抗を

すくなくしたのである。もし特別の障害がなければ、われわれは戦後もこの政策を実行し

ていくつもりであり、まず全国的範囲で小作料・利子の引き下げを実現し、そのうえで適

切な方法をとり、段どりをおって「耕すものに土地を」を達成するのである。 

 ところが、孫先生を裏切った人びとは「耕すものに土地を」に反対するだけでなく、小

作料・利子の引き下げにさえ反対している。国民党政府は、「小作料の二割五分引き下

げ」といった法令を公布しておきながら、かれら自身は実行していない。それを実行した

のはわれわれの解放区だけであり、そのためにこそ「奸区」という罪名をきせられたので

ある。 

 抗日の期間中、民族革命の段階と民主民生革命の段階という二段階論なるものがあらわ

れたが、これはあやまっている。 

 大敵を前にして、民主民生改革の問題は提起すべきでなく、日本人が去ってから提起す

ればよこれは国民党の反人民集団のでたらめな理屈で、その目的は抗日戦争の徹底的な勝

利をかちとらせまいとするところにある。一部の人は、こともあろうに付和雷同して、こ

のでたらめな理屈に追随している。 

 大敵を前にして、民主民生の問題を解決しなければ、抗日根拠地を樹立して日本の進攻

に抵抗することはできない。――これは中国共産党の主張であり、すでにそのとおり実行

して、よい成果をおさめている。 

 抗日の期間中は、小作料・利子の引き下げ、およびその他のすべての民主改革は抗日の

ためである。抗日にたいする地主の抵抗をすくなくするため、地主の土地所有権はとりあ

げずに、小作料・利子の引き下げだけを実行し、同時にまた、地主の資産を工業の面にう

つすよう奨励するとともに、開明紳士をほかの人民代表といっしょに抗日の社会活動や政

府の活動に参加させる。富農にたいしては、生産を発展させるよう激励する。これらすべ

ては、農村で民主改革をだんこ実行する路線のなかにふくまれており、ぜひとも必要なこ

とである。 

 ここに二つの路線がある。中国農民の民主民生問題の解決に頑強に反対して、自分を腐

敗させ、無能にし、抗日の力をうしなってしまうか、それとも、中国農民の民主民生問題

の解決をだんこ支持して、全人口の八〇パーセントをしめるもっとも偉大な同盟軍をかち

とり、それによって強大な戦闘力を組織するか。前者は国民党政府の路線であり、後者は

中国解放区の路線である。 



 この両者のあいだを動揺し、口先では農民を支持するといいながら、小作料・利子の引

き下げ、農民の武装化、農村民主政権の樹立の断固たる実行をしないのが、日和見主義者

の路線である。 

 国民党の反人民集団は、すべての力を動員して、公然および暗々裏の、軍事および政治

の、流血および非流血のありとあらゆる毒矢を中国共産党にむけてはなっている。両党の

争点は、その社会的性質からいえば、実質的には農村関係の問題にある。われわれは、い

ったいどの点で国民党の反人民集団の怒りにふれたのか。ほかでもなく、この問題におい

てではないだろうか。国民党の反人民集団が日本侵略者から歓迎され、激励されているの

は、この問題において日本侵略者を大いに手助けしているからではないだろうか。「共産

党が抗戦を破壊し、国家を危うくする」とか、「奸党」「奸軍」「奸区」とか、また「政

令、軍令に服従しない」とかいわれているのは、中国共産党がこの問題において共に民族

の利益に合致したしんけんな事業をおこなってきたからではないだろうか。 

 農民――それは中国の労働者の前身である。将来もなお、何千万の農民が都市にはい

り、工場にはいっていく。中国には強大な民族工業の建設、数多くの近代的大都中の建設

が必要であるとすれば、農村人口を都市人口に変えていく長い過程が必要である。 

 農民――それは中国の工業市場の主体である。もっとも豊富な食糧と原料を供給すると

ともに、もっとも大量の工業品を吸収できるのは、かれらだけである。 

 農民――それは中国の軍隊の源泉である。兵士とは軍服を着た農民であり、かれらは日

本侵略者にとって不倶戴天《ふぐたいてん》の敵である。 

 農民――それは現段階における中国の民主政治の主要な力である。二億六千万の農民大

衆の援肋にたよらなければ、中国の民主主義者は何事もできないであろう。 

 農民――それは現段階における中国の文化運動の主要な対象である。文盲一掃とか、教

育の普及とか、大衆的な文学・芸術とか、国民衛生とかいっても、三億六千万の農民から

はなれるなら、大半は空談義になってしまうではないか。 

 もちろん、こういったからといって、人口約九千万にのぼるその他の人民が政治、経

済、文化の面でもつ重要性を無視するものではない。とりわけ、政治的にもっとも自覚が

高く、全革命運動を指導する資格のある労働者階級を無視するものではない。この点で誤

解があってはならない。 

 これらすべてを認識することは、中国共産党ばかりでなく、すべての民主派にとってぜ

ひとも必要である。 

 土地制度が改革されると、それが小作料・利子の引き下げのような初歩的な改革にすぎ

ないものでも、農民の生産意欲は増大する。そのあとで農民を援助して、自由意志の原則

のもとにしだいに農業生産協同組合やその他の協同組合に組織するようにすれば、生産力

は発展する。このような農業生産協同組合は、いまのところまだ変工隊、互助組、換工班

⑨などのような、農民の小私有経済を基礎として（農民の私有財産を基礎として）つくら

れる集団的、相互援助的な労働組織でしかないが、それでも労働生産性の向上と生産高の

増加には、すでに驚くべきものがある。このような制度はすでに中国解放区で大いに発展

しており、今後も、できるだけそれをおしひろめなければならない。 

 ここで指摘しなければならないのは、変工隊のような協同組織はまえから農民のあいだ

にあったが、当時は農民が自分のみじめな生活をきりぬけるための方法にすぎなかったと

いう点である。現在の中国解放区の変工隊は、形式も内容も変化しており、農民大衆が自

己の生産を発展させ、ゆたかな生活をかちとるための方法になっている。 

 中国のすべての政党の政策とその実践が中国人民のあいだで果たす役割がよいかわるい

か、大きいか小さいかは、結局のところ、それが中国人民の生産力の発展にとって助けと

なるかどうか、その助けが大きいかどうかによってきまり、それが生産力を束縛するか解

放するかによってきまるのである。日本侵略者を消滅し、土地改革を実行し、農民を解放

し、現代工業を発展させ、独立、自由、民主、統一、富強の新中国を樹立すること、こう



したことがあってはじめて、中国の社会生産力が解放され、中国人民から歓迎されるので

ある。 

 ここで、もう一つ指摘しなければならないのは、農村は、いまのところ、分散的な、た

ちおくれた小私有経済が基礎となっているという特徴があること、解放区ではそのうえ、

一時、敵に分割された、遊撃戦争の環境にあるという特徴がつけくわわっていることを、

都市から農村にいって活動している知識人は理解しにくいという点である。これらの特徴

を理解していないために、かれらは、都市で生活し活動していたときの観点をもったまま

農村の問題を観察し、農村の活動を処理するという的はずれなことをしがちで、そのため

農村の実状からかけはなれ、農民ととけあうことができない。このような現象は、教育す

るという方法で克服しなければならない。 

 中国の広範な革命的知識人は自己を農民に結びつけることの必要性を自覚すべきであ

る。農民は、いまかれらを必要としており、かれらの援助をまっている。かれらは熱意を

もって農村にはいり、学年服をぬぎすてて粗末な服に着かえ、どんなささいな事もいとわ

ずにそこからやりはじめ、農民の要求を理解し、農民の自覚と組織化をたすけ、中国の民

主主義革命におけるきわめて重要な事業、すなわち農村の民主主義革命の達成のために奮

闘しなければならない。 

 日本侵略者が消滅されたのちには、日本侵略者とおもだった民族裏切り者の土地を没収

して、土地のない農民と土地のすくない農民に分配すべきである。 

 

 

     ##第七 工業問題##  

 

 日本侵略者をうちやぶり、新中国を建設するためには、工業を発展させなければならな

い。だが、国民党政府の支配のもとでは、すべてを外国に依存しており、その財政経済政

策は人民の経済生活のすべてを破壊している。国民党支配区にあるわずかばかりの小型の

工業でさえ、大部分が破産するという状態におちいらざるをえなくなっている。政治が改

出されなければ、あらゆる生産力は破壊の運命にさらされる。農業がそうであり、工業も

そうである。 

 全般的にいえば、独立、自由、民主、統一の中国がなければ、工業を発国させることは

不可能である。日本侵略者を消滅するのは独立をはかるためである。国民党の一党独裁を

廃止し、民主的で統一的な連合政府を樹立し、全国の軍隊を人民の武装力にし、土地改革

を実現し、農民を解放するのは、自由、民主、統一をはかるためである。独立、自由、民

主、統一がなければ、真に大規模な工業を建設することは不可能である。工業がなけれ

ば、強固な国防も、人民の福祉も、国家の富強もない。一八四〇年のアヘン戦争⑩いらい

の百五年の歴史、とくに国民党が政権をにぎってからの十八年の歴史は、この重要な点を

はっきりと中国人民におしえている。貧弱ではなくて富強な中国は、植民地・半植民地的

ではなくて独立した中国、半封建的ではなくて自由で民主的な中国、分裂しているのでは

なくて統一した中国と、切りはなすことができない。半植民地的、半封建的な分裂した中

国において、工業を発展させ、国防を建設し、人民の福祉をはかり、国家の富強をもとめ

ることを、どれだけ多くの人が長年夢にえがいてきたことだろう。だが、それはすべて幻

滅に終わった。善意をもった多くの教育家、科学者、学生は、政治に関心をはらわずに、

自分の仕事や勉強に没頭し、それで学んだものを国家に役立てることができるとおもいこ

んでいたが、結局はそれる夢と消え、すべて幻滅に終わった。これは結構なことである。

このような幼稚な夢が幻滅に終わることこそ、中国が富強にむかう出発点である。中国人

民は抗日戦争のなかで、多くのことを学びとっており、日本侵略者がうちやぶられたのち

には独立、自由、民主、統一、富強の、新民主主義の中国を樹立する必要があること、そ

してこれらの条件が相互に関連していて一つでも欠けてはならないことを知っている。ほ



んとうにそうなるなら、中国には明るい未来がある。中国人民の生産力を解放して、これ

に十分な発展の可能性をもたせるには、新民主主義の政治的条件を中国全土で実現しなけ

ればならない。この点を理解する人は、日一日と多くなっている。 

 新民主主義の政治的条件を獲得したのちには、中国人民とその政府は、適切な措置をと

って、一定の年月内に、重工業と軽工業を一歩一歩建設していき、中国を農業国から工業

国に変えなければならない。新民主主義の国家は、もし強固な経済をその基礎としてもた

なければ、もし現在よりはるかに発達したすすんだ農業をもたなければ、もし全国の経済

の比重において非常な優位をしめる大規模な工業およびそれにふさわしい交通、貿易、金

融などの事業をその基礎としてもたなければ、強固なものとはなりえない。 

 われわれ共産党は、全国の民主的諸政党、各分野の実業界と協力して、上述の目標のた

めに奮闘することをのぞんでいる。中国の労働者階級は、この任務を遂行するなかで偉大

な役割をはたすであろう。 

 中国の労働者階級は、第一次世界大戦いらい、自覚的な態度で中国の独立、解放のため

にたたかってきた。一九二一年には、その前衛――中国共産党がうまれ、それ以後中国の

解放闘争は新しい段階にはいった。北伐戦争、土地革命戦争、抗日戦争の三つの時期をつ

うじて、中国の労働者階級と中国共産党は、中国人民の解放事業にきわめて大きな努力を

はらい、きわめて貴重な貢献をした。中国の労働者階級は、日本侵略者を最後的にうちや

ぶるたたかい、とくに大都市と主要交通線を奪回するたたかいで、きわめて大きな役割を

はたすであろう。抗日が終わったのち、中国の労働者階級がさらに大きな努力と貢献をす

るであろうことは、いまから断言することができる。中国の労働者階級の任務は、新民主

主義の国家を樹立するためにたたかうだけでなく、中国の工業化と農業近代化のためにも

たたかうことである。 

 新民主主義の国家制度のもとでは、労資間の利害関係を調節する政策がとられる。一方

では、労働者の利益を保護し、異なった状況におうじて、八時間ないし十時間の労働制、

適切な失業救済と社会保険を実施し、労働組合の権利を保障するとともに、他方では、国

家企業、私営企業、協同組合企業の合理的な経営による正当な利潤を保障する。それによ

って、公私、労資の双方が工業生産発展のため、ともに努力できるようにするのである。 

 日本侵略者がうちやぶられたのちには、日本侵略者とおもだった民族裏切り者の企業と

財産を没収し、政府の処理にまかせるべきである。 

 

 

     ##第八 文化、教育、知識人の問題##  

 

 民族的抑圧と封建的抑圧が中国人民にもたらした災禍には、民族文化のうけた災禍もふ

くまれている。なかでも、進歩的な意義をもつ文化事業や教育事業、進歩的な文化人や教

育家がこうむった災禍はいっそう深刻である。民族的抑圧と封建的抑圧を一掃し、新民主

主義の国家を樹立するためには、人民の教育家と教師、人民の科学者、技師、技手、医

師、ジャーナリスト、著述家、文学者、芸術家、および一般の文化関係者が大量に必要で

ある。かれらは人民に奉仕する精神をもって、困難な仕事にたずさわらなければならな

い。人民に奉仕する活動においてとくに功績のある知識人はすべて、国家と社会の貴重な

財産とみなされ、尊重されるべきである。中国は民族的抑圧と封建的抑圧のため、文化の

おくれた国であり、中国の人民解放闘争は知識人をさしせまって必要としている。したが

って、知識人の問題はとりわけ重要になっている。過去半世紀の人民解放闘争、とくに

五・四運動いらいの闘争および八年らいの抗日戦争において、広範な革命的知識人は、中

国の人民解放事業のために大きな役割をはたしてきた。今後の闘争においても、かれらは

いっそう大きな役割をはたすであろう。したがって、今後、人民の政府は広範な人民のな



かから各分野の知識人幹部を計画的に養成すべきであり、またいまいるすべての有用な知

識人を結集し、教育することに注意をはらわなければならない。 

 全人口の八〇パーセントをしめる文盲を一掃することは、新中国の重要な仕事である。 

 奴隷化の、封建主義の、ファシズムの文化と教育はすべて、適切な確固とした措置をと

って一掃すべきである。 

 人民の疾病《しっぺい》を積極的に予防、治療し、人民の医薬衛生事業を発展させるべ

きである。 

 ふるい型の文化関係者、教育関係者、医師にたいしては、かれらが新しい観点と新しい

方法を身につけて人民に奉仕できるよう、適切な方法で教育するという態度をとる。 

 中国の国民文化と国民教育の方針は、新民主主義的なものでなくてはならない。つま

り、中国は自己の民族的、科学的、人民大衆的な新しい文化と新しい教育を確立しなくて

はならないのである。 

 外国文化にたいして排外主義的な方針をとるのはあやまりであり、中国の新しい文化を

発展させるうえでの参考として、進歩的な外国文化をできるだけ吸収しなくてはならな

い。外国文化を盲目的にひきうつす方針をとるのもあやまりであり、中国人民の実際の必

要にもとづいて、批判的に吸収しなくてはならない。ソ連の創造した新しい文化は、われ

われが人民の文化を建設するうえでの手本としなくてはならない。中国古代の文化にたい

しても同様であって、一律に排斥するのでもなければ、盲目的にひきうつすのでもなく、

中国の新しい文化の推進に役立つよう、それを批判的にうけいれるのである。 

 

 

     ##第九 少数民族の問題##  

 

 国民党の反人民集団は、中国に多くの民族が存在していることを認めず、漢族以外の各

少数民族を「宗族」とよんでいる〔10〕。かれらは、清朝政府および北洋軍閥政府の反動

政策を完全にうけつぎ、各少数民族にたいして抑圧と搾取のかぎりをつくしている。一九

四三年のイクチァオ盟蒙古族人民にたいする虐殺事件⑪、一九四四年から現在までつづい

ている新疆《シンチァン》省の少数民族にたいする武力弾圧事件⑫、最近数年間の甘粛省

回《ホイ》族人民にたいする虐殺事件⑬がそのあきらかな証拠である。これは大漢族主義

のあやまった民族思想であり、あやまった民族政策である。 

 一九二四年、孫中山先生は「中国自民党第一回全国代表大会宣言」のなかで、つぎのよ

うにのべている。「国民党の民族主義には二つの面の意味がある。一つは中国民族がみず

から解放をもとめるということ、もう一つは中国国内の各民族が一律に平等であるという

ことである。」「国民党は、中国国内の各民族の自決権を認め、帝国主義反対および軍閥反

対の革命において勝利をえたのちには、かならず自由、統一の（各民族の自由に連合し

た）中華民国を組織することをあえて厳粛に宣言する。」 

 中国共産党は上述の孫先生の民族政策に完全に同意する。共産党員は、各少数民族の広

範な人民大衆が、この政策を実現するために奮闘するのを積極的に援助しなければならな

い。また大衆とのつながりをもつすべての指導的人物をふくめて、各少数民族の広範な人

民大衆が、政治、経済、文化の面での解放と発展をかちとり、大衆の利益をまもる少数民

族自身の軍隊を結成するのを援助しなければならない。かれらの言語、文字、風俗、習

慣、宗教信仰は尊重しなくてはならない。 

 陝西・甘粛・寧夏辺区および華北の各解放区が、長年にわたって家古族、回族にたいし

てとってきた態度は正しかったし、その活動は成果をあげている。 

 

 

     ##第十 外交問題##  



 

 中国共産党は大西洋憲章およびモスクワ、カイロ、テヘラン、クリミアの各国際会議

〔11〕の決議に同意する。これらの国際会議の決議はすべて、ファシスト侵略者をうちや

ぶり、世界平和を維持するのに役立つものだからである。 

 中国共産党の外交政策の基本原則は、日本侵略者の徹底的打倒、世界平和の維持、国家

の独立と平等の地位の相互尊重、国家および人民の利益と友情の相互増進を基礎として、

各国との国交を樹立し強固にし、協同作戦、平和会議、通商、投資などすべての相互関係

の問題を解決することである。 

 中国共産党は、戦後の国際平和と安全を保障する機構の設立については、ダンバート

ン・オークス会議の提案およびクリミア会議におけるこの問題についての決定に完全に同

意する。中国共産党はサンフランシスコの国際連合総会を歓迎する。中国共産党は中国人

民の意志を表明するため、すでに自己の代表を中国代表団にくわえてサンフランシスコ会

議に出席させている。〔12〕 

 われわれは、国民党政府がソ連にたいする敵視の態度をやめ、すみやかに中ソ両国の関

係を改善すべきだと考える。不平等条約を廃棄して中国とのあいだに平等な新条約を締結

した最初の国はソ連であった。一九二四年、孫中山先生の招集した国民党第一回全国代表

大会のさい、およびその後の北伐戦争遂行のさいに、当時の中国の解放戦争を援助した唯

一の国はソ連であった。一九三七年に抗日戦争がはじまってから、日本侵略者とたたかう

中国を援助した最初の国もまたソ連であった。中国人民はソ連政府とソ連人民のこれらの

援助にたいし、感謝の意を表明するものである。ソ連の参加なしには、太平洋問題の最後

的な徹底的な解決は不可能だとわれわれは考える。 

 われわれは、連合国の各国政府、まずアメリカ、イギリス両国政府にたいし、中国人民

の意志に反する外交政策をとることによって中国人民とのあいだの友情をそこなうことの

ないように、中国のもっとも広範な人民の声に大きな注意をはらうことを要求する。われ

われは、いかなる外国政府であれ、中国の反動分子をたすけて、中国人民の民主主義の事

業に反対するなら、このうえない大きなあやまりをおかすことになると考える。 

 中国人民は、中国との不平等条約を廃棄して平等な新条約を締結すると宣言した多くの

外国政府の措置を歓迎する。しかし、平等な条約を締結しただけでは、中国が真の平等の

地位を実際に獲得したことにはならないとわれわれは考える。このような実際の真の平等

の地位は、けっして外国政府からあたえられることだけにたよってはならず、主として中

国人民自身の努力によってたたかいとるべきである。その努力の道は中国を政治的、経済

的、文化的に新民主主義の国家にきずきあげることである。そうしなければ、形式的には

独立、平等があっても、実際にはありえない。つまり国民党政府の現在の政策では、中国

が真の独立と平等を獲得することはけっしてありえないのである。 

 われわれは、日本侵略者がうちやぶられ、無条件降伏したのちには、日本のファシズ

ム、軍国主義、およびそれがうまれる政治的、経済的、社会的原因を徹底的に消滅するた

めに、日本人民のすべての民主勢力が日本人民の民主制度を樹立するようこれを援助すべ

きだと考える。日本人民の民主制度がなければ、日本のファシズムや軍国主義を徹底的に

消滅することはできず、太平洋の平和を保障することはできない。 

 われわれは、カイロ会議の朝鮮独立についての決定は正しいと考える。中国人民は朝鮮

人民の解放を援助すべきである。 

 われわれは、インドの独立を希望する。なぜなら、独立、民主のインドは、インド人民

にとって必要であるばかりでなく、世界平和にとっても必要だからである。 

 南方諸国――ピルマ、マラヤ、インドネシア、ベトナム、フィリピンについては、われ

われは、日本侵略者がうちやぶられたのち、これらの国の人民が独立、民主の国家制度樹

立の権利を獲得できることを希望する。タイ国については、ヨーロッパのファシスト従属

国にたいしてとられている方法にならって処理すべきである。 



 

          ＊    ＊    ＊ 

 

 具体的綱領についての説明は、主として以上のとおりである。 

 もう一度くりかえしていえば、これらすべての具体的綱領は、挙国一致の民主的な連合

政府がないかぎり、全中国でこれを順調に実現することはできないのである。 

 中国共産党は、中国人民の解放事業のために奮闘してきた二十四年のあいだに、つぎの

ような地位をきずきあげてきた。それは、いかなる政党、社会集団であろうと、また中国

人であろうと外国人であろうと、もし中国にかんする問題で中国共産党の意見を尊重しな

い態度をとるなら、きわめて大きなあやまりをおかし、かならず失敗するというそうした

地位である。自分だけの考えをおしとおそうとして、われわれの意見を尊重しないような

人は過去にもいたし、現在もいるが、結局みなゆきづまっている。それはなぜか。ほかで

もなく、われわれの意見がもっとも広範な中国人民の利益にかなっているからである。中

国共産党は中国人民のもっとも忠実な代弁者である。中国共産党を尊重しないものは、実

際にはもっとも広範な中国人民を尊重しないことになり、かならず失敗するのである。 

 

 

      ##中国国民党支配区での任務##  

 

 以上、わたしはわが党の一般綱領と具体的綱領について十分に説明した。これらの綱領

が全中国で実行にうつされることは疑いがない。国際、国内の全般的情勢が中国人民にこ

のような展望をあたえている。しかし、国民党支配区、被占領区、解放区の三つの地域で

は、現在、それぞれ情勢が異なるから、綱領を実行にうつすにあたってわれわれは区別を

つけざるをえない。異なった状況から異なった任務がうまれる。これらの任務のうち、あ

るものについては、すでに上でのべたが、まだ補足しなければならないものもいくつかあ

る。 

 国民党支配区では、人民に愛国活動の自由がなく、民主運動は違法とされているが、多

くの階層、多くの民主政党および民主的な人びとの参加する積極的な活動が発展しつつあ

る。中国民主同盟は、ことしの一月、国民党一党独裁を終わらせ、連合政府を樹立するこ

とを要求する宣言を発表した。社会の各界でこれとおなじ性質の宣言を発表したものはほ

かにも多い。国民党内でも多くの人が、かれら自身の指導機関の政策に日ましに疑惑と不

満をしめし、かれらの党が広範な人民のあいだで孤立していく危険性を日ましに感じと

り、時宜にかなった民主改革をおこなうよう要求している。重慶その他の地方では、労働

者、農民、文化界、学生界、教育界、婦人界、商工業界、公務員さらには一部の軍人の民

主運動が発展しつつある。これらすべては、あらゆる被抑圧階層の民主運動がしだいに一

つの目標にむかって合流しつつあることをしめしている。当面の運動の弱点は、社会の基

本的な層の人びとがまだそれにひろく参加していないこと、非常に重要な地位にあって、

しかもたえがたい苦しみをなめている農民、労働者、兵士および下層の公務員、教職員が

まだ組織されていないことである。当面の運動のもう一つの弱点は、運動に参加している

民主的な人びとのうち、まだ多くの人が、民主主義の原則にもとづく闘争をおこすことに

よって時局を転換させるという基本方針にたいし、明確な、断固とした気がまえに欠けて

いることである。しかし、客観情勢は抑圧されているすべての階層、政党および社会集団

にたいして、しだいに自覚し、団結するようせまっている。国民党政府がどのように弾圧

しようと、この運動の発展を阻止することはできない。 

 国民党支配区内の抑圧されているすべての階層、政党、集団の民主運動は、これをひろ

く発展させるとともに、その分散した力をしだいに統一させて、民族団結の実現、連合政



府の樹立、日本侵略者の打倒、新中国の建設のためにたたかわせるべきである。中国共産

党と解放区の人民は、かれらにあらゆる可能な援助をあたえるべきである。 

 国民党支配区では、共産党員はひきつづき広範な抗日民族統一戦線の政策を実行すべき

である。どんな人であろうと、たとえきのうまでわれわれに反対していても、きょうは反

対しないなら、その人と協力して共同の目標のために奮闘すべきである。 

 

 

      ##中国被占領区での任務##  

 

 被占領区では、共産党員は、すべての抗日の人民がフランスとイタリアを手本にして、

武装蜂起を準備するため、さまざまな団体を組織し、地下の軍隊を組織し、機の熟するの

をまって、外部から進攻する軍隊に協力し、内外呼応して日本侵略者を消滅するよう、よ

びかけなければならない。日本侵略者とその忠実な手先が被占領区のわれわれの兄弟姉妹

にたいして蹂躙、略奪、姦淫《かんいん》、侮辱のかぎりをつくしていることに、すべて

の中国人は火のような怒りを燃やしている。このうらみをはらす時機はまもなく到来しよ

うとしている。被占領区の人民は、ヨーロッパの戦場における勝利と八路軍、新四軍の勝

利にはげまされて、抗日の意気が非常にあがっている。かれらが切実にもとめているの

は、できるだけはやく解放をかちとるために組織化することである。したがって、われわ

れは被占領区における活動を解放区における活動とおなじような重要な地位にまでひきあ

げなければならない。大量の要員を被占領区におくって活動させなければならない。被占

領区の人民のあいだで大量の活動家を訓練し、抜てきして、その地方の活動に参加させな

ければならない。被占領区のなかでも東北四省は、もっとも長いあいだ占領されており、

日本侵略者の産業の中心、駐兵の要地でもあるから、われわれはそこでの地下活動を強化

すべきである。山海関以南に避難してきた東北の人民にたいしては、失地回復を準備する

ため、かれらをいっそう結集すべきである。 

 すべての被占領区で、共産党員はもっとも広範な抗日民族統一戦線の政策を実行すべき

である。どんな人であろうと、日本侵略者とその忠実な手先に反対しさえすれば、その人

と連合して共通の敵を打倒するためにたたかうべきである。 

 敵を援助し、同胞に敵対しているすべてのかいらい軍、かいらい警察、その他のものに

たいしては、つぎのように警告すべきである。すみやかに自己の罪悪行為をみとめ、いち

はやく改心し、その罪をつぐなうために、同胞を援助し、敵とたたかわなければならな

い。そうしなければ敵が壊滅したあかつきには、民族の規律はかれらを容赦しないであろ

う。 

 共産党員は、欺かれている大衆が、民族の敵とたたかうわれわれの戦線にたつよう、大

衆の参加しているすべてのかいらい組織にはたらきかけ説得活動をおこなうべきである。

同時に、悔いあらためようとしない極悪非道な民族裏切り者にたいしては、国土回復のの

ち、法にもとづいてかれらを処罰するため、調査をおこなう。 

 民族裏切り者を組織して中国人民、中国共産党、八路軍、新四軍およびその他の人民の

軍隊に敵対させている、民族を売りわたした国民党内の反動分子にたいしては、一日もは

やく悔いあらためるように警告しなければならない。悔いあらためなければ、国土回復の

のち、かならず民族裏切り者とおなじように処罰し、けっして容赦することはない。 

 

 

      ##中国解放区での任務##  

 



 わが党の新民主主義の全綱領は、すでに解放区で実行されていて、しかもいちじるしい

成果をあげており、きわめて大きな抗日の力を結集している。今後は各方面からこの力を

発展させ、強固にすべきである。 

 当面の条件のもとで、解放区の軍隊は、解放区を拡大し被占領区を縮小するため、日本

侵略軍やかいらい軍に占領されてはいるが攻略できるすべての地方にたいし、広範囲にわ

たって進攻すべきである。 

 だが同時に、敵がいまのところまだ力をもっていて、解放区に進攻する可能性があるこ

とに注意すべきである。解放区の軍民は、いつでも敵の進攻を粉砕する準備をするととも

に、解放区を強固にする諸活動に注意をはらわなければならない。 

 侵略者を最後的にうちやぶる十分な力を準備するため、解放区の軍隊、遊撃隊、民兵お

よび自衛軍を拡大するとともに、整備・訓練に力をいれ、戦闘力をつよめるべきである。 

 解放区では、一方では軍隊が政府擁護、人民愛護の活動をおこない、他方では民主政府

が人民を指導して、軍隊擁護、抗日軍人家族優遇の活動をおこない、軍民関係をいっそう

大きく改善すべきである。 

 共産党員は、地方の各連合政府の仕事や社会活動のなかで、新民主主義の綱領を基礎に

して、すべての抗日する民主的な人びととこれからもよく協力すべきである。 

 同様に軍事活動においても、共産党員は解放区の軍隊の内外で、われわれと協力するこ

とをのぞむすべての抗日する民主的な人びととよく協力すべきである。 

 労働者、農民、その他の勤労大衆の抗日および生産における積極性をたかめるために、

小作料・利子の引き下げと労働者、職員の待遇改善の政策を十分に実行しなければならな

い。解放区の要員は経済活動に習熟することにつとめなければならない。あらゆる可能な

力を動員して、解放区の農業、工業、商業を大規模に発展させ、軍民の生活を改善しなけ

ればならない。このために、労働競争をおこない、労働英雄や模範活動者を表彰しなけれ

ばならない。都市から日本侵略者を駆逐したのちには、われわれの要員はすみやかに都市

の経済活動に習熟しなければならない。 

 解放区の人民大衆、まず広範な労働者、農民、兵士大衆の自覚をたかめ、大量の幹部を

養成するために、解放区の文化、教育事業を発展させなければならない。解放区の文化関

係者や教育関係者は、その活動を推進するさい、当面の農村の特徴にもとづき、農村の人

民の必要と自由意志の原則にもとづいて、適切な内容と形式をとるべきである。 

 解放区のさまざまな活動を推進するさいには、その地方の人力と物力を十分たいせつに

するようにし、どの面でも将来のことを考えにいれ、濫用と浪費をさけなければならな

い。それは、日本侵略者をうちやぶるだけではなく、新中国を建設するためでもある。 

 解放区のさまざまな活動をすすめるさいには、地元の人がその土地の事業を管理できる

よう援助すること、地元の人民の優秀な人のなかからその土地の幹部を大量に養成するこ

とに十分注意をはらわなければならない。よその地方からきた人が、もし地元の人と一つ

にとけあわないなら、また地元の幹部にたいして心からの熱意と誠実さをもって、実情に

そくした援助をあたえず、かれらを自分の兄弟姉妹のようにたいせつにしないなら、農村

の民主主義革命という偉大な任務をなしとげることはできない。 

 八路軍、新四軍およびその他の人民の軍隊は、どこにいってもすぐにその地元の人民を

たすけて、地元の人民の幹部を指導者とする民兵や自衛車を組織するだけでなく、地元の

人民の幹部を指導者とする地方部隊や地方兵団をも組織しなければならない。そうすれば

地元の人の指導する主力部隊や主力兵団がうまれる。これは非常に重要な任務である。も

しこの任務をなしとげることができなければ、強固な抗日根拠地を樹立することもできな

いし、人民の軍隊を発展させることもできない。 

 もちろん、地元のすべての人は、よその地方からきた革命の活動家と人民の軍隊を心か

ら歓迎し、援助すべきである。 



 かくれた民族破壊分子に対処する問題については、人びとの注意をうながさなければな

らない。なぜなら、公然とした敵、公然とした民族破壊分子は、見わけることも処置する

ことも容易であるが、かくれた敵、かくれた民族破壊分子は、見わけることも処置するこ

とも容易でないからである。したがって、後者にたいしては、厳然とした態度をとらなけ

ればならず、処置するばあいには慎重な態度をとらなければならない。 

 信教の自由の原則にもとづいて、中国解放区は、各種の宗教の存在をゆるしている。キ

リスト教、カトリック教、回教、仏教、その他どの宗教にしても、その教徒たちが人民政

府の法律をまもりさえすれば、人民政府はかれらを保護する。宗教を信ずるのも信じない

のも各人の自由であり、強制や差別扱いをしてはならない。 

 われわれの大会は、各解放区の行動の統一、各解放区の抗日活動の強化、国民党支配区

の人民の抗日民主運動にたいする援助、被占領区の人民の地下軍隊運動にたいする援助、

全国人民の団結と連合政府樹立の促進について討議するため、できるだけはやく延安で中

国解放区人民代表会議をひらくことを、各解放区の人民に提案すべきである〔13〕。中国

解放区は、現在すでに広範な全国人民の抗日救国の重心となっており、広範な全国人民の

希望はわれわれにかけられている。われわれはかれらを失望させないようにする責任があ

る。中国解放区人民代表会議の開催は中国人民の民族解放事業にたいして巨大な推進作用

をはたすであろう。 

 

 

     五 全党は団結して党の任務の実現のためにたたかおう 

 

 同志諸君、われわれはすでに、われわれの任務とその任務をなしとげるためにとる政策

を理解したが、それではこれらの政策を実行しこれらの任務をなしとげるのに、どのよう

な活動態度をとるべきだろうか。 

 当面の国際、国内の情勢は、われわれおよび中国人民のまえに光明ある前途をはっきり

としめし、かつてなかった有利な条件をもたらしている。これぱあきらかで、少しも疑問

の余地がない。だが同時に、きびしい困難な条件も依然として存在している。光明の面だ

けをみて困難の面をみない人は、党の任務を実現するためにりっぱにたたかうことができ

ないであろう。 

 わが党は中国人民とともに、党の二十四年にわたる歴史のなかでも、また八年にわたる

抗日戦争のなかでも、中国人民のために巨大な力をつくりだしてきた。われわれの活動の

成果はきわめてあきらかで、少しも疑問の余地がない。だが同時に、われわれの活動のな

かには依然として欠陥がある。成果の面だけをみて欠陥の面をみない人も、党の任務を実

現するためにりっぱにたたかうことができないであろう。 

 中国共産党は一九二一年に創立されているい、その二十四年の歴史のなかで、北伐戦

争、土地革命戦争、およびいまなお進めるれている抗日戦争という三回にわたる偉大な闘

争をへてきた。わが党は、創立の当初から、マルクス・レーニン主義の理論を基礎として

いる。それはこの主義が全世界のプロレタリア階級のもっとも正しい、もっとも革命的な

科学的思想の結晶だからである。マルクス・レーニン主義の普遍的真理がひとたび中国革

命の具体的実践と結びつくと、中国革命の面目はこれによって一新され、新民主主義とい

う一つの歴史段階がうまれた。マルクス・レーニン主義の理論と思想によって武装した中

国共産党は、中国人民のあいだに新しい活動作風をつくりだした。それは主として理論と

実践を結びつける作風、人民大衆と密接に結びつく作風および自己批判の作風である。 

 全世界のプロレタリア階級の実践闘争を反映したマルクス・レーニン主義の普遍的真理

は、中国のプロレタリア階級および広範な人民大衆の革命闘争の具体的実践と結びつく

と、中国人民の百戦百勝の武器となる。中国共産党はまさにこのようにしてきたのであ

る。わが党は、この真理にそむくあらゆる教条主義、経験主義と断固としてたたかう過程



で発展し進歩してきた。教条主義は具体的実践から遊離するし、経験主義は局部的経験を

普遍的真理と誤認するのであって、この二つの日和見主義思想はともにマルクス主義にそ

むくものである。わが党は、その二十四年にわたる奮闘のなかでこれらのあやまった思想

を克服してきたし、いまも克服しており、これによってわが党は思想的にきわめて強固な

ものになった。わが党は現在すでに百二十一万の党員をもっている。そのうちの圧倒的多

数は抗日の時期に入党したもので、かれらのあいだにはさまざまの不純な思想が存在して

いる。抗日以前に入党した党員にもこうした状況がみられる。この数年らいの整風活動は

巨大な効果をおさめ、これらの不純な思想を大いに是正した。今後もこの活動をつづけて

いき、「前のあやまりを後のいましめとし、病をなおして人を救う」という精神で、党内

の思想教育をいっそう広く展開すべきである。理論と実践とのこのような密接な結合こ

そ、われわれ共産党が他のいかなる政党とも区別される顕著な指標の一つであることを、

各級の党組織の指導的骨幹に理解させなければならない。したがって、思想教育をつかむ

ことは、全党を団結させて偉大な政治闘争をおこなう中心的な環である。この任務を解決

しなければ、党のすべての政治的任務をなしとげることはできない。 

 われわれ共産党が他のいかなる政党とも区別されるもう一つの顕著な指標は、もっとも

広範な人民大衆ともっとも密接に結びついているということである。片時も大衆から遊離

せず、人民に誠心誠意奉仕すること、個人や小集団の利益から出発せず、すべて人民の利

益から出発すること、人民にたいする責任と党の指導機関にたいする責任とが一致するこ

と、これらがわれわれの出発点である。真理はすべて人民の利益に合致するものであるか

ら、共産党員はつねに真理を堅持する心がまえがなければならない。また、あやまりはす

べて人民の利益に合致しないものであるから、共産党員はつねにあやまりをあらためる心

がまえがなければならない。二十四年にわたる経験がわれわれに教えているように、正し

い任務、政策、活動作風は、すべてその時その場所の大衆の要求に合致し、大衆と結びつ

いたものであり、あやまった任務、政策、活動作風は、すべてその時その場所の大衆の要

求に合致せず、大衆から遊離しているものである。教条主義、経験主義、命令主義、追随

主義、セクト主義、官僚主義、傲慢不遜《ごうがんふそん》な活動態度などの悪弊は、大

衆から遊離するものだからこそ、どうしても好ましくなく、けっしてあってはならず、こ

のような悪弊をもっているものは、どうしてもあらためなければならないのである。われ

われの代表大会は、それぞれの部署で活動している一人ひとりの同志が大衆から遊離しな

いよう、全党が警戒心をたかめて注意することをよびかけるべきである。人民大衆を熱愛

し、注意ぶかくその声に耳を傾けること、大衆の上にあぐらをかくのではなく、大衆のな

かにふかくはいり、どこにいってもその土地の大衆ととけあうこと、大衆の自覚の度合い

におうじてその自覚をよびさまし、向上させ、大衆の心からの希望にもとづくという自由

意志の原則にしたがって大衆がしだいに組織化するよう、またその時その場所の内外環境

のゆるすすべての必要な闘争をしだいに展開するよう援助すること、これらのことについ

て、一人ひとりの同志を教育すべきである。あらゆる活動において、命令主義はあやまり

である。なぜなら、それは大衆の自覚の度合いをとび越え、大衆の自由意志の原則にそむ

き、せっかち病にとりつかれているからである。わが同志たちは、自分の理解したことは

広範な大衆もおなじようにすべて理解していると、ひとりがてんしてはならない。大衆が

理解しているかどうか、また行動することをのぞんでいるかどうかは、大衆のなかにはい

って調べてみてはじめてわかるのである。そのようにすれば、命令主義をさけることがで

きる。あらゆる活動において、追随主義もまたあやまりである。なぜなら、それは大衆の

自覚の度合いからたちおくれ、大衆を指導して一歩前進させるという原則にそむき、のろ

ま病にとりつかれているからである。わが同志たちは、自分がまだ理解していないことは

大衆もみな理解していないと、ひとりがてんしてはならない。多くのばあい、広範な大衆

がわれわれを追いこし、一歩前進を切実にもとめているのに、わが同志たちは、広範な大

衆の指導者となることができないばかりか、一部のおくれた人びとの意見を反映し、しか



もこのおくれた人びとの意見を広範な大衆の意見と誤認して、おくれた人びとに追随して

いる。要するに、共産党員のあらゆる言論、行動の最高規準は、もっとも広範な人民大衆

の最大の利益に合致し、もっとも広範な人民大衆から支持されることであるという点を、

一人ひとりの同志にはっきりわからせるべきである。われわれが人民に依拠しさえすれ

ば、また人民大衆の創造力が無限であることを確信して、人民を信頼し、人民と一つにと

けあいさえすれば、どんな困難も克服でき、どんな敵にも圧倒されず、われわれがこれを

圧倒するだけだということを、一人ひとりの同志に理解させるべきである。 

 まじめな自己批判の有無も、またわれわれが他の政党と区別される顕著な指標の一つで

ある。かつてのべたことがあるように、部屋はつねに掃除すべきで、掃除しなければほこ

りだらけになってしまうし、顔はつねに洗うべきで、洗わなければほこりまみれになって

しまう。わが同志の思想、わが党の活動にもほこりがかかるので、やはり掃除をし、洗い

おとすべきである。「流れる水は腐らず、扉の心棒は虫がくわない」というのは、それら

がたえず運動していて、微生物やその他の生物からの侵食に抵抗しているためである。わ

れわれにとっては、つねに活動を点検し、点検のなかで民主的作風をおしひるめ、批判と

自己批判をおそれず、「気づいたことは何でもいい、いうことは残さずにいう」、「いうも

のはとがめられず、聞くものはいましめとする」、「あやまりがあればあらため、なければ

いっそう努力する」という中国人民の有益な格言を実行することこそ、わが同志の思想や

わが党のからだにたいする各種の政治のほこりや政治の微生物の侵食に抵抗する唯一の効

果的な方法である。「前のあやまりを後のいましめとし、病をなおして人を救う」ことを

方針とする整風運動が大きな効果をあげたのは、この運動のなかでわれわれの展開した批

判と自己批判が、正しいものであって、ゆがめたものではなく、まじめなものであって、

おざなりなものではなかったからである。中国のもっとも広範な人民の最大の利益を出発

点とする中国共産党員は、自分たちの事業が完全に正義にかなっていることを信じ、個人

のすべてを犠牲にすることを惜しまず、いつでも自分の命をわれわれの事業にささげる心

がまえがあるのに、まだ捨てきれないような、人民の要求に合致しない思想、観点、意

見、方法があるのだろうか。政治のほこりや政治の微生物がわれわれの清潔な顔をよご

し、われわれの健全なからだを侵食するのを、われわれはまだ歓迎するのだろうか。無数

の革命戦士が人民の利益のために命をささげたことをおもうと、生き残っているわれわれ

一人ひとりは胸がいっぱいになるのに、まだ犠牲にしきれない個人の利益、捨てきれない

あやまりがあるとでもいうのだろうか。 

 同志諸君、大会が終われば、われわれはただちに戦場におもむき、大会の決議にもとづ

いて、日本侵略者を最後的にうちやぶり新中国を建設するために奮闘するのである。この

目的をたっするためには、全国人民と団結しなければならない。くりかえしていえば、ど

の階級、どの政党、どの社会集団または個人であろうと、日本侵略者をうちやぶり新中国

を建設することに賛成しさえすれば、われわれはかれると連合しなければならない。この

目的をたっするためには、民主集中制の組織原則と規律原則にもとづいて、わが党のあら

ゆる力をかたく団結させなければならない。どんな同志であっても、党の綱領、規約、決

議にしたがう意志さえあれば、われわれはその同志と団結しなければならない。わが党の

党員は、北伐戦争の時期には、六万たらずであったが、その後、大部分が当時の敵の攻撃

によって四散した。土地革命戦争の時期には三十万たらずであったが、これもその後、大

部分が当時の敵の攻撃によって四散した。現在、われわれは百二十余方の党員をもってい

る。こんどはなんとしても、敵の攻撃によって四散することがあってはならない。われわ

れがこの三つの時期の経験を生かして、謙虚な態度をとり、傲慢な態度をやめ、党内では

すべての同志とよりよく団結し、党外では全国人民とよりよく団結しさえすれば、敵の攻

撃によって四散することがないばかりか、反対に、かならず日本侵略者とその忠実な手先

を、断固として、徹底的に、きれいに、のこらす消滅し、しかもかれらを消滅したのちに

新民主主義の中国を建設することが保証されるのである。 



 三回にわたる革命の経験、とくに抗日戦争の経験は、われわれおよび中国人民につぎの

ような確信をあたえている。それは、中国共産党の努力がなければ、また中国共産党員が

中国人民の柱石とならなければ、中国の独立と解放は不可能であり、中国の工業化と農業

の近代化も不可能だということである。 

 同志諸君。三回にわたる革命の経験をへた中国共産党がある以上、われわれは偉大な政

治的任務をなしとげることができるとわたしは確信する。 

 何千何万の革命戦士は、人民の利益のため、われわれに先だって英雄的に命をささげた

のである。われわれはかれらの旗を高々とかかげ、かれらの血の跡をふんで前進しよう！ 

 新民主主義の中国はやがて誕生する。われわれはこの偉大な日を迎えようではないか！ 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 中華民族解放先鋒隊、略称「民先隊」は、一二・九運動に加わった先進的な青年

が、一九三六年二月、中国共産党の指導のもとに組織した革命的な青年団体である。抗日

戦争勃発後、多くの民先隊員は戦争と敵後方にある根拠地樹立の活動に参加した。国民党

支配区の民先隊の組織は、一九三八年、蒋介石政府から強制的に解散させられた。解放区

の民先隊の組織は、のちには、より広範な青年団体である青年救国会に合併された。 

〔2〕 本巻の『国民党中央執行委員会第十一回全体会議と第三期国民参政会第二回会議

を評す』に列挙されている、蒋介石のおこした三回にわたる反共の高まりの事実を参照。 

〔3〕 スコービーは、イギリス帝国主義がギリシアに派遣した侵略軍の司令官である。

一九四四年十月、ドイツ侵略軍がヨーロッパ大陸で敗退すると、スコービーはイギリス軍

をひきい、ロンドンに亡命中のギリシア反動政府をともなって、ギリシアに進駐した。か

れの指図と支持のもとに、ギリシアの反動政府は、長いあいだ勇敢にドイツ侵略更に抵抗

していたギリシア人民解放軍を攻撃し、ギリシアの愛国人民を殺害し、ギリシアを恐怖の

血の海になげこんだ。 

〔4〕 保甲制度は、国民党反動派がファッショ支配をおこなうためにもうけた末端の政

治制度であった。一九三二年八月一日、蒋介石は、河南、湖北、安徽の三省で、『各県保

甲戸口編成調査条例』を公布した。それは、「保甲の編成は戸を単位とし、戸には戸長を

おき、十戸を甲とし、甲には甲長をおき、十甲を保とし、保には保長をおく」ということ

を規定して、各口が相互に監視しあい告発しあう連坐法および各種の反革命的な強制労役

措置を実施したものである。一九三四年十一月七日、自民党政府は、その支配下にある各

省、市で、このようなファッショ支配制度を一律に実施することを正式に発表した。 

〔5〕 国民党政府が実施した封建的、買弁的なファッショ教育のことをさす。 

〔6〕 カイロ会議とは、一九四三年十一月、中国、アメリカ、イギリス三国がエジプト

の首都カイロでおこなった国際会議のことである。この会議では中国、アメリカ、イギリ

ス三国のカイロ宣言が発表された。この宣言は台湾などを中国に返還することについて、

明確な規定をおこなった。 一九五〇年六月、アメリカ政府はこのとりきめに公然とそむ

き、台湾にたいする中国の領土主権を剥奪しようとして、海軍を派遣し台湾を制圧した。 

〔7〕 峨眉山は四川省西南部の名山である。毛沢東同志がここでいっているのは、蒋介

石支配集団が抗日戦争のときに最後の巣窟とした四川省の山地のことである。 

〔8〕 本選集第二巻の『反動派を制裁せよ』、『すべての抗日勢力を結集して反共頑迷派

に反対しよう』、『国民党にたいする十項目の要求』などにみられる。 

〔9〕 一九二四年十一月十日の孫中山の『北上宣言』から引用。 

〔10〕 これは蒋介石が反革命の小冊子『中国の運命』のなかでのべているでたらめな言

い方をさしている。 

〔11〕 大西洋憲章は、一九四一年八月、アメリカ、イギリスが大西洋会議の終了にあた

って共同で発表した文書である。モスクワ会議とは、一九四三年十月、ソ連、アメリカ、



イギリスの三国外相がモスクワでおこなった会議のことである。テヘラン会議とは、一九

四三年十一月から十二月にかけて、ソ連、アメリカ、イギリス三国がイランの首都テヘラ

ンでおこなった会議のことである。クリミア会議とは、一九四五年二月、ソ連、アメリ

カ、イギリス三国がソ連南部のクリミア半島のヤルタでおこなった会議のことである。当

時これらの国際会議は、みな、共同の力によってファシスト・ドイツと日本をうちやぶる

こと、戦後は、侵略勢力およびファシスト残存勢力の再起を防止し、世界の平和を維持

し、各国人民の独立と民主の願望を支持することをきめた。しかし、戦後、アメリカとイ

ギリスの政府はこれらの国際的とりきめにそむき、これをふみにじった。 

〔12〕 一九四四年八月から十月にかけて、ソ連、アメリカ、イギリス、中国の四ヵ国の

代表が、モスクワ会議およびテヘラン会議の決定にしたがって、アメリカのダンバート

ン・オークスで会議をひらき、国際連合機構の組織草案を起草した。一九四五年四月から

六月にかけて、アメリカのサンフランシスコで五十ヵ国の代表の参加する国際連合総会が

ひらかれたが、当時、中国解放区も菫必武同志を代表として派遣し、この会議に参加させ

た。 

〔13〕 中国共産党第七回全国代表大会以後、延安で「中国解放区人民代表会議準備委員

会」が発足し、また各解放区の代表が共同して準備委員会成立大会をひらいた。日本の降

伏後、時局が変化したため、中国解放区人民代表会議はひらかれなかった。 

〔 ##訳注## 〕 

① 本選集第一巻の『蒋介石の声明についての声明』注〔1〕を参照。 

② 本選集第二巻の『日本の進攻とたたかう方針、方法および前途』注〔1〕を参照。 

③ 中央系とは、主として蒋介石集団の部隊をさす。地方系とは、国民党地方軍閥の部

隊、つまり雑軍をさす。本選集第二巻の『おもいきって抗日勢力を発展させ、反共頑迷派

の進攻に抵抗せよ』注〔8〕を参照。 

④ 武装工作隊とは、中国共産党の指導のもとに、軍隊の幹部、優秀な戦士および地方の

幹部によってつくられた小型の工作隊のことである。工作隊の任務は、敵占領区に深くは

いって大衆を動員し組織し、党の組織を樹立し復活させ、秘密の人民政権をうちたて、か

いらい組織とかいらい政権をうちこわし、さまざまな闘争方法で日本侵略軍とかいらい軍

に打撃をあたえ、それを瓦解させることにあった。 

⑤ 本選集第二巻の『中央通信社、掃蕩報、新民報の三記者との談話』注〔2〕を参照。 

⑥ 民主同盟の正式の名称は中国民主同盟で、当時、抗日民族統一戦線のなかの民主政党

の一つであった。一九四一年に成立し、はじめは中国民主政団同盟とよんだが、一九四四

年に現在の名称にあらためた。一九四九年、中国人民政治協商会議に参加した。 

⑦ 本選集第一巻の『日本帝国主義に反対する戦術について』注〔1〕を参照。 

⑧ 本選集第一巻の『矛盾論』訳注②を参照。 

⑨ 本巻の『組織せよ』注〔4〕と本選集第一巻の『われわれの経済政策』注〔3〕を参

照。 

⑩ 本題集第二巻の『持久戦について』注〔6〕を参照。 

⑪ 一九四二年の冬から一九四三年の春にかけて、内家古のイクチァオ盟に駐屯していた

国民党反動軍隊は、蒙古族人民の牧草地の占拠を強行し、そのうえ、地元の人民から大量

の食糧、家畜を強奪した。一九四三年三月二十六日、イクチァオ盟の蒙古族保安隊と人民

大衆は、ついに武力による反抗にたちあがった。同年四月、国民党は軍隊をさしむけてこ

れを弾圧し、地元の蒙古族人民にたいして血なまぐさい虐殺をおこなった。 

⑫ 一九四四年九月、新疆省北部イリ地区の各少数民族の人民は、国民党反動派の民族的

抑圧と経済的収奪に反対して、大規模な武装蜂起をおこなった。これらの蜂起軍は、阿

山、塔城一帯で蜂起した武装組織とあい前後して連合し、新疆省北部の大部分の地域を占

領した。国民党は甘粛省と新疆省の各地から多くの反動軍隊をまわして、蜂起軍にたいし

長期にわたる大規模な武力弾圧をくわえた。蜂起軍は、新疆省各民族の広範な人民の積極



的な支持のもとに英雄的に抵抗し、一九四九年に新疆省が解放されるまで抵抗をつづけ

た。 

⑬ ここでは主として、一九四二年から一九四三年にかけて国民党反動派が甘粛省南部の

回族人民にたいしておこなった虐殺事件をさす。一九四二年の冬、甘粛省南部の臨［シ＋

兆］県、岷県一帯の回族人民は、国民党反動派の横暴きわまるとりたて、兵隊狩り、人夫

狩り、イスラム教寺院の破壊などの反動的な措置に反対して、大規模な武装蜂起をおこな

った。一九四三年四月以後、蜂起地区は二十余県にひろがり、参加者は一時は十万人をこ

えた。国民党反動派は、六コ師団の軍隊をあい前後してさしむけ、飛行機までもくりだし

て、地方の反動武装組織に呼応し、蜂起した大衆にたいして残酷な虐殺をおこなった。 

 

 

 

愚公、山を移す 

 

          （一九四五年六月十一日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が中国共産党第七回全国代表大会でのべた閉会のことばである。 

 

 

 われわれは、りっぱな大会をひらくことができた。われわれは、つぎの三つのことをし

た。第一は、党の路線をきめたこと、すなわち、おもいきって大衆を立ちあがらせ、人民

の力を強大にして、わが党の指導のもとに、日本侵略者をうちやぶり、全国人民を解放

し、新民主主義の中国を樹立するという路線をきめたことである。第二は、新しい党規約

を採択したことである。第三は、党の指導機関――中央委員会を選出したことである。今

後の任務は、全党を指導して党の路線を実現することである。われわれの大会は、勝利の

大会であり、団結の大会であった。代表諸君は、三つの報告〔1〕にたいしてたいへんよ

い意見をだした。多くの同志は、自己批判をおこない、団結の目標から出発し、自己批判

をへて、団結にたっした。今回の大会は、団結の手本であり、自己批判の手本であり、ま

た党内民主主義の手本であった。 

 大会が終われば、多くの同志は自分の持ち場に帰り、それぞれの戦場におもむくことに

なる。同志諸君は、各地にいったら、大会の路線を宣伝し、また全党の同志をつうじて、

広く人民にこれを説明しなければならない。 

 われわれが大会の路線を宣伝するのは、全党と全国人民に、革命はかならず勝利すると

いう確信をもたせるためである。なによりもまず前衛に、決意をかため、犠牲をおそれ

ず、あらゆる困難を克服して、勝利をたたかいとるよう自覚させるべきである。だが、そ

れだけではまだ不十分であって、さらに、全国の広範な人民大衆に、心からすすんでわれ

われとともに奮闘し、勝利をたたかいとるよう自覚させなければならない。中国は反動派

のものではなく、中国人民のものであるという確信を、全国人民にもたせるべきである。

中国には、むかし、「愚公、山を移す」という寓話があった。その話というのは、むか

し、華北に住んでいた北山の愚公という老人の物語である。老人の家の南側には、太行山

《タイハンシャン》と王屋山《ワンウーシャン》という二つの大きな山があって、家に出

入りする道をふさいでいた。愚公は、息子たちをひきつれ、くわでこの二つの大きな山を

ほりくずそうと決意した。智叟という老人がこれをみてふきだし、こういった。お前さん

たち、そんなことをするのは、あまりにもばかげているじゃないか、お前さんたち親子数

人で、こんな大きな山を二つもほりくずしてしまうなんてとてもできゃあしないよ、と。

愚公は答えた。わたしが死んでも息子がいるし、息子が死んでも孫がいる、子々孫々と絶



えることがないのだ。この二つの山は高いけれども、これ以上高くなりはしない。ほれば

ほるだけ減るのだから、どうしてほりくずせないことがあろうか、と。愚公は智叟のあや

まった考えを反ばくし、すこしも動揺しないで、毎日、山をほりつづけた。これに感動し

た上帝は、ふたりの神を下界におくって、二つの山を背負いさらせたというのである

〔2〕。いま、中国人民の頭上にも、やはり帝国主義と封建主義という二つの大きな山がの

しかかっている。中国共産党ははやくから、この二つの山をほりくずしてしまおうと決意

している。われわれは、かならずやりぬき、たえまなく働きつづける。そうすればわれわ

れも上帝を感動させるであろう。この上帝とはほかならぬ全中国の人民大衆である。全国

の人民大衆が、いっせいに立ちあがって、われわれといっしょにこの二つの山をほるな

ら、どうしてほりくずせないことがあろうか。 

 きのう、わたしは帰国する二人のアメリカ人にこういった。アメリカ政府はわれわれを

破壊しようとしているが、これはゆるせない。われわれは、アメリカ政府の援蒋反共政策

に反対する。だが、われわれは、第一に、アメリカ人民とかれらの政府とを区別し、第ニ

に、アメリカ政府内の政策決定者と下部の一般職員とを区別するものである。わたしはこ

の二人のアメリカ人につぎのようにいった。あなたがたアメリカ政府の政策決定者につた

えなさい。わが解放区は諸君がそこにはいるのを禁止する。なぜなら、諸君の政策が援蒋

反共で、われわれは気がゆるせないからである。もし諸君が日本と戦うために解放区には

いるのならよいが、ただ、とりきめを結んでおかなければならない。もし諸君がこそこそ

とやたらに歩きまわるならば、それはゆるせない。ハーレーはすでに公然と、中国共産党

とは協力しないと言明している〔3〕。それなのに、どうしてわれわれの解放区にきて、や

たらに歩きまわろうとするのか。 

 アメリカ政府の援蒋反共政策は、アメリカ反動派の凶暴さを物語っている。だが、中国

人民の勝利をはばもうとするあらゆる内外反動派のくわだては、すべて失敗を運命づけら

れている。いまの世界の流れは、民主主義が主流であり、反民主主義的反動は逆流にすぎ

ない。当面、反動の逆流が民族独立と人民民主主義の主流を圧倒しようとくわだてている

が、反動の逆流は、結局、主流になることはありえない。スターリンがはやくからのべて

いるように、いまなお、旧世界にはつぎの三つの大きな矛盾がある。第一は、帝国主義国

におけるプロレタリア階級とブルジョア階級との矛盾、第二は、帝国主義国間の矛盾、第

三は、植民地・半植民地国と帝国主義宗主国との矛盾である〔4〕。この三つの矛盾は、依

然として存在しているばかりでなく、いっそう鋭くなり、いっそう拡大している。これら

の矛盾が存在し、発展しているので、反ソ・反共・反民主主義の逆流があっても、このよ

うな反動の逆流はいつかはかならず粉砕されるのである。 

 いま、中国では二つの大会がひらかれている。一つは国民党の第六回代表大会、一つは

共産党の第七回代表大会である。二つの大会はまったく異なった目的をもっている。一つ

は、共産党と中国の民主主義勢力を滅ぼして、中国を暗黒にみちびくものであり、一つ

は、日本帝国主義およびその手先である中国の封建勢力をうちたおして、新民主主義の中

国を建設し、中国を光明にみちびくものである。この二つの路線はたがいにたたかってい

る。われわれは、中国人民が中国共産党の指導のもとに、中国共産党第七回大会の路線に

みちびかれて完全な勝利をかちとること、そして、国民党の反革命路線がかならず失敗す

ることをかたく信ずるものである。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 中国共産党第七回全国代表大会で毛沢東同志のおこなった政治報告、朱徳同志の

おこなった軍事報告、劉少奇同志のおこなった党規約改正についての報告をさす。 

〔2〕 愚公、山を移すというのは、『列子』の「湯問」編に出てくるつぎのような物語で

ある。「太行、王屋の二山は七百華里四方で、高さは万仭もある。もと冀州の南、阿陽の



北にあった。北山の愚公というひとは、もう九十に近い年であったが、その住まいが山に

面していた。山の北側でふさがれているため、出入りのたびに遠まわりをするのに懲り、

家族をあつめて、こう相談した。わしとお前たちが全力をあげて、山をほりくずし、これ

を平らにして、河南の南に通じ、漢水の北にも達するようにしたら、どんなものだろう、

と。みなが口をそろえて、これに賛成した。妻が疑問をだし、こういった。あなたの力で

は魁父《かいふ》の丘さえつぶすことができないのに、どうして、太行山と王屋山をほり

くずせましょう。そのうえ、土や石をどこへやるのですか、と。みながこういった。それ

は渤海の底、隠土の北にすてればよい、と。そこで、子や孫など運ぶもの三人をひきつれ

て、石をわり、土をほりくずし、箕《み》や畚《もっこ》で渤海に運びはじめた。隣人京

城氏のやもめ婆さんに息子がおり、乳歯が抜けかわったばかりの年頃であったが、かけつ

けてきて、これに協力した。寒暑の季節もあらたまったとき、ようやく一度往復した。河

曲の智叟がこれを笑い、思いとどまらせようとして、こういった。なんてまあお前さんは

馬鹿なんだろう。年よりの力では、山の雑木一本だって折れはしないのに、どうして、土

や石がほりくずせるものかね、と。北山の愚公は長いため息をついて、こういった。お前

さんときたら、まったく手がつけられないほどの石あたまだね、やもめ婆さんやひよわい

子どもよりもまだ物わかりがわるいよ。わたしが死んだとて、息子がいるし、息子はまた

孫をうみ、孫はまた子どもをうむ。その子にはまた子どもができ、子どもにはまた孫がで

きる。このように、子子孫孫、無限につづいてゆくが、山はふえることはない。ほりくず

せないなんて心配をする必要がどこにあろう、と。河曲の智叟は返すことばがなかった。

操蛇の神がこれをきき、そのねばりづよい努力におそれをなして、これを上帝につげた。

上帝はそのまごころに感動し夸娥《こが》氏の二人の子に命じて二つの山を背負わせ、一

つを朔東に移し、一つを雍南に移させた。これからのち、冀州の南、漢水の北には交通を

さまたげる丘陵はなくなった。」 

〔3〕 ハーレーはアメリカ共和党の反動的政治家のひとりである。一九四四年末、アメ

リカの駐華大使に任命されたが、蒋介石の反共政策を支持したため、中国人民の断固とし

た反対にあい、一九四五年十一月、辞職せざるをえなくなった。ハーレーが中国共産党と

協力しないと公然と言明したというのは、一九四五年四月二日、かれがワシントン国務省

の記者会見でおこなった談話のことである。詳細は、「ハーレーと蒋介石の猿芝居はすで

に破産した」という論文にみられる。 

〔4〕 スターリンの『レーニン主義の基礎について』の第一部分「レーニン主義の歴史

的根源」にみられる。 

 

 

 

軍隊の生産自給、あわせて整風、生産の二大運動の重要性について 

 

          （一九四五年四月二十七日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が延安の『解放日報』にかわって書いた社説である。 

 

 

 われわれの軍隊が、極度の物質的困難にぶつかっている現状のもとでは、また、分散し

て戦っている現状のもとでは、けっして、上部の指導機関が物資供給の責任をすべて負う

ようなことをしてはならない。そうすれば、下部の広範な人びとの手足をしばることにも

なるし、下部の要求をみたすこともできなくなる。われわれは、同志諸君、みんなで労働

して困難を克服しようではないか、というべきである。上部が適切に任務を提起し、おも



いきって下部に自力更生させさえすれば、問題は解決できるし、しかも、いっそうりっぱ

に解決することができる。もし上部がそうしないで、実際にはにないきれないすべての責

任をいつまでも自分でにない、おもいきって下部にやらせようとせず、広範な大衆の自力

更生の積極性をもりあげようとしないなら、たとえ上部が力をつかいはたしても、結局

は、上下ともに苦境におちいることになり、現在の条件のもとでは、いつまでも問題を解

決することはできない。数年らいの経験がすでにこの点を十分に立証している。わが解放

区が当面の条件のもとですべての経済生活を組織するさいの正しい原則は、「統一指導、

分散経営」の原則であることがすでに立証されている。 

 解放区の軍隊は、すでに九十余万にたっしている。日本侵略者をうち負かすには、さら

に軍隊を九十万の同情かに拡大することが必要である。しかし、われわれには、まだ外か

らの援助がない。たとえ将来、外からの援助があったとしても、生活必需品はやはりわれ

われ自身でまかなうよりほかはないこと、この点についてはいささかの主観主義もあって

はならない。近い将来、われわれは、必要な兵団を集中して、現在の分散作戦地区をはな

れ、一定の攻撃目標地点にいって戦うことが必要となる。こうした集中して行動する大兵

団では、生産自給ができなくなるばかりでなく、後方からの大量の物資供給も必要にな

り、これまでどおり戦いながら生産をつづけられるのは、残留する地方部隊と地方兵団

（その数はやはり多いであろう）だけである。このように見てくれば、わが全軍が、いま

のうちに、戦闘と訓練をさまたげない範囲で、一様に、部分的な生産自給の任務を完遂す

ることに習熟しなければならないことは、疑問の余地もあるまい。 

 軍隊の生産自給は、われわれのおかれている条件のもとでは、形のうえではおくれた、

退歩的なものであるが、実質は進歩的なものであり、大きな歴史的意義をもっている。形

のうえでは、われわれは分業の原則にそむいている。しかし、われわれのおかれている条

件のもとでは  国の貧困、国の分裂（これらはみな国民党の主要支配集団によってつくり

だされた罪憩的な結果である）および分散的な長期の人民遊撃戦争のもとでは、われわれ

がこうすることこそ進歩的なのである。みたまえ、国民党の軍隊は血色がわるく、やせこ

けているが、解放区の軍隊はたくましいからだをしているではないか。みたまえ、われわ

れ自身も、生産自給をしていなかったときには、なんと困難であったか、いったん生産自

給をしてからは、なんと楽になったことか。いま、われわれの前にある二つの部隊、たと

えば二つの中隊に、二つのやり方のうちのどちらかを選ばせてみよう。つまり、上部から

生活必需品を全部支給するやり方か、それとも、生活必需品をあたえないか少ししかあた

えないで、その全部、大部分、半分、または小部分を生産自給させるやり方か、そのどち

らかを選ばせるのである。どちらがよりよい結果をうむだろうか。どちらをかれらは受け

いれたがるだろうか。一年間、まじめに生産自給をやってみたあとには、きっと、あとの

やり方がよい結果をうむと認めて、それを受けいれたがるようになり、きっと、前のやり

方は結果がおとると認めて、それを受けいれたがらなくなるであろう。なぜなら、後者で

は、われわれの部隊のすべての成員の生活が改善されるが、前者では、物質的に困難な当

面の条件のもとで、上部がどのように供給しても、かれらの要求をみたすことはできない

からである。われわれが、こうした表面的には「おくれた」、「退歩的な」やり方をとった

ことによって、われわれの軍隊は生活必需品の困難を克服し、生活を改善し、一人ひとり

がたくましいからだになった。その結果として、おなじく困難のなかにある人民の租税負

担を軽減することができるので、人民から支持されるし、また、長期の戦争をささえ、軍

隊を拡大できるので、解放区を拡大し、被占領区を縮小し、侵略者の最終的消滅、全中国

の解放という目的をたっすることができるようになる。こうした歴史的意義は、それでも

偉大ではないのだろうか。 

 軍隊の生産自給は、たんに、生活を改善し、人民の負担を軽減し、しかもそれによっ

て、軍隊を拡大することができたばかりでなく、ただちに、多くの副産物をもたらした。

それらの副産物とはつぎのようなものである。（一）将兵関係が改善された。将校と兵士



が生産労働をともにして、兄弟のように親しくなった。（二）労働観念が強化された。わ

れわれの現行の制度は、旧式の募兵制でもなければ徴兵制でもなく、第三の兵役制――政

治動員制である。これは、募兵制にくらべれはいくぶんましで、それほど多くののらくら

者はつくりださないが、徴兵制にくらべれば、いくぶんおとっている。われわれの当面の

条件のもとでは、まだ、徴兵制をとることはできず、政治動員制をとることしかゆるされ

ない。動員されてきた兵士は長いあいだ軍隊生活をするので、労働観念が弱まり、そのた

め、のらくら者をうみだしたり、軍閥の軍隊にみられる若干の悪い気風に染まることもあ

る。生産自給をはじめてから、労働観念が強まり、のらくら者の気風があらたまった。

（三）規律が強化された。生産における労働規律の励行は、戦闘規律や軍人の生活規律を

弱めるどころか、かえってそれらを強化することになる。（四）軍民関係が改善された。

軍隊が家計を確立するようになってからは、民衆の財物を侵害するようなことがすくなく

なったか、あるいはまったくなくなった。生産のなかで、軍隊と民衆が労働力を交換して

たがいに助けあうようになったので、かれらのあいだの友愛関係がいっそう強まった。

（五）軍隊が政府に不平をいうようなこともすくなくなり、軍隊と政府との関係もよくな

った。（六）人民の大生産運動が促進された。軍隊が生産をするようになったので、機関

の生産の必要性がいっそうはっきりし、いっそう熱がはいってきた。全人民の普遍的な増

産運動も、当然その必要性がいっそうはっきりし、いっそう熱がはいってきた。 

 一九四二年と一九四三年にあい前後してはじまった、普遍的な整風運動と生産運動は、

それぞれ精神生活の面と物質生活の面で、すでに決定的な役割をはたしたし、またはたし

つつある。この二つの環を適時につかまなければ、われわれは革命の全連鎖をつかむこと

ができず、われわれの闘争をひきつづき前進させることもできない。 

 周知のように、一九三七年以前に入党したわが党員で、残っているのは数万人にすぎな

いが、現在のわが党員は百二十余万人であり、その大多数は農民およびその他の小ブルジ

ョア出身者である。かれらは愛すべき革命の積極性をもっているし、マルクス主義の訓練

を受けいれたいともおもっている。しかし、かれらはマルクス主義に合致しないか、また

はあまり合致しない本来の思想をもったまま入党したのである。このような状況は、一九

三七年以前に入党した党員のあいだにもみられる。これはきわめて深刻な矛盾であり、き

わめて大きな困難である。このような状況のもとでは、普遍的なマルクス主義の教育運

動、すなわち整風運動をおこなわずに、はたして、われわれは、順調に前進できるだろう

か。できないことは明らかである。しかし、われわれは、大量の幹部のあいだで、この矛

盾――党内のプロレタリア思想と非プロレタリア思想（このなかには、小ブルジョア思

想、ブルジョア思想があり、地主階級の思想さえあるが、おもなものは小ブルジョア思想

である）とのあいだの矛盾、すなわちマルクス主義思想と非マルクス主義思想とのあいだ

の矛盾を解決したし、また解決しつつあるので、わが党は、思想的にも、政治的にも、組

織的にも、これまでになく統一されて（完全には統一されていないが）、大幅に、しか

し、着実に前進することができるようになった。今後、わが党は、いっそう大きな発展を

とげるであろうし、またとげなければならない。しかも、われわれは、マルクス主義の思

想的原則のもとで、将来の発展をよりよく掌握できるようになっている。 

 もう一つの環は生産運動である。抗戦は八年つづいたが、はじめのうち、われわれに

は、食べるものもあったし、着るものもあった。その後、だんだん困難になって、食糧が

不足し、食油食塩も不足し、被服も不足し、経費も不足するというたいへん困難な状態に

おちいった。これは、一九四〇年から一九四三年にかけての、敵の大がかりな進攻と国民

党政府の三回にわたる大規模な反人民闘争（いわゆる「反共の高まり」）とともにやって

きたきわめて大きな困難であり、きわめて大きな矛盾であった。もしこの困難を解決せ

ず、この矛盾を解決せず、この環をつかまなかったとしたら、われわれの抗日闘争は、前

進することができただろうか。できなかったことは明らかである。しかし、われわれは生

産に習熟したし、またげんに習熟しつつある。これによって、われわれはふたたび活発に



なり、生気にあふれてきた。さらに数年もたてば、われわれはどのような敵をもおそれな

くなり、すべての敵を圧倒するであろう。 

 このようにみてくると、整風と生産の二大運動がどのような歴史的重要性をもっている

かは、きわめてはっきりしている。 

 われわれは、他の戦闘任務の基礎として、この二大運動をさらに一歩すすんで普遍的に

おしひろめよう。ほんとうにそれができれば、中国人民の徹底的な解放は、確実なものと

なる。 

 いまは、ちょうど春の耕作期であり、解放区の指導的同志、要員、人民大衆がすべて、

時機を失せず、生産の環をつかんで、昨年よりもいっそう大きな成果をあげるよう希望す

る。とりわけ、まだ生産に習熟していない地区では、ことしはいっそう大きな努力をはら

うべきである。 

 

 

 

ハーレーと蒋介石の猿芝居はすでに破産した 

 

          （一九四五年七月十日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が新華社にかわって書いた論評である。 

 

 

 蒋介石の専制支配に粉飾をほどこす目的で招集された第四期国民参政会が、七月七日重

慶でひらかれた。一回目の会議にあつまったものは、これまでの参政会にみられないほど

少なかった。中国共産党の側からだれも出席しなかったばかりでなく、その他の方面でも

欠席したものが非常に多かった。定員二百九十名の参政員のうち、出席したのは百八十名

にすぎなかった。開会にあたって、蒋介石がひとくさり弁じた。「政府は、国民大会の招

集にかんする問題では、各位が十分討議できるように、いかなる具体案も提出しないつも

りである。政府は、もっとも誠実、卒直な態度で、これらの問題について各位の意見を拝

聴したい」と蒋介石はいった。これで、ことしの十一月十二日に国民大会を招集するとい

う案件もひっこめられたようだ。この案件はまた、帝国主義者ハーレーと関係がある。実

は、この帝国主義者は、蒋介石がこの手をうつように極力そそのかしてきたのである。そ

れで、蒋介石もようやく、ことしの元旦の演説〔1〕ではいくらか腰が強くなり、三月一

日の演説〔2〕では大いに腰が強くなって、十一月十二日にかならず「政権を国民にかえ

す」といったのである。蒋介石は、その三月一日の演説では、中国共産党が中国人民の総

意を代表して提起した、各政党の会議の招集と連合政府の樹立についての主張を、頭から

拒否した。そして、アメリカ人の参加する三人委員会なるものを組織して中国共産党の軍

隊を「再編成する」ことについて得々とぶった。蒋介石は、あろうことか、中国共産党は

まず軍隊を自分に引きわたせ、そうしたら「合法的地位」をめぐんでやる、とさえいっ

た。これらのことにはすべて、ハーレー旦那のしりおしが決定的な役割をはたしていた。

四月二日、ハーレーは、ワシントンで声明を発表して、中国共産党の地位を抹殺《まっさ

つ》し、中国共産党の活動を中傷し、中国共産党とは協力しないなどという帝国主義ので

たらめな言いぐさをならべたてたうえ、さらに蒋介石の「国民大会」などの鼻持ちならぬ

しろものを極力ほめそやした。このように、アメリカのハーレーと中国の蒋介石は、中国

の人民を犠牲にすることを共通の目標として、一人が歌えば一人が踊りだすというふう

に、にぎやかなことこの上なしであった。だが、それからあとは、腰くだけの運命をたど

っている模様である。中国人と外国人とをとわず、国民党内と国民党外とをとわず、政党



に属するものと属さないものとをとわず、これに反対するものがいたるところにいて、そ

の数はかぞえきれない。その原因は一つしかない。つまり、ハーレーと蒋介石がいかにも

っともらしくふいちょうしようと、しょせん、かれらのこのようなやり方は、中国人民の

利益を犠牲にし、中国人民の団結をいっそう破壊し、中国の大規模な内戦をひきおこす地

雷を埋め、したがって、反ファシズム戦争と戦後の平和共存におけるアメリカ人民その他

の連合国の人民の共同の利益をも破壊するものだ、ということである。最近、ハーレー

は、何が忙しいのか知らないが、とにかく、一時ひっこんだ形になり、おかげで蒋介石は

参政会の席上わけのわからないことをしゃべらなければならなくなった。三月一日、蒋介

石は、「わが国の事情は他国と異なるのであって、国民大会が開催されるまで、わが国に

は、人民を代表することができ、政府が民意を問うことのできるような責任ある団体は一

つも存在しない」といったものである。そうだとしたら、わが委員長はなんのためにまた

参政会から「意見」を「拝聴」するのかわからない。委員長の論法からすれば、中国の国

内には「民意を問うことのできるような責任ある団体」は一つもなく、参政会はごくつぶ

しの「団体」にすぎないので、こんにちの「拝聴」には法的根拠がないわけである。だ

が、いずれにせよ、参政会が例のにせの「国民」大会の開催をやめると言いさえすれば、

たとえ三月一日の聖旨にそむき、王法をおかしたとしても、やはり、善事をおこない、功

徳をつんだことにはなる。参政会が、はたして、どんなことを委員長に「拝聴」してもら

うかは、なお数日待たなければわからないのだから、こんにち、参政会について論評をく

わえることは、もちろん、時期尚早である。だが、つぎの点は確実である。つまり中国人

民がひろく立ちあがって反対してからは、「立憲君主」に熱心な人びとでさえも、わが君

主のために憂い、豚の子国会①とよばれたあの首締め縄にかかりたもうな、袁世凱《ユァ

ンシーカイ》の死神にとりつかれたもうなと、かれに勧告しているということである。し

たがって、わが君主もこれで手をひっこめるようなことになるかもしれない。だが、わが

君主と側近どもは、ほんのわずかでも権力をかるがるしく人民にあたえて、自分たちが毛

すじ一本でもうしなうというようなことはけっしてしない。この君千が人民の合理的な批

判を「勝手気ままな攻撃」といっていることが、身近な例としてあげられる。かれのいう

ところによれば、「戦争状態のもとでは、被占領地域でいかなる普通選挙もおこなえない

ことはあきらかである。したがって、二年まえに、国民党中央執行委員会全体会議は、戦

争終結後一年以内に、国民大会を招集し、憲政を実施することについての決定をおこなっ

た。ところが、いくつかの方面の人びとは、当時これを勝手気ままに攻撃し」、それでは

おそすぎるといった、というのである。そこで、かれが、「戦争の完全に終結する時期は

あるいは長びくかもしれず、たとえ、戦争が終結したとしても各地の秩序はやはり短期間

には回復しないかもしれないという点を考慮して、戦局が安定したときにただちに国民大

会を招集することを主張」すると、意外にも、それらの人びとはまたもや「勝手気ままに

攻撃」した。こうして、わが君主はたいへんやりにくくなってしまったのである。だが、

中国人民は、蒋介石とその一味に、きみたちがどんなふうに言おうと、どんなふうにやろ

うと、およそ人民の意志にそむく欺瞞《ぎまん》ならだんじて許すことはできない、と言

ってきかせる必要がある。中国人民がもとめているのは、政治犯を釈放し、時路を廃止

し、人民に自由をあたえ、各政党に合法的地位をあたえる、などといった民主改革をただ

ちに実行することである。諸君は、これらの点についてなに一つ実行しないでおいて、

「国民大会」招集の時期の問題で小細工をろうしているが、こんなことでは三歳の子ども

さえだませない。まじめな最低限の民主改革をぬきにしては、大会であろうが小会であろ

うが、みな、肥だめになげこまれるほかはない。「勝手気ままな攻撃」とよぶならそれも

よかろう、こうした欺瞞はどんなものでも、断固として、徹底的に、きれいに、残らずた

たきつぶすべきであり、けっしてひとかけらも残してはならない。その理由はほかでもな

く、それが欺瞞だからである。国民大会が存在するかしないかということと、最低限の民

主改革がおこなわれるかおこなわれないかということは、別のことがらである。前者はし



ばらくなくてもよいが、後者はどうしてもただちに実施しなくてはならない。蒋介石とそ

の一味が、「期日をくりあげて」「政権を国民にかえし」たいというのなら、なぜ、「期日

をくりあげて」いくつかの最低限の民主改革を実施しようとしないのか。国民党の諸先

生、わたしはいま最後の数行を書いているが、諸君は中国共産党員が諸君を「勝手気まま

に攻撃」しているのではないということを認めるべきである。一つの問題を提起するだけ

でもいけないというのだろうか。諸君はこれに答えないでいてもよいのだろうか。諸君が

「政権を国民にかえし」たいといいながら、民主改革を実施したがらないのはなぜか、諸

君はこの問いに答えなければならない。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 これは、一九四五年一月一日の蒋介石の放送演説をさす。かれは、演説のなか

で、過去一年間国民党軍隊が日本侵略軍の進攻のまえにしめした恥すべき敗退については

一言もふれず、ほしいままに人民を中傷し、全国人民と抗日諸政党の支持している、国民

党一党独裁の廃止、連合政府と連合統帥部の樹立についての主張に反対した。また、国民

党一党独裁を固持し、人民に反対するための楯として、全国人民から唾棄されている国民

党の御用「国民大会」開催の用意があるということをもちだした。 

〔2〕 これは、一九四五年三月一日の重慶憲政実施協進会での蒋介石の演説をさす。蒋

介石は「元旦の演説」の反動的主張を固持するとともに、アメリカの代表の参加する三人

委員会を組織して八路軍、新四軍を「再編成する」ことを提案し、アメリカ帝国主義者が

中国の内政に干渉することを公然と要求した。 

〔 ##訳注## 〕 

① 一九二三年、北洋軍閥書［金＋昆］は、「大総統」になるために、一票につき銀貨五

千元の賄賂で議員を買収した。そのとき買収された議員は、「豚の子議員」とよばれ、そ

の国会も「豚の子国会」とよばれた。毛沢東同志は、ここでは、国民党のまやかし選挙に

よる「国民大会」を「豚の子国会」にたとえている。 

 

 

 

ハーレーの政策の危険性について 

 

          （一九四五年七月十二日） 

 

 

 これは、毛沢東同志が新華社にかわって書いた論評である。 

 

 

 中国駐在アメリカ大使ハーレーに代表されるアメリカの対中国政策が中国の内戦の危機

をつくりだしているということが、ますますはっきりしてきている。反動政策にしがみつ

く国民党政府は、十八年前に成立したその日から、内戦でくらしをたててきたのであっ

て、ただ、一九三六年における西安事変と一九三七年における日本の中国中心部侵入の時

機に、やむなく、全国的規模の内戦を一時放棄しただけである。だが、一九三九年から

は、また局部的な内戦をひきおこし、しかもやめたことがない。国民党政府の内部動員の

スローガンは「反共第一」で、抗日は副次的な地位におかれている。いま、国民党政府の

すべての軍事的配置の重点は、日本侵略者との闘争の面ではなくて、中国解放区にたいす

る「失地の回復」と中国共産党の消滅の面におかれている。抗日戦争の勝利のためにも、

戦後の平和的建設のためにも、こうした状況を重大なものとして考慮に入れておかなけれ



ばならない。ルーズベルト大統領は生前この点を考慮していた。かれはアメリカの利益の

ため、中国共産党にたいする国民党の武力攻撃をたすける政策はとらなかった。一九四四

年十一月、ハーレーは、ルーズベルトの私的代表の資格で延安にやってきたとき、国民党

の一党独裁の廃止、民主的な連合政府の樹立という中国共産党の計画に賛成したのであ

る。だが、かれは、のちになって豹変《ひょうへん》し、自分が延安で口にしたことばに

そむいてしまった。このような豹変は、四月二日、ハーレーがワシントンで発表した声明

に露骨にあらわれている。このときになると、おなじハーレーの口で語られながら、蒋介

石《チァンチェシー》に代表される国民党政府は美人に変わり、中国共産党は悪魔に変わ

っている。そのうえ、アメリカは蒋介石とだけ協力し、中国共産党とは協力しないと、か

れはあからさまに言明している。もちろん、これはたんにハーレー個人の意見ではなく

て、アメリカ政府内の一群の人びとの意見であるが、これはあやまった、しかも危険な意

見である。ちょうどこのころ、ルーズベルトが世を去った。ハーレーは意気揚々と重慶

《チョンチン》のアメリカ大使館にかえってきた。ハーレーに代表されるアメリカのこの

対中国政策の危険性は、それが国民党政府の反動化を助長し、中国の内戦の危機を増大さ

せたことにある。もし、ハーレーの政策がつづけられるならば、アメリカ政府は、中国反

動派の臭くて深い肥だめにおちこんで足がぬけなくなり、すでに目ざめた、またひきつづ

き目ざめつつある幾億の中国人民に敵対する側に自分自身をおくことになって、当面は抗

日戦争のさまたげとなり、将来は世界平和のさまたげとなるだろう。この必然的ななりゆ

きが、まだはっきり見えないのだろうか。中国の前途という問題について、中国人民の独

立、自由、統一を要求する阻止しがたい勢力が必然的に民族的抑圧と封建的抑圧にかわっ

て勃興《ぼっこう》するということをはっきりと見ているアメリカの一部の世論は、ハー

レー式の危険な対中国政策にたいして焦燥を感じ、この政策の変更を要求している。だ

が、アメリカの政策が、いったい変更されるかどうか、また、いつになったら変更される

かについて、こんにちのところ、われわれはまだ何ともいえない。確実にいえることは、

中国の反人民勢力をたすけ、このように広範な中国人民を敵とするこのハーレー式の政策

がこれからも変わらないとすれば、それは、アメリカ政府とアメリカ人民に、たえがたい

重荷と尽きることのない災禍をもたらすだろう、ということである。このことを、アメリ

カ人民にはっきりと認識させなければならない。 

 

 

 

フォスター同志への電報 

 

          （一九四五年七月二十九日） 

 

 

 フォスター同志ならびにアメリカ共産党中央委員会御中 

 アメリカ共産主義政治協会特別会議がブラウダーの修正主義の路線すなわち投降主義の

路線〔1〕の放棄を決定し、マルクス主義の指導を再確立するとともに、すでにアメリカ

共産党を再建したことを知り、喜びにたえない。われわれは、アメリカ労働者階級とマル

クス主義運動のこの偉大な勝利にたいして、熱烈な祝意を表するものである。ブラウダー

の修正主義――投降主義の路線全体（この路線はブラウダーの著書『テヘラン』に十分に

しめされている）は、本質的には、アメリカ労働運動におけるアメリカ反動資本家集団の

影響のあらわれである。この反動資本家集団は、現在なお中国におけるその影響を極力拡

大しようとしており、中国国民党内の反動集団の反民族的反人民的なあやまった政策を支

持し、中国人民を重大な内戦の危機に直面させ、中国、アメリカ両大国の人民の利益をそ

こないつつある。ブラウダーの修正主義――投降主義にたいするアメリカ労働者階級とそ



の前衛であるアメリカ共産党の勝利は、中国、アメリカ両国人民が目下おこなっている反

日戦争と戦後における平和と民主主義の世界の建設という偉大な事業に、疑いもなく大き

な貢献をするであろう。 

 

 

〔 ##注## 〕 

〔1〕 ブラウダーは、一九三○年から一九四四年までアメリカ共産党の書記長であっ

た。第二次世界大戦中、ブラウダーに代表されるアメリカ共産党内の右翼思想は、反マル

クス主義的修正主義――投降主義路線を形成した。ブラウダーは、一九四三年十二月いら

い、多くの講演と論文のなかで、この修正主義――投降主義の主張を鼓吹し、一九四四年

四月には、かれの右翼日和見主義の綱領としての著書『テヘラン』を出版した。ブラウダ

ーは、帝国主義が独占的な、腐朽した、死滅しつつある資本主義であるというレーニン主

義の基本理論を「修正」し、アメリカ資本主義の帝国主義的性質を否定し、それはまだ

「年若い資本主義制度としてのいくつかの特徴をもっている」ものと考え、アメリカのプ

ロレタリア階級と大ブルジョア階級とのあいだには「共通の利害」があると考え、トラス

ト制度の擁護を主張し、「階級協調」をつうじてアメリカ資本主義の不可避的な危機がさ

けられると夢想した。ブラウダーはアメリカ資本主義にたいするでたらめな評価から出発

し、独占資本にたいする階級協力という投降主義の路線から出発して、一九四四年五月、

自分が中心になって、アメリカのプロレタリア階級の政党――アメリカ共産党を解散さ

せ、別に非党組織であるアメリカ共産主義政治協会を組織した。ブラウダーのこのあやま

った路線は、最初から、フォスター同志を先頭とする多くのアメリカ共産党員によって反

対されていた。一九四五年六月、アメリカ共産主義政治協会は、フォスター同志の指導の

もとに、ブラウダー路線を批判する決議を採択した。同年七月には、また、アメリカ共産

主義政治協会の特別全国代表者会議がひらかれ、ブラウダー路線を徹底的に是正し、アメ

リカ共産党を再建することが決定された。ブラウダーは、その後も、依然としてプロレタ

リア階級を裏切る主張を固執し、トルーマン政府の帝国主義政策を公然と支持するととも

に、反党的な分派活動をおこなったので、一九四六年二月に、党から追放された。 

 

 

 

日本侵略者にたいする最後の一戦 

 

          （一九四五年八月九日） 

 

 

 八月八日、ソ連政府が対日宣戦布告をおこなった。中国人民はこれを心から歓迎する。

ソ連のこの行動によって、対日戦争の時間は大いに短縮されるであろう。対日戦争はすで

に最後の段階にはいり、日本侵略者とそのすべての手先に最終的にうち勝つ時期がすでに

やってきた。このような状況のもとで、中国人民のあらゆる抗日勢力は、全国的規模の反

攻をおこない、ソ連およびその他の連合国と緊密に効果的に呼応して戦うべきである。八

路軍、新四軍およびその他の人民軍隊は、あらゆる可能な条件を利用して、投降しようと

しないすべての侵略者およびその手先にたいし広範囲にわたって進攻をおこない、敵の力

を殲滅《せんめつ》し、その武器と資材を奪取し、はげしい勢いで解放区を拡大し、被占

領区を縮小すべきである。武装工作隊をおもいきって組織して、何百隊何千隊と敵後方に

ある敵後方の奥深くへおくりこみ、かれらが人民を組織して、敵の交通線を破壊し正規軍

に呼応して戦うようにさせなければならない。被占領区の何百何千万の大衆をおもいきっ

て立ちあがらせ、ただちに地下軍を組織して、武装蜂起を準備し、外部からの進攻部隊に



呼応して、敵を消滅しなければならない。解放区強化の活動にもひきつづき心をくばるべ

きである。ことしの冬から来年の春にかけて、現在の一億の人民とすべての新解放区の人

民のなかで、小作料と利子の引き下げを普遍的に実行し、生産を発展させ、人民の政権と

人民の武装力を組織し、民兵活動を強化し、軍隊の規律を強化し、各界人民の統一戦線を

堅持し、人力、物力の浪費を防止すべきである。これらはすべて、敵にたいするわが軍の

進攻を強化するためのものである。全国人民は、内戦勃発《ぼっぱつ》の危険を阻止する

ことに心をそそぎ、民主連合政府の樹立を促進することに努力しなければならない。中国

民族解放戦争の新しい段階がすでにやってきた。全国人民は団結を強化し、最後の勝利を

かちとるためにたたかうべきである。 

 

 

 


